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値（Value）Versions説明名前

無制限13, 5

• Infinite：システムは、構成され
たすべてのブートオプションを

試行し、システムがブートする

か、手動で中断されるまで繰り返

します。

• 5、13：システムは、構成された
すべてのブートオプションを試

行し、システムがブートするか中

断されるまで、選択した回数を繰

り返します。すべての試行が失敗

した場合、システムは続行するよ

うに求めます。値13はCiscoUCS
B200M5のデフォルト値で、5は
Cisco UCSB480M5のデフォルト
値です。

4.1(1)以降ブートの試行数。

（注）

B200 M5、B480
M5、C480 M5プ
ラットフォームに

のみ適用されま

す。

[試行数
（Number of
Retries）]

15秒、45秒、90秒

• 15、45、90：次のブートを試行す
るまで、システムは選択された秒

数間待機します。

4.1(1)以降次のブートを試行

するまで待機する

時間（秒単位）。

次のいずれかにな

ります。

（注）

B200 M5、B480
M5、C480 M5プ
ラットフォームに

のみ適用されま

す。

[クールダウン時
間（Cool Down
Time（秒）]

無効、有効

• [Disabled]：ユーザー入力を待機
してから非 EFIベースのブート
オプションを再試行します。

• [Enabled]：ユーザー入力を待機せ
ずに非 EFIベースのブートオプ
ションを継続的に再試行します。

4.1(1)以降BIOSでユーザ入力
を待機せずに非EFI
ベースのブートオ

プションを再試行

するかどうかを設

定します。

（注）

B200 M5、B480
M5、C480 M5プ
ラットフォームに

のみ適用されま

す。

Boot Option
Retry
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値（Value）Versions説明名前

無効、有効

•無効：IPv4HTTPサポートは使用
できません。

•有効：IPv4 PXEサポートを使用
できます。

4.2(1)以降HTTPの IPv4サ
ポートを有効また

は無効にします。

IPV4 HTTPのサ
ポート

無効、有効

•無効：IPv6HTTPサポートは使用
できません。

•有効：IPv6 PXEサポートを使用
できます。

4.2(1)以降HTTPの IPv6サ
ポートを有効また

は無効にします。

IPV6 HTTPのサ
ポート

無効、有効

•無効：IPv4 PXEサポートは使用
できません。

•有効：IPv4 PXEサポートを使用
できます。

4.2(1)以降PXEの IPv4サポー
トを有効または無

効にします。

IPv4 PXEのサ
ポート

無効、有効

•無効：IPv6 PXEサポートは使用
できません。

•有効：IPv6 PXEサポートを使用
できます。

4.2(1)以降PXEの IPv6サポー
トを有効または無

効にします。

[IPV6 PXEサ
ポート（IPV6
PXE Support）]

無効、有効

•無効：ネットワークスタックの
サポートは使用できません。

•有効：ネットワークスタックの
サポートを使用できます。

4.1(1)以降このオプションを

使用すると、シス

テムの完全なネッ

トワークスタイル

を有効または無効

にすることができ

ます。

ネットワークス

タック
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値（Value）Versions説明名前

無効、有効

•無効：電源オンパスワードは無
効になります。

•有効：電源オンパスワードは有
効になります。

4.1(1)以降このトークンで

は、F2BIOS設定を
使用する前にBIOS
パスワードを設定

する必要がありま

す。有効にする

と、BIOS関数（IO
設定、BIOSセット
アップ、BIOSを使
用したオペレー

ティングシステム

へのブート）にア

クセスする前にパ

スワードの検証が

必要になります。

（注）

B200 M5、B480
M5、C480 M5プ
ラットフォームに

のみ適用されま

す。

[電源オンパス
ワード（Power
ON Password）]

無効、LSI SW RAID、AHCI

•無効：P-SATAモードは無効で
す。

• LSI SW RAID：SATAコントロー
ラと sSATAコントローラを LSI
SW RAIDの RAIDモードに設定
します。

• [AHCI]：コントローラでは
Advanced Host Controller Interface
（AHCI）がイネーブルになり、
RAIDがディセーブルになりま
す。

4.1(1)以降このオプションで

は、P-SATAモード
を選択できます。

P-SATA
OptionROM

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）Versions説明名前

AHCI、LSISW RAID、無効

•無効：SATAモードは無効です。

• LSI SW RAID：SATAコントロー
ラと sSATAコントローラを LSI
SW RAIDの RAIDモードに設定
します。

• [AHCI]：コントローラでは
Advanced Host Controller Interface
（AHCI）がイネーブルになり、
RAIDがディセーブルになりま
す。

4.1(1)以降このオプションで

は、SATAモード
を選択できます。

SATA Mode

無効、有効

•無効：PCIeバスに接続されてい
る NVMe SSDのホットスワップ
を禁止します。

•有効：PCIeバスに接続されてい
る NVMe SSDのホットスワップ
を許可します。

4.1(1)以降PCIeバスに接続さ
れている NVMe
SSDをスワップで
きるかどうかを指

定します。この設

定により、これら

のドライブの LED
ステータスライト

も標準化されま

す。LEDステータ
スライトは、特定

の障害インジケー

タパターンを表示

するようにオプ

ションでプログラ

ムできます。

（注）

S3260M5プラット
フォームには適用

されません。

[VMD有効化
（VMD
Enablement）]

有効、無効

• [Disabled]：プロセッサで仮想化
テクノロジーを使用しません。

• [Enabled]：プロセッサで仮想化テ
クノロジーを使用します。

4.1(1)以降Intel Virtualization
Technology for
Directed I/O
（VT-d）をプロ
セッサで使用する

かどうか設定しま

す。

[Intel VT for
directed IO]

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）Versions説明名前

有効、無効

• [Disabled]：プロセッサでコヒー
レンシをサポートしません。

• [Enabled]：プロセッサで VT-d
Coherencyを必要に応じて使用し
ます。

4.1(1)以降プロセッサで Intel
VT-d Coherencyを
サポートするかど

うか設定します。

[Intel(R) VT-d
Coherencyサ
ポート（Intel(R)
VT-d Coherency
Support）]

無効、有効

• [Disabled]：プロセッサで ATSを
サポートしません。

• [Enabled]：プロセッサで VT-d
ATSを必要に応じて使用します。

4.1(1)以降プロセッサで Intel
VT-d Address
Translation Services
（ATS）をサポー
トするかどうか設

定します。

Intel VTD ATSサ
ポート

無効、有効

•無効：オプションは無効です。

•有効：オプションは有効です。

4.3 (6a)起動プロセス中に

不正なダイレクト

メモリアクセス

（DMA）を防止す
ることを目的とし

た BIOS設定であ
り、悪意のあるデ

バイスがシステム

メモリにアクセス

するのを防ぐ可能

性があります。

プリブートDMA
保護

有効、無効

•無効：GPUの複数のデバイス間
のピアツーピア通信を無効にしま

す。

•有効：GPUの複数のデバイス間
のピアツーピア通信を有効にしま

す。

4.0(4)以降アクセスコント

ロールサービス

（ACS）を使用す
ると、プロセッサ

は、GPUの複数の
デバイス間のピア

ツーピア通信を有

効または無効にす

ることができま

す。

（注）

C480 M5プラット
フォームにのみ適

用されます。

[ACS制御 GPU
n（ACS Control
GPU n）]（nは
1～ 14の範囲）
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値（Value）Versions説明名前

有効、無効

•無効：OSイーサネットネット
ワーキング IDは、ETH0やETH1
など、デフォルトの規則で名前が

付けられます。

•有効：OSイーサネットネット
ワーク識別子に、LOMポート 0
や LOMポート 1のように、物理
的なLANonMotherboard（LOM）
のポート番号付けに基づく

Consistent DeviceNaming（CDN）
規則で名前を付けます。

4.0(4)以降イーサネットネッ

トワーキング識別

子の命名規則を、
Consistent Device
Naming（CDN）と
従来の命名規則の

どちらに準拠させ

るかを指定しま

す。

[LOMのCDNサ
ポート（CDN
Support for
LOM）]

有効、無効、0P3_Percent、
0P5_Percent、ハードウェア、オフ

（注）

0P3_Percent、0P5_Percent、
Hardware、OffのオプションはM7
サーバーでのみ使用可能です。

4.1(2)以降このオプションで

は、外部クロック

ジェネレータのク

ロック拡散スペク

トルを有効または

無効にすることが

できます。

外部SSCの有効
化

無効、致命的なエラーで、致命的なエ

ラーおよび致命的でないエラーで

4.2(1)以降このオプションを

使用すると、修正

不可能なエラーの

後にダウンスト

リームリンクを無

効にすることがで

きるため、制御さ

れた堅牢な方法で

回復することが可

能になります。

[IIO eDPCサ
ポート（IIO
eDPC Support）]
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値（Value）Versions説明名前

無効、有効、Legacyのみ、UEFIのみ

•無効：拡張スロットを使用できま
せん。

•有効：拡張スロットを使用できま
す。

• UEFIのみ：拡張スロットをUEFI
でのみ使用できます。

• Legacyのみ：拡張スロットをレ
ガシーでのみ使用できます。

4.0(4)以降オプションROMが
LOMポート nで使
用できるかどうか

（注）

C220 M6および
C240 M6プラット
フォームにのみ適

用されます。

[LOMポート n
OptionROM
（LOM Port n
OptionROM）]。
nの範囲は 0～ 3
です。

0～255（単位は（n/10）%）4.1(2)以降すべての PCIe PLL
SSCポートが有効
であるか、無効で

あるか。

PCIe PLL SSC
パーセント
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値（Value）Versions説明名前

自動、無効、GEN 1、GEN 2、GEN
3、GEN 4、GEN 5

• [Disabled]：最大速度は制限され
ません。

•有効：最大速度は、制限されてい
ません。

•自動：最高速度は自動的に設定さ
れます。

• GEN1：最大 2.5 GT/s（ギガトラ
ンスファー/秒）までの速度が許
可されます。

• GEN2：最大 5GT/sまでの速度が
許可されます。

• GEN3：最大 8GT/sまでの速度が
許可されます。

• GEN4：最大 16 GT/sまでの速度
が許可されます。

（注）

M7、M8サーバにのみ適用され
ます。

• GEN 5：最大 32 GT/sまでの速度
が許可されます。

（注）

M7、M8サーバーにのみ適用さ
れます。

4.0(2)以降このオプションで

は、MRAIDの最高
速度を制限するこ

とができます。

（注）

C220 M5、C240
M5、C220 M6、
C220 M7、および
C240 M8プラット
フォームにのみ適

用されます。

[MRAID nリン
ク速度（MRAID
n Link
Speed）]。nの範
囲は 1～ 2で
す。

無効、有効

•無効：拡張スロットを使用できま
せん。

•有効：拡張スロットを使用できま
す。。

4.0(2)以降MRAIDポートでオ
プションROMを使
用可能にするかど

うか設定。

（注）

C220 M5、C240
M5、C220 M6、
C220 M7、および
C240 M8プラット
フォームにのみ適

用されます。

[MRAID n
OptionROM]。n
の範囲は 1～ 2
です。

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）Versions説明名前

無効、有効

• Disabled：オプション ROMは使
用できません。

• [Enabled]—オプションROMは使
用できます。

4.2(1)以降サーバが PCIe
MSTOR RAIDのオ
プションROMを使
用するかどうか。

（注）

B200 M5、B480
M5、C220 M5、
C240 M5、C480
M5、C220 M6、
C240 M6、C220
M7、C240 M7、
C220 M8、および
C240 M8プラット
フォームにのみ適

用されます。

PCIeスロット
MSTOR RAID
OptionROM

無効、自動、GEN1、GEN2、GEN3、
GEN4、GEN5

•無効：最大スピードは制限されて
いません。

•自動：最高速度は自動的に設定さ
れます。

• GEN1：最大 2.5 GT/s（ギガトラ
ンスファー/秒）までの速度が許
可されます。

• GEN2：最大 5GT/sまでの速度が
許可されます。

• GEN3：最大 8GT/sまでの速度が
許可されます。

• GEN4：最大 16 GT/sまでの速度
が許可されます。

• GEN 5：最大 32 GT/sまでの速度
が許可されます。

4.0(2)以降このオプションで

は、PCIeスロット
に取り付けられた

NVMEカードの最
高速度を制限する

ことができます。

（注）

NVME24リンク速
度は、C220 M7お
よびC240M7サー
バ、および X210c
M7サーバをサ
ポートします。

[NVME nリンク
速度（NVME n
Link Speed）]。
nの範囲は 0～ 6
と 13～ 24で
す。

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）Versions説明名前

Enabled、Disabled

•無効：オプションは制限されてい
ません。

•有効：オプションは制限されてい
ます。

4.0(2)以降このオプションで

は、SSD:NVMeス
ロットnに接続され
た PCIeアダプタの
オプションROMの
実行を制御するこ

とができます。

[NVME n
OptionROM]。n
の範囲は 0～ 6
です。

無効、自動、GEN1、GEN2、GEN3、
GEN4、GEN5

GEN5は、速度 1～ 6でのみサポート
されます。

•無効：最大スピードは制限されて
いません。

•自動：最高速度は自動的に設定さ
れます。

• GEN 1：最大 2GT/s（ギガトラン
スファー/秒）までの速度が許可
されます。

• GEN2：最大 5GT/sまでの速度が
許可されます。

• GEN3：最大 8GT/sまでの速度が
許可されます。

• GEN4：最大 16 GT/sまでの速度
が許可されます。

• GEN 5：最大 32 GT/sまでの速度
が許可されます。

4.0（1）以降スロット nで指定
された PCIeスロッ
トのリンク速度。

[PCIeスロットn
リンク速度

（PCIe Slot n
Link Speed）]。
nの範囲は 1～ 8
です。

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）Versions説明名前

無効、自動、GEN1、GEN2、GEN3

•無効：最大スピードは制限されて
いません。

•自動：最高速度は自動的に設定さ
れます。

• GEN 1：最大 2GT/s（ギガトラン
スファー/秒）までの速度が許可
されます。

• GEN2：最大 5GT/sまでの速度が
許可されます。

• GEN3：最大 8GT/sまでの速度が
許可されます。

4.0（1）以降PCIeスロット：
LOMのリンク速度
の構成。

PCIeスロット：
LOMリンク速度

無効、有効、Legacyのみ、UEFIのみ

•無効：拡張スロットを使用できま
せん。

•有効：拡張スロットを使用できま
す。

4.0(2)以降オプションROMが
ポートで使用でき

るかどうか。

nの範囲が 1～ 8
の PCIe Slot
nOptionROM

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）Versions説明名前

無効、自動、GEN1、GEN2、GEN3、
GEN4、GEN5

•無効：最大スピードは制限されて
いません。

•自動：最高速度は自動的に設定さ
れます。

• GEN1：最大 2.5 GT/s（ギガトラ
ンスファー/秒）までの速度が許
可されます。

• GEN2：最大 5GT/sまでの速度が
許可されます。

• GEN3：最大 8GT/sまでの速度が
許可されます。

• GEN4：最大 16 GT/sまでの速度
が許可されます。

• GEN 5：最大 32 GT/sまでの速度
が許可されます。

4.0(4)以降このオプションで

は、フロント PCIe
スロットに取り付

けられた NVME
カードの最高速度

を制限することが

できます。

[前面 NVME n
リンク速度

（Front NVME n
Link Speed）]。
nの範囲は 1～
12です。

C245 M8プラッ
トフォームの場

合、 nの範囲は
1～ 4です。

有効、無効

•無効：オプションは制限されてい
ません。

•有効：オプションは制限されてい
ます。

4.2(1)以降このオプションで

は、SSD:NVMeス
ロットnに接続され
た PCIeアダプタの
オプションROMの
実行を制御するこ

とができます。

[前面 NVME n
OptionROM
（Front NVME n
OptionROM）]。
nの範囲は 1～
24です。

C245 M8プラッ
トフォームの場

合、 nの範囲は
1～ 4です。

Enabled、Disabled

•無効：オプションは制限されてい
ません。

•有効：オプションは制限されてい
ます。

4.0（1）以降このオプションを

使用すると、PCIe
スロット 1および
2に装着されている
アダプタカードの

最大速度を制限で

きます。

[PCIe LOM:1お
よび 2リンク
（PCIe LOM:1
and 2 Link）]

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）Versions説明名前

無効、有効、Legacyのみ、UEFIのみ

•無効：拡張スロットを使用できま
せん。

•有効：拡張スロットを使用できま
す。

• UEFIのみ：拡張スロットをUEFI
でのみ使用できます。

• Legacyのみ：拡張スロットをレ
ガシーでのみ使用できます。

4.0（1）以降このオプションを

使用すると、PCIe
スロットのMezz状
態を構成できま

す。

スロットメザニ

ンの状態

自動、無効、GEN 1、GEN 2、GEN
3、GEN 4、GEN 5

• [Disabled]：最大速度は制限され
ません。

•自動：最高速度は自動的に設定さ
れます。

• GEN1：最大 2.5 GT/s（ギガトラ
ンスファー/秒）までの速度が許
可されます。

• GEN2：最大 5GT/sまでの速度が
許可されます。

• GEN3：最大 8GT/sまでの速度が
許可されます。

• GEN4：最大 16 GT/sまでの速度
が許可されます。

• GEN 5：最大 32 GT/sまでの速度
が許可されます。

4.0(1)以降このオプションを

使用するとMLOM
アダプタの最大速

度を制限できま

す。

PCIeスロット:
MLOMリンク速
度（PCIe
Slot:FLOM Link
Speed）

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）Versions説明名前

無効、有効、Legacyのみ、UEFIのみ

•無効：拡張スロットを使用できま
せん。

•有効：拡張スロットを使用できま
す。

• UEFIのみ：拡張スロットをUEFI
でのみ使用できます。

• Legacyのみ：拡張スロットをレ
ガシーでのみ使用できます。

4.0（1）以降オプションROMが
MLOMポートで使
用できるかどう

か。

PCIe
Slot:MLOM
OptionROM

自動、無効、GEN 1、GEN 2、GEN
3、GEN 4、GEN 5

• [Disabled]：最大速度は制限され
ません。

•自動：最高速度は自動的に設定さ
れます。

• GEN1：最大 2.5 GT/s（ギガトラ
ンスファー/秒）までの速度が許
可されます。

• GEN2：最大 5GT/sまでの速度が
許可されます。

• GEN3：最大 8GT/sまでの速度が
許可されます。

• GEN4：最大 16 GT/sまでの速度
が許可されます。

• GEN 5：最大 32 GT/sまでの速度
が許可されます。

4.0(2)以降このオプションで

は、MRAIDの最高
速度を制限するこ

とができます。

[MRAIDリンク
速度（MRAID
Link Speed）]

無効、有効、Legacyのみ、UEFIのみ

•無効：拡張スロットを使用できま
せん。

•有効：拡張スロットを使用できま
す。

4.0(2)以降オプションROMが
MLOMポートで使
用できるかどう

か。

[PCIe
Slot:MRAID
OptionROM]

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）Versions説明名前

無効、有効、Legacyのみ、UEFIのみ

•無効：拡張スロットを使用できま
せん。

•有効：拡張スロットを使用できま
す。

4.0(2)以降オプションROMが
ポートで使用でき

るかどうか。

nの範囲が 1～ 8
の PCIe Slot
nOptionROM

無効、自動、GEN1、GEN2、GEN3

•無効：最大スピードは制限されて
いません。

•自動：最高速度は自動的に設定さ
れます。

• GEN 1：最大 2GT/s（ギガトラン
スファー/秒）までの速度が許可
されます。

• GEN2：最大 5GT/sまでの速度が
許可されます。

• GEN3：最大 8GT/sまでの速度が
許可されます。

4.0（1）以降このオプションを

使用すると RAID
の最大速度を制限

できます。

RAID Link
Speed

有効、無効

•無効：オプションは制限されてい
ません。

•有効：オプションは制限されてい
ます。

4.0（1）以降オプションROMが
RAIDスロットで使
用できるかどう

か。

[PCIeスロット
RAIDオプショ
ン ROM（PCIe
Slot MLOM
OptionROM）]

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）Versions説明名前

自動、無効、GEN 1、GEN 2、GEN
3、GEN 4、GEN 5

• [Disabled]：最大速度は制限され
ません。

•自動：最高速度は自動的に設定さ
れます。

• GEN1：最大 2.5 GT/s（ギガトラ
ンスファー/秒）までの速度が許
可されます。

• GEN2：最大 5GT/sまでの速度が
許可されます。

• GEN3：最大 8GT/sまでの速度が
許可されます。

• GEN4：最大 16 GT/sまでの速度
が許可されます。

• GEN 5：最大 32 GT/sまでの速度
が許可されます。

4.0(4)以降このオプションを

使用すると背面

NVMEの最大速度
を制限できます。

（注）

NVME 4リンク速
度は、C240 M7
サーバー、X210c
M7、およびC240
M8サーバーに対
応しています。

[背面 NVME n
リンク速度

（Rear NVME n
Link Speed）]。
nの範囲は 1～ 4
です。

有効、無効

•無効：オプションは制限されてい
ません。

•有効：オプションは制限されてい
ます。

4.0(4)以降オプションROMが
背面 NVMEで使用
できるかどうか。

[背面 NVME n
OptionROM
（Rear NVME n
OptionROM）]。
nの範囲は 1～ 4
です。

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）Versions説明名前

無効、自動、GEN1、GEN2、GEN3

•無効：最大スピードは制限されて
いません。

•自動：最高速度は自動的に設定さ
れます。

• GEN 1：最大 2GT/s（ギガトラン
スファー/秒）までの速度が許可
されます。

• GEN2：最大 5GT/sまでの速度が
許可されます。

• GEN3：最大 8GT/sまでの速度が
許可されます。

4.0(4)以降このオプションを

使用するとライ

ザーの最大速度を

制限できます。

[PCIe Slot:Riser
リンク速度 n
（PCIe
Slot:Riser Link
Speed n）]。nは
1および 2で
す。

無効、自動、GEN1、GEN2、GEN3

•無効：最大スピードは制限されて
いません。

•自動：最高速度は自動的に設定さ
れます。

• GEN 1：最大 2GT/s（ギガトラン
スファー/秒）までの速度が許可
されます。

• GEN2：最大 5GT/sまでの速度が
許可されます。

• GEN3：最大 8GT/sまでの速度が
許可されます。

4.0(2)以降このオプションを

使用するとxスロッ
トのライザーの最

大速度を制限でき

ます。

[PCIe Slot:Riser
nスロット xリ
ンク速度（PCIe
Slot:Riser n Slot x
Link Speed）]。n
は 1と 2、xは 1
～ 6です。

無効、有効、Legacyのみ、UEFIのみ

•無効：拡張スロットを使用できま
せん。

•有効：拡張スロットを使用できま
す。

• UEFIのみ：拡張スロットをUEFI
でのみ使用できます。

• Legacyのみ：拡張スロットをレ
ガシーでのみ使用できます。

4.0(2)以降オプションROMが
SASスロットで使
用できるかどう

か。

PCIeスロット：
SASオプション
ROM（PCIe
Slot:SAS
OptionROM）

サポートされるプラットフォーム

18

サポートされるプラットフォーム

Intelのサポート対象プラットフォーム



値（Value）Versions説明名前

無効、自動、GEN1、GEN2、GEN3

•無効：最大スピードは制限されて
いません。

•自動：最高速度は自動的に設定さ
れます。

• GEN 1：最大 2GT/s（ギガトラン
スファー/秒）までの速度が許可
されます。

• GEN2：最大 5GT/sまでの速度が
許可されます。

• GEN3：最大 8GT/sまでの速度が
許可されます。

4.0(2)以降このオプションを

使用すると前面

SSDの最大速度を
制限できます。

[PCIe
Slot:FrontSSD n
リンク速度

（PCIe
Slot:FrontSSD
nLink
Speed）]。nは 1
および 2です。

有効、無効

（注）

デフォルトでは、AMDプラット
フォームでは有効、Intelプラット
フォームでは無効になっています。

4.3(4b)以降サイズ変更可能な

BARサポートの
セットアップ項目

を有効または無効

にできます。

BARのサイズ変
更サポート

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）Versions説明名前

有効、無効

•無効：オプションは制限されてい
ません。

•有効：オプションは制限されてい
ます。

4.0(2)以降PCIeスロットの
Consistent Device
Naming（CDN）制
御により、PCIeス
ロットに一貫した

方法で名前を付け

ることができま

す。これにより

PCIeスロットの名
前は、より統一さ

れ、識別しやすく

なり、構成に変更

が加えられても永

続的に保持されま

す。

（注）

C240 M5、C220
M6、C240 M6、
C220 M7、C240
M7、C220 M8、
C240 M8プラット
フォームにのみ適

用されます。

CDNは一貫した
デバイスの命名

を指すPCIeス
ロット CDN制
御

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）Versions説明名前

有効、無効

•無効：オプションは制限されてい
ません。

•有効：オプションは制限されてい
ます。

4.0(2)以降PCIeスロットの
Consistent Device
Naming（CDN）制
御により、PCIeス
ロットに一貫した

方法で名前を付け

ることができま

す。これにより

PCIeスロットの名
前は、より統一さ

れ、識別しやすく

なり、構成に変更

が加えられても永

続的に保持されま

す。

（注）

B200 M5、B480
M5、C220 M5、
C240 M5、C480
M5、S3260 M5、
B200 M6、C220
M6、C240 M6、
X210c M6、C220
M7、C240 M7、
X210c M7、X410c
M7、C225 M8、
C245 M8、X215
M8プラット
フォームにのみ適

用されます。

Consistent Device
Naming（CDN）
制御

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）Versions説明名前

無効、有効

•無効：オプションは無効です。

•有効：オプションは有効です。

4.3(5b)以降[UEFIメモリマッ
プの特殊な目的フ

ラグ（UEFI
MemoryMap Special
Purpose Flag）]が有
効になっている場

合、[ACPI SRATSP
メモリフラグ

（ACPI SRAT SP
Memory flag）]を有
効または無効にし

ます。

（注）

C220 M7、C240
M7、X210c M7、
X410c M7、C220
M8、C240 M8、
X210c M8プラッ
トフォームのみに

適用されます。

ACPI SRATの特
殊な目的のメモ

リフラグ

無効、有効

•無効：オプションは無効です。

•有効：オプションは有効です。

4.3(5b)以降[UEFIメモリマップ
の特殊ノブ（UEFI
MemoryMap Special
knob）]設定を有効
または無効にする

と、特定のオペ

レーティングシス

テムの [CXL]カー
ドに影響します。

（注）

C220 M7、C240
M7、X210c M7、
X410c M7、C220
M8、C240 M8、
X210c M8プラッ
トフォームのみに

適用されます。

UEFIメモリマッ
プの特殊な目的

のメモリフラグ

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）Versions説明名前

無効、有効、自動

•無効：オプションは無効です。

•有効：オプションは有効です。

•自動：オプションは自動モードで
す。

4.0（1）以降システムの起動中

に拡張メモリテス

トを有効にしま

す。メモリ量に応

じて起動時間は長

くなります。

（注）

B200 M5、B480
M5、C220 M5、
C240 M5、C480
M5、S3260 M5、
B200 M6、C220
M6、C240 M6、
X210c M6、C220
M7、C240 M7、
X210c M7、X410c
M7、C225 M8、
C245 M8、X215
M8に適用されま
す。

強力なメモリテ

スト

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）Versions説明名前

有効、無効

•無効：オプションは制限されてい
ません。

•有効：オプションは制限されてい
ます。

4.0（1）、4.0
（2）、4.0
（4）、4.1
（1）、4.2
（1）、4.3
（4b）4.3(5a)

不正な外部DMAか
らの脅威を緩和す

るため、PCI BME
ビットを無効にで

きます。

（注）

B200 M5、B480
M5、C220 M5、
C240 M5、C480
M5、S3260 M5、
B200 M6、C220
M6、C240 M6、
X210c M6、C225
M6、C245 M6、
C220 M7、C240
M7、X210c M7、
X410c M7、M8、
C220 M8、C240
M8、X210c M8プ
ラットフォームに

のみ適用されま

す。

[BME DMA緩和
（BME DMA
Mitigation）]

1G、 4G、16G、64G、 256G、
1024G、自動

（注）

自動および 32Gオプションは、M8
Intelプラットフォームにのみ適用さ
れます。

4.3(3c)以降メモリマップド I/O
（MMIO）リソース
の割り当てに使用

する割り当てサイ

ズを選択します。

MMIO高粒度サ
イズ

512G、1T、2T、4T、16T、24T、
32T、40T、56T、自動

（注）

自動オプションは、M8 Intelプラッ
トフォームにのみ適用されます。

4.3(3c)以降I/O（MMIOリソー
ス）のメモリアド

レスマッピングに

基づく基本メモリ

サイズ

MMIOハイベー
ス

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）Versions説明名前

無効、レシピ1、レシピ2、レシピ3、
モード 0、モード 1、モード 2

•無効：この機能が無効になりま
す。

•レシピ 1：6モジュール、最適化
されたソケットあたり4モジュー
ル

•レシピ2：最適化されたソケット
あたり 2モジュール

•レシピ3：最適化されたソケット
あたり 1モジュール

•モード 0：PMemQoS機能を無効
にする

•モード 1：M2M QoS有効化。
CHA QoS無効化

•モード 2：M2M QoS有効化、
CHA QoS有効化

（注）

モード 0、モード 1、モード 2のオプ
ションは、M6サーバーにのみ適用さ
れます。

4.1(2)以降同時 DCPMM BW
飽和スレッドの存

在下での DRAMお
よびシステム全体

の BWドロップを
防止し、同種の

DDRTのみの使用
への影響を最小限

に抑えます。マル

チテナントの使用

例、VMなどに適し
ています。App
Direct向けですが、
メモリモードも改

善されます。

「ワーストケー

ス」の低下をター

ゲットにします。

（注）

B200 M5、B480
M5、C220 M5、
C240 M5、C480
M5、 S3260 M5、
B200 M6、C220
M6、C240 M6、
X210c M6プラッ
トフォームにのみ

適用されます。

CR QoS

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）Versions説明名前

自動、オプション 1～ 5、最適化を有
効にする、最適化を無効にする

（注）

[最適化の有効化（Enable
Optimization）]、[最適化の無効化
（Disable Optimization）]オプション
は、M6サーバーでのみ使用できま
す。

4.1(2)以降CR FastGo Config
は、FastGOが無効
になっている場合

の DDRT非一時書
き込み帯域幅を改

善します。FastGO
を有効にすると、

アンコアへのNT書
き込みのフローが

高速になります。

FastGOを無効にす
ると、CPUアンコ
アの NT書き込み
キューが減少し、

DCPMMで連続し
て改善され、帯域

幅が向上します。

CR FastGo設定

無効、有効

•無効：オプションは無効です。

•有効：オプションは有効です。

4.0（1）以降DCPMMファーム
ウェアのダウング

レードを構成する

には

（注）

B480 M5、C220
M5、C240 M5、
C480 M5、S3260
M5、B200 M6、
C220 M6、C240
M6、X210c M6プ
ラットフォームに

のみ適用されま

す。

[DCPMMファー
ムウェアのダウ

ングレード

（DCPMM
Firmware
Downgrade）]

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）Versions説明名前

自動、 1x更新、2x更新、3x、4x

（注）

M5、M7、M8サーバーのデフォルト
は、1xリフレッシュです。

4.0（1）以降内部メモリ用のリ

フレッシュ間隔

レートを構成する

には

（注）

B200 M5、B480
M5、C220 M5、
C240 M5、C480
M5、S3260 M5、
B200 M6、C220
M6、C240 M6、
X210c M6、C220
M7、C240 M7、
X210cM7、および
X410c M7プラッ
トフォームにのみ

適用されます。

メモリのリフ

レッシュレート

無効、有効、自動

•無効：オプションは無効です。

•有効：オプションは有効です。

•自動：オプションは自動モードで
す。

4.2(1)以降拡張非同期 DRAM
リフレッシュ

(eADR)により、
データを含む CPU
キャッシュライン

が適切なタイミン

グ、必要な順序で

フラッシュされま

す。電源障害から

保護されたドメイ

ンにも含まれま

す。

（注）

B200 M6、C220
M6、C240 M6、
X210c M6、C220
M7、C240 M7、
X210cM7、および
X410c M7プラッ
トフォームにのみ

適用されます。

eADRサポート

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）Versions説明名前

無効、有効

•無効：オプションは無効です。

•有効：オプションは有効です。

4.2(1)以降メモリ帯域幅を増

やすことができま

す。

（注）

C220 M6、C240
M6、B200M6、お
よび X210c M6プ
ラットフォームに

のみ適用されま

す。

メモリ帯域幅

ブースト

0：65535（ステップサイズが 1）4.0(2)以降部分的なメモリの

ミラーモードの容

量を、合計メモリ

容量の 50%に制限
します。メモリサ

イズは、0 GB ~
65535 GBの範囲で
1 GBずつ増加しま
す。

（注）

B200 M5、B480
M5、C220 M5、
C240 M5、C480
M5、S3260 M5、
B200 M6、C220
M6、C240 M6、
X210c M6、C220
M7、C240 M7、
X210c M7、X410c
M7、C225 M8、
C245 M8、X215
M8プラット
フォームにのみ適

用されます。

メモリサイズの

制限(GB)

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）Versions説明名前

PECIを使用した CLTT、無効

•無効：オプションは無効です。

• PECIを使用した CLTT：プラッ
トフォーム環境制御インターフェ

イス（PECI）を使用してクロー
ズドループサーマルスロットリ

ング（CLTT）を有効にします。

4.0（1）以降メモリの温度が制

限内にあることを

保証する保護メカ

ニズムを提供しま

す。温度が最大閾

値を超えると、メ

モリアクセスレー

トが低下し、ベー

スボード管理コン

トローラ（BMC）
がファンの回転数

を調整してメモリ

を冷却し、過熱に

よる DIMMの損傷
を防ぎます

（注）

B200 M5、B480
M5、C220 M5、
C240 M5、C480
M5、S3260 M5、
B200 M6、C220
M6、C240 M6、
X210c M6、C220
M7、C240 M7、
X210c M7、X410c
M7、C220 M8、
C240 M8、X210c
M8

メモリのサーマ

ルスロットリン

グモード

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）Versions説明名前

有効、無効

• [Disabled]：BIOSで NUMAをサ
ポートしません。

• [有効（Enabled）]：NUMAに対
応したオペレーティングシステ

ムに必要な ACPIテーブルを
BIOSに含めます。このオプショ
ンを有効にする場合は、一部のプ

ラットフォームでシステムのソ

ケット間メモリインターリーブ

を無効にする必要があります。

4.0（1）以降BIOSで NUMAを
サポートするかど

うか設定します。

（注）

B200 M5、B480
M5、C220 M5、
C240 M5、C480
M5、S3260 M5、
B200 M6、C220
M6、C240 M6、
X210c M6、C220
M7、C240 M7、
X210c M7、X410c
M7、C225 M8、
C245 M8、X215
M8プラット
フォームにのみ適

用されます。

NUMA最適化

BW最適化、レイテンシー最適化、バ
ランシングプロファイル

• BW最適化：DDRおよび DDRT
BW用に最適化されています。こ
れがデフォルトのオプションで

す。

•遅延最適化：DDRTBWが存在す
る場合DDR遅延が改善します。
M5サーバーでのみ使用できま
す。

•バランシングプロファイル：メ
モリモード用に最適化されてい

ます。

4.0(2)以降NVMパフォーマン
ス設定により、

DDRチャネル上の
DDRと DDRTトラ
ンザクション間の

効率的なメジャー

モード調停が可能

になり、チャネル

BWと DRAMの遅
延が最適化されま

す。

NVMパフォーマ
ンス設定

テスト専用、テストと修復4.2(1)以降このオプションを

使用すると、操作

モードを構成でき

ます。

オペレーション

モード

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）Versions説明名前

高、低

• [高（High）]：メモリコントロー
ラは、最大 8つのリフレッシュ
コマンドを延期できます。メモリ

コントローラは、延期されたすべ

てのリフレッシュをリフレッシュ

間隔内で実行します。9番目のリ
フレッシュコマンドについては、

リフレッシュの優先順位をパニッ

クにします。メモリコントロー

ラは、延期されたすべてのリフ

レッシュコマンドが実行される

まで、通常のメモリトランザク

ションを一時停止します。

•低：メモリコントローラは、リ
フレッシュコマンドを延期する

ことはできません。

（注）

Rowhammerスタイルの攻撃を軽
減するために、この設定はデ

フォルト状態（[低（Low）]）
のままにすることを推奨しま

す。

4.2(1)以降メモリコントロー

ラの遅延リフレッ

シュ機能を制御し

ます。

（注）

B200 M5、B480
M5、C220 M5、
C240 M5、C480
M5、S3260 M5、
B200 M6、C220
M6、C240 M6、
X210c M6、C220
M7、C240 M7、
X210cM7、および
X410c M7プラッ
トフォームに適用

されます。

パニックと高水

準点

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）Versions説明名前

無効、有効

（注）

M7サーバの場合、デフォルト値は
[無効（Disabled）]です。

•無効：オプションは無効です。

•有効：オプションは有効です。

4.2(1)以降パーシャルキャッ

シュラインスペア

リング (PCLS)は、
メモリコントロー

ラーのエラー防止

メカニズムです。

PCLSは、メモリ
アクセス中に置換

できるように、

ビットの欠陥のあ

るニブルの場所

を、対応するデー

タコンテンツとと

もにスペアディレ

クトリに静的にエ

ンコードします。

（注）

B200 M6、C240
M6、C220 M6、
X210c M6、C220
M7、C240 M7、
X210cM7、および
X410c M7プラッ
トフォームにのみ

適用されます。

部分的なキャッ

シュ行の節約

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）Versions説明名前

無効、パーセンテージ、GB単位の値

•無効：オプションは無効です。

•容量：部分メモリモードでミラー
リングされるメモリの量は、合計

メモリの割合として定義されま

す。

•値 (GB):部分的なメモリモード
でミラーリングされるメモリの合

計は GBで定義されます。

（注）

部分的なメモリミラーモードは

標準のミラーリングモードに対

して相互に排他的です。

部分的なミラー 1 ~ 4は、関連オ
プションで GBまたは割合で設
定されている容量制限を超えな

い限り、任意の数または設定で

使用できます。

（注）

GBのオプションの値は、M8プラッ
トフォームには適用されません。

4.1(1)以降メモリパーシャル

ミラーモードを使

用すると、GB単位
またはメモリ容量

の割合によって部

分的にミラーリン

グすることができ

ます。ここで選択

したオプションに

応じて、使用可能

なフィールドで、

部分的なミラーの

割合または部分的

なミラー容量をGB
単位で定義できま

す。メモリ容量の

最大 50%を部分的
にミラーリングで

きます。

（注）

B200 M5、B480
M5、C220 M5、
C240 M5、C480
M5、S3260 M5、
B200 M6、C220
M6、C240 M6、
X210c M6、C220
M7、C240 M7、
X210c M7、X410c
M7、C225 M8、
C245 M8、X215
M8プラット
フォームにのみ適

用されます。

メモリパーシャ

ルミラーモード

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）Versions説明名前

0.00：50.00（0.01のステップサイズ）4.1(1)以降使用可能なメモリ

の総量を、合計メ

モリの割合として

制限します。これ

は、0.000.01%から
50.00 %まで、0.01
%単位で増加させ
られます。

（注）

B200 M5、B480
M5、C220 M5、
C240 M5、C480
M5、S3260 M5、
B200 M6、C220
M6、C240 M6、
X210c M6、C220
M7、C240 M7、
X210c M7、X410c
M7、C225 M8、
C245 M8、X215
M8プラット
フォームにのみ適

用されます。

パーシャルミ

ラー率

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）Versions説明名前

0：65535（ステップサイズが 1）4.1(1)以降パーシャルミラー

nのメモリの量を
GB単位で制限しま
す。これは、0 GB
~ 65535 GBの範囲
で 1GBずつ増加し
ます。

（注）

B200 M5、B480
M5、C220 M5、
C240 M5、C480
M5、S3260 M5、
B200 M6、C220
M6、C240 M6、
X210c M6、C220
M7、C240 M7、
X210cM7、および
X410c M7プラッ
トフォームにのみ

適用されます。

[パーシャルミ
ラー n GB単位
のサイズ

（Partial Mirror
n Size in GB）]。
nの範囲は 1～ 4
です。

無効、有効

•無効：このオプションは無効で
す。

•有効：このオプションは有効で
す。

4.0（1）以降PCIe RASポートが
有効か、無効かど

うか。

（注）

B200 M5、B480
M5、C220 M5、
C240 M5、C480
M5、S3260 M5、
B200 M6、C220
M6、C240 M6、
X210c M6、C220
M7、C240 M7、
X210c M7、X410c
M7、C225 M8、
C245 M8、X215
M8プラット
フォームにのみ適

用されます。

PCIe RASサポー
ト

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）Versions説明名前

4.3(4b)以降OSランタイム中に
修正されたメモリ

エラーのソフトポ

ストパッケージ修

復を有効にしま

す。

（注）

C220 M8、C240
M8、およびX210c
M8プラット
フォームにのみ適

用されます。

ランタイムポス

トパッケージ修

復

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）Versions説明名前

4.0（1）以降サーバに対するメ

モリの RAS（信頼
性、可用性、有用

性）の設定方法で

す。

メモリRAS設定

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）Versions説明名前

最大パフォーマンス、ミラーリング、

ロックステップ、ミラーモード

1LM、パーシャルミラーモード
1LM、スペアリング、ADDDCスペア
リング

•最大パフォーマンス：システム
パフォーマンスを最適化し、すべ

ての高度な RAS機能を無効にし
ます。

• [Mirroring]：システムのメモリの
半分をバックアップとして使用す

ることにより、システムの信頼性

が最適化されます。このモード

は UCS M4以前のブレードサー
バーに使用します。

• [Lockstep]：サーバ内のDIMMペ
アが、同一のタイプ、サイズ、お

よび構成を持ち、SMIチャネルに
またがって装着されている場合、

ロックステップモードをイネー

ブルにすることで、メモリアク

セス遅延の最小化およびパフォー

マンスの向上を図ることができま

す。B440サーバーでは [lockstep]
がデフォルトで有効になっていま

す。

• [Mirror Mode 1LM]：ミラーモー
ド 1LMは、ミラーリングされる
システム内の 1LMメモリ全体を
設定し、結果的にメモリ容量を半

減させます。このモードは UCS
M5およびM6ブレードサーバー
に使用します。

• [部分的なミラーモード 1LM
(Partial Mirror Mode 1LM)]：部
分的なミラーモード 1LMは、ミ
ラーリングされるシステム内の

1LMメモリの一部全体を設定し、
結果的にメモリ容量を半減させま

す。このモードは UCS M5およ
びM6ブレードサーバーに使用

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）Versions説明名前

します。

•スペアリング：システムの信頼性
は、他の DIMMが故障した場合
に使用できるように、メモリを予

備に保持することによって最適化

されます。このモードは、メモリ

の冗長性を実現しますが、ミラー

リングほどの冗長性は提供されま

せん。

• ADDDCスペアリング：システム
の信頼性は、他の DIMMが故障
した場合に使用できるように、メ

モリを予備に保持することによっ

て最適化されます。このモード

は、メモリの冗長性を実現します

が、ミラーリングほどの冗長性は

提供されません。

無効、ハード PPR

•無効：オプションは無効です。

•ハード PPR：これにより、破損
したストレージセルが永続的に

再マッピングされることになりま

す。

4.1(1)以降Post Package Repair
(PPR)は、スペア
セルに置き換え

て、障害のあるメ

モリセルを修復す

る機能を提供しま

す。

（注）

B200 M5、B480
M5、C220 M5、
C240 M5、C480
M5、S3260 M5、
B200 M6、C220
M6、C240 M6、
X210c M6、C220
M7、C240 M7、
X210c M7、X410c
M7、C225 M8、
C245 M8、X215
M8プラット
フォームにのみ適

用されます。

PPRタイプの選
択

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）Versions説明名前

無効、有効

•無効：このオプションは無効で
す。

•有効：このオプションは有効で
す。

4.0（1）以降2LMのSnoopy
モード

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）Versions説明名前

すべての DRAMア
クセスでディレク

トリを維持しなが

ら、DCPMMアク
セスのスヌーピン

グモードを有効に

します。スヌープ

は、ソケット間の

キャッシュの一貫

性を維持します。

ディレクトリは、

リモートノード情

報をローカル（メ

モリ内）に保持す

ることでスヌープ

を削減します。

ディレクトリの

ルックアップと更

新により、メモリ

トラフィックが追

加されます。

ディレクトリは、

DRAMには適して
いますが、DCPMM
には必ずしも適し

ていません。非

NUMAワークロー
ドの場合、この機

能を有効にする

と、DCPMMに対
するディレクトリ

の更新が排除され

るため、DDRTの
帯域幅が制限され

たワークロードに

役立ちます。ディ

レクトリは、

ファーメモリアク

セスに対して無効

になっており、代

わりにリモートソ

ケットをスヌーピ

ングして所有権を

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）Versions説明名前

確認します。ディ

レクトリは DRAM
(メモリの近く)に
のみ使用されま

す。

サポートされるプラットフォーム

42

サポートされるプラットフォーム

Intelのサポート対象プラットフォーム



値（Value）Versions説明名前

無効、有効

•無効：このオプションは無効で
す。

•有効：このオプションは有効で
す。

4.0（1）以降ADのSnoopyモー
ド

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）Versions説明名前

すべての DRAMア
クセスでディレク

トリを維持しなが

ら、DCPMMアク
セスのスヌーピン

グモードを有効に

します。スヌープ

は、ソケット間の

キャッシュの一貫

性を維持します。

ディレクトリは、

リモートノード情

報をローカル（メ

モリ内）に保持す

ることでスヌープ

を削減します。

ディレクトリの

ルックアップと更

新により、メモリ

トラフィックが追

加されます。

ディレクトリは、

DRAMには適して
いますが、DCPMM
には必ずしも適し

ていません。非

NUMAワークロー
ドの場合、この機

能を有効にする

と、DCPMMに対
するディレクトリ

の更新が排除され

るため、DDRTの
帯域幅が制限され

たワークロードに

役立ちます。ディ

レクトリは ADへ
のアクセスに対し

て無効になり、代

わりにリモートソ

ケットをスヌーピ

ングして所有権を

確認します。ディ

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）Versions説明名前

レクトリは DRAM
アクセスにのみ使

用されます。

無効：All-2All、
Hemisphere-2-clusters、
Quadrant-4-clusters

（注）

M7サーバの場合、デフォルト値は
Quadrant-4-clustersです。

（注）

GBのオプションの値は、M8プラッ
トフォームには適用されません。

4.2(1)以降名前が示すよう

に、UMAベースの
クラスタリング

は、プロセッサが
Uniform Memory
Access（UMA）
ノードとして構成

されている場合、

つまり SNCが無効
になっている場合

に推奨されるクラ

スタリングモード

です。

（注）

C220 M6、C240
M6、B200 M6、
X210c M6、C220
M7、C240 M7、
X210c M7、X410c
M7、C220 M8、
C240 M8、および
X210c M8プラッ
トフォームにのみ

適用されます。

UMA

1LM、2LM

• 1LM：1レイヤメモリ（1LM）
を構成します。これは、M7サー
バーのデフォルト値です。

• 2LM：2層メモリ（1LM）を構成
します。

4.0(2)以降メモリモードの構

成を許可します。

（注）

C220 M6、C240
M6、B200 M6、
X210c M6プラッ
トフォームにのみ

適用されます。

揮発性メモリ

モード

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）Versions説明名前

無効、結果収集ありで有効、結果収

集なしで有効

4.0(2)以降メモリデバイスで

メモリのチェッ

ク、修正、および

エラーのカウント

を実行できるよう

にします。

（注）

C220 M7、C240
M7、X210c M7、
X410c M7、C220
M8、C240M8、お
よび X210c M8プ
ラットフォームに

のみ適用されま

す。

エラーチェック

スクラブ

有効、無効4.0(2)以降メモリマージンテ

ストが自動化さ

れ、ランクレベル

でDDRマージンを
特定するために使

用されます。

（注）

C220 M7、C240
M7、X210c M7、
X410c M7、C220
M8、C240M8、お
よび X210c M8プ
ラットフォームに

のみ適用されま

す。

[ランクマージン
ツール（Rank
Margin Tool）]

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）Versions説明名前

デフォルト、レベルA、レベルB、レ
ベル C

4.0(2)以降更新管理（RFM）
が必要な場合は、

適応型更新管理

（ARFM）レベルを
選択します。

（注）

C220 M7、C240
M7、X210c M7、
X410c M7、C220
M8、C240M8、お
よび X210c M8プ
ラットフォームに

のみ適用されま

す。

[アダプティブリ
フレッシュ管理

レベル

（Adaptive
Refresh
Management
Level）]

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）Versions説明名前

無効、有効

•無効：このオプションは無効で
す。

•有効：このオプションは有効で
す。

4.0（1）以降64ビット PCIデバ
イスの 4GB以上の
アドレス空間に対

するメモリマップ

ド I/Oを有効または
無効にします。レ

ガシーなオプショ

ン ROMは 4 GBを
超えるアドレスに

アクセスできませ

ん。PCIデバイスが
64ビット対応で
も、レガシーなオ

プションROMを使
用する場合は、こ

の設定をイネーブ

ルにしても正しく

機能しない場合が

あります。

（注）

B200 M5、B480
M5、C220 M5、
C240 M5、C480
M5、S3260 M5、
C125 M5、B200
M6、C220 M6、
C240 M6、X210c
M6、C220 M7、
C240 M7、X210c
M7、X410c M7、
C225 M8、C245
M8、X215プラッ
トフォームにのみ

適用されます。M8

Memory Mapped
IO above 4GB

サポートされるプラットフォーム

48

サポートされるプラットフォーム

Intelのサポート対象プラットフォーム



値（Value）Versions説明名前

オフボード、オンボード、オンボード

VGAが無効

• [Onboard]：オンボードVGAデバ
イスが優先されます。BIOSポス
ト画面および OSブートはオン
ボードVGAポート経由で駆動さ
れます。

•オフボード：PCIEグラフィック
スアダプタが優先されます。

BIOSポスト画面および OSブー
トは外部グラフィックスアダプ

タポート経由で駆動されます。

•オンボード VGAが無効：PCIE
グラフィックスアダプタが優先

され、オンボードVGAデバイス
は無効になります。

（注）

オンボードVGAがディセーブル
の場合、vKVMは機能しませ
ん。

4.0(2)以降システムに複数の

VGAデバイスがあ
る場合、VGAグラ
フィックスデバイ

スの優先順位を設

定できるようにし

ます。

（注）

C220 M5、C240
M5、C220 M6、
C240 M6、C220
M7、C240 M7、
C220 M8、amd
C240 M8プラット
フォームのみに適

用されます。

[VGAの優先順
位（VGA
Priority）]

無効、有効

•無効：このオプションは無効で
す。

•有効：このオプションは有効で
す。

4.3(2)以降プロセッサの使用

率に基づいて、プ

ロセッサの速度と

電力使用量を自動

的に変更し、ワッ

トごとのパフォー

マンスを向上させ

ます。中程度の使

用率で最も効果的

です。

（注）

C220 M7、C240
M7、X210c M7、
および X410c M7
プラットフォーム

にのみ適用されま

す。

最適化された電

力モード

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）Versions説明名前

無効、有効、自動

•無効：このオプションは無効で
す。

•有効：このオプションは有効で
す。

4.0(2)以降有効にすると、

CPUは非コア自動
降格情報に基づい

てC1状態に自動的
に降格します。

（注）

C200 M6、C240
M6、B220 M6、
X210c M6、C220
M7、C240 M7、
X210cM7、および
X410c M7プラッ
トフォームにのみ

適用されます。

C1自動降格

無効、有効、自動

•無効：このオプションは無効で
す。

•有効：このオプションは有効で
す。

4.0(2)以降プロセッサがC1降
格状態から自動的

に解除できるよう

にするかどうかを

選択します。

（注）

C200 M6、C240
M6、B220 M6、
X210c M6、C220
M7、C240 M7、
X210cM7、および
X410c M7プラッ
トフォームにのみ

適用されます。

C1自動降格解除

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）Versions説明名前

無効、自動

•無効：このオプションは無効で
す。

•自動：サーバー設定を調整して、
プロセッサのパフォーマンスを向

上させることができます。

（注）

この機能を有効にすると、消費電力

が増加する可能性があります。

4.0(2)以降サーバー設定を自

動的に調整するこ

とにより、CPUパ
フォーマンスを向

上させます。

（注）

C220 M6、C240
M6、B200 M6、
X210c M6、C220
M7、C240 M7、
X210c M7、X410c
M7、C220 M8、
C240 M8、および
X210c M8プラッ
トフォームにのみ

適用されます。

強力なCPUパ
フォーマンス

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）Versions説明名前

無効、有効、自動

•無効：デッドラインは常に削除
されます。LLCに書き込まれる
ことはありません。

•有効：使用可能な空きスペースが
ある場合、デッドラインを LLC
に書き込むことを LLCに許可し
ます。これがデフォルトのオプ

ションです。

•自動：CPUがLLCのデッドライ
ンの割り当てを決定します。

4.0(2)以降CPUの非包括的
キャッシュスキー

ムでは、中間レベ

ルキャッシュ

（MLC）から削除
された内容が最終

レベルキャッシュ

（LLC）に書き込
まれます。行を

MLCから削除する
際、コアはそれら

にデッドとしてフ

ラグを立てること

があります（再度

読み取られる可能

性が小さい場

合）。LLCには、
デッドラインを削

除し、LLCに書き
込まないオプショ

ンがあります。

（注）

C220 M6、C240
M6、B200 M6、
X210c M6、C220
M7、C240 M7、
X210c M7、X410c
M7、C220 M8、
C240 M8、および
X210c M8プラッ
トフォームにのみ

適用されます。

LLCデッドライ
ン

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）Versions説明名前

自動、1、2、34.0(2)以降プロセッサが必要

とする数のウルト

ラパスインターコ

ネクト（UPI）リン
クを有効にしま

す。

（注）

C220 M6、C240
M6、B200 M6、
X210c M6、C220
M7、C240 M7、
X210c M7、X410c
M7、C220 M8、
C240 M8、および
X210c M8プラッ
トフォームにのみ

適用されます。

UPIリンク有効
化

無効、有効

•無効：このオプションは無効で
す。

•有効：このオプションは有効で
す。

4.0(2)以降UPI電力管理は、
サーバーの電力を

節約するために使

用できます。

（注）

C220 M6、C240
M6、B200 M6、
X210c M6、C220
M7、C240 M7、
X210c M7、X410c
M7、C220 M8、
C240 M8、および
X210c M8プラッ
トフォームにのみ

適用されます。

UPI電源管理

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）Versions説明名前

無効、有効

•無効：このオプションは無効で
す。

•有効：このオプションは有効で
す。

•自動：CPUが機能を決定します。

4.0(2)以降この機能は、LLC
要求を複製し、最

近の LLC履歴に基
づいてリモートマ

シンの適切なメモ

リコントローラに

送信して、待ち時

間を減らします。

（注）

C220 M6、C240
M6、B200 M6、
X210c M6、C220
M7、C240 M7、
X210c M7、X410c
M7、C220 M8、
C240 M8、および
X210c M8プラッ
トフォームにのみ

適用されます。

XPTリモートプ
リフェッチ

無効、有効

•無効：オプションは無効です。

•有効：オプションは有効です。

4.3 (6a)省電力やその他の

最適化よりも、低

レイテンシと安定

したパフォーマン

スを優先するBIOS
設定のセット。

（注）

C220 M8、C240
M8、およびX210c
M8プラット
フォームにのみ適

用されます。

遅延の最適化

モード

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）Versions説明名前

自動、9.6GT/s、10.4GT/s、11.2GT/s、
12.8GT/s、14.4GT/s、16.0GT/s、
20.0GT/s、16.0GT/s、20.0GT/s、
24.0GT/s、自動、リンク設定ごとに使
用

（注）

9.6GT/s、10.4GT/sのオプションは、
M5およびM6サーバーでのみご利用
いただけます。M6は 11.2GT/s、M7
は 12.8GT/s、14.4GT/s、16.0GT/s、
20.0GT/s。

（注）

16.0GT/s、20.0GT/s、24.0GT/s、自
動、リンクごとの設定を活用は、M8
サーバーにのみ適用されます。

4.0(4)以降Intel QuickPath
Interconnect（QPI）
のリンク周波数

で、MT/s（毎秒
100万転送）単位で
選択します。

[QPIリンクの周
波数選択（QPI
Link Frequency
Select）]

自動、有効、無効4.2(1)以降システムでレガ

シー USBデバイス
をサポートするか

どうか設定しま

す。

（注）

B200 M5、B480
M5、C220 M5、
C240 M5、C480
M5、 S3260 M5、
B200 M6、C220
M6、C240 M6、
X210c M6

[レガシー USB
のサポート

（Legacy USB
Support）]

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）Versions説明名前

有効、無効4.2(1)以降フロントパネルの

USBデバイスを有
効または無効にし

ます。

（注）

C240 M5、C220
M5、C480 M5、
B200 M6、X210c
M6、X210c M7、
X410cM7、および
X210c M8プラッ
トフォームにのみ

適用されます。

[USBポートフ
ロント（USB
Port Front）]

有効、無効4.2(1)以降内部 USBデバイス
を有効または無効

にします。

（注）

C240 M5、C220
M5、C480 M5、
C220 M6、および
C240 M6プラット
フォームにのみ適

用されます。

[USBポート内部
（USB Port
Internal）]

有効、無効4.2(1)以降USBポート KVM
デバイスを有効ま

たは無効にしま

す。

（注）

C240 M5、C220
M5、C480 M5、
B200 M6、X210c
M6、X210c M7、
X410cM7、および
X210c M8プラッ
トフォームにのみ

適用されます。

[USBポート
KVM（USB Port
KVM）]

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）Versions説明名前

有効、無効4.2(1)以降USBポート背面デ
バイスを有効また

は無効にします。

（注）

C240 M5、C220
M5、C480 M5、
C220 M6、C240
M6、C220 M7、
C240 M7、C220
M8および C240
M8プラット
フォームにのみ適

用されます。

[USBポートリ
ア（USB Port
Rear）]

有効、無効4.2(1)以降SDカードドライブ
を有効または無効

にします。

（注）

C220 M5、C240
M5、C480 M5、
B200 M6、X210c
M6、X210c M7、
X410cM7、および
X210c M8プラッ
トフォームにのみ

適用されます。

USBポート: M.2
ストレージ

（USB Port:M.2
Storage）

無効な構成、1G、2G、4G、8G、
16G、32G、64G、128G、256G、
512G、128M、自動、256M、512M

（注）

128M、自動、256M、512Mのオプ
ションは、M7サーバーでのみ使用で
きます。

4.3(2)以降プロセッサ予約済

みメモリ範囲レジ

スタ（PRMRR）
は、システム

DRAMの保護領域
のサイズです。

PRMRRサイズ

無効、有効

•無効：このオプションは無効で
す。

•有効：このオプションは有効で
す。

4.0(2)以降プロセッサで必要

な行のみを取得す

るのではなく、偶

数または奇数のペ

アのキャッシュ行

を取得するかどう

か設定します。

[隣接キャッシュ
行のプリフェッ

チ（Adjacent
Cache Line
Prefetcher）]

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）Versions説明名前

無効、有効4.0(2)以降HALT命令を
MWAIT命令に変換
する CPU自律
C-stateを有効にし
ます。

[自律コアC状態
（Autonomous
Core C state）]

最大パフォーマンス、最大効率、Intel
NMに設定されました

（注）

Intel NMで設定オプションは、M8
Intelプラットフォームには適用され
ません。

4.0(2)以降オペレーティング

システムのハンド

オフ前に設定され

るBIOSパフォーマ
ンス状態を選択で

きます。

[ブートパフォー
マンスモード

（Boot
Performance
Mode）]

自動、無効、有効4.3(4a)以降Opportunistic Snoop
Broadcast（OSB）
機能を制御しま

す。OSBは、負荷
の軽いリングまた

は Intel UPIリンク
状態でスヌープを

ブロードキャスト

するためにCHAに
よって使用されま

す。これは、ディ

レクトリルック

アップによる遅延

を減らすために使

用されます。

DFX OSB

無効、有効4.0(2)以降CPUが corrected
machine check events
で割り込みをトリ

ガーできるように

します。corrected
machine check
interrupt（CMCI）
により、従来の

ポーリングタイ

マーよりも反応速

度を向上できま

す。

[プロセッサ
CMCI
（Processor
CMCI）]
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値（Value）Versions説明名前

通常、レベル 1、レベル 24.0(2)以降Thermal Design
Power（TDP）のカ
スタマイズされた

値を設定できま

す。

設定可能なTDP
レベル

すべて、1～86

• [All]：すべての論理プロセッサ
コアの多重処理を有効にします。

• 1～86：サーバーで実行可能な
CPUあたりの論理プロセッサコ
アの数を指定します。多重処理を

無効にして、サーバで実行される

CPUあたりの論理プロセッサコ
アを 1個のみにするには、[1]を
選択します。

（注）

M6サーバーの場合、1から 48
までの範囲です。

（注）

1、2、および 3のオプション
は、M8サーバーには適用されま
せん。

（注）

65から 86への変更は、M8サー
バーにのみ適用されます。

（注）

1から 64までは、M7サーバー
にのみ適用されます。

4.0(2)以降パッケージ内の

CPUごとの論理プ
ロセッサコアの状

態を設定します。

値として [すべて
（All）]を選択す
ると、Intelハイ
パースレッディン

グテクノロジーも

有効になります。

Core Multi
Processing

パフォーマンス、バランスのとれたパ

フォーマンス、バランスのとれた電

力、電力

4.0(2)以降システムパフォー

マンスまたはエネ

ルギー効率がこの

サーバで重要かど

うかを決定できる

ようにします。

[エネルギーパ
フォーマンス

（Energy
Performance）]

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）Versions説明名前

無効、有効4.0(2)以降サーバー設定を自

動的に調整するこ

とによる CPUパ
フォーマンス。

[CPUパフォーマ
ンスプロファイ

ル（CPU
Performance）]

無効、有効4.0(2)以降エネルギー効率の

高いターボが有効

になっている場

合、CPUの最適な
ターボ周波数は、

CPU使用率に基づ
いてダイナミック

になります。パ

ワー/パフォーマン
スのバイアス設定

も、エネルギー効

率の高いターボに

影響します。

[エネルギー効率
ターボ（Energy
Efficient
Turbo）]

無効、有効4.0(2)以降プロセッサで拡張

版 Intel SpeedStepテ
クノロジーを使用

するかどうか設定

します。このテク

ノロジーでは、プ

ロセッサの電圧や

コア周波数をシス

テムが動的に調整

できます。このテ

クノロジーによ

り、平均電力消費

量と平均熱発生量

が減少する可能性

があります。

[拡張 Intel
Speedstepテクノ
ロジー

（Enhanced Intel
Speedstep\（R\)
Technology）]

無効、有効4.0(2)以降システムパフォー

マンスまたはエネ

ルギー効率がこの

サーバで重要かど

うかを決定できる

ようにします。

プロセッサEPP
の有効化

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）Versions説明名前

パフォーマンス、バランスのとれたパ

フォーマンス、バランスのとれた電

力、電力

4.0(2)以降システムパフォー

マンスまたはエネ

ルギー効率がこの

サーバで重要かど

うかを決定できる

ようにします。

プロセッサ EPP
プロファイル

無効、有効4.0(2)以降サーバーのメモリ

領域を分類し、ア

プリケーション

コードを実行可能

な場所を指定しま

す。この分類の結

果、悪意のある

ワームがバッファ

にコードを挿入し

ようとした場合、

プロセッサでコー

ドの実行を無効化

します。この設定

は、損害、ワーム

の増殖、および特

定クラスの悪意の

あるバッファオー

バーフロー攻撃を

防止するのに役立

ちます。

Execute Disable
Bit

無効、有効4.3(3c)以降IOAT（Intel® I/O
Acceleration
Technology）アクセ
ラレータで CPM
（コンテンツ処理

モジュール）を有

効または無効にし

ます。

IOAT構成

無効、有効4.0(2)以降Advanced Processor
Interruptコントロー
ラ（APIC）アーキ
テクチャのタイプ

を設定できます。

[ローカル X2
Apic（Local X2
Apic）]
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値（Value）Versions説明名前

無効、有効4.0(2)以降プロセッサで、Intel
ハードウェアプリ

フェッチャが必要

に応じてデータお

よび命令ストリー

ムをメモリから取

得し、統合 2次
キャッシュに入れ

ることを許可する

かどうか設定しま

す。

[ハードウェアプ
リフェッチ

（Hardware
Prefetcher）]

無効化、HWPMネイティブモード、
HWPMOOBモード、レガシーのない
ネイティブモード

4.0(2)以降プロセッサの
Hardware Power
Management
（HWPM）を有効
にします。

[CPUハードウェ
アパワー管理

（CPU
Hardware Power
Management）]

自動、1方向インターリーブ、2方向
インターリーブ

4.0(2)以降このBIOSオプショ
ンは、Integrated
Memory Controller
（IMC）間のイン
ターリーブを制御

します。

[IMCインター
リーブ（IMC
Interleaving）]

無効、有効4.0(2)以降Intelダイナミック
速度選択モードで

は、ユーザーは自

動モードで異なる

速度とコアを使用

して CPUを動作さ
せることができま

す。

Intel Dynamic
Speed Select
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無効、有効4.0(2)以降プロセッサでイン

テルハイパース

レッディングテク

ノロジーを使用す

るかどうか設定し

ます。このテクノ

ロジーでは、マル

チスレッドソフト

ウェアアプリケー

ションのスレッド

を各プロセッサ内

で並列に実行でき

ます。

[インテルハイ
パースレッディ

ングテクノロ

ジー（Intel
HyperThreading
Tech）]

無効、有効4.0(2)以降プロセッサでイン

テルターボブース

トテクノロジーを

使用するかどうか

設定します。この

テクノロジーで

は、仕様よりも低

い電力、温度、ま

たは電圧でプロ

セッサが動作して

いると、自動的に

そのプロセッサの

周波数が上がりま

す。

[インテルターボ
ブーストテクノ

ロジー（Intel
Turbo Boost
Tech）]

無効、有効4.0(2)以降Intel Virtualization
Technology for
Directed I/O
（VT-R）をプロ
セッサで使用する

かどうか設定しま

す。

Intel(R) VT
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値（Value）Versions説明名前

無効、有効4.0(2)以降プロセッサで DCU
IPプリフェッチメ
カニズムを使用し

て履歴キャッシュ

アクセスパターン

を分析し、L1
キャッシュ内で最

も関連性の高い行

をプリロードしま

す。

[DCU IPプリ
フェッチ（DCU
IP Prefetcher）]

無効、有効、自動

（注）

自動オプションは、M5サーバーには
適用されません。

4.0(2)以降KTIプリフェッチ
は、DDRバス上で
メモリ読み込みが

早期に開始される

ようにするメカニ

ズムです。

[KTIプリフェッ
チ（XPT
Prefetch）]

無効、有効4.0(2)以降プロセッサが LLC
プリフェッチメカ

ニズムを使用して

データを LLCに
フェッチするかど

うか設定します。

LLCプリフェッ
チ（LLC
Prefetch）

制限なし、自動、C0 C1状態、C2、
C6非保持、C6保持

（注）

C6の保持オプションは、M8サー
バーには適用されません。

4.0(2)以降アイドル時にサー

バコンポーネント

が使用できる電力

量を設定します。

[パッケージ C
Stateリミット
（Package C
State Limit）]
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値（Value）Versions説明名前

無効、有効

•有効：システムは定期的にメモリ
を読み書きして ECCエラーを探
します。エラーが見つかると、シ

ステムは修復を試みます。このオ

プションにより、単一ビットエ

ラーは複数ビットエラーになる

前に修正される場合があります

が、パトロールスクラブの実行

時にパフォーマンスが低下する場

合もあります。

•無効：CPUがメモリアドレスの
読み取りまたは書き込みを行うと

きのみ、システムはメモリのECC
エラーをチェックします。

4.0(2)以降フルメモリスキャ

ンの間隔を設定し

ます。

[パトロールスク
ラブ（Patrol
Scrub）]

有効、無効、POST終了時に有効化

•有効：システムは定期的にメモリ
を読み書きして ECCエラーを探
します。エラーが見つかると、シ

ステムは修復を試みます。このオ

プションにより、単一ビットエ

ラーは複数ビットエラーになる

前に修正される場合があります

が、パトロールスクラブの実行

時にパフォーマンスが低下する場

合もあります。

•無効：CPUがメモリアドレスの
読み取りまたは書き込みを行うと

きのみ、システムはメモリのECC
エラーをチェックします。

（注）

このオプションはM6サーバーでの
み利用可能です。

4.0(2)以降フルメモリスキャ

ンの間隔を設定し

ます。

パトロールスク

ラブの構成
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値（Value）Versions説明名前

無効、有効4.0(2)以降C1に入ってプロ
セッサが最低周波

数に遷移できるよ

うにします。この

設定は、サーバを

リブートするまで

有効になりませ

ん。

[プロセッサC1E
（Processor
C1E）]

無効、有効4.0(2)以降プロセッサからオ

ペレーティングシ

ステムにC6レポー
トを送信するかど

うか。

[プロセッサ C6
レポート

（Processor C3
Report）]

SW All、HW All、SW Any

（注）

SWAnyオプションは、M5サーバー
でのみ使用できます。

4.0(2)以降BIOSがオペレー
ティングシステム

に P-stateサポート
モデルを伝達する

方法を定義できま

す。Advanced
Configuration and
Power Interface
（ACPI）仕様で
は、次の 3つのモ
デルが定義されて

います。

P STATE
Coordination

（注）

UCSMでは
EIST PSD関数
とも呼ばれま

す。

BIOS、OS、PECI

（注）

PECIオプションは、M6およびM7
サーバーでのみ使用できます。

4.0(2)以降BIOSまたは OSに
よってエネルギー

パフォーマンスの

バイアス調整をオ

ンにできるかどう

かを指定します。

オプションは、

BIOSとオペレー
ティングシステム

です。

[電力パフォーマ
ンス調整

（Power
Performance
Tuning）]
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値（Value）Versions説明名前

自動、9.6GT/S、10.4GT/S、11.2GT/S、
12.8GT/s、14.4GT/s、16.0GT/s、
20.0GT/s、24.0GT/s、リンク設定ごと
に使用

（注）

• 12.8GT/s、14.4GT/s、16.0GT/s、
20.0GT/sのオプションは、M7
サーバーでのみご利用いただけ

ます。

• 11.2GT/sオプションは、M6サー
バーでのみ利用可能です。

• 16.0GT/s、20.0GT/s、24.0GT/s、
自動、リンクごとの設定は、M8
サーバーにのみ適用されます。

4.0(2)以降実行中の異なる

UPIリンク周波数
を選択できます。

UPI Link
Frequency Select

無効化された、有効化された、自動、

SNC2、SNC4

（注）

•自動オプションは、M5、M7、
およびM8サーバーでのみ使用
できます。

•有効オプションは、M6および
M8サーバーでのみ使用できま
す。

•無効オプションは、M6、M7、
およびM8サーバーでのみ使用
できます。

• SNC2、SNC4オプションは、M7
サーバーでのみ使用できます。

4.0(2)以降CPUがサブ NUMA
クラスタリングを

サポートするかど

うか設定します。

そのクラスタリン

グでは、タグディ

レクトリとメモリ

チャネルは常に同

じ領域になりま

す。

[サブ NUMAク
ラスタリング

（Sub Numa
Clustering）]
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67

サポートされるプラットフォーム

Intelのサポート対象プラットフォーム



値（Value）Versions説明名前

無効、有効、自動

（注）

有効オプションは、M8 Intelプラッ
トフォームにのみ適用されます。

4.0(2)以降プロセッサで DCU
IPプリフェッチメ
カニズムを使用し

て履歴キャッシュ

アクセスパターン

を分析し、L1
キャッシュ内で最

も関連性の高い行

をプリロードしま

す。

[DCUストリー
マプリフェッチ

（DCU Streamer
Prefetch）]

無効、有効、モード0、およびモード
1

（注）

モード 0およびモード 1はM8サー
バーにのみ適用され、モード 1がデ
フォルト設定となります。

4.0(2)以降プロセッサの非コ

ア部分の周波数の

スケーリングを構

成できます。

非コア周波数ス

ケーリング

モード 1、モード 06.0（1a）以降I/O操作を担当する
プロセッサのコア

解除コンポーネン

トの周波数を調整

して、電力とパ

フォーマンスを最

適化します。

非コア周波数ス

ケーリング IO

平衡化、I/O重視4.0(2)以降この機能を使用す

ると、ワークロー

ドを最適化できま

す。

[ワークロード設
定（Workload
Configuration）]

自動、無効、有効4.0(2)以降XPTプリフェッチ
を使用して、最後

のレベルのキャッ

シュに読み取り要

求を送信できるよ

うにして、その要

求のコピーをメモ

リコントローラの

プリフェッチャに

発行するかどうか

設定します。

[XPTプリフェッ
チ（XPT
Prefetch）]
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値（Value）Versions説明名前

無効、有効4.2(3)以降オペレーティング

システムが x2APIC
で動作していない

ときに、OSが拡張
xAPIC（x2APIC）
モードを有効にし

ないようにしま

す。

X2APICオプト
アウトフラグ

自動、ベース、構成 1、構成 2、構成
3、構成 4

•設定 1と設定 2は、ベースがデ
フォルトのM5サーバーでのみ使
用可能なオプションです。

• M8のデフォルトは、自動です。

4.0(2)以降異なる周波数で動

作するように異な

るコアを調整し

て、電力効率を向

上させることがで

きます。

値 Config 1および
Config 2は、Cisco
UCS M6およびM7
サーバではサポー

トされません。

Cisco UCS M6およ
び Cisco UCS M7
サーバの場合、

Config 3および
Config 4（第 4世代
Intel Xeon Scalable
プロセッサおよび

第 5世代 Intel Xeon
Scalableプロセッ
サ）の値は、

Config 1および
Config 2の値（第
3世代 Intel Xeonス
ケーラブルプロ

セッサ）と同等で

す。

[インテル Speed
Select（Intel
Speed Select）]
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値（Value）Versions説明名前

無効、致命的なエラーで、致命的なエ

ラーおよび致命的でないエラーで

•無効：eDPCのサポートは無効化
されており、エラーが発生しても

システムは下流リンクを無効化す

る措置を一切行いません。

•致命的なエラー：eDPCは致命的
なエラーの場合にのみ有効になり

ます。CiscoUCSC225M8、Cisco
UCS C245 M8、および X215c M8
サーバーではサポートされていま

せん。

• [致命的および非致命的なエラー
の場合（On Fatal and Non-Fatal
Errors）]：eDPCは、致命的およ
び非致命的なエラーの両方に対し

て有効です。

4.3（6c）以降eDPC（Enhanced
Downstream Port
Containment）は、
修正不可能なエ

ラーが発生した後

にダウンストリー

ムリンクを無効に

することで、制御

された堅牢な方法

で復旧を可能にし

ます。次のいずれ

かになります。

IIO eDPCサポー
ト

9.6k、19.2k、38.4k、57.6k、115.2k4.2(1)以降シリアルポートの

伝送速度として使

用されるボーレー

ト。[コンソールリ
ダイレクション

（Console
Redirection）]を無
効にした場合、こ

のオプションを使

用できません。

[ボーレート
（Baud Rate）]
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値（Value）Versions説明名前

有効、無効4.2(1)以降一貫したデバイス

の命名によって、

一貫した方法で

イーサネットイン

ターフェイスに名

前を付けることが

できます。これに

よりイーサネット

インターフェイス

の名前は、より統

一され、識別しや

すくなり、アダプ

タや他の設定に変

更が加えられても

永続的に保持され

ます。

CDN Control

有効、無効4.2(1)以降このトークンが有

効になっていると

きに、BIOSは
CPU/メモリ設定情
報と共にメモリト

レーニング結果(最
適化されたタイミ

ング/電圧値)を保
存し、それらをそ

の後のリブートに

再使用して、ブー

ト時間を短縮しま

す。保存済みメモ

リのトレーニング

結果は、最後の保

存操作後の 24時間
以内に、リブート

が発生した場合に

のみ使用されま

す。

[適応型メモリト
レーニング

（Adaptive
Memory
Training）]
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値（Value）Versions説明名前

最大、最大、標準

•最小：重要なメッセージがログ
ファイルに表示されます。これは

デフォルトのオプションです。

•最小：警告およびロードメッセー
ジがログファイルに表示されま

す。

•標準：標準に加え、情報関連の
メッセージがログファイルに表

示されます。

4.2(1)以降このオプション

は、BIOS techログ
ファイルのメッ

セージのタイプを

示します。

[BIOS Techlogレ
ベル（BIOS
Techlog Level）]
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値（Value）Versions説明名前

有効、無効4.2(1)以降オプションROMの
起動は PCIスロッ
トレベルで管理さ

れます。デフォル

トで有効になって

います。多数の

ネットワークコン

トローラおよびオ

プションROMをも
つストレージ HBA
から成る設定で

は、すべてのオプ

ション ROMは、
PCIスロットのオプ
ションROMコント
ロールがすべてに

対して有効になっ

ている場合に起動

できます。ただ

し、ブートプロセ

スでは、コント

ローラのサブセッ

トのみを使用でき

ます。このトーク

ンが有効になって

いるときに、ブー

トポリシーに存在

するこれらのコン

トローラでのみ、

オプションROMが
起動されます。

[オプション
ROM起動最適
化（OptionROM
Launch
Optimization）]
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値（Value）Versions説明名前

無効、COM 0、COM 1

• COM 0は POST中にコンソール
リダイレクション用のシリアル

ポートを有効にします。このオプ

ションはM6ブレードサーバー
およびラックマウントサーバー

に対してのみ有効です。

• COM1または serial-port-bはコン
ソールリダイレクション用にシ

リアルポート Bを有効にし、
サーバー管理タスク実行を許可し

ます。このオプションは、ラック

マウントサーバーでのみ有効で

す。

4.2(1)以降POSTおよび BIOS
のブート中に、シ

リアルポートをコ

ンソールリダイレ

クションで使用で

きるようにしま

す。BIOSのブート
が完了し、オペ

レーティングシス

テムがサーバーを

担当すると、コン

ソールリダイレク

ションの関連性は

なくなり、無効に

なります。

コンソールリダ

イレクション

（Console
Redirection）

なし、RTC-CTS4.2(1)以降フロー制御にハン

ドシェイクプロト

コルを使用するか

どうかを設定しま

す。送信要求/クリ
アツーセンド

（RTS/CTS）を使
用すると、隠れた

端末の問題が原因

で発生する可能性

がある、フレーム

コリジョンを減ら

すことができま

す。

[フロー制御
（Flow
Control）]

有効、無効4.2(1)以降POST中にシステム
がハングアップし

た場合に、システ

ムを回復するため

に FRB2タイマー
を使用するかどう

かを指定します。

[FRB 2タイマー
（FRB 2
Timer）]
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有効、無効4.2(1)以降BIOSが、定義済み
のタイムアウト値

を持つウォッチ

ドッグタイマーを

プログラムするか

どうか設定しま

す。タイマーが切

れる前にオペレー

ティングシステム

のブートが完了し

ないと、CIMCはシ
ステムをリセット

し、エラーがログ

に記録されます。

OSウォッチドッ
グタイマー

電源オフ、リセット4.2(1)以降ウォッチドッグタ

イマーが切れた場

合にシステムで実

行されるアクショ

ン。

[OS Boot
Watchdog Timer
Policy

5分、10分、15分、20分4.2(1)以降BIOSでウォッチ
ドッグタイマーの

設定に使用される

タイムアウト値。

OS Watchdog
Timer Timeout

PC-ANSI、VT100、VT100-PLUS、
VT-UTF8

4.2(1)以降コンソールリダイ

レクションに使用

される文字フォー

マットのタイプ。

[ターミナルタイ
プ（Terminal
Type)]

有効、無効4.2(1)以降MK-TMEを使用す
ると、独自のキー

を持つ 1つの暗号
化ドメインを複数

持つことができま

す。異なるメモリ

ページを異なる

キーで暗号化でき

ます。

Multikey Total
Memory
Encryption
(MK-TME)
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値（Value）Versions説明名前

有効、無効4.2(1)以降ソフトウェアガー

ド拡張（SGX）機
能を有効にするこ

とができます。

[拡張ソフトウェ
ア保護機能

（SGX）
（Software
Guard
Extensions
(SGX)）]

有効、無効4.2(1)以降システムの物理メ

モリ全体を暗号化

する機能を提供し

ます。

Total Memory
Encryption(TME)

SGX所有者 EPOCHが有効化されま
した、新しいランダム所有者 EPOCH
への変更、手動によるユーザー定義所

有者EPOCH、SGX所有者EPOCHが
無効化されました

（注）

SGX所有者 EPOCH非アクティブ化
オプションは、M8サーバーにのみ適
用されます。

4.2(1)以降作成され、ロック

されたメモリ領域

に使用されるセ

キュリティキーの

シードを変更でき

ます。

[所有者 EPOCH
入力タイプを選

択（Select
Owner EPOCH
Input Type）]

有効、無効4.2(1)以降レジストレーショ

ンエージェント

サービスがプラッ

トフォームキーを

保存できるように

します。

SGX自動MP登録
エージェント

ステップサイズが 1の 0～
fffffffffffffff

4.2(1)以降0で指定された
EPOCH番号のSGX
EPOCH所有者値を
定義できます。

[SGX Epoch 0]

ステップサイズが 1の 0～
fffffffffffffff

4.2(1)以降1で指定された
EPOCH番号のSGX
EPOCH所有者値を
定義できます。

[SGX Epoch 1]

有効、無効4.2(1)以降その後の起動時に

システムが SGXの
工場出荷時リセッ

トを実行できるよ

うにします。

SGX初期設定へ
のリセット
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値（Value）Versions説明名前

SGXPUBKEYHASH0、SGXPUBKEY
HASH1、SGXPUBKEYHASH2、SGX
PUBKEY HASH3

• SGX PUBKEY HASH0：7～ 0の
間

• SGX PUBKEY HASH1：15～ 8
の間

• SGX PUBKEY HASH2：23～ 16
の間

• SGX PUBKEY HASH3：31～ 24
の間

4.2(1)以降ソフトウェアガー

ド拡張（SGX）の
値を設定できま

す。

nの範囲が 0～ 3
のSGX PubKey
Hash n

有効、無効4.2(1)以降SGX書き込み機能
を有効にすること

ができます。

SGX書き込みが
有効

有効、無効4.2(1)以降SGXパッケージ情
報インバンドアク

セスを有効にする

ことができます。

[SGXパッケージ
情報インバンド

アクセス（SGX
Package
Information
In-Band
Access）]

有効、無効4.2(1)以降SGX QoSを有効に
することができま

す。

SGX QoS

有効、無効

（注）

C245M8の場合、デフォルトでは [無
効（Disabled）]になっています。

4.2(1)以降プラットフォーム

構成レジスタ

（PCR）は、TPM
内のメモリ位置で

す。複数の PCRを
まとめて PCRバン
クと呼びます。セ

キュアハッシュア

ルゴリズム 1また
は SHA-1 PCRバン
クでは、TPMセ
キュリティを有効

または無効にする

ことができます。

SHA-1 PCRバン
ク
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値（Value）Versions説明名前

有効、無効4.2(1)以降プラットフォーム

構成レジスタ

（PCR）は、TPM
内のメモリ位置で

す。複数の PCRを
まとめて PCRバン
クと呼びます。セ

キュアハッシュア

ルゴリズム 256
ビットまたは

SHA-256PCRバン
クでは、TPMセ
キュリティを有効

または無効にする

ことができます。

SHA256 PCRバ
ンク

有効、無効4.3(3a)以降プラットフォーム

構成レジスタ

（PCR）は、TPM
内のメモリ位置で

す。複数の PCRを
まとめて PCRバン
クと呼びます。セ

キュアハッシュア

ルゴリズム 384
ビットまたは

SHA-384PCRバン
クでは、TPMセ
キュリティを有効

または無効にする

ことができます。

SHA384 PCRバ
ンク

*

有効、無効4.2(1)以降サーバーの認証に

使用するアーティ

ファクトを安全に

保存するコンポー

ネントであるトラ

ステッドプラット

フォームモジュー

ル（TPM）の有効
と無効を切り替え

ます。

[信頼されたプ
ラットフォーム

モジュールの状

態（Trusted
Platform Module
State）]
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値（Value）Versions説明名前

有効、無効4.3(3a)以降機密データとアプ

リケーションを不

正アクセスから保

護するTrustDomain
Extension（TDX）
を有効にするか無

効にするか。

Trust Domain
Extension

TDX Secure Arbitration Mode
（SEAM）ローダ

4.3(3a)以降Intel TDXモジュー
ルのデジタル署名

を検証し、SEAM
メモリ範囲にロー

ドするのに役立つ

TDXセキュアアー
ビトレーション

モード（SEAM）
ローダーを有効に

するか無効にする

か。

TDX Secure
Arbitration Mode
（SEAM）ロー
ダ

なし、TpmClear4.2(1)以降トラステッドプ

ラットフォームモ

ジュール（TPM）
PendingOperationオ
プションを使用す

ると、保留中の操

作のステータスを

制御できます。

TPM保留中の操
作

有効、無効4.2(1)以降TPMの最小限の物
理的存在を有効ま

たは無効にするか

どうか。セキュリ

ティを損なうこと

なく TPMを管理す
るために、OSと
BIOS間の通信を有
効または無効にし

ます。

[TPMの最小限
の物理的存在

（TPM Minimal
Physical
Presence）]
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値（Value）Versions説明名前

有効、無効4.2(1)以降ビジネスサーバー

上で使用され、保

管される情報の保

護機能を強化す

る、Intel Trusted
Execution
Technology（TXT）
の有効と無効を切

り替えます。

[Intel Trusted
Execution
Technologyのサ
ポート（Intel
Trusted
Execution
Technology
Support）]

有効、無効4.2(3)以降TPM機能全体を制
御します。

セキュリティデ

バイスのサポー

ト

有効、無効4.2(2)以降このトークンを有

効にすると、

Windows 2022カー
ネルDMA保護機能
が有効になりま

す。OSはこれを、
悪意のあるデバイ

スからのDMA攻撃
を防ぐために

IOMMUを有効にす
る必要があるとい

うヒントとして扱

います。

[DMA制御オプ
トインフラグ

（DMA Control
Opt-In Flag）]

有効、無効4.2(2)以降古い Hyper-v CPU
プラットフォーム

をサポートするた

めに、CPU物理ア
ドレスを 46ビット
に制限します。

[CPU PAを 46
ビットに制限

（LIMIT CPU
PA to 46 Bits）]

SHA384 PCRバンク BIOSトークンは、PIDモデル UCS-TPM-002Dおよび UCS-TPM-002D-D
をサポートします。

（注）
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サポートされる AMD M6プラットフォーム
AMD（C125 M5、C225 M6、C245 M6、C225 M8、C245 M8、X215c M8）プラットフォーム
に適用可能な BIOSトークン

値（Value）Versions説明名前

無効、有効

•無効：IPv4 HTTPサポートは
使用できません。

•有効：IPv4PXEサポートを使
用できます。

4.2(1)以降HTTPの IPv4サポー
トを有効または無効に

します。

IPV4 HTTPのサ
ポート

無効、有効

•無効：IPv6 HTTPサポートは
使用できません。

•有効：IPv6PXEサポートを使
用できます。

4.2(1)以降HTTPの IPv6サポー
トを有効または無効に

します。

IPV6 HTTPのサ
ポート

無効、有効

•無効：IPv4PXEサポートは使
用できません。

•有効：IPv4PXEサポートを使
用できます。

4.2(1)以降PXEの IPv4サポート
を有効または無効にし

ます。

IPv4 PXEのサ
ポート

無効、有効

•無効：IPv6PXEサポートは使
用できません。

•有効：IPv6PXEサポートを使
用できます。

4.2(1)以降PXEの IPv6サポート
を有効または無効にし

ます。

[IPV6 PXEサポー
ト（IPV6 PXE
Support）]

無効、有効

•無効：ネットワークスタック
のサポートは使用できませ

ん。

•有効：ネットワークスタック
のサポートを使用できます。

4.1(1)以降このオプションを使用

すると、システムの完

全なネットワークス

タイルを有効または無

効にすることができま

す。

ネットワークス

タック
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無効、有効

•無効：電源オンパスワードは
無効になります。

•有効：電源オンパスワードは
有効になります。

4.1(1)以降このトークンでは、F2
BIOS設定を使用する
前にBIOSパスワード
を設定する必要があり

ます。有効にすると、

BIOS関数（IO設定、
BIOSセットアップ、
BIOSを使用したオペ
レーティングシステ

ムへのブート）にアク

セスする前にパスワー

ドの検証が必要になり

ます。

[電源オンパス
ワード（Power
ON Password）]

無効、有効、自動

•無効：このオプションは無効
です。

•有効：このオプションは有効
です。

•自動：PCIeARIサポートは自
動モードです。

4.2(1)以降すべての ARIサポー
トポートが有効であ

るか、無効であるか。

PCIe ARIサポー
ト
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自動、無効、GEN1、GEN2、GEN
3、GEN 4、GEN 5

• [Disabled]：最大速度は制限さ
れません。

•有効：最大速度は、制限され
ていません。

•自動：最高速度は自動的に設
定されます。

• GEN1：最大2.5GT/s（ギガト
ランスファー/秒）までの速度
が許可されます。

• GEN 2：最大 5 GT/sまでの速
度が許可されます。

• GEN 3：最大 8 GT/sまでの速
度が許可されます。

• GEN 4：最大 16 GT/sまでの
速度が許可されます。

（注）

M7、M8サーバーにのみ適用
されます。

• GEN 5：最大 32 GT/sまでの
速度が許可されます。

（注）

M7、M8サーバーにのみ適用
されます。

4.0(2)以降このオプションでは、

MRAIDの最高速度を
制限することができま

す。

[MRAID nリンク
速度（MRAID n
Link Speed）]。n
の範囲は 1～ 2で
す。

サポートされるプラットフォーム

83

サポートされるプラットフォーム

サポートされる AMD M6プラットフォーム



自動、無効、GEN1、GEN2、GEN
3、GEN 4、GEN 5

• [Disabled]：最大速度は制限さ
れません。

•自動：最高速度は自動的に設
定されます。

• GEN1：最大2.5GT/s（ギガト
ランスファー/秒）までの速度
が許可されます。

• GEN 2：最大 5 GT/sまでの速
度が許可されます。

• GEN 3：最大 8 GT/sまでの速
度が許可されます。

• GEN 4：最大 16 GT/sまでの
速度が許可されます。

• GEN 5：最大 32 GT/sまでの
速度が許可されます。

（注）

M8サーバーにのみ適用され
ます。

4.2(1)以降このオプションを使用

するとMSTORアダプ
タの最大速度を制限で

きます。

（注）

C225 M6、C245 M6
に適用されます。

C245 M8、C225 M8
プラットフォームの

み。

PCIeスロット
MSTORリンク速
度

無効、有効

• Disabled：オプションROMは
使用できません。

• [Enabled]—オプション ROM
は使用できます。

4.2(1)以降サーバがPCIeMSTOR
RAIDのオプション
ROMを使用するかど
うか。

（注）

C225M6、C245M6、
C225 M8、および
C245 M8プラット
フォームにのみ適用

されます。

PCIeスロット
MSTOR RAID
OptionROM
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無効、自動、GEN1、GEN2、
GEN3、GEN4、GEN5

•無効：最大スピードは制限さ
れていません。

•自動：最高速度は自動的に設
定されます。

• GEN1：最大2.5GT/s（ギガト
ランスファー/秒）までの速度
が許可されます。

• GEN 2：最大 5GT/sまでの速
度が許可されます。

• GEN 3：最大 8 GT/sまでの速
度が許可されます。

• GEN 4：最大 16 GT/sまでの
速度が許可されます。

• GEN 5：最大 32 GT/sまでの
速度が許可されます。

4.0(2)以降このオプションでは、

PCIeスロットに取り
付けられた NVME
カードの最高速度を制

限することができま

す。

（注）

C225M8およびC245
M8プラットフォーム
にのみ適用されま

す。]

[NVME nリンク
速度（NVME n
Link Speed）]。n
の範囲は 0～ 6と
13～ 24です。

Enabled、Disabled

•無効：オプションは制限され
ていません。

•有効：オプションは制限され
ています。

4.0(2)以降このオプションでは、

SSD:NVMeスロットn
に接続された PCIeア
ダプタのオプション

ROMの実行を制御す
ることができます。

[NVME n
OptionROM]。n
の範囲は 0～ 6で
す。
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無効、自動、GEN1、GEN2、
GEN3、GEN4、GEN5

GEN5は、速度 1～ 6でのみサ
ポートされます。

•無効：最大スピードは制限さ
れていません。

•自動：最高速度は自動的に設
定されます。

• GEN 1：最大 2 GT/s（ギガト
ランスファー/秒）までの速度
が許可されます。

• GEN 2：最大 5GT/sまでの速
度が許可されます。

• GEN 3：最大 8 GT/sまでの速
度が許可されます。

• GEN 4：最大 16 GT/sまでの
速度が許可されます。

• GEN 5：最大 32 GT/sまでの
速度が許可されます。

4.0（1）以降スロットnで指定され
た PCIeスロットのリ
ンク速度。

[PCIeスロット n
リンク速度（PCIe
Slot n Link
Speed）]。nの範
囲は 1～ 8です。

（注）

C245 M8プラッ
トフォームの場

合、 nの範囲は 1
～ 8です。

自動、無効、GEN1、GEN2、GEN
3、GEN 4、GEN 5

• [Disabled]：最大速度は制限さ
れません。

•自動：最高速度は自動的に設
定されます。

• GEN1：最大2.5GT/s（ギガト
ランスファー/秒）までの速度
が許可されます。

• GEN 2：最大 5 GT/sまでの速
度が許可されます。

• GEN 3：最大 8 GT/sまでの速
度が許可されます。

• GEN 4：最大 16 GT/sまでの
速度が許可されます。

• GEN 5：最大 32 GT/sまでの
速度が許可されます。

4.0(1)以降このオプションを使用

するとMLOMアダプ
タの最大速度を制限で

きます。

PCIeスロット:
MLOMリンク速
度（PCIe
Slot:FLOM Link
Speed）
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無効、有効、Legacyのみ、UEFI
のみ

•無効：拡張スロットを使用で
きません。

•有効：拡張スロットを使用で
きます。

• UEFIのみ：拡張スロットを
UEFIでのみ使用できます。

• Legacyのみ：拡張スロットを
レガシーでのみ使用できま

す。

4.0(1)以降オプション ROMが
MLOMポートで使用
できるかどうか。

PCIe Slot:MLOM
OptionROM

自動、無効、GEN1、GEN2、GEN
3、GEN 4、GEN 5

• [Disabled]：最大速度は制限さ
れません。

•自動：最高速度は自動的に設
定されます。

• GEN1：最大2.5GT/s（ギガト
ランスファー/秒）までの速度
が許可されます。

• GEN 2：最大 5 GT/sまでの速
度が許可されます。

• GEN 3：最大 8 GT/sまでの速
度が許可されます。

• GEN 4：最大 16 GT/sまでの
速度が許可されます。

• GEN 5：最大 32 GT/sまでの
速度が許可されます。

4.0(2)以降このオプションでは、

MRAIDの最高速度を
制限することができま

す。

[MRAIDリンク速
度（MRAID Link
Speed）]

無効、有効、Legacyのみ、UEFI
のみ

•無効：拡張スロットを使用で
きません。

•有効：拡張スロットを使用で
きます。

4.0(2)以降オプション ROMが
MLOMポートで使用
できるかどうか。

[PCIe
Slot:MRAID
OptionROM]
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無効、有効、Legacyのみ、UEFI
のみ

•無効：拡張スロットを使用で
きません。

•有効：拡張スロットを使用で
きます。

4.0(2)以降オプション ROMが
ポートで使用できるか

どうか。

nの範囲が 1～ 8
の PCIe Slot
nOptionROM

•無効：最大スピードは制限さ
れていません。

•自動：最高速度は自動的に設
定されます。

• GEN1：最大2.5GT/s（ギガト
ランスファー/秒）までの速度
が許可されます。

• GEN 2：最大 5GT/sまでの速
度が許可されます。

• GEN 3：最大 8 GT/sまでの速
度が許可されます。

• GEN 4：最大 16 GT/sまでの
速度が許可されます。

• GEN 5：最大 32 GT/sまでの
速度が許可されます。

4.0(4)以降このオプションでは、

フロント PCIeスロッ
トに取り付けられた

NVMEカードの最高
速度を制限することが

できます。

[前面 NVME nリ
ンク速度（Front
NVME n Link
Speed）]。nの範
囲は 1～ 12で
す。

C245M8プラット
フォームの場合、

nの範囲は 1～ 4
です。

有効、無効

•無効：オプションは制限され
ていません。

•有効：オプションは制限され
ています。

4.2(1)以降このオプションでは、

SSD:NVMeスロットn
に接続された PCIeア
ダプタのオプション

ROMの実行を制御す
ることができます。

[前面 NVME n
OptionROM
（Front NVME n
OptionROM）]。
nの範囲は 1～ 24
です。

C245M8プラット
フォームの場合、

nの範囲は 1～ 4
です。
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無効、有効、Legacyのみ、UEFI
のみ

•無効：拡張スロットを使用で
きません。

•有効：拡張スロットを使用で
きます。

4.0(2)以降オプション ROMが
ポートで使用できるか

どうか。

nの範囲が 1～ 8
の PCIe Slot
nOptionROM

自動、無効、GEN1、GEN2、GEN
3、GEN 4、GEN 5

• [Disabled]：最大速度は制限さ
れません。

•自動：最高速度は自動的に設
定されます。

• GEN1：最大2.5GT/s（ギガト
ランスファー/秒）までの速度
が許可されます。

• GEN 2：最大 5 GT/sまでの速
度が許可されます。

• GEN 3：最大 8 GT/sまでの速
度が許可されます。

• GEN 4：最大 16 GT/sまでの
速度が許可されます。

• GEN 5：最大 32 GT/sまでの
速度が許可されます。

4.0(4)以降このオプションを使用

すると背面 NVMEの
最大速度を制限できま

す。

[背面 NVME nリ
ンク速度（Rear
NVME n Link
Speed）]。nの範
囲は 1～ 4です。

有効、無効

•無効：オプションは制限され
ていません。

•有効：オプションは制限され
ています。

4.0(4)以降オプションROMが背
面 NVMEで使用でき
るかどうか。

[背面 NVME n
OptionROM
（Rear NVME n
OptionROM）]。
nの範囲は 1～ 4
です。
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無効、自動、GEN1、GEN2、GEN3

•無効：最大スピードは制限さ
れていません。

•自動：最高速度は自動的に設
定されます。

• GEN 1：最大 2 GT/s（ギガト
ランスファー/秒）までの速度
が許可されます。

• GEN 2：最大 5GT/sまでの速
度が許可されます。

• GEN 3：最大 8 GT/sまでの速
度が許可されます。

4.0(2)以降このオプションを使用

するとxスロットのラ
イザーの最大速度を制

限できます。

[PCIe Slot:Riser n
スロット xリンク
速度（PCIe
Slot:Riser n Slot x
Link Speed）]。n
は 1と 2、xは 1
～ 6です。

無効、有効、Legacyのみ、UEFI
のみ

•無効：拡張スロットを使用で
きません。

•有効：拡張スロットを使用で
きます。

• UEFIのみ：拡張スロットを
UEFIでのみ使用できます。

• Legacyのみ：拡張スロットを
レガシーでのみ使用できま

す。

4.0(2)以降オプション ROMが
SASスロットで使用で
きるかどうか。

PCIeスロット：
SASオプション
ROM（PCIe
Slot:SAS
OptionROM）

無効、自動、GEN1、GEN2、GEN3

•無効：最大スピードは制限さ
れていません。

•自動：最高速度は自動的に設
定されます。

• GEN 1：最大 2 GT/s（ギガト
ランスファー/秒）までの速度
が許可されます。

• GEN 2：最大 5GT/sまでの速
度が許可されます。

• GEN 3：最大 8 GT/sまでの速
度が許可されます。

4.0(2)以降このオプションを使用

すると前面 SSDの最
大速度を制限できま

す。

[PCIe
Slot:FrontSSD n
リンク速度（PCIe
Slot:FrontSSD
nLink Speed）]。
nは 1および 2で
す。
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有効、無効4.3(4b)以降単一のルート I/O仮想
化を制御します。

SR-IOVを使用する
と、ネットワークア

ダプタなどのデバイス

は、さまざまな PCIe
ハードウェア機能間で

リソースへのアクセス

を分離できます。

単一ルート I/O仮
想化（SR-IOV）
のサポート

有効、無効

（注）

デフォルトでは、AMDプラット
フォームでは有効、Intelプラット
フォームでは無効になっていま

す。

4.3(4b)以降サイズ変更可能な

BARサポートのセッ
トアップ項目を有効ま

たは無効にできます。

BARのサイズ変
更サポート

有効、無効

•無効：オプションは制限され
ていません。

•有効：オプションは制限され
ています。

4.0(2)以降PCIeスロットの
Consistent Device
Naming（CDN）制御
により、PCIeスロッ
トに一貫した方法で名

前を付けることができ

ます。これにより

PCIeスロットの名前
は、より統一され、識

別しやすくなり、構成

に変更が加えられても

永続的に保持されま

す。

（注）

C225M6、C245M6、
C225M8、C245M8、
および X215c M8プ
ラットフォームにの

み適用されます。

CDNは一貫した
デバイスの命名を

指すPCIeスロッ
ト CDN制御
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有効、無効

•無効：オプションは制限され
ていません。

•有効：オプションは制限され
ています。

4.0(2)以降PCIeスロットの
Consistent Device
Naming（CDN）制御
により、PCIeスロッ
トに一貫した方法で名

前を付けることができ

ます。これにより

PCIeスロットの名前
は、より統一され、識

別しやすくなり、構成

に変更が加えられても

永続的に保持されま

す。

（注）

C125M5、C225M6、
C245M6、C225M8、
C245 M8、および
X215c M8プラット
フォームにのみ適用

されます。

Consistent Device
Naming（CDN）
制御

無効、有効

•無効：オプションは無効で
す。

•有効：オプションは有効で
す。

4.3(5b)以降[UEFIメモリマップの
特殊ノブ（UEFI
Memory Map Special
knob）]設定を有効ま
たは無効にすると、特

定のオペレーティング

システムの [CXL]
カードに影響します。

UEFIメモリマッ
プの特殊な目的の

メモリフラグ

無効、有効、自動

•無効：オプションは無効で
す。

•有効：オプションは有効で
す。

•自動：オプションは自動モー
ドです。

4.0(1)以降システムの起動中に拡

張メモリテストを有

効にします。メモリ量

に応じて起動時間は長

くなります。

強力なメモリテス

ト
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有効、無効

•無効：オプションは制限され
ていません。

•有効：オプションは制限され
ています。

4.0(1)、4.0(2)、
4.0(4)、4.1(1)、
4.2(1)、4.3(4b)
4.3(5a)

不正な外部DMAから
の脅威を緩和するた

め、PCI BMEビット
を無効にできます。

（注）

C225M6、C245M6、
C225M8、C245M8、
X215c M8プラット
フォームにのみ適用

されます。

[BME DMA緩和
（BME DMA
Mitigation）]

有効、無効

•無効：オプションは制限され
ていません。

•有効：オプションは制限され
ています。

4.0(1)以降メモリがアクティブ

で、指定されたウィン

ドウ内でリフレッシュ

を実行するときに、メ

モリコントローラが

リフレッシュサイク

ルを延期できるように

します。遅延リフレッ

シュサイクルは、複

数のリフレッシュサ

イクルのバーストで実

行される場合がありま

す。

（注）

C225M6、C245M6、
C245M8、C225M8、
および X215c M8プ
ラットフォームにの

み適用されます。

バーストリフレッ

シュおよび遅延リ

フレッシュ
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無効、有効、自動

•無効：オプションは無効で
す。

•有効：オプションは有効で
す。

•自動：オプションは自動モー
ドです。

（注）

IOMMUを無効にするには、シス
テムの [ローカル APICモード
（Local APIC Mode）]を xAPIC
に構成する必要があります。

4.0(2)以降出入力メモリ管理ユ

ニット（IOMMU）に
より、AMDプロセッ
サが物理アドレスへ仮

想アドレスをマッピン

グすることが可能で

す。

（注）

C125M5、C225M6、
C245M6、C245M8、
C225M8、C245M8、
および X215c M8プ
ラットフォームにの

み適用されます。

[IOMMU]

無効、有効、自動

•無効：オプションは無効で
す。

•有効：オプションは有効で
す。

•自動：オプションは自動モー
ドです。

4.0(1)以降物理アドレスをアプリ

ケーションに割り当て

る方法を決定します。

（注）

C125M5、C225M6、
C245M6、C245M8、
C225 M8、および
X215c M8プラット
フォームにのみ適用

されます。

[バンクグループ
スワップ（Bank
Group Swap）]

無効、有効、自動

•無効：オプションは無効で
す。

•有効：オプションは有効で
す。

•自動：オプションは自動モー
ドです。

（注）

有効オプションはM8サーバーで
のみ利用可能です。

4.2(1)以降ノード 0に選択した
DRAMチップ経由で
メモリブロックがイ

ンターリーブされるか

どうか設定します。

（注）

C125M5、C225M6、
C245M6、C245M8、
C225 M8、および
X215c M8プラット
フォームにのみ適用

されます。

チップセットイン

ターリーブ
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無効、1時間、4時間、6時間、8
時間、12時間、16時間、 24時
間、48時間、自動

（注）

12時間のオプションはM8サー
バーでのみ使用できます。

4.3(4a)以降メモリ全体をスクラブ

する時間数を表す値。

（注）

C245M6、C225M6、
C245M8、C225M8、
および X215c M8プ
ラットフォームにの

み適用されます。

DRAMスクラブ
時間

無効、有効、自動、カスタム

•無効：オプションは無効で
す。

•有効：オプションは有効で
す。

•自動：オプションは自動モー
ドです。

• [カスタム（Custom）]：オプ
ションをカスタマイズしま

す。

4.2(1)以降このオプションは、
Secured Nested Paging
（SNP）メモリとリ
バースマップテーブ

ル（RMP）の動作
モードを選択します。

RMPは、システムの
物理アドレスとゲスト

の物理アドレス間の1
対1のマッピングを保
証するために使用され

ます。

（注）

C225M6、C245M6、
C245M8、C225M8、
および X215c M8プ
ラットフォームにの

み適用されます。

SNPメモリカバ
レッジ

0～ 1048576（デフォルトは
8192）。

4.2(1)、
4.3(4b)、4.3(5a)

SNPメモリサイズを
設定できます。

（注）

C225M6、C245M6、
C225M8、C245M8、
および X215c M8プ
ラットフォームにの

み適用されます。

[カバーされる
SNPメモリサイ
ズ（MiB）（SNP
Memory Size to
Cover in MiB）]
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自動、NPS0、NPS1、NPS2、NPS4

• NPS0：ソケットごとのNUMA
ノード数を 0にします。

• NPS1：ソケットごとのNUMA
ノード数を 1にします。

• NPS2：ソケットごとのNUMA
ノード数を 2にします。

• NPS4：ソケットごとのNUMA
ノード数を 4にします。

•自動：チャネル数を自動に設
定します。

4.2(1)以降CPUソケットあたり
の NUMA（非一様メ
モリアクセス）ノー

ド数を構成できます。

（注）

C225M6、C245M6、
C225M8、C245M8、
および X215c M8プ
ラットフォームにの

み適用されます。

ソケットごとの

NUMAノード

自動、チャネル、Die、なし、ソ
ケット、無効、有効

• M5で使用可能なオプション：
自動、チャンネル、Die、な
し、ソケット

• M6で利用可能なオプション：
自動、無効

• M8で利用可能なオプション：
自動、有効、無効

4.0(2)以降インターリーブされる

メモリブロックを決

定します。また、イン

ターリーブの開始アド

レス（ビット 8、9、
10、または 11）も指
定します。

（注）

C125M5、C225M6、
C245M6、C225M8、
C245 M8、および
X215c M8プラット
フォームにのみ適用

されます。

[メモリインター
リーブ（Memory
Interleaving）]

1 KB、2 KB、256 Bytes、512
Bytes、自動

（注）

4KBオプションはM6サーバーで
のみ使用できます。

4.0(2)以降インターリーブされる

メモリブロックのサ

イズを決定します。ま

た、インターリーブの

開始アドレス（ビット

8、9、10、または
11）も指定します。

（注）

C125M5、C225M6、
および C245 M6プ
ラットフォームにの

み適用されます。

メモリインター

リーブサイズ
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無効、有効、自動

•無効：オプションは無効で
す。

•有効：オプションは有効で
す。

4.2(1)以降セキュアネスティッ

ドページング機能を

有効にできます。

（注）

C225M6、C245M6、
C225M8、C245M8、
および X215c M8プ
ラットフォームにの

み適用されます。

SEV-SNPサポート

自動、 1x更新、2x更新、3x、4x

（注）

M5、M7、M8サーバーのデフォ
ルトは、1xリフレッシュです。

AMD M6サーバーのデフォルト
は、2xリフレッシュです。

4.0(1)以降内部メモリ用のリフ

レッシュ間隔レートを

構成するには

（注）

C225M6、C245M6、
C225M8、C245M8、
および X215c M8プ
ラットフォームにの

み適用されます。

メモリのリフレッ

シュレート

無効、有効

•無効：オプションは無効で
す。

•有効：オプションは有効で
す。

4.0(1)以降DRAM SWサーマル
スロットリングを構成

するには

（注）

C125 M5プラット
フォームにのみ適用

されます。

DRAMSWのサー
マルスロットリン

グ

無効、ハード PPR

•無効：このオプションは無効
です。

•ハード PPR：これにより、破
損したストレージセルが永続

的に再マッピングされること

になります。

4.2(1)以降Post Package Repair
(PPR)は、スペアセル
に置き換えて、障害の

あるメモリセルを修

復する機能を提供しま

す。

ポストパッケージ

修復
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無効、有効4.3(4b)以降OSランタイム中に修
正されたメモリエ

ラーのソフトポスト

パッケージ修復を有効

にします。

（注）

C225M8、C245M8、
および X215c M8プ
ラットフォームにの

み適用されます。

ランタイムポス

トパッケージ修

復

253 ASID、509 ASID、自動

• 253 ASID

• 509 ASID

•自動

（注）

Rowhammerスタイルの攻撃
を軽減するために、この設定

は [自動（Auto）]のデフォル
ト状態のままにすることを推

奨します。

4.2(1)以降VMのコードとデータ
が分離された、暗号化

仮想マシン（VM）の
実行を有効にします。

（注）

C125M5、C225M6、
C245M6、C225M8、
C245 M8、および
X215c M8プラット
フォームにのみ適用

されます。

Secure Encrypted
Virtualization

無効、有効、自動

•無効：このオプションは無効
です。

•有効：このオプションは有効
です。

•自動：このオプションは自動
モードに設定されています。

（注）

自動がM6およびM8サーバーの
デフォルトです。

4.0(4)以降プロセッサで、メモリ

の暗号化サポートを実

現するセキュアメモ

リ暗号化有効

（SMEE）機能を使用
するかどうかを指定し

ます。

（注）

C125M5、C225M6、
C245M6、C225M8、
C245 M8、および
X215c M8プラット
フォームにのみ適用

されます。

[SMEE]
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無効、有効、自動

•無効：このオプションは無効
です。

•自動：このオプションは自動
モードに設定されています。

4.1(3)以降システムメモリに格

納されているすべての

データの透過的なハー

ドウェアメモリ暗号

化を提供します。

（注）

C125M5、C225M6、
C245M6、C225M8、
C245 M8、および
X215c M8プラット
フォームにのみ適用

されます。

透過的セキュアメ

モリ暗号化

無効、有効

•無効：このオプションは無効
です。

•有効：このオプションは有効
です。

4.0(1)以降64ビット PCIデバイ
スの 4 GB以上のアド
レス空間に対するメモ

リマップド I/Oを有効
または無効にします。

レガシーなオプション

ROMは 4 GBを超え
るアドレスにアクセス

できません。PCIデバ
イスが 64ビット対応
でも、レガシーなオプ

ションROMを使用す
る場合は、この設定を

イネーブルにしても正

しく機能しない場合が

あります。

（注）

C225M6、C245M6、
C225M8、C245M8、
および X215c M8プ
ラットフォームにの

み適用されます。

Memory Mapped
IO above 4GB
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オフボード、オンボード、オン

ボード VGAが無効

• [Onboard]：オンボード VGA
デバイスが優先されます。

BIOSポスト画面および OS
ブートはオンボード VGA
ポート経由で駆動されます。

•オフボード：PCIEグラフィッ
クスアダプタが優先されま

す。BIOSポスト画面および
OSブートは外部グラフィッ
クスアダプタポート経由で

駆動されます。

•オンボード VGAが無効：
PCIEグラフィックスアダプ
タが優先され、オンボード

VGAデバイスは無効になりま
す。

（注）

オンボード VGAがディセー
ブルの場合、vKVMは機能し
ません。

4.0(2)以降システムに複数の

VGAデバイスがある
場合、VGAグラ
フィックスデバイス

の優先順位を設定でき

るようにします。

（注）

C225M8およびC245
M8プラットフォーム
にのみ適用されま

す。]

[VGAの優先順位
（VGA
Priority）]

無効、自動

•無効：このオプションは無効
です。

•自動：パフォーマンスをブー
ストする方法をCPUで自動的
に決定します。

4.0(2)以降AMDプロセッサがア
イドル状態（ほとんど

使用されていない状

態）のときにコアの周

波数を上げるかどうか

を指定します。

（注）

C125M5、C225M6、
C245M6、C225M8、
C245 M8、および
X215c M8プラット
フォームにのみ適用

されます。

[コアパフォーマ
ンスブースト

（Core
Performance
Boost）]
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自動、無効、有効

•自動：このオプションは自動
モードに設定されています。

•無効：このオプションは無効
です。

•有効：このオプションは有効
です。

4.0(2)以降AMDプロセッサが IO
ベースの Cステート
ジェネレーションおよ

び DF Cステートを制
御するかどうかです。

（注）

C125M5、C225M6、
C245M6、C225M8、
C245 M8、および
X215c M8プラット
フォームにのみ適用

されます。

[グローバル Cス
テート制御

（Global C State
Control）]

自動、無効、有効

•自動：このオプションは自動
モードに設定されています。

•無効：このオプションは無効
です。

•有効：このオプションは有効
です。

4.0(2)以降プロセッサで、AMD
ハードウェアプリ

フェッチ機構が必要に

応じてデータおよび命

令ストリームをメモリ

から取得し、L1また
は L2キャッシュに入
れることを許可するか

どうか設定します。

C125 M5、C225 M6、
C245 M6、C225 M8、
C245 M8、および
X215c M8プラット
フォームにのみ適用さ

れます。

[Lnストリーム
HWプリフェッ
チャー（Ln
Stream HW
Prefetcher）]。n
の値は 1および 2
です。

自動、パフォーマンス、電源

•自動：CPUはデフォルトの決
定論的な電源設定を自動で使

用します。

•パフォーマンス：プロセッサ
は、最適なパフォーマンスか

つ一貫した方法で動作しま

す。

•電源：プロセッサは、ダイご
とに許容される最大のパ

フォーマンスで動作します。

4.0(2)以降AMDプロセッサによ
り動作方法を決定でき

ます。

（注）

C125M5、C225M6、
C245M6、C225M8、
C245 M8、および
X215c M8プラット
フォームにのみ適用

されます。

[デタミニズムス
ライダ

（Determinism
Slider）]
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自動、有効

•有効：このオプションは有効
です。

•自動：CPUはデフォルト設定
を自動で使用します。

4.0(2)以降効率に基づいて消費電

力を設定できます。

（注）

C225M6およびC245
M6プラットフォーム
にのみ適用されま

す。

効率モードが有効

自動、無効、有効

•有効：このオプションは有効
です。

•無効：このオプションは無効
です。

•自動：CPUはデフォルト設定
を自動で使用します。

4.0(2)以降コラボレーティブプ

ロセッサパフォーマ

ンス制御を設定できま

す。

（注）

C225M6、C245M6、
C225M8、C245M8、
および X215c M8プ
ラットフォームにの

み適用されます。

CPPC

無効、自動

•無効：このオプションは無効
です。

•自動：サーバー設定を調整し
て、プロセッサのパフォーマ

ンスを向上させることができ

ます。

（注）

この機能を有効にすると、消費電

力が増加する可能性があります。

4.0(2)以降サーバー設定を自動的

に調整することによ

り、CPUパフォーマ
ンスを向上させます。

（注）

C225 M8、および
X215c M8プラット
フォームにのみ適用

されます。

強力なCPUパ
フォーマンス

自動、無効、有効4.3(4b)以降256ビット詳細ベクト
ル拡張（AVX）SIMD
命令の 512ビット拡
張。

AVX512

自動、無効、有効4.3(4b)以降DDRパワーダウン
モードを有効または無

効化にします。

パワーダウンの

有効化
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ハイパフォーマンスモード、効率

モード、最大 IOパフォーマンス
モード、バランスメモリパフォー

マンスモード

4.3(4b)以降プロファイルポリ

シーでの DF P状態の
選択は、P状態範囲、
BIOSオプション、ま
たはAPB_DISBIOSオ
プションによってオー

バーライドされます。

ここでFはプロセッサ
ファミリを示し、M
はモデルを示します。

（注）

F19トークンは、F1A
ファミリプロセッサ

を含むようにサポー

トを拡張していま

す。

[電力プロファイ
ル選択 F19h
（Power Profile
Selection F19h）]

1～ 1007（デフォルトは 1）4.3(4b)以降SEV-ESおよびSNPゲ
ストは、1～ 1007の
範囲のASIDを使用す
る必要があります。

[SEV-ES ASIDス
ペース制限

（SEV-ES ASID
Space Limit）]

自動、0、1、24.3(4b)以降強制xGMIリンク幅。xGMI強制リンク
幅

有効、無効、自動4.3(4b)以降システム DIMMに保
存されているすべての

データのハードウェア

メモリ暗号化を提供し

ます。これはOSには
認識されず、メモリ遅

延がわずかに増加しま

す。

TSME

20Gbps、25Gbps、32Gbps、自動4.3(4b)以降4リンクトポロジで
XGMI P状態に使用さ
れる最大周波数を指定

します。

4リンク xGMI最
大速度
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0～ 2（デフォルトは 0）。4.3(4b)以降ACPI_PSDオブジェク
トによって報告される

ように、P状態を強制
的に独立/従属にしま
す。APBDISが有効に
なっている場合は、

SOCP状態が変更され
ます。

ここで、Fはプロセッ
サファミリを表しま

す。

（注）

F19トークンは、F1A
ファミリプロセッサ

を含むようにサポー

トを拡張していま

す。

[固定 SOC Pス
テート SP5 F19h
（Fixed SOC
P-State SP5
F19h）]

自動、P0、P1、P2、P34.3(4b)以降ACPI_PSDオブジェク
トによって報告される

ように、P状態を強制
的に独立/従属にしま
す。APBDISが有効に
なっている場合は、

SOCP状態が変更され
ます。

固定されたSOC
P-State

自動、無効、有効4.3(4b)以降DF P状態CCKの有効
な周波数オプティマイ

ザを有効または無効に

します。

[DF Pstate周波数
オプティマイザ

（DF PState
Frequency
Optimizer）]

無効な構成、1G、2G、4G、8G、
16G、32G、64G、128G、256G、
512G、128M、自動、256M、512M

（注）

128M、自動、256M、512Mのオ
プションは、M7サーバーでのみ
使用できます。

4.3(2)以降プロセッサ予約済みメ

モリ範囲レジスタ

（PRMRR）は、シス
テム DRAMの保護領
域のサイズです。

PRMRRサイズ

サポートされるプラットフォーム

104

サポートされるプラットフォーム

サポートされる AMD M6プラットフォーム



無効、有効4.0(2)以降メモリがアクティブ

で、指定されたウィン

ドウ内でリフレッシュ

を実行するときに、メ

モリコントローラが

リフレッシュサイク

ルを延期できるように

します。遅延リフレッ

シュサイクルは、複

数のリフレッシュサ

イクルのバーストで実

行される場合がありま

す。

バーストリフレッ

シュおよび遅延リ

フレッシュ

自動、0、1

•自動：SMUの自動 ApbDisを
設定します。これがデフォル

トのオプションです。

• 0：SMUへの ApbDisをクリ
アします。

• 1：SMUへの ApbDisをセッ
トします。

4.0(2)以降SMUの APBDIS（ア
ルゴリズムパフォー

マンスブースト

（APB）無効化）値を
選択できます。

APBDIS
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4.0(2)以降1つ以上のコアの動作
を停止する機能を提供

します。シリコン回路

でサポートされていま

す。オペレーティング

システムの制限、また

はシステムの電力削減

要件により、コア数を

減らすことが望ましい

場合があります。この

項目により、実行中の

コアの数を制御できま

す。この設定では、プ

ロセッサで使用可能な

コアの数を減らすこと

しかできません。

（注）

これは、ファミリ19h
およびモデル A0h～
AFhの AMDプロ
セッサにのみ適用さ

れます。ここで、F
はプロセッサファミ

リを示し、Mはモデ
ルを示します。

ダウンコア制御
F19 MA0h-AFh
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自動、TWO（1 + 1）、TWO（2 +
0）、THREE（3 + 0）、FOUR（2
+ 2）、FOUR（4 + 0）」、

「SIX（3 + 3）」

ONE（1 + 0）、TWO（2 + 0）、
THREE（3 + 0）、FOUR（4 +
0）、FIVE（5 + 0）、SIX（6 +
0）、SEVEN（7+0）、EIGHT（8
+ 0）、NINE（9 + 0）、TEN（10
+ 0）、ELEVEN（11 + 0）、
TWELVE（12 + 0）、THIRTEEN
（13 + 0）、FOURTEEN（14 +
0）、FIFTEEN（15 + 0）

•自動：有効化する必要のある
コアの数を CPUで判断しま
す。これがデフォルトのオプ

ションです。

•ワン（1+0）：1つの CPUコ
ンプレックスで 1つのコアを
有効にします。

•ツー（2+0）：1つの CPUコ
ンプレックスで 2つのコアを
有効にします。

•スリー（3+0）：1つの CPU
コンプレックスで 3つのコア
を有効にします。

•フォア（4+0）：1つの CPU
コンプレックスで 4つのコア
を有効にします。

•ファイブ（5+0）：1つのCPU
コンプレックスで 5つのコア
を有効にします。

•シックス（6+0）：1つのCPU
コンプレックスで 6つのコア
を有効にします。

•セブン（7+0）：1つの CPU
コンプレックスで 7つのコア
を有効にします。

•エイト（8+0）：1つの CPU
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コンプレックスで 8つのコア
を有効にします。

•ナイン（9+0）：1つの CPU
コンプレックスで 9つのコア
を有効にします。

•テン（10 + 0）：1つの CPU
コンプレックスで 10のコア
を有効にします。

•イレブン（11 + 0）：1つの
CPUコンプレックスで 11の
コアを有効にします。

•トウェルブ（12+0）：1つの
CPUコンプレックスで 12の
コアを有効にします。

•サーティーン（13 + 0）：1つ
の CPUコンプレックスで 13
のコアを有効にします。

•フォーティーン（14+0）1つ
の CPUコンプレックスで 14
のコアを有効にします。

•フィフティーン（15 + 0）：1
つの CPUコンプレックスで
14のコアを有効にします。

サポートされるプラットフォーム

108

サポートされるプラットフォーム

サポートされる AMD M6プラットフォーム



自動、TWO(1+ 1)、TWO(2+ 0)、
THREE (3 + 0)、FOUR (2 + 2)、
FOUR (4 + 0)、SIX (3 + 3)

•自動：有効化する必要のある
コアの数を CPUで判断しま
す。これがデフォルトのオプ

ションです。

• TWO（1+0）：1つのCPUコ
ンプレックスで 1つのコアを
有効にします。

•ツー（2+0）：1つの CPUコ
ンプレックスで 2つのコアを
有効にします。

•スリー（3+0）：1つの CPU
コンプレックスで 3つのコア
を有効にします。

•フォア（4+0）：1つの CPU
コンプレックスで 4つのコア
を有効にします。

•ファイブ（5+0）：1つのCPU
コンプレックスで 5つのコア
を有効にします。

• SIX（3+3）：1つのCPUコン
プレックスで 6つのコアを有
効にします。

4.0(2)以降1つ以上のコアの動作
を停止する機能を提供

します。シリコン回路

でサポートされていま

す。オペレーティング

システムの制限、また

はシステムの電力削減

要件により、コア数を

減らすことが望ましい

場合があります。この

項目により、実行中の

コアの数を制御できま

す。この設定では、プ

ロセッサで使用可能な

コアの数を減らすこと

しかできません。

ダウンコア制御
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自動、ワン（1+0）、ツー
（2+0）、スリー（3+0）、フォー
（4+0）、ファイブ（5+0）、シッ
クス（6+0）、セブン（7+0）、エ
イト（8 + 0）、ナイン（9 + 0）、
テン（10 + 0）、イレブン（11 +
0）、トウェルブ（12 + 0）、サー
ティーン（13 + 0）フォーティー
ン（14+0）、フィフティーン（15
+ 0）

4.3(4b)以降1つ以上のコアの動作
を停止する機能を提供

します。シリコン回路

でサポートされていま

す。オペレーティング

システムの制限、また

はシステムの電力削減

要件により、コア数を

減らすことが望ましい

場合があります。この

項目により、実行中の

コアの数を制御できま

す。この設定では、プ

ロセッサで使用可能な

コアの数を減らすこと

しかできません。

（注）

これは、ファミリ19h
およびモデル 10h～
1FhのAMDプロセッ
サにのみ適用されま

す。ここで、Fはプ
ロセッサファミリを

示し、Mはモデルを
示します。

（注）

F19トークンは、F1A
ファミリプロセッサ

を含むようにサポー

トを拡張していま

す。

CPUダウンコア
制御 F19
M10h-1Fh

自動、無効、有効4.0(2)以降ストリーミングスト

ア機能を有効にしま

す。

ストリーミングス

トア制御
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自動、P0、P1、P2、P3

•自動：プロセッサに適した有
効な P状態を設定します。こ
れがデフォルトのオプション

です。

• P0～ P3：最高の SOC P状態
から最低の SOC P状態。

4.0(2)以降このオプションは、

APBDIS（アルゴリズ
ムパフォーマンス

ブースト（APB）無
効化）が設定されて

いる場合のターゲット

Pステートを定義しま
す。P-xは、取り付け
られているプロセッサ

の有効なPステートを
指定します。

固定されたSOC
P-State

自動、無効、有効4.0(2)以降システムで長時間のア

イドル状態が予想され

る場合、この制御によ

り、システムは、シス

テムをさらに低電力状

態に設定できる DF C
状態に移行できます。

DF C-State

自動、2CCDs、3CCDs、4CCDs、
6 CCDs、8 CCDs、10 CCDs

（注）

• 2 CCDs、3 CCDs、4 CCDs、
6 CCDsオプションは、M6
サーバでのみご利用いただ

けます。

• 2 CCDs、3 CCDs、4 CCDs、
6 CCDsオプションは、M6
サーバでのみご利用いただ

けます。

4.0(2)以降システムで有効にした

い電荷結合デバイス

CCDの数を指定でき
ます。

CCD制御
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自動、ワン（1+0）、ツー
（2+0）、スリー（3+0）、フォー
（4+0）、ファイブ（5+0）、シッ
クス（6+0）、セブン（7+0）

4.0(2)以降1つ以上のコアの動作
を停止する機能を提供

します。シリコン回路

でサポートされていま

す。オペレーティング

システムの制限、また

はシステムの電力削減

要件により、コア数を

減らすことが望ましい

場合があります。この

項目により、実行中の

コアの数を制御できま

す。この設定では、プ

ロセッサで使用可能な

コアの数を減らすこと

しかできません。

CPUダウンコア
制御 7xx3チェッ
ク m5および m6
および更新

Auto、TWO (1 + 1)、TWO (2 + 0)、
THREE (3 + 0)、FOUR (2 + 2)、SIX
(3 + 3)

4.0(2)以降1つ以上のコアの動作
を停止する機能を提供

します。シリコン回路

でサポートされていま

す。オペレーティング

システムの制限、また

はシステムの電力削減

要件により、コア数を

減らすことが望ましい

場合があります。この

項目により、実行中の

コアの数を制御できま

す。この設定では、プ

ロセッサで使用可能な

コアの数を減らすこと

しかできません。

[ダウンコア制御
（Downcore
control）]

自動、無効、有効4.2(1)以降各Cisco互換性拡張機
能がそのオンドメイ

ンにあると宣言されて

いる物理ドメインの上

に仮想ドメインのレイ

ヤーを作成します。

NUMAドメインと
してのACPI
SRAT L3キャッ
シュ

無効、有効4.0(2)このオプションは、18
Gbps XGMIリンク速
度を有効にします。

Cisco xGMIの最
大速度
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自動、無効、有効4.3(4a)以降特定のアグレッシブな

ワークロードに対する

EDCシャットダウン
応答を回避するために

使用率の追跡を強化す

る EDCシャットダウ
ン保護を有効または

無効にします。

EDC制御スロッ
トル

自動、無効、有効4.3(4a)以降この値は、ダイナミッ

クリンク幅管理

（DLWM）機能を制
御します。

プラットフォームが8
レーンまたは 16レー
ンの xGMI動作をサ
ポートできる場合、動

的調整機能によって電

力を節約できます。

DLWMサポート

互換性、XAPIC、X2APIC、自動4.3(4a)以降使用するAPICモード
を選択します。

ローカル APIC
モード*

自動、無効、有効4.3(4a)以降サポートされているデ

バイスの PCIe 10ビッ
トタグを有効にしま

す。

[PCIe 10ビット
タグサポート

（PCIe Ten Bit
Tag Support）]

無効、有効、自動、オフ

（注）

[オフ（Off）]オプションは、[自
動（Auto）]がデフォルトのであ
るM5サーバーでのみ使用できま
す。

4.0(2)以降プロセッサでAMD同
時マルチスレッディン

グ（Simultaneous
MultiThreading）テク
ノロジーを使用するか

どうかを指定します。

このテクノロジーで

は、マルチスレッド

ソフトウェアアプリ

ケーションのスレッド

を各プロセッサ内で並

列に実行できます。

[SMTモード
（SMT Mode）]

無効、有効4.0(2)以降プロセッサがAMDセ
キュア仮想マシンテ

クノロジを使用するか

どうか設定します。

[SVMモード
（SMT Mode）]
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自動、800 MHz、933 MHz、1067
MHz、1200 MHz、1333 MHz、
1467MHz、1600MHz、1633MHz、
1667MHz、1700MHz、1733MHz、
1767 MHz、1800 MHz、400 MHz

4.3(4a)以降メモリクロックをプ

ラットフォームの最大

制限からさらに減らす

ことができます。

[メモリクロック
速度 7xx3
（Memory Clock
Speed 7xx3）]
（AMD 3rd Gen
CPU）ドロップ
ダウンリスト

自動、667 MHz、800 MHz、933
MHz、1067MHz、1200MHz、1333
MHz、1467 MHz、1600 MHz

4.3(4a)以降メモリクロックをプ

ラットフォームの最大

制限からさらに減らす

ことができます。

[メモリクロック
速度 7xx2
（Memory Clock
Speed 7xx2）]
（AMD 3rd Gen
CPU）

自動、2 xGMIリンク、3 xGMIリ
ンク、4 xGMIリンク

4.3(4a)以降マルチソケットシス

テムで使用される

xGMI2リンクの数を
構成します。

[xGMIリンク構
成（xGMI Link
Configuration）]

自動、バス4.3(4a)以降パフォーマンスの向上

として、優先バスの機

能を有効にします。

[優先 IO 7xx3
（Preferred IO
7xx3）](AMD 3rd
Gen CPU)]

自動、手動4.3(4a)以降パフォーマンスの向上

として、優先バスの機

能を有効にします。

優先 IO 7xx2
(AMD 2nd Gen
CPU)

自動、無効、有効4.3(4a)以降CPUウォッチドッグ
タイマーを有効または

無効にします。

[コアウォッチ
ドッグタイマー

（Core Watchdog
Timer）]
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無効、致命的なエラーで、致命的

なエラーおよび致命的でないエ

ラーで

（注）

致命的なエラーの値は、C225
M8、C245 M8、および X215c M8
サーバーではサポートされていま

せん。

•無効：eDPCのサポートは無
効化されており、エラーが発

生してもシステムは下流リン

クを無効化する措置を一切行

いません。

•致命的なエラー：eDPCは致
命的なエラーの場合にのみ有

効になります。Cisco UCS
C225 M8、Cisco UCS C245
M8、および X215c M8サー
バーではサポートされていま

せん。

• [致命的および非致命的なエ
ラーの場合（On Fatal and
Non-Fatal Errors）]：eDPC
は、致命的および非致命的な

エラーの両方に対して有効で

す。

4.3（6c）以降eDPC（Enhanced
Downstream Port
Containment）は、修
正不可能なエラーが発

生した後にダウンスト

リームリンクを無効

にすることで、制御さ

れた堅牢な方法で復旧

を可能にします。

IIO eDPCサポー
ト

9.6k、19.2k、38.4k、57.6k、115.2k4.2(1)以降シリアルポートの伝

送速度として使用され

るボーレート。[コン
ソールリダイレク

ション（Console
Redirection）]を無効
にした場合、このオプ

ションを使用できませ

ん。

[ボーレート
（Baud Rate）]

サポートされるプラットフォーム

115

サポートされるプラットフォーム

サポートされる AMD M6プラットフォーム



有効、無効4.2(1)以降一貫したデバイスの命

名によって、一貫した

方法でイーサネット

インターフェイスに名

前を付けることができ

ます。これによりイー

サネットインター

フェイスの名前は、よ

り統一され、識別しや

すくなり、アダプタや

他の設定に変更が加え

られても永続的に保持

されます。

CDN Control

最大、最大、標準

•最小：重要なメッセージがロ
グファイルに表示されます。

これはデフォルトのオプショ

ンです。

•最小：警告およびロードメッ
セージがログファイルに表示

されます。

•標準：標準に加え、情報関連
のメッセージがログファイル

に表示されます。

4.2(1)以降このオプションは、

BIOS techログファイ
ルのメッセージのタイ

プを示します。

[BIOS Techlogレ
ベル（BIOS
Techlog Level）]
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有効、無効4.2(1)以降オプションROMの起
動は PCIスロットレ
ベルで管理されます。

デフォルトで有効に

なっています。多数の

ネットワークコント

ローラおよびオプショ

ン ROMをもつスト
レージ HBAから成る
設定では、すべてのオ

プション ROMは、
PCIスロットのオプ
ション ROMコント
ロールがすべてに対し

て有効になっている場

合に起動できます。た

だし、ブートプロセ

スでは、コントローラ

のサブセットのみを使

用できます。このトー

クンが有効になってい

るときに、ブートポ

リシーに存在するこれ

らのコントローラでの

み、オプション ROM
が起動されます。

[オプションROM
起動最適化

（OptionROM
Launch
Optimization）]

無効、COM 0、COM 1

• COM 0は POST中にコンソー
ルリダイレクション用のシリ

アルポートを有効にします。

このオプションはM6ブレー
ドサーバーおよびラックマウ

ントサーバーに対してのみ有

効です。

• COM1または serial-port-bはコ
ンソールリダイレクション用

にシリアルポートBを有効に
し、サーバー管理タスク実行

を許可します。このオプショ

ンは、ラックマウントサー

バーでのみ有効です。

4.2(1)以降POSTおよび BIOSの
ブート中に、シリアル

ポートをコンソール

リダイレクションで使

用できるようにしま

す。BIOSのブートが
完了し、オペレーティ

ングシステムがサー

バーを担当すると、コ

ンソールリダイレク

ションの関連性はなく

なり、無効になりま

す。

コンソールリダ

イレクション

（Console
Redirection）
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なし、RTC-CTS4.2(1)以降フロー制御にハンド

シェイクプロトコル

を使用するかどうかを

設定します。送信要

求/クリアツーセンド
（RTS/CTS）を使用す
ると、隠れた端末の問

題が原因で発生する可

能性がある、フレーム

コリジョンを減らすこ

とができます。

[フロー制御
（Flow Control）]

有効、無効4.2(1)以降POST中にシステムが
ハングアップした場合

に、システムを回復す

るために FRB2タイ
マーを使用するかどう

かを指定します。

[FRB 2タイマー
（FRB 2 Timer）]

有効、無効4.2(1)以降BIOSが、定義済みの
タイムアウト値を持

つウォッチドッグタ

イマーをプログラムす

るかどうか設定しま

す。タイマーが切れる

前にオペレーティング

システムのブートが完

了しないと、CIMCは
システムをリセット

し、エラーがログに記

録されます。

OSウォッチドッ
グタイマー

電源オフ、リセット4.2(1)以降ウォッチドッグタイ

マーが切れた場合にシ

ステムで実行されるア

クション。

[OS Boot
Watchdog Timer
Policy

5分、10分、15分、20分4.2(1)以降BIOSでウォッチドッ
グタイマーの設定に

使用されるタイムアウ

ト値。

OS Watchdog
Timer Timeout

シリアル多重化4.3(4a)以降シリアル多重化構成を

有効または無効にしま

す。

シリアル多重化
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PC-ANSI、VT100、VT100-PLUS、
VT-UTF8

4.2(1)以降コンソールリダイレ

クションに使用される

文字フォーマットのタ

イプ。

[ターミナルタイ
プ（Terminal
Type)]

有効、無効

（注）

C245M8の場合、デフォルトでは
[無効（Disabled）]になっていま
す。

4.2(1)以降プラットフォーム構成

レジスタ（PCR）は、
TPM内のメモリ位置
です。複数の PCRを
まとめて PCRバンク
と呼びます。セキュア

ハッシュアルゴリズ

ム 1または SHA-1
PCRバンクでは、
TPMセキュリティを
有効または無効にする

ことができます。

SHA-1 PCRバン
ク

有効、無効4.2(1)以降プラットフォーム構成

レジスタ（PCR）は、
TPM内のメモリ位置
です。複数の PCRを
まとめて PCRバンク
と呼びます。セキュア

ハッシュアルゴリズ

ム 256ビットまたは
SHA-256PCRバンクで
は、TPMセキュリ
ティを有効または無効

にすることができま

す。

SHA256 PCRバン
ク

有効、無効4.3(3a)以降プラットフォーム構成

レジスタ（PCR）は、
TPM内のメモリ位置
です。複数の PCRを
まとめて PCRバンク
と呼びます。セキュア

ハッシュアルゴリズ

ム 384ビットまたは
SHA-384PCRバンクで
は、TPMセキュリ
ティを有効または無効

にすることができま

す。

SHA384 PCRバン
ク

*
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有効、無効4.2(1)以降サーバーの認証に使用

するアーティファクト

を安全に保存するコン

ポーネントであるトラ

ステッドプラット

フォームモジュール

（TPM）の有効と無効
を切り替えます。

[信頼されたプ
ラットフォーム

モジュールの状態

（Trusted
Platform Module
State）]

なし、TpmClear4.2(1)以降トラステッドプラッ

トフォームモジュー

ル（TPM）Pending
Operationオプション
を使用すると、保留中

の操作のステータスを

制御できます。

TPM保留中の操
作

有効、無効4.2(3)以降TPM機能全体を制御
します。

セキュリティデバ

イスのサポート

SHA384 PCRバンク BIOSトークンは、PIDモデル UCS-TPM-002Dおよび UCS-TPM-002D-D
をサポートします。

（注）

Intelのサポート対象プラットフォーム
Intel M8（C220 M8、C240 M8、X210c M8、X410c M8）プラットフォームに適用可能な BIOS
トークン

値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

無効、有効

•無効：IPv4
HTTPサポー
トは使用で

きません。

•有効：IPv4
PXEサポー
トを使用で

きます。

✔✔✔✔4.2(1)
以降

HTTPの
IPv4サ
ポートを有

効または無

効にしま

す。

IPV4
HTTP
のサ

ポート
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

無効、有効

•無効：IPv6
HTTPサポー
トは使用で

きません。

•有効：IPv6
PXEサポー
トを使用で

きます。

✔✔✔✔4.2(1)
以降

HTTPの
IPv6サ
ポートを有

効または無

効にしま

す。

IPV6
HTTP
のサ

ポート

無効、有効

•無効：IPv4
PXEサポー
トは使用で

きません。

•有効：IPv4
PXEサポー
トを使用で

きます。

✔✔✔✔4.2(1)
以降

PXEの
IPv4サ
ポートを有

効または無

効にしま

す。

IPv4
PXEの
サポー

ト

無効、有効

•無効：IPv6
PXEサポー
トは使用で

きません。

•有効：IPv6
PXEサポー
トを使用で

きます。

✔✔✔✔4.2(1)
以降

PXEの
IPv6サ
ポートを有

効または無

効にしま

す。

[IPV6
PXEサ
ポート

（IPV6
PXE
Support）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

無効、有効

•無効：ネッ
トワークス

タックのサ

ポートは使

用できませ

ん。

•有効：ネッ
トワークス

タックのサ

ポートを使

用できま

す。

✔✔✔✔4.1(1)
以降

このオプ

ションを使

用すると、

システムの

完全なネッ

トワーク

スタイルを

有効または

無効にする

ことができ

ます。

ネット

ワーク

スタッ

ク
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

無効、有効

•無効：電源
オンパス

ワードは無

効になりま

す。

•有効：電源
オンパス

ワードは有

効になりま

す。

✔✔✔4.1(1)
以降

このトーク

ンでは、F2
BIOS設定
を使用する

前に BIOS
パスワード

を設定する

必要があり

ます。有効

にすると、

BIOS関数
（IO設
定、BIOS
セットアッ

プ、BIOS
を使用した

オペレー

ティング

システムへ

のブート）

にアクセス

する前にパ

スワードの

検証が必要

になりま

す。

[電源オ
ンパス

ワード

（Power
ON
Password）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

無効、有効

•無効：PCIe
バスに接続

されている
NVMe SSD
のホットス

ワップを禁

止します。

•有効：PCIe
バスに接続

されている
NVMe SSD
のホットス

ワップを許

可します。

✔✔✔4.1(1)
以降

PCIeバス
に接続され

ている
NVMe SSD
をスワップ

できるかど

うかを指定

します。こ

の設定によ

り、これら

のドライブ

の LEDス
テータス

ライトも標

準化されま

す。LED
ステータス

ライトは、

特定の障害

インジケー

タパター

ンを表示す

るようにオ

プションで

プログラム

できます。

[VMD
有効化

（VMD
Enablement）]

サポートされるプラットフォーム

124

サポートされるプラットフォーム

Intelのサポート対象プラットフォーム



値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

無効、有効

•ディセーブ
ル

：オプショ

ンは無効で

す。

•有効

：オプショ

ンは有効で

す。

✔✔✔✔4.3
(6a)

起動プロセ

ス中に不正

なダイレク

トメモリ

アクセス

（DMA）
を防止する

ことを目的

とした

BIOS設定
であり、悪

意のあるデ

バイスがシ

ステムメ

モリにアク

セスするの

を防ぐ可能

性がありま

す。

プリ

ブート
DMA
保護
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

有効、無効

•無効：OS
イーサネッ

トネット

ワーキング

IDは、ETH0
や ETH1な
ど、デフォ

ルトの規則

で名前が付

けられま

す。

•有効：OS
イーサネッ

トネット

ワーク識別

子に、LOM
ポート 0や
LOMポート
1のように、
物理的な
LAN on
Motherboard
（LOM）の
ポート番号

付けに基づ

く Consistent
Device
Naming
（CDN）規
則で名前を

付けます。

✔✔✔✔4.0(4)
以降

イーサネッ

トネット

ワーキング

識別子の命

名規則を、
Consistent
Device
Naming
（CDN）
と従来の命

名規則のど

ちらに準拠

させるかを

指定しま

す。

（注）

C220
M8、C240
M8、
X210c M8
プラット

フォーム

にのみ適

用されま

す。

[LOM
の
CDN
サポー

ト

（CDN
Support
for
LOM）]

サポートされるプラットフォーム

126

サポートされるプラットフォーム

Intelのサポート対象プラットフォーム



値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

有効、無効、

0P3_Percent、
0P5_Percent、
ハードウェア、

オフ

（注）

0P3_Percent、
0P5_Percent、
Hardware、Off
のオプションは

M7サーバでの
み使用可能で

す。

✔✔✔4.1(2)
以降

このオプ

ションで

は、外部ク

ロック

ジェネレー

タのクロッ

ク拡散スペ

クトルを有

効または無

効にするこ

とができま

す。

C220 M8、
C240 M8、
X210c M8
プラット

フォームに

のみ適用さ

れます。

外部

SSCの
有効化
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

無効、致命的な

エラーで、致命

的なエラーおよ

び致命的でない

エラーで

✔✔✔4.2(1)
以降

このオプ

ションを使

用すると、

修正不可能

なエラーの

後にダウン

ストリーム

リンクを無

効にするこ

とができる

ため、制御

された堅牢

な方法で回

復すること

が可能にな

ります。

（注）

C220 M8
および
C240 M8
プラット

フォーム

にのみ適

用されま

す。

[IIO
eDPC
サポー

ト

（IIO
eDPC
Support）]

サポートされるプラットフォーム

128

サポートされるプラットフォーム

Intelのサポート対象プラットフォーム



値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

✔✔4.0(2)
以降

このオプ

ションで

は、

MRAIDの
最高速度を

制限するこ

とができま

す。

（注）

C240 M8
プラット

フォーム

にのみ適

用されま

す。

[MRAID
nリン
ク速度

（MRAID
n Link
Speed）]。
nの範
囲は 1
～ 2で
す。
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

自動、無効、

GEN 1、GEN 2、
GEN 3、GEN 4、
GEN 5

• [Disabled]：
最大速度は

制限されま

せん。

•有効：最大
速度は、制

限されてい

ません。

•自動：最高
速度は自動

的に設定さ

れます。

• GEN1：最大
2.5 GT/s（ギ
ガトランス

ファー/秒）
までの速度

が許可され

ます。

• GEN 2：最
大 5 GT/sま
での速度が

許可されま

す。

• GEN 3：最
大 8 GT/sま
での速度が

許可されま

す。

• GEN 4：最
大 16GT/sま
での速度が

許可されま
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

す。

（注）

M7、M8
サーバにの

み適用され

ます。

• GEN 5：最
大 32GT/sま
での速度が

許可されま

す。

（注）

M7、M8
サーバにの

み適用され

ます。

無効、有効

•無効：拡張
スロットを

使用できま

せん。

•有効：拡張
スロットを

使用できま

す。。

✔4.0(2)
以降

MRAID
ポートでオ

プション

ROMを使
用可能にす

るかどうか

設定。

（注）

C240 M8
プラット

フォーム

にのみ適

用されま

す。

[MRAID
n
OptionROM]。
nの範
囲は 1
～ 2で
す。
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

無効、有効

• Disabled：オ
プション

ROMは使用
できませ

ん。

• [Enabled]—
オプション

ROMは使用
できます。

✔✔✔4.2(1)
以降

サーバが
PCIe
MSTOR
RAIDのオ
プション

ROMを使
用するかど

うか。

（注）

C220 M8
および
C240 M8
プラット

フォーム

にのみ適

用されま

す。

PCIeス
ロット
MSTOR
RAID
OptionROM

サポートされるプラットフォーム

132

サポートされるプラットフォーム

Intelのサポート対象プラットフォーム



値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

✔✔✔4.0
（1）
以降

スロット n
で指定され

た PCIeス
ロットのリ

ンク速度。

[PCIe
スロッ

ト nリ
ンク速

度

（PCIe
Slot n
Link
Speed）]。
nの範
囲は 1
～ 8で
す。

（注）

C245
M8プ
ラット

フォー

ムの場

合、 n
の範囲

は 1～
8で
す。
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

無効、自動、

GEN1、GEN2、
GEN3、GEN4、
GEN5

GEN5は、速度 1
～ 6でのみサ
ポートされま

す。

•無効：最大
スピードは

制限されて

いません。

•自動：最高
速度は自動

的に設定さ

れます。

• GEN 1：最
大 2 GT/s
（ギガトラ

ンスファー/
秒）までの

速度が許可

されます。

• GEN 2：最
大 5GT/sま
での速度が

許可されま

す。

• GEN 3：最
大 8 GT/sま
での速度が

許可されま

す。

• GEN 4：最
大 16GT/sま
での速度が

許可されま
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

す。

• GEN 5：最
大 32GT/sま
での速度が

許可されま

す。
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

✔✔4.0
（1）
以降

このオプ

ションを使

用すると

MLOMア
ダプタの最

大速度を制

限できま

す。

PCIe
スロッ

ト:
MLOM
リンク

速度

（PCIe
Slot:FLOM
Link
Speed）

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

自動、無効、

GEN 1、GEN 2、
GEN 3、GEN 4、
GEN 5

• [Disabled]：
最大速度は

制限されま

せん。

•自動：最高
速度は自動

的に設定さ

れます。

• GEN1：最大
2.5 GT/s（ギ
ガトランス

ファー/秒）
までの速度

が許可され

ます。

• GEN 2：最
大 5 GT/sま
での速度が

許可されま

す。

• GEN 3：最
大 8 GT/sま
での速度が

許可されま

す。

• GEN 4：最
大 16GT/sま
での速度が

許可されま

す。

• GEN 5：最
大 32GT/sま
での速度が

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

許可されま

す。

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

✔✔✔4.0(4)
以降

このオプ

ションで

は、フロン

ト PCIeス
ロットに取

り付けられ

た NVME
カードの最

高速度を制

限すること

ができま

す。

[前面
NVME
nリン
ク速度

（Front
NVME
n Link
Speed）]。
nの範
囲は 1
～ 12
です。

C245
M8プ
ラット

フォー

ムの場

合、 n
の範囲

は 1～
4で
す。

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

無効、自動、

GEN1、GEN2、
GEN3、GEN4、
GEN5

•無効：最大
スピードは

制限されて

いません。

•自動：最高
速度は自動

的に設定さ

れます。

• GEN1：最大
2.5 GT/s（ギ
ガトランス

ファー/秒）
までの速度

が許可され

ます。

• GEN 2：最
大 5GT/sま
での速度が

許可されま

す。

• GEN 3：最
大 8 GT/sま
での速度が

許可されま

す。

• GEN 4：最
大 16GT/sま
での速度が

許可されま

す。

• GEN 5：最
大 32GT/sま
での速度が

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

許可されま

す。

有効、無効

•無効：オプ
ションは制

限されてい

ません。

•有効：オプ
ションは制

限されてい

ます。

✔✔

（ス

ロッ

ト

11-24）

✔4.2(1)
以降

このオプ

ションで

は、
SSD:NVMe
スロットn
に接続され

た PCIeア
ダプタのオ

プション

ROMの実
行を制御す

ることがで

きます。

[前面
NVME
n
OptionROM
（Front
NVME
n
OptionROM）]。
nの範
囲は 1
～ 24
です。

C245
M8プ
ラット

フォー

ムの場

合、 n
の範囲

は 1～
4で
す。

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

✔✔4.0
（1）
以降

このオプ

ションを使

用すると

MLOMア
ダプタの最

大速度を制

限できま

す。

PCIe
スロッ

ト:
MLOM
リンク

速度

（PCIe
Slot:FLOM
Link
Speed）

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

自動、無効、

GEN 1、GEN 2、
GEN 3、GEN 4、
GEN 5

• [Disabled]：
最大速度は

制限されま

せん。

•自動：最高
速度は自動

的に設定さ

れます。

• GEN1：最大
2.5 GT/s（ギ
ガトランス

ファー/秒）
までの速度

が許可され

ます。

• GEN 2：最
大 5 GT/sま
での速度が

許可されま

す。

• GEN 3：最
大 8 GT/sま
での速度が

許可されま

す。

• GEN 4：最
大 16GT/sま
での速度が

許可されま

す。

• GEN 5：最
大 32GT/sま
での速度が

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

許可されま

す。

無効、有効、

Legacyのみ、
UEFIのみ

•無効：拡張
スロットを

使用できま

せん。

•有効：拡張
スロットを

使用できま

す。

• UEFIのみ：
拡張スロッ

トをUEFIで
のみ使用で

きます。

• Legacyの
み：拡張ス

ロットをレ

ガシーでの

み使用でき

ます。

✔✔✔4.0
（1）
以降

オプション

ROMが
MLOM
ポートで使

用できるか

どうか。

PCIe
Slot:MLOM
OptionROM

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

✔4.0(2)
以降

このオプ

ションで

は、

MRAIDの
最高速度を

制限するこ

とができま

す。

[MRAID
リンク

速度

（MRAID
Link
Speed）]

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

自動、無効、

GEN 1、GEN 2、
GEN 3、GEN 4、
GEN 5

• [Disabled]：
最大速度は

制限されま

せん。

•自動：最高
速度は自動

的に設定さ

れます。

• GEN1：最大
2.5 GT/s（ギ
ガトランス

ファー/秒）
までの速度

が許可され

ます。

• GEN 2：最
大 5 GT/sま
での速度が

許可されま

す。

• GEN 3：最
大 8 GT/sま
での速度が

許可されま

す。

• GEN 4：最
大 16GT/sま
での速度が

許可されま

す。

• GEN 5：最
大 32GT/sま
での速度が

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

許可されま

す。

無効、有効、

Legacyのみ、
UEFIのみ

•無効：拡張
スロットを

使用できま

せん。

•有効：拡張
スロットを

使用できま

す。

✔4.0(2)
以降

オプション

ROMが
MLOM
ポートで使

用できるか

どうか。

[PCIe
Slot:MRAID
OptionROM]

無効、有効、

Legacyのみ、
UEFIのみ

•無効：拡張
スロットを

使用できま

せん。

•有効：拡張
スロットを

使用できま

す。

✔✔✔4.0(2)
以降

オプション

ROMが
ポートで使

用できるか

どうか。

nの範
囲が 1
～ 8の
PCIe
Slot
nOptionROM

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

✔4.0(4)
以降

このオプ

ションを使

用すると背

面 NVME
の最大速度

を制限でき

ます。

[背面
NVME
nリン
ク速度

（Rear
NVME
n Link
Speed）]。
nの範
囲は 1
～ 4で
す。

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

自動、無効、

GEN 1、GEN 2、
GEN 3、GEN 4、
GEN 5

• [Disabled]：
最大速度は

制限されま

せん。

•自動：最高
速度は自動

的に設定さ

れます。

• GEN1：最大
2.5 GT/s（ギ
ガトランス

ファー/秒）
までの速度

が許可され

ます。

• GEN 2：最
大 5 GT/sま
での速度が

許可されま

す。

• GEN 3：最
大 8 GT/sま
での速度が

許可されま

す。

• GEN 4：最
大 16GT/sま
での速度が

許可されま

す。

• GEN 5：最
大 32GT/sま
での速度が

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

許可されま

す。

有効、無効

•無効：オプ
ションは制

限されてい

ません。

•有効：オプ
ションは制

限されてい

ます。

✔4.0(4)
以降

オプション

ROMが背
面 NVME
で使用でき

るかどう

か。

[背面
NVME
n
OptionROM
（Rear
NVME
n
OptionROM）]。
nの範
囲は 1
～ 4で
す。

有効、無効

（注）

デフォルトで

は、AMDプ
ラットフォーム

では有効、Intel
プラットフォー

ムでは無効に

なっています。

✔✔✔✔4.3(4b)
以降

サイズ変更

可能な

BARサ
ポートの

セットアッ

プ項目を有

効または無

効にできま

す。

BARの
サイズ

変更サ

ポート

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

有効、無効

•無効：オプ
ションは制

限されてい

ません。

•有効：オプ
ションは制

限されてい

ます。

✔✔✔4.0(2)
以降

PCIeス
ロットの
Consistent
Device
Naming
（CDN）
制御によ

り、PCIe
スロットに

一貫した方

法で名前を

付けること

ができま

す。これに

より PCIe
スロットの

名前は、よ

り統一さ

れ、識別し

やすくな

り、構成に

変更が加え

られても永

続的に保持

されます。

CDNは
一貫し

たデバ

イスの

命名を

指す
PCIe
スロッ

ト
CDN
制御

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

有効、無効

•無効：オプ
ションは制

限されてい

ません。

•有効：オプ
ションは制

限されてい

ます。

✔✔✔✔4.0(2)
以降

PCIeス
ロットの
Consistent
Device
Naming
（CDN）
制御によ

り、PCIe
スロットに

一貫した方

法で名前を

付けること

ができま

す。これに

より PCIe
スロットの

名前は、よ

り統一さ

れ、識別し

やすくな

り、構成に

変更が加え

られても永

続的に保持

されます。

Consistent
Device
Naming
（CDN）
制御

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

無効、有効

•無効：オプ
ションは無

効です。

•有効：オプ
ションは有

効です。

✔✔✔✔4.3(5b)
以降

[UEFIメモ
リマップ

の特殊な目

的フラグ

（UEFI
Memory
MapSpecial
Purpose
Flag）]が
有効になっ

ている場

合、[ACPI
SRAT SPメ
モリフラグ

（ACPI
SRAT SP
Memory
flag）]を
有効または

無効にしま

す。

ACPI
SRAT
の特殊

な目的

のメモ

リフラ

グ

無効、有効

•無効：オプ
ションは無

効です。

•有効：オプ
ションは有

効です。

✔✔✔✔4.3(5b)
以降

[UEFIメモ
リマップの

特殊ノブ

（UEFI
Memory
MapSpecial
knob）]設
定を有効ま

たは無効に

すると、特

定のオペ

レーティン

グシステム

の [CXL]
カードに影

響します。

UEFI
メモリ

マップ

の特殊

な目的

のメモ

リフラ

グ

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

無効、有効、自

動

•無効：オプ
ションは無

効です。

•有効：オプ
ションは有

効です。

•自動：オプ
ションは自

動モードで

す。

✔✔✔✔4.0
（1）
以降

システムの

起動中に拡

張メモリ

テストを有

効にしま

す。メモリ

量に応じて

起動時間は

長くなりま

す。

強力な

メモリ

テスト

有効、無効

•無効：オプ
ションは制

限されてい

ません。

•有効：オプ
ションは制

限されてい

ます。

✔✔✔✔4.0(1)、
4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.2(1)、
4.3(4b)
4.3(5a)

不正な外部

DMAから
の脅威を緩

和するた

め、PCI
BMEビッ
トを無効に

できます。

[BME
DMA
緩和

（BME
DMA
Mitigation）]

1G、 4G、16G、
64G、 256G、
1024G、自動

（注）

自動および 32G
オプションは、

M8 Intelプラッ
トフォームにの

み適用されま

す。

✔✔✔✔4.3(3c)
以降

メモリマッ

プド I/O
（MMIO）
リソースの

割り当てに

使用する割

り当てサイ

ズを選択し

ます。

MMIO
高粒度

サイズ

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

512G、1T、2T、
4T、16T、24T、
32T、40T、
56T、自動

（注）

自動オプション

は、M8 Intelプ
ラットフォーム

にのみ適用され

ます。

✔✔✔✔4.3(3c)
以降

I/O
（MMIO
リソース）

のメモリア

ドレス

マッピング

に基づく基

本メモリ

サイズ

MMIO
ハイ

ベース

0：65535（ス
テップサイズが

1）

✔✔✔✔4.0(2)
以降

部分的なメ

モリのミ

ラーモー

ドの容量

を、合計メ

モリ容量の

50%に制
限します。

メモリサイ

ズは、0
GB ~ 65535
GBの範囲
で 1 GBず
つ増加しま

す。

メモリ

サイズ

の制限
(GB)

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

PECIを使用した
CLTT、無効

•無効：オプ
ションは無

効です。

• PECIを使用
したCLTT：
プラット

フォーム環

境制御イン

ターフェイ

ス（PECI）
を使用して

クローズド

ループサー

マルスロッ

トリング

（CLTT）を
有効にしま

す。

✔✔✔✔4.0
（1）
以降

メモリの温

度が制限内

にあること

を保証する

保護メカニ

ズムを提供

します。温

度が最大閾

値を超える

と、メモリ

アクセス

レートが低

下し、ベー

スボード管

理コント

ローラ

（BMC）
がファンの

回転数を調

整してメモ

リを冷却

し、過熱に

よる

DIMMの
損傷を防ぎ

ます

メモリ

のサー

マルス

ロット

リング

モード

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

有効、無効

• [Disabled]：
BIOSで
NUMAをサ
ポートしま

せん。

• [Enabled]：
NUMAに対
応したオペ

レーティン

グシステム

に必要な

ACPIテーブ
ルをBIOSに
含めます。

このオプ

ションを有

効にする場

合は、一部

のプラット

フォームで

システムの

ソケット間

メモリイン

ターリーブ

を無効にす

る必要があ

ります。

✔✔✔✔4.0
（1）
以降

BIOSで
NUMAを
サポートす

るかどうか

設定しま

す。

NUMA
最適化

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

✔✔✔✔4.1(1)
以降

メモリ

パーシャル

ミラー

モードを使

用すると、

GB単位ま
たはメモリ

容量の割合

によって部

分的にミ

ラーリング

することが

できます。

ここで選択

したオプ

ションに応

じて、使用

可能な

フィールド

で、部分的

なミラーの

割合または

部分的なミ

ラー容量を

GB単位で
定義できま

す。メモリ

容量の最大

50%を部
分的にミ

ラーリング

できます。

メモリ

パー

シャル

ミラー

モード

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

無効、パーセン

テージ、GB単位
の値

•無効：オプ
ションは無

効です。

•容量：部分
メモリモー

ドでミラー

リングされ

るメモリの

量は、合計

メモリの割

合として定

義されま

す。

•値 (GB):部
分的なメモ

リモードで

ミラーリン

グされるメ

モリの合計

は GBで定
義されま

す。

（注）

部分的なメ

モリミラー

モードは標

準のミラー

リングモー

ドに対して

相互に排他

的です。

部分的なミ

ラー 1 ~ 4
は、関連オ

プションで
GB
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

または割合

で設定され

ている容量

制限を超え

ない限り、

任意の数ま

たは設定で

使用できま

す。

（注）

GBのオプショ
ンの値は、M8
プラットフォー

ムには適用され

ません。

0.00：50.00（0.01
のステップサイ

ズ）

✔✔✔✔4.1(1)
以降

使用可能な

メモリの総

量を、合計

メモリの割

合として制

限します。

これは、
0.000.01 %
から 50.00
%まで、
0.01 %単
位で増加さ

せられま

す。

パー

シャル

ミラー

率

サポートされるプラットフォーム

160

サポートされるプラットフォーム

Intelのサポート対象プラットフォーム



値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

無効、有効

•無効：この
オプション

は無効で

す。

•有効：この
オプション

は有効で

す。

✔✔✔✔4.0
（1）
以降

PCIe RAS
ポートが有

効か、無効

かどうか。

PCIe
RASサ
ポート

無効、有効✔✔✔✔4.3(4b)
以降

OSランタ
イム中に修

正されたメ

モリエ

ラーのソフ

トポスト

パッケージ

修復を有効

にします。

ランタ

イムポ

スト

パッ

ケージ

修復

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

✔✔✔✔4.0
（1）
以降

サーバに対

するメモリ

の RAS
（信頼性、

可用性、有

用性）の設

定方法で

す。

メモリ

RAS設
定

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

最大パフォーマ

ンス、ミラーリ

ング、ロックス

テップ、ミラー

モード 1LM、
パーシャルミ

ラーモード

1LM、スペアリ
ング、ADDDCス
ペアリング

•最大パ
フォーマン

ス：システ

ムパフォー

マンスを最

適化し、す

べての高度

な RAS機能
を無効にし

ます。

• [Mirroring]：
システムの

メモリの半

分をバック

アップとし

て使用する

ことによ

り、システ

ムの信頼性

が最適化さ

れます。こ

のモードは

UCS M4以
前のブレー

ドサーバー

に使用しま

す。

• [Lockstep]：
サーバ内の

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

DIMMペア
が、同一の

タイプ、サ

イズ、およ

び構成を持

ち、SMI
チャネルに

またがって

装着されて

いる場合、

ロックス

テップモー

ドをイネー

ブルにする

ことで、メ

モリアクセ

ス遅延の最

小化および

パフォーマ

ンスの向上

を図ること

ができま

す。B440
サーバーで

は [lockstep]
がデフォル

トで有効に

なっていま

す。
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

• [Mirror Mode
1LM]：ミ
ラーモード

1LMは、ミ
ラーリング

されるシス

テム内の

1LMメモリ
全体を設定

し、結果的

にメモリ容

量を半減さ

せます。こ

のモードは

UCS M5お
よびM6ブ
レードサー

バーに使用

します。
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

• [部分的なミ
ラーモード
1LM (Partial
Mirror Mode
1LM)]：部分
的なミラー

モード 1LM
は、ミラー

リングされ

るシステム

内の 1LMメ
モリの一部

全体を設定

し、結果的

にメモリ容

量を半減さ

せます。こ

のモードは

UCS M5お
よびM6ブ
レードサー

バーに使用

します。
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

•スペアリン
グ：システ

ムの信頼性

は、他の

DIMMが故
障した場合

に使用でき

るように、

メモリを予

備に保持す

ることに

よって最適

化されま

す。この

モードは、

メモリの冗

長性を実現

しますが、

ミラーリン

グほどの冗

長性は提供

されませ

ん。
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

• ADDDCス
ペアリン

グ：システ

ムの信頼性

は、他の

DIMMが故
障した場合

に使用でき

るように、

メモリを予

備に保持す

ることに

よって最適

化されま

す。この

モードは、

メモリの冗

長性を実現

しますが、

ミラーリン

グほどの冗

長性は提供

されませ

ん。

無効、ハード
PPR

•無効：オプ
ションは無

効です。

•ハード
PPR：これに
より、破損

したスト

レージセル

が永続的に

再マッピン

グされるこ

とになりま

す。

✔✔✔✔4.1(1)
以降

Post
Package
Repair
(PPR)は、
スペアセ

ルに置き換

えて、障害

のあるメモ

リセルを

修復する機

能を提供し

ます。

PPRタ
イプの

選択

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

無効：All-2All、
Hemisphere-2-clusters、
Quadrant-4-clusters

（注）

M7サーバの場合、
デフォルト値は
Quadrant-4-clusters
です。

（注）

GBのオプショ
ンの値は、M8
プラットフォー

ムには適用され

ません。

✔✔✔✔4.2(1)
以降

名前が示す

ように、

UMAベー
スのクラス

タリング

は、プロ

セッサが
Uniform
Memory
Access
（UMA）
ノードとし

て構成され

ている場

合、つまり

SNCが無
効になって

いる場合に

推奨される

クラスタリ

ングモー

ドです。

UMA

無効、結果収集

ありで有効、結

果収集なしで有

効

✔✔✔✔4.0(2)
以降

メモリデ

バイスでメ

モリの

チェック、

修正、およ

びエラーの

カウントを

実行できる

ようにしま

す。

エラー

チェッ

クスク

ラブ
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

有効、無効✔✔✔✔✔4.0(2)
以降

メモリ

マージン

テストが自

動化され、

ランクレ

ベルで

DDRマー
ジンを特定

するために

使用されま

す。

[ランク
マージ

ンツー

ル

（Rank
Margin
Tool）]

デフォルト、レ

ベル A、レベル
B、レベル C

✔✔✔✔✔4.0(2)
以降

更新管理

（RFM）
が必要な場

合は、適応

型更新管理

（ARFM）
レベルを選

択します。

[アダプ
ティブ

リフ

レッ

シュ管

理レベ

ル

（Adaptive
Refresh
Management
Level）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

無効、有効

•無効：この
オプション

は無効で

す。

•有効：この
オプション

は有効で

す。

✔✔✔✔4.0(1)
以降

64ビット
PCIデバイ
スの 4 GB
以上のアド

レス空間に

対するメモ

リマップ

ド I/Oを有
効または無

効にしま

す。レガ

シーなオプ

ション

ROMは 4
GBを超え
るアドレス

にアクセス

できませ

ん。PCIデ
バイスが

64ビット
対応でも、

レガシーな

オプション

ROMを使
用する場合

は、この設

定をイネー

ブルにして

も正しく機

能しない場

合がありま

す。

Memory
Mapped
IO
above
4GB
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

✔✔4.0
（2）
以降

システムに

複数の

VGAデバ
イスがある

場合、

VGAグラ
フィックス

デバイスの

優先順位を

設定できる

ようにしま

す。

[VGA
の優先

順位

（VGA
Priority）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

オフボード、オ

ンボード、オン

ボードVGAが無
効

• [Onboard]：
オンボード

VGAデバイ
スが優先さ

れます。

BIOSポスト
画面および

OSブートは
オンボード

VGAポート
経由で駆動

されます。

•オフボー
ド：PCIEグ
ラフィック

スアダプタ

が優先され

ます。BIOS
ポスト画面

および OS
ブートは外

部グラ

フィックス

アダプタ

ポート経由

で駆動され

ます。

•オンボード
VGAが無
効：PCIEグ
ラフィック

スアダプタ

が優先さ

れ、オン

ボード VGA

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

デバイスは

無効になり

ます。

（注）

オンボード

VGAがディ
セーブルの

場合、

vKVMは機
能しませ

ん。

無効、自動

•無効：この
オプション

は無効で

す。

•自動：サー
バー設定を

調整して、

プロセッサ

のパフォー

マンスを向

上させるこ

とができま

す。

（注）

この機能を有効

にすると、消費

電力が増加する

可能性がありま

す。

✔✔✔4.0(2)
以降

サーバー設

定を自動的

に調整する

ことによ

り、CPU
パフォーマ

ンスを向上

させます。

強力な

CPUパ
フォー

マンス
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

無効、有効、自

動

•無効：デッ
ドラインは

常に削除さ

れます。

LLCに書き
込まれるこ

とはありま

せん。

•有効：使用
可能な空き

スペースが

ある場合、

デッドライ

ンを LLCに
書き込むこ

とを LLCに
許可しま

す。これが

デフォルト

のオプショ

ンです。

•自動：CPU
が LLCの
デッドライ

ンの割り当

てを決定し

ます。

✔✔✔✔4.0(2)
以降

CPUの非
包括的

キャッシュ

スキームで

は、中間レ

ベル

キャッシュ

（MLC）
から削除さ

れた内容が

最終レベル

キャッシュ

（LLC）に
書き込まれ

ます。行を

MLCから
削除する

際、コアは

それらに

デッドとし

てフラグを

立てること

があります

（再度読み

取られる可

能性が小さ

い場合）。

LLCに
は、デッド

ラインを削

除し、LLC
に書き込ま

ないオプ

ションがあ

ります。

LLC
デッド

ライン
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

自動、1、2、3✔✔✔4.0(2)
以降

プロセッサ

が必要とす

る数のウル

トラパス

インターコ

ネクト

（UPI）リ
ンクを有効

にします。

UPIリ
ンク有

効化

無効、有効

•無効：この
オプション

は無効で

す。

•有効：この
オプション

は有効で

す。

✔✔✔4.0(2)
以降

UPI電力管
理は、サー

バーの電力

を節約する

ために使用

できます。

UPI電
源管理

無効、有効

•無効：この
オプション

は無効で

す。

•有効：この
オプション

は有効で

す。

•自動：CPU
が機能を決

定します。

✔✔✔✔4.0(2)
以降

この機能

は、LLC
要求を複製

し、最近の

LLC履歴
に基づいて

リモート

マシンの適

切なメモリ

コントロー

ラに送信し

て、待ち時

間を減らし

ます。

XPTリ
モート

プリ

フェッ

チ
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

無効、有効

•無効：オプ
ションは無

効です。

•有効：オプ
ションは有

効です。

✔✔✔✔4.3
(6a)

省電力やそ

の他の最適

化よりも、

低レイテン

シと安定し

たパフォー

マンスを優

先する

BIOS設定
のセット。

遅延の

最適化

モード
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

自動、9.6 GT/s、
10.4 GT/s、
11.2GT/s、
12.8GT/s、
14.4GT/s、
16.0GT/s、
20.0GT/s、
16.0GT/s、
20.0GT/s、
24.0GT/s、自動、
リンク設定ごと

に使用

（注）

9.6 GT/s、10.4
GT/sのオプショ
ンは、M5およ
びM6サーバで
のみご利用いた

だけます。M6
は 11.2GT/s、M7
は 12.8GT/s、
14.4GT/s、
16.0GT/s、
20.0GT/s。

（注）

16.0GT/s、
20.0GT/s、
24.0GT/s、自
動、リンクごと

の設定は、M8
サーバにのみ適

用されます。

✔✔✔✔4.0(4)
以降

Intel
QuickPath
Interconnect
（QPI）の
リンク周波

数で、

MT/s（毎
秒 100万転
送）単位で

選択しま

す。

[QPIリ
ンクの

周波数

選択

（QPI
Link
Frequency
Select）]

有効、無効✔✔4.2(1)
以降

フロント

パネルの

USBデバ
イスを有効

または無効

にします。

[USB
ポート

フロン

ト

（USB
Port
Front）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

有効、無効✔✔4.2(1)
以降

USBポー
ト KVMデ
バイスを有

効または無

効にしま

す。

[USB
ポート
KVM
（USB
Port
KVM）]

有効、無効✔✔4.2(1)
以降

USBポー
ト背面デ

バイスを有

効または無

効にしま

す。

[USB
ポート

リア

（USB
Port
Rear）]

有効、無効✔✔4.2(1)
以降

SDカード
ドライブを

有効または

無効にしま

す。

USB
ポート:
M.2ス
トレー

ジ

（USB
Port:M.2
Storage）

無効な構成、

1G、2G、4G、
8G、16G、32G、
64G、128G、
256G、512G、
128M、自動、
256M、512M

（注）

128M、自動、
256M、512Mの
オプションは、

M7サーバでの
み使用できま

す。

✔✔✔4.3(2)
以降

プロセッサ

予約済みメ

モリ範囲レ

ジスタ

（PRMRR）
は、システ

ム DRAM
の保護領域

のサイズで

す。

PRMRR
サイズ
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

無効、有効

•無効：この
オプション

は無効で

す。

•有効：この
オプション

は有効で

す。

✔✔✔✔4.0(2)
以降

プロセッサ

で必要な行

のみを取得

するのでは

なく、偶数

または奇数

のペアの

キャッシュ

行を取得す

るかどうか

設定しま

す。

[隣接
キャッ

シュ行

のプリ

フェッ

チ

（Adjacent
Cache
Line
Prefetcher）]

最大パフォーマ

ンス、最大効

率、Set by Intel
NM

（注）

[Intel NMで設定
（Set by Intel
NM）]オプショ
ンは、M8 Intel
プラットフォー

ムには適用され

ません。

✔✔✔✔4.0(2)
以降

オペレー

ティング

システムの

ハンドオフ

前に設定さ

れる BIOS
パフォーマ

ンス状態を

選択できま

す。

[ブート
パ

フォー

マンス

モード

（Boot
Performance
Mode）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

自動、無効、有

効

✔✔✔✔4.3(4a)
以降

Opportunistic
Snoop
Broadcast
（OSB）機
能を制御し

ます。OSB
は、負荷の

軽いリング

または

Intel UPIリ
ンク状態で

スヌープを

ブロード

キャストす

るために

CHAに
よって使用

されます。

これは、

ディレクト

リルック

アップによ

る遅延を減

らすために

使用されま

す。

DFX
OSB
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

無効、有効✔✔✔✔4.0(2)
以降

CPUが
corrected
machine
check
eventsで割
り込みをト

リガーでき

るようにし

ます。
corrected
machine
check
interrupt
（CMCI）
により、従

来のポーリ

ングタイ

マーよりも

反応速度を

向上できま

す。

[プロ
セッサ
CMCI
（Processor
CMCI）]

通常、レベル1、
レベル 2

✔✔✔✔4.0(2)
以降

Thermal
Design
Power
（TDP）の
カスタマイ

ズされた値

を設定でき

ます。

設定可

能な

TDPレ
ベル
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

✔✔✔✔4.0(2)
以降

パッケージ

内の CPU
ごとの論理

プロセッサ

コアの状態

を設定しま

す。値とし

て [すべて
（All）]を
選択する

と、Intel
ハイパース

レッディン

グテクノ

ロジーも有

効になりま

す。

Core
Multi
Processing
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

すべて、1～86

• [All]：すべ
ての論理プ

ロセッサコ

アの多重処

理を有効に

します。

• 1～86：サー
バーで実行

可能な CPU
あたりの論

理プロセッ

サコアの数

を指定しま

す。多重処

理を無効に

して、サー

バで実行さ

れる CPUあ
たりの論理

プロセッサ

コアを 1個
のみにする

には、[1]を
選択しま

す。

（注）

M6サーバ
の場合、1
から 48ま
での範囲で

す。

（注）

オプション

1、2、およ
び 3は、M8
サーバには

適用されま

せん。
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

（注）

65から 86
への変更

は、M8
サーバにの

み適用され

ます。

パフォーマン

ス、バランスの

とれたパフォー

マンス、バラン

スのとれた電

力、電力

✔✔✔✔4.0(2)
以降

システム

パフォーマ

ンスまたは

エネルギー

効率がこの

サーバで重

要かどうか

を決定でき

るようにし

ます。

[エネル
ギーパ

フォー

マンス

（Energy
Performance）]

無効、有効✔✔✔✔4.0(2)
以降

エネルギー

効率の高い

ターボが有

効になって

いる場合、

CPUの最
適なターボ

周波数は、

CPU使用
率に基づい

てダイナ

ミックにな

ります。パ

ワー/パ
フォーマン

スのバイア

ス設定も、

エネルギー

効率の高い

ターボに影

響します。

[エネル
ギー効

率ター

ボ

（Energy
Efficient
Turbo）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

無効、有効✔✔✔✔4.0(2)
以降

プロセッサ

で拡張版
Intel
SpeedStep
テクノロ

ジーを使用

するかどう

か設定しま

す。このテ

クノロジー

では、プロ

セッサの電

圧やコア周

波数をシス

テムが動的

に調整でき

ます。この

テクノロ

ジーによ

り、平均電

力消費量と

平均熱発生

量が減少す

る可能性が

あります。

[拡張
Intel
Speedstep
テクノ

ロジー

（Enhanced
Intel
Speedstep\（R\)
Technology）]

パフォーマン

ス、バランスの

とれたパフォー

マンス、バラン

スのとれた電

力、電力

✔✔✔✔4.0(2)
以降

システム

パフォーマ

ンスまたは

エネルギー

効率がこの

サーバで重

要かどうか

を決定でき

るようにし

ます。

プロ

セッサ

EPPプ
ロファ

イル
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

無効、有効✔✔✔✔4.3(3c)
以降

IOAT
（Intel® I/O
Acceleration
Technology）
アクセラ

レータで

CPM（コ
ンテンツ処

理モジュー

ル）を有効

または無効

にします。

IOAT
構成

無効、有効✔✔✔✔4.0(2)
以降

プロセッサ

で、Intel
ハードウェ

アプリ

フェッチャ

が必要に応

じてデータ

および命令

ストリーム

をメモリか

ら取得し、

統合 2次
キャッシュ

に入れるこ

とを許可す

るかどうか

設定しま

す。

[ハード
ウェア

プリ

フェッ

チ

（Hardware
Prefetcher）]

無効化、HWPM
ネイティブモー

ド、HWPM OOB
モード、レガ

シーのないネイ

ティブモード

✔✔✔✔4.0(2)
以降

プロセッサ

の
Hardware
Power
Management
（HWPM）
を有効にし

ます。

[CPU
ハード

ウェア

パワー

管理

（CPU
Hardware
Power
Management）]

サポートされるプラットフォーム

187

サポートされるプラットフォーム

Intelのサポート対象プラットフォーム



値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

無効、有効✔✔✔✔4.0(2)
以降

Intelダイ
ナミック速

度選択モー

ドでは、

ユーザーは

自動モード

で異なる速

度とコアを

使用して

CPUを動
作させるこ

とができま

す。

Intel
Dynamic
Speed
Select

無効、有効✔✔✔✔4.0(2)
以降

プロセッサ

でインテル

ハイパース

レッディン

グテクノ

ロジーを使

用するかど

うか設定し

ます。この

テクノロ

ジーでは、

マルチス

レッドソ

フトウェア

アプリケー

ションのス

レッドを各

プロセッサ

内で並列に

実行できま

す。

[インテ
ルハイ

パース

レッ

ディン

グテク

ノロ

ジー

（Intel
HyperThreading
Tech）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

無効、有効✔✔✔✔4.0(2)
以降

プロセッサ

でインテル

ターボ

ブースト

テクノロ

ジーを使用

するかどう

か設定しま

す。このテ

クノロジー

では、仕様

よりも低い

電力、温

度、または

電圧でプロ

セッサが動

作している

と、自動的

にそのプロ

セッサの周

波数が上が

ります。

[インテ
ルター

ボブー

ストテ

クノロ

ジー

（Intel
Turbo
Boost
Tech）]

無効、有効✔✔✔✔4.0(2)
以降

Intel
Virtualization
Technology
for Directed
I/O
（VT-R）
をプロセッ

サで使用す

るかどうか

設定しま

す。

Intel(R)
VT
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

無効、有効✔✔✔✔✔4.0(2)
以降

プロセッサ

で DCU IP
プリフェッ

チメカニ

ズムを使用

して履歴

キャッシュ

アクセス

パターンを

分析し、

L1キャッ
シュ内で最

も関連性の

高い行をプ

リロードし

ます。

[DCU
IPプリ
フェッ

チ

（DCU
IP
Prefetcher）]

無効、有効、自

動

（注）

自動オプション

は、M5サーバ
には適用されま

せん。

✔✔✔✔4.0(2)
以降

KTIプリ
フェッチ

は、DDR
バス上でメ

モリ読み込

みが早期に

開始される

ようにする

メカニズム

です。

[KTI
プリ

フェッ

チ

（XPT
Prefetch）]

無効、有効✔✔✔✔4.0(2)
以降

プロセッサ

が LLCプ
リフェッチ

メカニズム

を使用して

データを

LLCに
フェッチす

るかどうか

設定しま

す。

LLCプ
リ

フェッ

チ

（LLC
Prefetch）
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

制限なし、自

動、C0 C1状
態、C2、C6非保
持、C6保持

（注）

C6の保持オプ
ションは、M8
サーバには適用

されません。

✔✔✔✔4.0(2)
以降

アイドル時

にサーバ

コンポーネ

ントが使用

できる電力

量を設定し

ます。

[パッ
ケージ
C State
リミッ

ト

（Package
C State
Limit）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

✔✔✔✔4.0(2)
以降

フルメモ

リスキャ

ンの間隔を

設定しま

す。

[パト
ロール

スクラ

ブ

（Patrol
Scrub）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

無効、有効

•有効：シス
テムは定期

的にメモリ

を読み書き

して ECCエ
ラーを探し

ます。エ

ラーが見つ

かると、シ

ステムは修

復を試みま

す。このオ

プションに

より、単一

ビットエ

ラーは複数

ビットエ

ラーになる

前に修正さ

れる場合が

あります

が、パト

ロールスク

ラブの実行

時にパ

フォーマン

スが低下す

る場合もあ

ります。

•無効：CPU
がメモリア

ドレスの読

み取りまた

は書き込み

を行うとき

のみ、シス

テムはメモ

リの ECCエ
ラーを
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

チェックし

ます。

無効、有効✔✔✔✔4.0(2)
以降

C1に入っ
てプロセッ

サが最低周

波数に遷移

できるよう

にします。

この設定

は、サーバ

をリブート

するまで有

効になりま

せん。

[プロ
セッサ
C1E
（Processor
C1E）]

無効、有効✔✔✔✔4.0(2)
以降

プロセッサ

からオペ

レーティン

グシステ

ムに C6レ
ポートを送

信するかど

うか。

[プロ
セッサ

C6レ
ポート

（Processor
C3
Report）]

サポートされるプラットフォーム

194

サポートされるプラットフォーム

Intelのサポート対象プラットフォーム



値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

SW All、HW
All、SW Any

（注）

SW Anyオプ
ションは、M5
サーバでのみ使

用できます。

✔✔✔✔4.0(2)
以降

BIOSがオ
ペレーティ

ングシス

テムに

P-stateサ
ポートモ

デルを伝達

する方法を

定義できま

す。
Advanced
Configuration
and Power
Interface
（ACPI）
仕様では、

次の 3つの
モデルが定

義されてい

ます。

P
STATE
Coordination

（注）

UCSM
では
EIST
PSD
関数と

も呼ば

れま

す。
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

自動、9.6GT/S、
10.4GT/S、
11.2GT/S、
12.8GT/s、
14.4GT/s、
16.0GT/s、
20.0GT/s、
24.0GT/s、リンク
設定ごとに使用

（注）

• 12.8GT/s、
14.4GT/s、
16.0GT/s、
20.0GT/sの
オプション

は、M7
サーバでの

みご利用い

ただけま

す。

• 11.2GT/sオ
プション

は、M6
サーバでの

み利用可能

です。

• 16.0GT/s、
20.0GT/s、
24.0GT/s、
自動、リン

クごとの設

定は、M8
サーバにの

み適用され

ます。

✔✔✔4.0(2)
以降

実行中の異

なる UPI
リンク周波

数を選択で

きます。

UPI
Link
Frequency
Select
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

無効化された、

有効化された、

自動、SNC2、
SNC4

（注）

•自動オプ
ションは

M8サーバ
でのみ利用

可能です。

•有効オプ
ションは

M8サーバ
でのみ利用

可能です。

•無効オプ
ションは

M8サーバ
でのみ利用

可能です。

• SNC2およ
び SNC4オ
プション

は、M7
サーバでの

み利用可能

です。

✔✔✔✔4.0(2)
以降

CPUがサ
ブ NUMA
クラスタリ

ングをサ

ポートする

かどうか設

定します。

そのクラス

タリングで

は、タグ

ディレクト

リとメモリ

チャネルは

常に同じ領

域になりま

す。

[サブ
NUMA
クラス

タリン

グ

（Sub
Numa
Clustering）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

無効、有効、自

動

（注）

自動オプション

は、M8 Intelプ
ラットフォーム

にのみ適用され

ます。

✔✔✔✔4.0(2)
以降

プロセッサ

で DCU IP
プリフェッ

チメカニ

ズムを使用

して履歴

キャッシュ

アクセス

パターンを

分析し、

L1キャッ
シュ内で最

も関連性の

高い行をプ

リロードし

ます。

[DCU
スト

リーマ

プリ

フェッ

チ

（DCU
Streamer
Prefetch）]

無効、有効、

モード0、および
モード 1

（注）

モード 0および
モード 1はM8
サーバにのみ適

用され、モード

1がデフォルト
設定となりま

す。

✔✔✔✔✔4.0(2)
以降

プロセッサ

の非コア部

分の周波数

のスケーリ

ングを構成

できます。

非コア

周波数

スケー

リング

モード1、モード
0

✔6.0
（1a）
以降

I/O操作を
担当するプ

ロセッサの

コア解除コ

ンポーネン

トの周波数

を調整し

て、電力と

パフォーマ

ンスを最適

化します。

非コア

周波数

スケー

リング
IO
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

平衡化、I/O重視✔✔✔✔✔4.0(2)
以降

この機能を

使用する

と、ワーク

ロードを最

適化できま

す。

[ワーク
ロード

設定

（Workload
Configuration）]

自動、無効、有

効

✔✔✔✔4.0(2)
以降

XPTプリ
フェッチを

使用して、

最後のレベ

ルのキャッ

シュに読み

取り要求を

送信できる

ようにし

て、その要

求のコピー

をメモリ

コントロー

ラのプリ

フェッチャ

に発行する

かどうか設

定します。

[XPT
プリ

フェッ

チ

（XPT
Prefetch）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

自動、ベース、

構成 1、構成 2、
構成 3、構成 4

• [オフ
（Off）]オ
プション

は、[自動
（Auto）]が
デフォルト

のである

M5サーバで
のみ使用で

きます。

•自動がM8
サーバのデ

フォルトで

す。

✔✔✔✔4.0(2)
以降

[インテ
ル
Speed
Select
（Intel
Speed
Select）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

異なる周波

数で動作す

るように異

なるコアを

調整して、

電力効率を

向上させる

ことができ

ます。

値 Config 1
および
Config 2
は、Cisco
UCS M6お
よびM7
サーバでは

サポートさ

れません。

Cisco UCS
M6および
Cisco UCS
M7サーバ
の場合、

Config 3お
よび
Config 4
（第 4世代
Intel Xeon
Scalableプ
ロセッサお

よび第 5世
代 Intel
Xeon
Scalableプ
ロセッサ）

の値は、

Config 1お
よび

Config 2の
値（第 3
世代 Intel
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

Xeonス
ケーラブル

プロセッ

サ）と同等

です。
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

✔✔✔4.3(6c)
以降

eDPC
（Enhanced
Downstream
Port
Containment）
は、修正不

可能なエ

ラーが発生

した後にダ

ウンスト

リームリ

ンクを無効

にすること

で、制御さ

れた堅牢な

方法で復旧

を可能にし

ます。次の

いずれかに

なります。

IIO
eDPC
サポー

ト
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

無効、致命的な

エラーで、致命

的なエラーおよ

び致命的でない

エラーで

（注）

致命的なエラー

の値は、C225
M8、C245 M8、
およびX215cM8
サーバではサ

ポートされてい

ません。

•無効：eDPC
のサポート

は無効化さ

れており、

エラーが発

生してもシ

ステムは下

流リンクを

無効化する

措置を一切

行いませ

ん。

•致命的なエ
ラー：eDPC
は致命的な

エラーの場

合にのみ有

効になりま

す。Cisco
UCS C225
M8、Cisco
UCS C245
M8、および
X215c M8
サーバでは

サポートさ
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

れていませ

ん。

• [致命的およ
び非致命的

なエラーの

場合（On
Fatal and
Non-Fatal
Errors）]：
eDPCは、致
命的および

非致命的な

エラーの両

方に対して

有効です。

9.6k、19.2k、
38.4k、57.6k、
115.2k

✔✔✔✔✔4.2(1)
以降

シリアル

ポートの伝

送速度とし

て使用され

るボー

レート。

[コンソー
ルリダイ

レクション

（Console
Redirection）]
を無効にし

た場合、こ

のオプショ

ンを使用で

きません。

[ボー
レート

（Baud
Rate）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

有効、無効✔✔✔✔✔4.2(1)
以降

一貫したデ

バイスの命

名によっ

て、一貫し

た方法で

イーサネッ

トイン

ターフェイ

スに名前を

付けること

ができま

す。これに

よりイーサ

ネットイ

ンターフェ

イスの名前

は、より統

一され、識

別しやすく

なり、アダ

プタや他の

設定に変更

が加えられ

ても永続的

に保持され

ます。

CDN
Control

サポートされるプラットフォーム

206

サポートされるプラットフォーム

Intelのサポート対象プラットフォーム



値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

有効、無効✔✔✔✔✔4.2(1)
以降

このトーク

ンが有効に

なっている

ときに、

BIOSは
CPU/メモ
リ設定情報

と共にメモ

リトレー

ニング結果

(最適化さ
れたタイミ

ング/電圧
値)を保存
し、それら

をその後の

リブートに

再使用し

て、ブート

時間を短縮

します。保

存済みメモ

リのトレー

ニング結果

は、最後の

保存操作後

の 24時間
以内に、リ

ブートが発

生した場合

にのみ使用

されます。

[適応型
メモリ

トレー

ニング

（Adaptive
Memory
Training）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

最大、最大、標

準

•最小：重要
なメッセー

ジがログ

ファイルに

表示されま

す。これは

デフォルト

のオプショ

ンです。

•最小：警告
およびロー

ドメッセー

ジがログ

ファイルに

表示されま

す。

•標準：標準
に加え、情

報関連の

メッセージ

がログファ

イルに表示

されます。

✔✔✔✔✔4.2(1)
以降

このオプ

ションは、
BIOS tech
ログファイ

ルのメッ

セージのタ

イプを示し

ます。

[BIOS
Techlog
レベル

（BIOS
Techlog
Level）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

有効、無効✔✔✔✔✔4.2(1)
以降

[オプ
ション
ROM
起動最

適化

（OptionROM
Launch
Optimization）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

オプション

ROMの起
動はPCIス
ロットレ

ベルで管理

されます。

デフォルト

で有効に

なっていま

す。多数の

ネットワー

クコント

ローラおよ

びオプショ

ン ROMを
もつスト

レージ

HBAから
成る設定で

は、すべて

のオプショ

ン ROM
は、PCIス
ロットのオ

プション

ROMコン
トロールが

すべてに対

して有効に

なっている

場合に起動

できます。

ただし、

ブートプ

ロセスで

は、コント

ローラのサ

ブセットの

みを使用で

きます。こ

のトークン
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

が有効に

なっている

ときに、

ブートポ

リシーに存

在するこれ

らのコント

ローラでの

み、オプ

ション

ROMが起
動されま

す。
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

無効、COM 0、
COM 1

• COM 0は
POST中にコ
ンソールリ

ダイレク

ション用の

シリアル

ポートを有

効にしま

す。このオ

プションは

M6ブレード
サーバーお

よびラック

マウント

サーバーに

対してのみ

有効です。

• COM1また
は
serial-port-b
はコンソー

ルリダイレ

クション用

にシリアル

ポート Bを
有効にし、

サーバー管

理タスク実

行を許可し

ます。この

オプション

は、ラック

マウント

サーバーで

のみ有効で

す。

✔✔✔✔✔4.2(1)
以降

POSTおよ
び BIOSの
ブート中

に、シリア

ルポート

をコンソー

ルリダイ

レクション

で使用でき

るようにし

ます。

BIOSの
ブートが完

了し、オペ

レーティン

グシステ

ムがサー

バーを担当

すると、コ

ンソール

リダイレク

ションの関

連性はなく

なり、無効

になりま

す。

コン

ソール

リダイ

レク

ション

（Console
Redirection）
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

なし、RTC-CTS✔✔✔✔✔4.2(1)
以降

フロー制御

にハンド

シェイク

プロトコル

を使用する

かどうかを

設定しま

す。送信要

求/クリア
ツーセン

ド

（RTS/CTS）
を使用する

と、隠れた

端末の問題

が原因で発

生する可能

性がある、

フレーム

コリジョン

を減らすこ

とができま

す。

[フロー
制御

（Flow
Control）]

有効、無効✔✔✔✔✔4.2(1)
以降

POST中に
システムが

ハングアッ

プした場合

に、システ

ムを回復す

るために

FRB2タイ
マーを使用

するかどう

かを指定し

ます。

[FRB 2
タイ

マー

（FRB
2
Timer）]

サポートされるプラットフォーム

213

サポートされるプラットフォーム

Intelのサポート対象プラットフォーム



値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

有効、無効✔✔✔✔✔4.2(1)
以降

BIOSが、
定義済みの

タイムア

ウト値を持

つウォッチ

ドッグタ

イマーをプ

ログラムす

るかどうか

設定しま

す。タイ

マーが切れ

る前にオペ

レーティン

グシステ

ムのブート

が完了しな

いと、

CIMCはシ
ステムをリ

セットし、

エラーがロ

グに記録さ

れます。

OS
ウォッ

チドッ

グタイ

マー

電源オフ、リ

セット

✔✔✔✔✔4.2(1)
以降

ウォッチ

ドッグタ

イマーが切

れた場合に

システムで

実行される

アクショ

ン。

[OS
Boot
Watchdog
Timer
Policy

5分、10分、15
分、20分

✔✔✔✔✔4.2(1)
以降

BIOSで
ウォッチ

ドッグタ

イマーの設

定に使用さ

れるタイム

アウト値。

OS
Watchdog
Timer
Timeout
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

PC-ANSI、
VT100、
VT100-PLUS、
VT-UTF8

✔✔✔✔✔4.2(1)
以降

コンソール

リダイレク

ションに使

用される文

字フォー

マットのタ

イプ。

[ターミ
ナルタ

イプ

（Terminal
Type)]

有効、無効✔✔✔✔4.2(1)
以降

MK-TME
を使用する

と、独自の

キーを持つ

1つの暗号
化ドメイン

を複数持つ

ことができ

ます。異な

るメモリ

ページを異

なるキーで

暗号化でき

ます。

Multikey
Total
Memory
Encryption
(MK-TME)

有効、無効✔✔✔✔4.2(1)
以降

ソフトウェ

アガード

拡張

（SGX）機
能を有効に

することが

できます。

[拡張ソ
フト

ウェア

保護機

能

（SGX）
（Software
Guard
Extensions
(SGX)）]

有効、無効✔✔✔✔4.2(1)
以降

システムの

物理メモリ

全体を暗号

化する機能

を提供しま

す。

Total
Memory
Encryption(TME)
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

SGX所有者
EPOCHが有効化
されました、新

しいランダム所

有者EPOCHへの
変更、手動によ

るユーザー定義

所有者EPOCH、
SGX所有者
EPOCHが無効化
されました

（注）

[SGX所有者
EPOCH非アク
ティブ化（SGX
Owner EPOCH
deactivated）]オ
プションは、M8
サーバにのみ適

用されます。

✔✔✔✔4.2(1)
以降

作成され、

ロックされ

たメモリ領

域に使用さ

れるセキュ

リティ

キーのシー

ドを変更で

きます。

[所有者
EPOCH
入力タ

イプを

選択

（Select
Owner
EPOCH
Input
Type）]

有効、無効✔✔✔✔4.2(1)
以降

レジスト

レーション

エージェン

トサービ

スがプラッ

トフォーム

キーを保存

できるよう

にします。

SGX自
動MP
登録

エー

ジェン

ト

0～ ffffffffffffffff
（ステップサイ

ズ：1）

✔✔✔4.2(1)
以降

0で指定さ
れた

EPOCH番
号の SGX
EPOCH所
有者値を定

義できま

す。

[SGX
Epoch
0]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

0～ ffffffffffffffff
（ステップサイ

ズ：1）

✔✔✔4.2(1)
以降

1で指定さ
れた

EPOCH番
号の SGX
EPOCH所
有者値を定

義できま

す。

[SGX
Epoch
1]

有効、無効✔✔✔✔4.2(1)
以降

その後の起

動時にシス

テムが

SGXの工
場出荷時リ

セットを実

行できるよ

うにしま

す。

SGX初
期設定

へのリ

セット
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

SGX PUBKEY
HASH0、SGX
PUBKEY
HASH1、SGX
PUBKEY
HASH2、SGX
PUBKEY HASH3

• SGX
PUBKEY
HASH0 — 7
～ 0の間

• SGX
PUBKEY
HASH1：15
～ 8の間

• SGX
PUBKEY
HASH2：23
～ 16の間

• SGX
PUBKEY
HASH3：31
～ 24の間

✔✔✔✔✔4.2(1)
以降

ソフトウェ

アガード

拡張

（SGX）の
値を設定で

きます。

nの範
囲が 0
～ 3の
SGX
PubKey
Hash n

有効、無効✔✔✔✔✔4.2(1)
以降

SGX書き
込み機能を

有効にする

ことができ

ます。

SGX書
き込み

が有効
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

有効、無効✔✔✔✔✔4.2(1)
以降

SGXパッ
ケージ情報

インバンド

アクセスを

有効にする

ことができ

ます。

[SGX
パッ

ケージ

情報イ

ンバン

ドアク

セス

（SGX
Package
Information
In-Band
Access）]

有効、無効✔✔✔✔✔4.2(1)
以降

SGX QoS
を有効にす

ることがで

きます。

SGX
QoS
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

有効、無効

（注）

C245 M8の場
合、デフォルト

では [無効
（Disabled）]に
なっています。

✔✔✔✔4.2(1)
以降

プラット

フォーム構

成レジスタ

（PCR）
は、TPM
内のメモリ

位置です。

複数の

PCRをま
とめて

PCRバン
クと呼びま

す。セキュ

アハッ

シュアル

ゴリズム 1
または
SHA-1PCR
バンクで

は、TPM
セキュリ

ティを有効

または無効

にすること

ができま

す。

SHA-1
PCRバ
ンク
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

有効、無効✔✔✔✔✔4.2(1)
以降

プラット

フォーム構

成レジスタ

（PCR）
は、TPM
内のメモリ

位置です。

複数の

PCRをま
とめて

PCRバン
クと呼びま

す。セキュ

アハッ

シュアル

ゴリズム

256ビット
または
SHA-256PCR
バンクで

は、TPM
セキュリ

ティを有効

または無効

にすること

ができま

す。

SHA256
PCRバ
ンク

サポートされるプラットフォーム

221

サポートされるプラットフォーム

Intelのサポート対象プラットフォーム



値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

有効、無効✔✔✔✔4.3(3a)
以降

プラット

フォーム構

成レジスタ

（PCR）
は、TPM
内のメモリ

位置です。

複数の

PCRをま
とめて

PCRバン
クと呼びま

す。セキュ

アハッ

シュアル

ゴリズム

384ビット
または
SHA-384PCR
バンクで

は、TPM
セキュリ

ティを有効

または無効

にすること

ができま

す。

SHA384
PCRバ
ンク

*
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

有効、無効✔✔✔✔4.2(1)
以降

サーバーの

認証に使用

するアー

ティファク

トを安全に

保存するコ

ンポーネン

トであるト

ラステッド

プラット

フォーム

モジュール

（TPM）の
有効と無効

を切り替え

ます。

[信頼さ
れたプ

ラット

フォー

ムモ

ジュー

ルの状

態

（Trusted
Platform
Module
State）]

有効、無効✔✔✔✔4.3(3a)
以降

機密データ

とアプリ

ケーション

を不正アク

セスから保

護する
Trust
Domain
Extension
（TDX）を
有効にする

か無効にす

るか。

Trust
Domain
Extension
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

TDX Secure
Arbitration Mode
（SEAM）ロー
ダ

✔✔✔✔4.3(3a)
以降

Intel TDX
モジュール

のデジタル

署名を検証

し、SEAM
メモリ範囲

にロードす

るのに役立

つ TDXセ
キュア

アービト

レーション

モード

（SEAM）
ローダーを

有効にする

か無効にす

るか。

TDX
Secure
Arbitration
Mode
（SEAM）
ローダ

なし、TpmClear✔✔✔✔4.2(1)
以降

トラステッ

ドプラッ

トフォーム

モジュール

（TPM）
Pending
Operation
オプション

を使用する

と、保留中

の操作のス

テータスを

制御できま

す。

TPM保
留中の

操作

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

有効、無効✔✔✔✔4.2(1)
以降

TPMの最
小限の物理

的存在を有

効または無

効にするか

どうか。セ

キュリティ

を損なうこ

となく

TPMを管
理するため

に、OSと
BIOS間の
通信を有効

または無効

にします。

[TPM
の最小

限の物

理的存

在

（TPM
Minimal
Physical
Presence）]

有効、無効✔✔✔✔4.2(1)
以降

ビジネス

サーバー上

で使用さ

れ、保管さ

れる情報の

保護機能を

強化する、
Intel
Trusted
Execution
Technology
（TXT）の
有効と無効

を切り替え

ます。

[Intel
Trusted
Execution
Technology
のサ

ポート

（Intel
Trusted
Execution
Technology
Support）]

有効、無効✔✔✔✔4.2(3)
以降

TPM機能
全体を制御

します。

セキュ

リティ

デバイ

スのサ

ポート
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

有効、無効✔✔✔✔4.2(2)
以降

このトーク

ンを有効に

すると、
Windows
2022カー
ネル DMA
保護機能が

有効になり

ます。OS
はこれを、

悪意のある

デバイスか

らの DMA
攻撃を防ぐ

ために

IOMMUを
有効にする

必要がある

というヒン

トとして扱

います。

[DMA
制御オ

プトイ

ンフラ

グ

（DMA
Control
Opt-In
Flag）]

有効、無効✔✔✔✔4.2(2)
以降

古い
Hyper-v
CPUプ
ラット

フォームを

サポートす

るために、

CPU物理
アドレスを

46ビット
に制限しま

す。

[CPU
PAを
46ビッ
トに制

限

（LIMIT
CPU
PA to
46
Bits）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

無効、致命的な

エラーで、致命

的なエラーおよ

び致命的でない

エラーで

✔4.3(6c)
以降

このオプ

ションを使

用すると、

修正不可能

なエラーの

後にダウン

ストリーム

リンクを無

効にするこ

とができる

ため、制御

された堅牢

な方法で回

復すること

が可能にな

ります。

IIO
eDPC
サポー

ト

無効、有効、自

動

•無効：この
オプション

は無効で

す。

•有効：この
オプション

は有効で

す。

✔6.0
（1a）
以降

有効にする

と、CPU
は非コア自

動降格情報

に基づいて

C1状態に
自動的に降

格します。

C1自動
降格

無効、有効、自

動

•無効：この
オプション

は無効で

す。

•有効：この
オプション

は有効で

す。

✔6.0
（1a）
以降

プロセッサ

が C1降格
状態から自

動的に解除

できるよう

にするかど

うかを選択

します。

C1自動
降格解

除
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

XE1X0M8X410c
M8

X210c
M8

C240
M8

C220
M8

値は次のとおり

です。

•最小値は 0
です。

•最大値は
ffffffffffffff0
です。

•ユニットは
ハッシュバ

イト 7-0、

✔6.0
（1a）
以降

nで指定さ
れた

EPOCH番
号の SGX
EPOCH所
有者値を定

義できま

す。

SProcessor
エポッ

ク0

値は次のとおり

です。

•最小値は 0
です。

•最大値は
ffffffffffffff0
です。

•ユニットは
ハッシュバ

イト 7-0、

✔6.0
（1a）
以降

nで指定さ
れた

EPOCH番
号の SGX
EPOCH所
有者値を定

義できま

す。

SProcessor
エポッ

ク1

サポートされる AMD M8プラットフォーム
AMDM8（C225 M8、C245 M8、およびX215c M8）プラットフォームに適用可能なBIOSトー
クン
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

無効、有効

•無効：IPv4 HTTPサ
ポートは使用できま

せん。

•有効：IPv4 PXEサ
ポートを使用できま

す。

✔✔✔4.2(1)以降HTTPの
IPv4サポー
トを有効ま

たは無効に

します。

IPV4 HTTP
のサポート

無効、有効

•無効：IPv6 HTTPサ
ポートは使用できま

せん。

•有効：IPv6 PXEサ
ポートを使用できま

す。

✔✔✔4.2(1)以降HTTPの
IPv6サポー
トを有効ま

たは無効に

します。

IPV6 HTTP
のサポート
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

無効、有効

•無効：電源オンパス
ワードは無効になり

ます。

•有効：電源オンパス
ワードは有効になり

ます。

✔✔✔4.1(1)以降このトーク

ンでは、F2
BIOS設定
を使用する

前に BIOS
パスワード

を設定する

必要があり

ます。有効

にすると、

BIOS関数
（IO設
定、BIOS
セットアッ

プ、BIOS
を使用した

オペレー

ティングシ

ステムへの

ブート）に

アクセスす

る前にパス

ワードの検

証が必要に

なります。

[電源オン
パスワード

（Power
ON
Password）]

無効、有効、自動

•無効：このオプショ
ンは無効です。

•有効：このオプショ
ンは有効です。

•自動：PCIe ARIサ
ポートは自動モード

です。

✔✔✔4.2(1)以降すべての

ARIサポー
トポートが

有効である

か、無効で

あるか。

PCIe ARIサ
ポート
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

無効、有効

•無効：拡張スロット
を使用できません。

•有効：拡張スロット
を使用できます。。

✔4.0(2)以降MRAID
ポートでオ

プション

ROMを使
用可能にす

るかどうか

設定。

（注）

C225 M8
プラット

フォーム

にのみ適

用されま

す。

[MRAID n
OptionROM]。
nの範囲は
1～ 2で
す。
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

自動、無効、GEN 1、
GEN2、GEN3、GEN4、
GEN 5

• [Disabled]：最大速度
は制限されません。

•自動：最高速度は自
動的に設定されま

す。

• GEN1：最大 2.5
GT/s（ギガトランス
ファー/秒）までの速
度が許可されます。

• GEN 2：最大 5 GT/s
までの速度が許可さ

れます。

• GEN 3：最大 8 GT/s
までの速度が許可さ

れます。

• GEN 4：最大 16
GT/sまでの速度が許
可されます。

• GEN 5：最大 32
GT/sまでの速度が許
可されます。

（注）

M8サーバにのみ適
用されます。

✔✔4.2(1)以降このオプ

ションを使

用すると

MSTORア
ダプタの最

大速度を制

限できま

す。

（注）

C245 M8
および
C225 M8
プラット

フォーム

にのみ適

用されま

す。

PCIeスロッ
トMSTOR
リンク速度
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

無効、有効

• Disabled：オプショ
ン ROMは使用でき
ません。

• [Enabled]—オプショ
ン ROMは使用でき
ます。

✔✔4.2(1)以降サーバが
PCIe
MSTOR
RAIDのオ
プション

ROMを使
用するかど

うか。

（注）

C225M6、
C245M6、
C225M8、
および
C245 M8
プラット

フォーム

にのみ適

用されま

す。

PCIeスロッ
トMSTOR
RAID
OptionROM

サポートされるプラットフォーム

233

サポートされるプラットフォーム

サポートされる AMD M8プラットフォーム



値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

無効、自動、GEN1、
GEN2、GEN3、GEN4、
GEN5

•無効：最大スピード
は制限されていませ

ん。

•自動：最高速度は自
動的に設定されま

す。

• GEN1：最大 2.5
GT/s（ギガトランス
ファー/秒）までの速
度が許可されます。

• GEN 2：最大 5GT/s
までの速度が許可さ

れます。

• GEN 3：最大 8 GT/s
までの速度が許可さ

れます。

• GEN 4：最大 16
GT/sまでの速度が許
可されます。

• GEN 5：最大 32
GT/sまでの速度が許
可されます。

✔✔4.0(2)以降このオプ

ションで

は、PCIeス
ロットに取

り付けられ

た NVME
カードの最

高速度を制

限すること

ができま

す。

（注）

C225 M8
および
C245 M8
プラット

フォーム

にのみ適

用されま

す。

[NVME n
リンク速度

（NVME n
Link
Speed）]。
nの範囲は
0～ 6と 13
～ 24で
す。
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

無効、自動、GEN1、
GEN2、GEN3、GEN4、
GEN5

•無効：最大スピード
は制限されていませ

ん。

•自動：最高速度は自
動的に設定されま

す。

• GEN1：最大 2.5
GT/s（ギガトランス
ファー/秒）までの速
度が許可されます。

• GEN 2：最大 5GT/s
までの速度が許可さ

れます。

• GEN 3：最大 8 GT/s
までの速度が許可さ

れます。

• GEN 4：最大 16
GT/sまでの速度が許
可されます。

• GEN 5：最大 32
GT/sまでの速度が許
可されます。

✔✔4.0(2)以降このオプ

ションで

は、PCIeス
ロットに取

り付けられ

た NVME
カードの最

高速度を制

限すること

ができま

す。

（注）

NVME 24
リンク速

度は、
C220 M7
および
C240 M7
サーバ、

および
X210c M7
サーバを

サポート

します。

[NVME n
リンク速度

（NVME n
Link
Speed）]。
nの範囲は
0～ 6と 13
～ 24で
す。
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

無効、自動、GEN1、
GEN2、GEN3、GEN4、
GEN5

GEN5は、速度 1～ 6で
のみサポートされます。

•無効：最大スピード
は制限されていませ

ん。

•自動：最高速度は自
動的に設定されま

す。

• GEN 1：最大 2 GT/s
（ギガトランス

ファー/秒）までの速
度が許可されます。

• GEN 2：最大 5GT/s
までの速度が許可さ

れます。

• GEN 3：最大 8 GT/s
までの速度が許可さ

れます。

• GEN 4：最大 16
GT/sまでの速度が許
可されます。

• GEN 5：最大 32
GT/sまでの速度が許
可されます。

✔✔4.0（1）以降スロット n
で指定され

た PCIeス
ロットのリ

ンク速度。

[PCIeス
ロット nリ
ンク速度

（PCIe Slot
n Link
Speed）]。
nの範囲は
1～ 8で
す。

（注）

C245 M8
プラット

フォーム

の場合、 n
の範囲は 1
～ 8で
す。
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

•無効：最大スピード
は制限されていませ

ん。

•自動：最高速度は自
動的に設定されま

す。

• GEN1：最大 2.5
GT/s（ギガトランス
ファー/秒）までの速
度が許可されます。

• GEN 2：最大 5GT/s
までの速度が許可さ

れます。

• GEN 3：最大 8 GT/s
までの速度が許可さ

れます。

• GEN 4：最大 16
GT/sまでの速度が許
可されます。

• GEN 5：最大 32
GT/sまでの速度が許
可されます。

✔4.0(4)以降このオプ

ションで

は、フロン

ト PCIeス
ロットに取

り付けられ

た NVME
カードの最

高速度を制

限すること

ができま

す。

[前面
NVME nリ
ンク速度

（Front
NVME n
Link
Speed）]。
nの範囲は
1～ 12で
す。

C245 M8プ
ラット

フォームの

場合、 nの
範囲は 1～
4です。

有効、無効

•無効：オプションは
制限されていませ

ん。

•有効：オプションは
制限されています。

✔4.2(1)以降このオプ

ションで

は、
SSD:NVMe
スロットn
に接続され

た PCIeア
ダプタのオ

プション

ROMの実
行を制御す

ることがで

きます。

[前面
NVME n
OptionROM
（Front
NVME n
OptionROM）]。
nの範囲は
1～ 24で
す。

C245 M8プ
ラット

フォームの

場合、 nの
範囲は 1～
4です。
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

自動、無効、GEN 1、
GEN2、GEN3、GEN4、
GEN 5

• [Disabled]：最大速度
は制限されません。

•自動：最高速度は自
動的に設定されま

す。

• GEN1：最大 2.5
GT/s（ギガトランス
ファー/秒）までの速
度が許可されます。

• GEN 2：最大 5 GT/s
までの速度が許可さ

れます。

• GEN 3：最大 8 GT/s
までの速度が許可さ

れます。

• GEN 4：最大 16
GT/sまでの速度が許
可されます。

• GEN 5：最大 32
GT/sまでの速度が許
可されます。

✔✔4.0(1)以降このオプ

ションを使

用すると

MLOMア
ダプタの最

大速度を制

限できま

す。

PCIeス
ロット:
MLOMリ
ンク速度

（PCIe
Slot:FLOM
Link
Speed）
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

無効、有効、Legacyの
み、UEFIのみ

•無効：拡張スロット
を使用できません。

•有効：拡張スロット
を使用できます。

• UEFIのみ：拡張ス
ロットをUEFIでのみ
使用できます。

• Legacyのみ：拡張ス
ロットをレガシーで

のみ使用できます。

✔✔4.0(1)以降オプション

ROMが
MLOM
ポートで使

用できるか

どうか。

PCIe
Slot:MLOM
OptionROM
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

自動、無効、GEN 1、
GEN2、GEN3、GEN4、
GEN 5

• [Disabled]：最大速度
は制限されません。

•自動：最高速度は自
動的に設定されま

す。

• GEN1：最大 2.5
GT/s（ギガトランス
ファー/秒）までの速
度が許可されます。

• GEN 2：最大 5 GT/s
までの速度が許可さ

れます。

• GEN 3：最大 8 GT/s
までの速度が許可さ

れます。

• GEN 4：最大 16
GT/sまでの速度が許
可されます。

• GEN 5：最大 32
GT/sまでの速度が許
可されます。

✔4.0(2)以降このオプ

ションで

は、

MRAIDの
最高速度を

制限するこ

とができま

す。

[MRAIDリ
ンク速度

（MRAID
Link
Speed）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

自動、無効、GEN 1、
GEN2、GEN3、GEN4、
GEN 5

• [Disabled]：最大速度
は制限されません。

•自動：最高速度は自
動的に設定されま

す。

• GEN1：最大 2.5
GT/s（ギガトランス
ファー/秒）までの速
度が許可されます。

• GEN 2：最大 5 GT/s
までの速度が許可さ

れます。

• GEN 3：最大 8 GT/s
までの速度が許可さ

れます。

• GEN 4：最大 16
GT/sまでの速度が許
可されます。

• GEN 5：最大 32
GT/sまでの速度が許
可されます。

✔4.0(4)以降このオプ

ションを使

用すると背

面 NVME
の最大速度

を制限でき

ます。

（注）

NVME4リ
ンク速度

は、C240
M7サー
バー、
X210c
M7、およ
びC240M8
サーバー

に対応し

ていま

す。

[背面
NVME nリ
ンク速度

（Rear
NVME n
Link
Speed）]。
nの範囲は
1～ 4で
す。

有効、無効

•無効：オプションは
制限されていませ

ん。

•有効：オプションは
制限されています。

✔4.0(4)以降オプション

ROMが背
面 NVME
で使用でき

るかどう

か。

[背面
NVME n
OptionROM
（Rear
NVME n
OptionROM）]。
nの範囲は
1～ 4で
す。
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

無効、自動、GEN1、
GEN2、GEN3

•無効：最大スピード
は制限されていませ

ん。

•自動：最高速度は自
動的に設定されま

す。

• GEN 1：最大 2 GT/s
（ギガトランス

ファー/秒）までの速
度が許可されます。

• GEN 2：最大 5GT/s
までの速度が許可さ

れます。

• GEN 3：最大 8 GT/s
までの速度が許可さ

れます。

✔✔4.0(2)以降このオプ

ションを使

用すると前

面 SSDの
最大速度を

制限できま

す。

[PCIe
Slot:FrontSSD
nリンク速
度（PCIe
Slot:FrontSSD
nLink
Speed）]。
nは 1およ
び 2です。

有効、無効✔✔✔4.3(4b)以降単一のルー

ト I/O仮想
化を制御し

ます。

SR-IOVを
使用する

と、ネット

ワークアダ

プタなどの

デバイス

は、さまざ

まな PCIe
ハードウェ

ア機能間で

リソースへ

のアクセス

を分離でき

ます。

単一ルート

I/O仮想化
（SR-IOV）
のサポート
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

有効、無効

（注）

デフォルトでは、AMD
プラットフォームでは有

効、Intelプラットフォー
ムでは無効になっていま

す。

✔✔✔4.3(4b)以降サイズ変更

可能な

BARサ
ポートの

セットアッ

プ項目を有

効または無

効にできま

す。

BARのサ
イズ変更サ

ポート

有効、無効

•無効：オプションは
制限されていませ

ん。

•有効：オプションは
制限されています。

✔✔✔4.0(2)以降PCIeスロッ
トの
Consistent
Device
Naming
（CDN）制
御により、

PCIeスロッ
トに一貫し

た方法で名

前を付ける

ことができ

ます。これ

によりPCIe
スロットの

名前は、よ

り統一さ

れ、識別し

やすくな

り、構成に

変更が加え

られても永

続的に保持

されます。

CDNは一
貫したデバ

イスの命名

を指すPCIe
スロット

CDN制御
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

有効、無効

•無効：オプションは
制限されていませ

ん。

•有効：オプションは
制限されています。

✔✔✔4.0(2)以降PCIeスロッ
トの
Consistent
Device
Naming
（CDN）制
御により、

PCIeスロッ
トに一貫し

た方法で名

前を付ける

ことができ

ます。これ

によりPCIe
スロットの

名前は、よ

り統一さ

れ、識別し

やすくな

り、構成に

変更が加え

られても永

続的に保持

されます。

Consistent
Device
Naming
（CDN）制
御

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

無効、有効、自動

•無効：オプションは
無効です。

•有効：オプションは
有効です。

•自動：オプションは
自動モードです。

✔✔✔4.0(1)以降システムの

起動中に拡

張メモリテ

ストを有効

にします。

メモリ量に

応じて起動

時間は長く

なります。

（注）

C225M8、
C245M8、
および
X215 M8
プラット

フォーム

にのみ適

用されま

す。

強力なメモ

リテスト

有効、無効

•無効：オプションは
制限されていませ

ん。

•有効：オプションは
制限されています。

✔✔✔4.0(1)、
4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.2(1)、
4.3(4b) 4.3(5a)

不正な外部

DMAから
の脅威を緩

和するた

め、PCI
BMEビッ
トを無効に

できます。

[BMEDMA
緩和

（BME
DMA
Mitigation）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

有効、無効

•無効：オプションは
制限されていませ

ん。

•有効：オプションは
制限されています。

✔✔✔4.0(1)以降メモリがア

クティブ

で、指定さ

れたウィン

ドウ内でリ

フレッシュ

を実行する

ときに、メ

モリコント

ローラがリ

フレッシュ

サイクルを

延期できる

ようにしま

す。遅延リ

フレッシュ

サイクル

は、複数の

リフレッ

シュサイク

ルのバース

トで実行さ

れる場合が

あります。

バーストリ

フレッシュ

および遅延

リフレッ

シュ

無効、有効、自動

•無効：オプションは
無効です。

•有効：オプションは
有効です。

•自動：オプションは
自動モードです。

✔✔✔4.0(2)以降プロセッサ

で、メモリ

の暗号化サ

ポートを実

現するセ

キュアメモ

リ暗号化有

効

（SMEE）
機能を使用

するかどう

かを指定し

ます。

[CPU
SMEE]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

無効、有効、自動

•無効：オプションは
無効です。

•有効：オプションは
有効です。

•自動：オプションは
自動モードです。

（注）

IOMMUを無効にするに
は、システムの [ローカ
ル APICモード（Local
APIC Mode）]を xAPIC
に構成する必要がありま

す。

✔✔✔4.0(2)以降出入力メモ

リ管理ユ

ニット

（IOMMU）
により、

AMDプロ
セッサが物

理アドレス

へ仮想アド

レスをマッ

ピングする

ことが可能

です。

[IOMMU]

無効、有効、自動

•無効：オプションは
無効です。

•有効：オプションは
有効です。

•自動：オプションは
自動モードです。

✔✔✔4.0(1)以降物理アドレ

スをアプリ

ケーション

に割り当て

る方法を決

定します。

[バンクグ
ループス

ワップ

（Bank
Group
Swap）]

無効、有効、自動

•無効：オプションは
無効です。

•有効：オプションは
有効です。

•自動：オプションは
自動モードです。

（注）

有効オプションはM8
サーバでのみ利用可能で

す。

✔✔✔4.2(1)以降ノード 0に
選択した

DRAMチッ
プ経由でメ

モリブロッ

クがイン

ターリーブ

されるかど

うか設定し

ます。

チップセッ

トインター

リーブ
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

無効、1時間、4時間、6
時間、8時間、12時間、
16時間、 24時間、48時
間、自動

（注）

12時間のオプションは
M8サーバでのみ使用で
きます。

✔✔✔4.3(4a)以降メモリ全体

をスクラブ

する時間数

を表す値。

DRAMス
クラブ時間

無効、有効、自動、カス

タム

•無効：オプションは
無効です。

•有効：オプションは
有効です。

•自動：オプションは
自動モードです。

• [カスタム
（Custom）]：オプ
ションをカスタマイ

ズします。

✔✔✔4.2(1)以降このオプ

ションは、
Secured
Nested
Paging
（SNP）メ
モリとリ

バースマッ

プテーブル

（RMP）の
動作モード

を選択しま

す。RMP
は、システ

ムの物理ア

ドレスとゲ

ストの物理

アドレス間

の 1対 1の
マッピング

を保証する

ために使用

されます。

SNPメモリ
カバレッジ

0～ 1048576（デフォル
トは 8192）。

✔✔✔4.2(1)、
4.3(4b)、
4.3(5a)

SNPメモリ
サイズを設

定できま

す。

[カバーさ
れる SNP
メモリサイ

ズ（MiB）
（SNP
Memory
Size to
Cover in
MiB）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

自動、NPS0、NPS1、
NPS2、NPS4

• NPS0：ソケットごと
の NUMAノード数
を 0にします。

• NPS1：ソケットごと
の NUMAノード数
を 1にします。

• NPS2：ソケットごと
の NUMAノード数
を 2にします。

• NPS4：ソケットごと
の NUMAノード数
を 4にします。

•自動：チャネル数を
自動に設定します。

✔✔✔4.2(1)以降CPUソケッ
トあたりの

NUMA（非
一様メモリ

アクセス）

ノード数を

構成できま

す。

ソケットご

とのNUMA
ノード

自動、チャネル、Die、な
し、ソケット、無効、有

効

• M5で使用可能なオ
プション：自動、

チャンネル、Die、
なし、ソケット

• M6で利用可能なオ
プション：自動、無

効

• M8で利用可能なオ
プション：自動、有

効、無効

✔✔✔4.0(2)以降インター

リーブされ

るメモリブ

ロックを決

定します。

また、イン

ターリーブ

の開始アド

レス（ビッ

ト 8、9、
10、または
11）も指定
します。

[メモリイ
ンターリー

ブ

（Memory
Interleaving）]

無効、有効、自動

•無効：オプションは
無効です。

•有効：オプションは
有効です。

✔✔✔4.2(1)以降セキュアネ

スティッド

ページング

機能を有効

にできま

す。

SEV-SNPサ
ポート
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

自動、 1x更新、2x更
新、3x、4x

（注）

M5、M7、M8サーバの
デフォルトは、1xリフ
レッシュです。

AMD M6サーバのデ
フォルトは、2xリフ
レッシュです。

✔✔✔4.0(1)以降内部メモリ

用のリフ

レッシュ間

隔レートを

構成するに

は

メモリのリ

フレッシュ

レート

無効、ハード PPR

•無効：このオプショ
ンは無効です。

•ハード PPR：これに
より、破損したスト

レージセルが永続的

に再マッピングされ

ることになります。

✔✔✔4.2(1)以降Post
Package
Repair
(PPR)は、
スペアセル

に置き換え

て、障害の

あるメモリ

セルを修復

する機能を

提供しま

す。

ポストパッ

ケージ修復

無効、有効✔✔✔4.3(4b)以降OSランタ
イム中に修

正されたメ

モリエラー

のソフトポ

ストパッ

ケージ修復

を有効にし

ます。

ランタイム

ポストパッ

ケージ修復

サポートされるプラットフォーム

250

サポートされるプラットフォーム

サポートされる AMD M8プラットフォーム



値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

253ASID、509ASID、自
動

• 253 ASID

• 509 ASID

•自動

（注）

Rowhammerスタイ
ルの攻撃を軽減する

ために、この設定は

[自動（Auto）]のデ
フォルト状態のまま

にすることを推奨し

ます。

✔✔✔4.2(1)以降VMのコー
ドとデータ

が分離され

た、暗号化

仮想マシン

（VM）の
実行を有効

にします。

Secure
Encrypted
Virtualization

無効、有効、自動

•無効：このオプショ
ンは無効です。

•有効：このオプショ
ンは有効です。

•自動：このオプショ
ンは自動モードに設

定されています。

（注）

自動がM6およびM8
サーバのデフォルトで

す。

✔✔✔4.0(4)以降プロセッサ

で、メモリ

の暗号化サ

ポートを実

現するセ

キュアメモ

リ暗号化有

効

（SMEE）
機能を使用

するかどう

かを指定し

ます。

[SMEE]

無効、有効、自動

•無効：このオプショ
ンは無効です。

•自動：このオプショ
ンは自動モードに設

定されています。

✔✔✔4.1(3)以降システムメ

モリに格納

されている

すべての

データの透

過的なハー

ドウェアメ

モリ暗号化

を提供しま

す。

透過的セ

キュアメモ

リ暗号化
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

無効、有効

•無効：このオプショ
ンは無効です。

•有効：このオプショ
ンは有効です。

✔✔✔4.0(1)以降64ビット
PCIデバイ
スの 4 GB
以上のアド

レス空間に

対するメモ

リマップド

I/Oを有効
または無効

にします。

レガシーな

オプション

ROMは 4
GBを超え
るアドレス

にアクセス

できませ

ん。PCIデ
バイスが64
ビット対応

でも、レガ

シーなオプ

ション

ROMを使
用する場合

は、この設

定をイネー

ブルにして

も正しく機

能しない場

合がありま

す。

Memory
Mapped IO
above 4GB
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

オフボード、オンボー

ド、オンボード VGAが
無効

• [Onboard]：オンボー
ド VGAデバイスが
優先されます。BIOS
ポスト画面および

OSブートはオン
ボード VGAポート
経由で駆動されま

す。

•オフボード：PCIE
グラフィックスアダ

プタが優先されま

す。BIOSポスト画
面および OSブート
は外部グラフィック

スアダプタポート

経由で駆動されま

す。

•オンボード VGAが
無効：PCIEグラ
フィックスアダプタ

が優先され、オン

ボード VGAデバイ
スは無効になりま

す。

（注）

オンボード VGAが
ディセーブルの場

合、vKVMは機能し
ません。

✔✔4.0（2）以降システムに

複数の

VGAデバ
イスがある

場合、VGA
グラフィッ

クスデバイ

スの優先順

位を設定で

きるように

します。

[VGAの優
先順位

（VGA
Priority）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

無効、自動

•無効：このオプショ
ンは無効です。

•自動：パフォーマン
スをブーストする方

法を CPUで自動的
に決定します。

✔✔✔4.0(2)以降AMDプロ
セッサがア

イドル状態

（ほとんど

使用されて

いない状

態）のとき

にコアの周

波数を上げ

るかどうか

を指定しま

す。

[コアパ
フォーマン

スブースト

（Core
Performance
Boost）]

自動、無効、有効

•自動：このオプショ
ンは自動モードに設

定されています。

•無効：このオプショ
ンは無効です。

•有効：このオプショ
ンは有効です。

✔✔✔4.0(2)以降AMDプロ
セッサが

IOベース
のCステー
トジェネ

レーション

および DF
Cステート
を制御する

かどうかで

す。

[グローバ
ルCステー
ト制御

（Global C
State
Control）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

自動、無効、有効

•自動：このオプショ
ンは自動モードに設

定されています。

•無効：このオプショ
ンは無効です。

•有効：このオプショ
ンは有効です。

✔✔✔4.0(2)以降プロセッサ

で、AMD
ハードウェ

アプリ

フェッチ機

構が必要に

応じてデー

タおよび命

令ストリー

ムをメモリ

から取得

し、L1ま
たは L2
キャッシュ

に入れるこ

とを許可す

るかどうか

設定しま

す。

[Lnスト
リーム HW
プリフェッ

チャー（Ln
Stream HW
Prefetcher）]。
nの値は 1
および 2で
す。

自動、パフォーマンス、

電源

•自動：CPUはデフォ
ルトの決定論的な電

源設定を自動で使用

します。

•パフォーマンス：プ
ロセッサは、最適な

パフォーマンスかつ

一貫した方法で動作

します。

•電源：プロセッサ
は、ダイごとに許容

される最大のパ

フォーマンスで動作

します。

✔✔✔4.0(2)以降AMDプロ
セッサによ

り動作方法

を決定でき

ます。

[デタミニ
ズムスライ

ダ

（Determinism
Slider）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

自動、無効、有効

•有効：このオプショ
ンは有効です。

•無効：このオプショ
ンは無効です。

•自動：CPUはデフォ
ルト設定を自動で使

用します。

✔✔✔4.0(2)以降コラボレー

ティブプロ

セッサパ

フォーマン

ス制御を設

定できま

す。

CPPC

無効、自動

•無効：このオプショ
ンは無効です。

•自動：サーバー設定
を調整して、プロ

セッサのパフォーマ

ンスを向上させるこ

とができます。

（注）

この機能を有効にする

と、消費電力が増加する

可能性があります。

✔✔4.0(2)以降サーバー設

定を自動的

に調整する

ことによ

り、CPUパ
フォーマン

スを向上さ

せます。

強力なCPU
パフォーマ

ンス

自動、無効、有効✔✔✔4.3(4b)以降256ビット
詳細ベクト

ル拡張

（AVX）
SIMD命令
の 512ビッ
ト拡張。

AVX512

自動、無効、有効✔✔✔4.3(4b)以降DDRパ
ワーダウン

モードを有

効または無

効化にしま

す。

パワーダウ

ンの有効化
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

ハイパフォーマンスモー

ド、効率モード、最大IO
パフォーマンスモード、

バランスメモリパ

フォーマンスモード

✔✔✔4.3(4b)以降プロファイ

ルポリシー

での DF P
状態の選択

は、P状態
範囲、

BIOSオプ
ション、ま

たは
APB_DIS
BIOSオプ
ションに

よってオー

バーライド

されます。

ここで Fは
プロセッサ

ファミリを

示し、Mは
モデルを示

します。

（注）

F19トーク
ンは、F1A
ファミリ

プロセッ

サを含む

ようにサ

ポートを

拡張して

います。

[電力プロ
ファイル選

択 F19h
（Power
Profile
Selection
F19h）]

1～ 1007（デフォルトは
1）

✔✔✔4.3(4b)以降SEV-ESお
よび SNP
ゲストは、

1～ 1007の
範囲の

ASIDを使
用する必要

がありま

す。

[SEV-ES
ASIDス
ペース制限

（SEV-ES
ASID Space
Limit）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

有効、無効、自動✔✔✔4.3(4b)以降強制 xGMI
リンク幅。

xGMI強制
リンク幅

有効、無効、自動✔✔✔4.3(4b)以降システム

DIMMに保
存されてい

るすべての

データの

ハードウェ

アメモリ暗

号化を提供

します。こ

れは OSに
は認識され

ず、メモリ

遅延がわず

かに増加し

ます。

TSME

20 Gbps、25 Gbps、32
Gbps、自動

✔✔✔4.3(4b)以降4リンクト
ポロジで

XGMI P状
態に使用さ

れる最大周

波数を指定

します。

4リンク
xGMI最大
速度
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

0～ 2（デフォルトは
0）。

✔✔✔4.3(4b)以降ACPI _PSD
オブジェク

トによって

報告される

ように、P
状態を強制

的に独立/
従属にしま

す。

APBDISが
有効になっ

ている場合

は、SOC P
状態が変更

されます。

ここで、F
はプロセッ

サファミリ

を表しま

す。

（注）

F19トーク
ンは、F1A
ファミリ

プロセッ

サを含む

ようにサ

ポートを

拡張して

います。

[固定 SOC
Pステート
SP5 F19h
（Fixed
SOC
P-State SP5
F19h）]

自動、無効、有効✔✔✔4.3(4b)以降DF P状態
CCKの有
効な周波数

オプティマ

イザを有効

または無効

にします。

[DF Pstate
周波数オプ

ティマイザ

（DF
PState
Frequency
Optimizer）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

無効な構成、1G、2G、
4G、8G、16G、32G、
64G、128G、256G、
512G、128M、自動、
256M、512M

（注）

128M、自動、256M、
512Mのオプションは、
M7サーバでのみ使用で
きます。

✔✔✔4.3(2)以降プロセッサ

予約済みメ

モリ範囲レ

ジスタ

（PRMRR）
は、システ

ム DRAM
の保護領域

のサイズで

す。

PRMRRサ
イズ

無効、有効✔✔✔4.0(2)以降メモリがア

クティブ

で、指定さ

れたウィン

ドウ内でリ

フレッシュ

を実行する

ときに、メ

モリコント

ローラがリ

フレッシュ

サイクルを

延期できる

ようにしま

す。遅延リ

フレッシュ

サイクル

は、複数の

リフレッ

シュサイク

ルのバース

トで実行さ

れる場合が

あります。

バーストリ

フレッシュ

および遅延

リフレッ

シュ
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

自動、0、1

•自動：SMUの自動
ApbDisを設定しま
す。これがデフォル

トのオプションで

す。

• 0：SMUへのApbDis
をクリアします。

• 1：SMUへのApbDis
をセットします。

✔✔✔4.0(2)以降SMUの
APBDIS
（アルゴリ

ズムパ

フォーマン

スブースト

（APB）無
効化）値を

選択できま

す。

APBDIS
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

✔✔✔4.0(2)以降ダウンコア

制御 F19
MA0h-AFh
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

1つ以上の
コアの動作

自動、TWO（1 + 1）、
TWO（2 + 0）、THREE

を停止する （3 + 0）、FOUR（2 +
2）、FOUR（4 + 0）機能を提供

します。シ
「SIX（3 + 3）」

リコン回路
ONE（1 + 0）、TWO（2
+ 0）、THREE（3 +

でサポート

されていま
0）、FOUR（4 + 0）、す。オペ
FIVE（5 + 0）、SIX（6 +レーティン
0）、SEVEN（7 + 0）、グシステム
EIGHT（8 + 0）、NINEの制限、ま
（9 + 0）、TEN（10 +たはシステ
0）、ELEVEN（11 +ムの電力削
0）、TWELVE（12 +減要件によ
0）、THIRTEEN（13 +り、コア数
0）、FOURTEEN（14 +
0）、FIFTEEN（15 + 0）

を減らすこ

とが望まし

い場合があ •自動：有効化する必
要のあるコアの数をります。こ

の項目によ CPUで判断します。
り、実行中 これがデフォルトの

オプションです。のコアの数

を制御でき
•ワン（1+0）：1つの
CPUコンプレックス

ます。この

設定では、
で 1つのコアを有効
にします。

プロセッサ

で使用可能

なコアの数 •ツー（2+0）：1つの
CPUコンプレックスを減らすこ

としかでき

ません。
で 2つのコアを有効
にします。

（注）
•スリー（3+0）：1つ
の CPUコンプレッ

これは、

ファミリ
クスで 3つのコアを
有効にします。

19hおよび
モデル

A0h～ •フォア（4+0）：1つ
の CPUコンプレッAFhの

AMDプロ クスで 4つのコアを
有効にします。セッサに
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

のみ適用

されま

•ファイブ（5+0）：1
つの CPUコンプ

す。ここ レックスで 5つのコ
アを有効にします。で、Fはプ

ロセッサ
•シックス（6+0）：1
つの CPUコンプ
レックスで 6つのコ
アを有効にします。

ファミリ

を示し、M
はモデル

を示しま

す。 •セブン（7+0）：1つ
の CPUコンプレッ
クスで 7つのコアを
有効にします。

•エイト（8+0）：1つ
の CPUコンプレッ
クスで 8つのコアを
有効にします。

•ナイン（9+0）：1つ
の CPUコンプレッ
クスで 9つのコアを
有効にします。

•テン（10 + 0）：1つ
の CPUコンプレッ
クスで 10のコアを
有効にします。

•イレブン（11 +
0）：1つの CPUコ
ンプレックスで 11
のコアを有効にしま

す。

•トウェルブ
（12+0）：1つの
CPUコンプレックス
で 12のコアを有効
にします。
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

•サーティーン（13 +
0）：1つの CPUコ
ンプレックスで 13
のコアを有効にしま

す。

•フォーティーン
（14+0）1つの CPU
コンプレックスで14
のコアを有効にしま

す。

•フィフティーン（15
+ 0）：1つの CPU
コンプレックスで14
のコアを有効にしま

す。
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

自動、ワン（1+0）、
ツー（2+0）、スリー
（3+0）、フォー
（4+0）、ファイブ
（5+0）、シックス
（6+0）、セブン（7+0）
、エイト（8 + 0）、ナイ
ン（9 + 0）、テン（10 +
0）、イレブン（11 +
0）、トウェルブ（12 +
0）、サーティーン（13
+0）フォーティーン（14
+ 0）、フィフティーン
（15 + 0）

✔✔✔4.3(4b)以降CPUダウ
ンコア制御
F19
M10h-1Fh
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

1つ以上の
コアの動作

を停止する

機能を提供

します。シ

リコン回路

でサポート

されていま

す。オペ

レーティン

グシステム

の制限、ま

たはシステ

ムの電力削

減要件によ

り、コア数

を減らすこ

とが望まし

い場合があ

ります。こ

の項目によ

り、実行中

のコアの数

を制御でき

ます。この

設定では、

プロセッサ

で使用可能

なコアの数

を減らすこ

としかでき

ません。

（注）

これは、

ファミリ

19hおよび
モデル 10h
～ 1Fhの
AMDプロ
セッサに

のみ適用
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

されま

す。ここ

で、Fはプ
ロセッサ

ファミリ

を示し、M
はモデル

を示しま

す。

（注）

F19トーク
ンは、F1A
ファミリ

プロセッ

サを含む

ようにサ

ポートを

拡張して

います。

自動、無効、有効✔✔✔4.0(2)以降ストリーミ

ングストア

機能を有効

にします。

ストリーミ

ングストア

制御
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

自動、P0、P1、P2、P3

•自動：プロセッサに
適した有効な P状態
を設定します。これ

がデフォルトのオプ

ションです。

• P0～ P3：最高の
SOC P状態から最低
の SOC P状態。

✔✔✔4.0(2)以降このオプ

ションは、
APBDIS
（アルゴリ

ズムパ

フォーマン

スブースト

（APB）無
効化）が設

定されてい

る場合の

ターゲット

Pステート
を定義しま

す。P-x
は、取り付

けられてい

るプロセッ

サの有効な

Pステート
を指定しま

す。

固定された
SOC
P-State

自動、無効、有効✔✔✔4.0(2)以降システムで

長時間のア

イドル状態

が予想され

る場合、こ

の制御によ

り、システ

ムは、シス

テムをさら

に低電力状

態に設定で

きる DF C
状態に移行

できます。

DF C-State
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

自動、2CCDs、3CCDs、
4 CCDs、6 CCDs、8
CCDs、10 CCDs

（注）

• 2CCDs、3CCDs、4
CCDs、6CCDsオプ
ションは、M6サー
バでのみご利用い

ただけます。

• 2CCDs、3CCDs、4
CCDs、6CCDsオプ
ションは、M6サー
バでのみご利用い

ただけます。

✔✔✔4.0(2)以降システムで

有効にした

い電荷結合

デバイス

CCDの数
を指定でき

ます。

CCD制御

自動、無効、有効✔✔✔4.2(1)以降各 Cisco互
換性拡張機

能がそのオ

ンドメイン

にあると宣

言されてい

る物理ドメ

インの上に

仮想ドメイ

ンのレイ

ヤーを作成

します。

NUMAドメ
インとして

のACPI
SRAT L3
キャッシュ

互換性、XAPIC、
X2APIC、自動

4.3(4a)以降使用する

APICモー
ドを選択し

ます。

ローカル

APICモー
ド*

自動、無効、有効✔✔✔4.3(4a)以降サポートさ

れているデ

バイスの
PCIe 10
ビットタグ

を有効にし

ます。

[PCIe 10
ビットタグ

サポート

（PCIe Ten
Bit Tag
Support）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

無効、有効、自動、オフ

（注）

[オフ（Off）]オプショ
ンは、[自動（Auto）]が
デフォルトのであるM5
サーバでのみ使用できま

す。

✔✔✔4.0(2)以降プロセッサ

で AMD同
時マルチス

レッディン

グ

（Simultaneous
MultiThreading）
テクノロ

ジーを使用

するかどう

かを指定し

ます。この

テクノロ

ジーでは、

マルチス

レッドソフ

トウェアア

プリケー

ションのス

レッドを各

プロセッサ

内で並列に

実行できま

す。

[SMTモー
ド（SMT
Mode）]

無効、有効✔✔✔4.0(2)以降プロセッサ

が AMDセ
キュア仮想

マシンテク

ノロジを使

用するかど

うか設定し

ます。

[SVMモー
ド（SMT
Mode）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

無効、致命的なエラー

で、致命的なエラーおよ

び致命的でないエラーで

（注）

致命的なエラーの値は、

C225 M8、C245 M8、お
よびX215cM8サーバで
はサポートされていませ

ん。

•無効：eDPCのサ
ポートは無効化され

ており、エラーが発

生してもシステムは

下流リンクを無効化

する措置を一切行い

ません。

•致命的なエラー：
eDPCは致命的なエ
ラーの場合にのみ有

効になります。Cisco
UCSC225M8、Cisco
UCS C245 M8、およ
び X215c M8サーバ
ではサポートされて

いません。

• [致命的および非致命
的なエラーの場合

（On Fatal and
Non-Fatal
Errors）]：eDPC
は、致命的および非

致命的なエラーの両

方に対して有効で

す。

✔✔✔4.3(6c)以降eDPC
（Enhanced
Downstream
Port
Containment）
は、修正不

可能なエ

ラーが発生

した後にダ

ウンスト

リームリン

クを無効に

すること

で、制御さ

れた堅牢な

方法で復旧

を可能にし

ます。

IIO eDPC
サポート
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

9.6k、19.2k、38.4k、
57.6k、115.2k

✔✔✔4.2(1)以降シリアル

ポートの伝

送速度とし

て使用され

るボーレー

ト。[コン
ソールリダ

イレクショ

ン（Console
Redirection）]
を無効にし

た場合、こ

のオプショ

ンを使用で

きません。

[ボーレー
ト（Baud
Rate）]

有効、無効✔✔✔4.2(1)以降一貫したデ

バイスの命

名によっ

て、一貫し

た方法で

イーサネッ

トインター

フェイスに

名前を付け

ることがで

きます。こ

れにより

イーサネッ

トインター

フェイスの

名前は、よ

り統一さ

れ、識別し

やすくな

り、アダプ

タや他の設

定に変更が

加えられて

も永続的に

保持されま

す。

CDN
Control
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

最大、最大、標準

•最小：重要なメッ
セージがログファイ

ルに表示されます。

これはデフォルトの

オプションです。

•最小：警告および
ロードメッセージが

ログファイルに表示

されます。

•標準：標準に加え、
情報関連のメッセー

ジがログファイルに

表示されます。

✔✔✔4.2(1)以降このオプ

ションは、
BIOS tech
ログファイ

ルのメッ

セージのタ

イプを示し

ます。

[BIOS
Techlogレ
ベル

（BIOS
Techlog
Level）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

有効、無効✔✔✔4.2(1)以降[オプショ
ン ROM起
動最適化

（OptionROM
Launch
Optimization）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

オプション

ROMの起
動は PCIス
ロットレベ

ルで管理さ

れます。デ

フォルトで

有効になっ

ています。

多数のネッ

トワークコ

ントローラ

およびオプ

ション

ROMをも
つストレー

ジ HBAか
ら成る設定

では、すべ

てのオプ

ション

ROMは、
PCIスロッ
トのオプ

ション

ROMコン
トロールが

すべてに対

して有効に

なっている

場合に起動

できます。

ただし、

ブートプロ

セスでは、

コントロー

ラのサブ

セットのみ

を使用でき

ます。この

トークンが

有効になっ
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

ているとき

に、ブート

ポリシーに

存在するこ

れらのコン

トローラで

のみ、オプ

ション

ROMが起
動されま

す。

無効、COM 0、COM 1

• COM0は POST中に
コンソールリダイレ

クション用のシリア

ルポートを有効にし

ます。このオプショ

ンはM6ブレード
サーバーおよびラッ

クマウントサーバー

に対してのみ有効で

す。

• COM1または
serial-port-bはコン
ソールリダイレク

ション用にシリアル

ポート Bを有効に
し、サーバー管理タ

スク実行を許可しま

す。このオプション

は、ラックマウント

サーバーでのみ有効

です。

✔✔✔4.2(1)以降POSTおよ
び BIOSの
ブート中

に、シリア

ルポートを

コンソール

リダイレク

ションで使

用できるよ

うにしま

す。BIOS
のブートが

完了し、オ

ペレーティ

ングシステ

ムがサー

バーを担当

すると、コ

ンソールリ

ダイレク

ションの関

連性はなく

なり、無効

になりま

す。

コンソール

リダイレク

ション

（Console
Redirection）
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

なし、RTC-CTS✔✔✔4.2(1)以降フロー制御

にハンド

シェイクプ

ロトコルを

使用するか

どうかを設

定します。

送信要求/
クリアツー

センド

（RTS/CTS）
を使用する

と、隠れた

端末の問題

が原因で発

生する可能

性がある、

フレームコ

リジョンを

減らすこと

ができま

す。

[フロー制
御（Flow
Control）]

有効、無効✔✔✔4.2(1)以降POST中に
システムが

ハングアッ

プした場合

に、システ

ムを回復す

るために

FRB2タイ
マーを使用

するかどう

かを指定し

ます。

[FRB 2タ
イマー

（FRB 2
Timer）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

有効、無効✔✔✔4.2(1)以降BIOSが、
定義済みの

タイムアウ

ト値を持つ

ウォッチ

ドッグタイ

マーをプロ

グラムする

かどうか設

定します。

タイマーが

切れる前に

オペレー

ティングシ

ステムの

ブートが完

了しない

と、CIMC
はシステム

をリセット

し、エラー

がログに記

録されま

す。

OSウォッ
チドッグタ

イマー

電源オフ、リセット✔✔✔4.2(1)以降ウォッチ

ドッグタイ

マーが切れ

た場合にシ

ステムで実

行されるア

クション。

[OS Boot
Watchdog
Timer
Policy

5分、10分、15分、20
分

✔✔✔4.2(1)以降BIOSで
ウォッチ

ドッグタイ

マーの設定

に使用され

るタイムア

ウト値。

OS
Watchdog
Timer
Timeout
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

PC-ANSI、VT100、
VT100-PLUS、VT-UTF8

✔✔✔4.2(1)以降コンソール

リダイレク

ションに使

用される文

字フォー

マットのタ

イプ。

[ターミナ
ルタイプ

（Terminal
Type)]

有効、無効

（注）

C245M8の場合、デフォ
ルトでは [無効
（Disabled）]になって
います。

✔✔✔4.2(1)以降プラット

フォーム構

成レジスタ

（PCR）
は、TPM
内のメモリ

位置です。

複数のPCR
をまとめて

PCRバンク
と呼びま

す。セキュ

アハッシュ

アルゴリズ

ム 1または
SHA-1 PCR
バンクで

は、TPM
セキュリ

ティを有効

または無効

にすること

ができま

す。

SHA-1 PCR
バンク
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

有効、無効✔✔✔4.2(1)以降プラット

フォーム構

成レジスタ

（PCR）
は、TPM
内のメモリ

位置です。

複数のPCR
をまとめて

PCRバンク
と呼びま

す。セキュ

アハッシュ

アルゴリズ

ム 256ビッ
トまたは
SHA-256PCR
バンクで

は、TPM
セキュリ

ティを有効

または無効

にすること

ができま

す。

SHA256
PCRバンク
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

有効、無効✔✔✔4.3(3a)以降プラット

フォーム構

成レジスタ

（PCR）
は、TPM
内のメモリ

位置です。

複数のPCR
をまとめて

PCRバンク
と呼びま

す。セキュ

アハッシュ

アルゴリズ

ム 384ビッ
トまたは
SHA-384PCR
バンクで

は、TPM
セキュリ

ティを有効

または無効

にすること

ができま

す。

SHA384
PCRバン
ク

*

有効、無効✔✔✔4.2(1)以降サーバーの

認証に使用

するアー

ティファク

トを安全に

保存するコ

ンポーネン

トであるト

ラステッド

プラット

フォームモ

ジュール

（TPM）の
有効と無効

を切り替え

ます。

[信頼され
たプラット

フォームモ

ジュールの

状態

（Trusted
Platform
Module
State）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X215cC245C225

なし、TpmClear✔✔✔4.2(1)以降トラステッ

ドプラット

フォームモ

ジュール

（TPM）
Pending
Operationオ
プションを

使用する

と、保留中

の操作のス

テータスを

制御できま

す。

TPM保留中
の操作

有効、無効✔✔✔4.2(3)以降TPM機能
全体を制御

します。

セキュリ

ティデバイ

スのサポー

ト

Intelのサポート対象プラットフォーム
Intel M7（C220 M7、C240 M7、X210c M7、X410c M7）プラットフォームに適用可能な BIOS

値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

無効、有効

•無効：IPv4 HTTPサ
ポートは使用できませ

ん。

•有効：IPv4 PXEサ
ポートを使用できま

す。

✔✔✔✔4.2(1)
以降

HTTPの
IPv4サ
ポートを

有効また

は無効に

します。

IPV4
HTTPの
サポート
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

無効、有効

•無効：IPv6 HTTPサ
ポートは使用できませ

ん。

•有効：IPv6 PXEサ
ポートを使用できま

す。

✔✔✔✔4.2(1)
以降

HTTPの
IPv6サ
ポートを

有効また

は無効に

します。

IPV6
HTTPの
サポート

無効、有効

•無効：IPv4 PXEサ
ポートは使用できませ

ん。

•有効：IPv4 PXEサ
ポートを使用できま

す。

✔✔✔✔4.2(1)
以降

PXEの
IPv4サ
ポートを

有効また

は無効に

します。

IPv4 PXE
のサポー

ト

無効、有効

•無効：IPv6 PXEサ
ポートは使用できませ

ん。

•有効：IPv6 PXEサ
ポートを使用できま

す。

✔✔✔✔4.2(1)
以降

PXEの
IPv6サ
ポートを

有効また

は無効に

します。

[IPV6
PXEサ
ポート

（IPV6
PXE
Support）]

無効、有効

•無効：ネットワーク
スタックのサポートは

使用できません。

•有効：ネットワーク
スタックのサポートを

使用できます。

✔✔✔✔4.1(1)
以降

このオプ

ションを

使用する

と、シス

テムの完

全なネッ

トワーク

スタイル

を有効ま

たは無効

にするこ

とができ

ます。

ネット

ワークス

タック
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

無効、有効

•無効：電源オンパス
ワードは無効になりま

す。

•有効：電源オンパス
ワードは有効になりま

す。

✔✔4.1(1)
以降

このトー

クンで

は、F2
BIOS設定
を使用す

る前に

BIOSパス
ワードを

設定する

必要があ

ります。

有効にす

ると、

BIOS関数
（IO設
定、BIOS
セット

アップ、

BIOSを使
用したオ

ペレー

ティング

システム

へのブー

ト）にア

クセスす

る前にパ

スワード

の検証が

必要にな

ります。

[電源オン
パスワー

ド

（Power
ON
Password）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

無効、有効

•無効：PCIeバスに接
続されている NVMe
SSDのホットスワッ
プを禁止します。

•有効：PCIeバスに接
続されている NVMe
SSDのホットスワッ
プを許可します。

✔✔✔✔4.1(1)
以降

PCIeバス
に接続さ

れている
NVMe
SSDをス
ワップで

きるかど

うかを指

定しま

す。この

設定によ

り、これ

らのドラ

イブの

LEDス
テータス

ライトも

標準化さ

れます。

LEDス
テータス

ライト

は、特定

の障害イ

ンジケー

タパター

ンを表示

するよう

にオプ

ションで

プログラ

ムできま

す。

[VMD有
効化

（VMD
Enablement）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

有効、無効

• [Disabled]：プロセッ
サで仮想化テクノロ

ジーを使用しません。

• [Enabled]：プロセッサ
で仮想化テクノロジー

を使用します。

✔✔✔✔4.1(1)
以降

Intel
Virtualization
Technology
for
Directed
I/O
（VT-d）
をプロ

セッサで

使用する

かどうか

設定しま

す。

[Intel VT
for
directed
IO]

有効、無効

• [Disabled]：プロセッ
サでコヒーレンシをサ

ポートしません。

• [Enabled]：プロセッサ
で VT-d Coherencyを
必要に応じて使用しま

す。

✔✔✔✔4.1(1)
以降

プロセッ

サで Intel
VT-d
Coherency
をサポー

トするか

どうか設

定しま

す。

[Intel(R)
VT-d
Coherency
サポート

（Intel(R)
VT-d
Coherency
Support）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

有効、無効

•無効：OSイーサネッ
トネットワーキング

IDは、ETH0や ETH1
など、デフォルトの規

則で名前が付けられま

す。

•有効：OSイーサネッ
トネットワーク識別

子に、LOMポート 0
や LOMポート 1のよ
うに、物理的な LAN
on Motherboard
（LOM）のポート番
号付けに基づく
Consistent Device
Naming（CDN）規則
で名前を付けます。

✔✔4.0(4)
以降

イーサ

ネット

ネット

ワーキン

グ識別子

の命名規

則を、
Consistent
Device
Naming
（CDN）
と従来の

命名規則

のどちら

に準拠さ

せるかを

指定しま

す。

[LOMの
CDNサ
ポート

（CDN
Support
for
LOM）]

有効、無効、0P3_Percent、
0P5_Percent、ハードウェ
ア、オフ

✔✔✔✔4.1(2)
以降

このオプ

ションで

は、外部

クロック

ジェネ

レータの

クロック

拡散スペ

クトルを

有効また

は無効に

すること

ができま

す。

外部SSC
の有効化
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

無効、致命的なエラーで、

致命的なエラーおよび致命

的でないエラーで

✔✔4.2(1)
以降

このオプ

ションを

使用する

と、修正

不可能な

エラーの

後にダウ

ンスト

リームリ

ンクを無

効にする

ことがで

きるた

め、制御

された堅

牢な方法

で回復す

ることが

可能にな

ります。

[IIO
eDPCサ
ポート

（IIO
eDPC
Support）]

0～255（単位は
（n/10）%）

✔✔✔✔4.1(2)
以降

すべての
PCIe PLL
SSCポー
トが有効

である

か、無効

である

か。

PCIe PLL
SSCパー
セント
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

自動、無効、GEN1、GEN
2、GEN 3、GEN 4、GEN
5

• [Disabled]：最大速度
は制限されません。

•有効：最大速度は、制
限されていません。

•自動：最高速度は自動
的に設定されます。

• GEN1：最大 2.5 GT/s
（ギガトランス

ファー/秒）までの速
度が許可されます。

• GEN 2：最大 5 GT/s
までの速度が許可され

ます。

• GEN 3：最大 8 GT/s
までの速度が許可され

ます。

• GEN 4：最大 16 GT/s
までの速度が許可され

ます。

（注）

M7、M8サーバにの
み適用されます。

• GEN 5：最大 32 GT/s
までの速度が許可され

ます。

✔4.0(2)
以降

このオプ

ションで

は、

MRAIDの
最高速度

を制限す

ることが

できま

す。

[MRAID
nリンク
速度

（MRAID
n Link
Speed）]。
nの範囲
は 1～ 2
です。
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

無効、有効

•無効：拡張スロットを
使用できません。

•有効：拡張スロットを
使用できます。。

✔4.0(2)
以降

MRAID
ポートで

オプショ

ン ROM
を使用可

能にする

かどうか

設定。

[MRAID
n
OptionROM]。
nの範囲
は 1～ 2
です。

無効、有効

• Disabled：オプション
ROMは使用できませ
ん。

• [Enabled]—オプション
ROMは使用できま
す。

✔✔4.2(1)
以降

サーバが
PCIe
MSTOR
RAIDの
オプショ

ン ROM
を使用す

るかどう

か。

PCIeス
ロット
MSTOR
RAID
OptionROM
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

無効、自動、GEN1、
GEN2、GEN3、GEN4、
GEN5

GEN5は、速度 1～ 6での
みサポートされます。

•無効：最大スピードは
制限されていません。

•自動：最高速度は自動
的に設定されます。

• GEN 1：最大 2 GT/s
（ギガトランス

ファー/秒）までの速
度が許可されます。

• GEN2：最大 5GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN3：最大 8GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN4：最大 16 GT/s
までの速度が許可され

ます。

• GEN 5：最大 32 GT/s
までの速度が許可され

ます。

✔✔4.0
（1）
以降

スロット

nで指定
された

PCIeス
ロットの

リンク速

度。

[PCIeス
ロット n
リンク速

度（PCIe
Slot n
Link
Speed）]。
nの範囲
は 1～ 8
です。
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

無効、自動、GEN1、
GEN2、GEN3、GEN4、
GEN5

•無効：最大スピードは
制限されていません。

•自動：最高速度は自動
的に設定されます。

• GEN1：最大 2.5 GT/s
（ギガトランス

ファー/秒）までの速
度が許可されます。

• GEN2：最大 5GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN3：最大 8GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN4：最大 16 GT/s
までの速度が許可され

ます。

• GEN 5：最大 32 GT/s
までの速度が許可され

ます。

✔✔4.0(4)
以降

このオプ

ションで

は、フロ

ント PCIe
スロット

に取り付

けられた
NVME
カードの

最高速度

を制限す

ることが

できま

す。

[前面
NVME n
リンク速

度（Front
NVME n
Link
Speed）]。
nの範囲
は 1～ 12
です。
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

有効、無効

•無効：オプションは制
限されていません。

•有効：オプションは制
限されています。

✔

（ス

ロット

11-24）

✔4.2(1)
以降

このオプ

ションで

は、
SSD:NVMe
スロットn
に接続さ

れた PCIe
アダプタ

のオプ

ション

ROMの実
行を制御

すること

ができま

す。

[前面
NVME n
OptionROM
（Front
NVME n
OptionROM）]。
nの範囲
は 1～ 24
です。

C245 M8
プラット

フォーム

の場合、

nの範囲
は 1～ 4
です。
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

自動、無効、GEN1、GEN
2、GEN 3、GEN 4、GEN
5

• [Disabled]：最大速度
は制限されません。

•自動：最高速度は自動
的に設定されます。

• GEN1：最大 2.5 GT/s
（ギガトランス

ファー/秒）までの速
度が許可されます。

• GEN2：最大 5GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN3：最大 8GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN4：最大 16 GT/s
までの速度が許可され

ます。

• GEN 5：最大 32 GT/s
までの速度が許可され

ます。

✔✔4.0(1)
以降

このオプ

ションを

使用する

とMLOM
アダプタ

の最大速

度を制限

できま

す。

PCIeス
ロット:
MLOMリ
ンク速度

（PCIe
Slot:FLOM
Link
Speed）
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

無効、有効、Legacyのみ、
UEFIのみ

•無効：拡張スロットを
使用できません。

•有効：拡張スロットを
使用できます。

• UEFIのみ：拡張ス
ロットをUEFIでのみ
使用できます。

• Legacyのみ：拡張ス
ロットをレガシーでの

み使用できます。

✔✔4.0(1)
以降

オプショ

ン ROM
がMLOM
ポートで

使用でき

るかどう

か。

PCIe
Slot:MLOM
OptionROM

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

自動、無効、GEN1、GEN
2、GEN 3、GEN 4、GEN
5

• [Disabled]：最大速度
は制限されません。

•自動：最高速度は自動
的に設定されます。

• GEN1：最大 2.5 GT/s
（ギガトランス

ファー/秒）までの速
度が許可されます。

• GEN2：最大 5GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN3：最大 8GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN4：最大 16 GT/s
までの速度が許可され

ます。

• GEN 5：最大 32 GT/s
までの速度が許可され

ます。

✔4.0(2)
以降

このオプ

ションで

は、

MRAIDの
最高速度

を制限す

ることが

できま

す。

[MRAID
リンク速

度

（MRAID
Link
Speed）]

無効、有効、Legacyのみ、
UEFIのみ

•無効：拡張スロットを
使用できません。

•有効：拡張スロットを
使用できます。

✔4.0(2)
以降

オプショ

ン ROM
がMLOM
ポートで

使用でき

るかどう

か。

[PCIe
Slot:MRAID
OptionROM]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

無効、有効、Legacyのみ、
UEFIのみ

•無効：拡張スロットを
使用できません。

•有効：拡張スロットを
使用できます。

✔✔4.0(2)
以降

オプショ

ン ROM
がポート

で使用で

きるかど

うか。

nの範囲
が 1～ 8
の PCIe
Slot
nOptionROM

自動、無効、GEN1、GEN
2、GEN 3、GEN 4、GEN
5

• [Disabled]：最大速度
は制限されません。

•自動：最高速度は自動
的に設定されます。

• GEN1：最大 2.5 GT/s
（ギガトランス

ファー/秒）までの速
度が許可されます。

• GEN2：最大 5GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN3：最大 8GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN4：最大 16 GT/s
までの速度が許可され

ます。

• GEN 5：最大 32 GT/s
までの速度が許可され

ます。

✔✔4.0(4)
以降

このオプ

ションを

使用する

と背面

NVMEの
最大速度

を制限で

きます。

[背面
NVME n
リンク速

度（Rear
NVME n
Link
Speed）]。
nの範囲
は 1～ 4
です。
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

有効、無効

•無効：オプションは制
限されていません。

•有効：オプションは制
限されています。

✔✔4.0(4)
以降

オプショ

ン ROM
が背面

NVMEで
使用でき

るかどう

か。

[背面
NVME n
OptionROM
（Rear
NVME n
OptionROM）]。
nの範囲
は 1～ 4
です。

無効、自動、GEN1、
GEN2、GEN3

•無効：最大スピードは
制限されていません。

•自動：最高速度は自動
的に設定されます。

• GEN 1：最大 2 GT/s
（ギガトランス

ファー/秒）までの速
度が許可されます。

• GEN2：最大 5GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN3：最大 8GT/sま
での速度が許可されま

す。

✔✔4.0(2)
以降

このオプ

ションを

使用する

と前面

SSDの最
大速度を

制限でき

ます。

[PCIe
Slot:FrontSSD
nリンク
速度

（PCIe
Slot:FrontSSD
nLink
Speed）]。
nは 1お
よび 2で
す。

有効、無効

（注）

デフォルトでは、AMDプ
ラットフォームでは有

効、Intelプラットフォー
ムでは無効になっていま

す。

✔✔✔✔4.3(4b)
以降

サイズ変

更可能な

BARサ
ポートの

セット

アップ項

目を有効

または無

効にでき

ます。

BARのサ
イズ変更

サポート
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

有効、無効

•無効：オプションは制
限されていません。

•有効：オプションは制
限されています。

✔✔4.0(2)
以降

PCIeス
ロットの
Consistent
Device
Naming
（CDN）
制御によ

り、PCIe
スロット

に一貫し

た方法で

名前を付

けること

ができま

す。これ

により

PCIeス
ロットの

名前は、

より統一

され、識

別しやす

くなり、

構成に変

更が加え

られても

永続的に

保持され

ます。

CDNは一
貫したデ

バイスの

命名を指

すPCIeス
ロット

CDN制御
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

有効、無効

•無効：オプションは制
限されていません。

•有効：オプションは制
限されています。

✔✔✔✔4.0(2)
以降

PCIeス
ロットの
Consistent
Device
Naming
（CDN）
制御によ

り、PCIe
スロット

に一貫し

た方法で

名前を付

けること

ができま

す。これ

により

PCIeス
ロットの

名前は、

より統一

され、識

別しやす

くなり、

構成に変

更が加え

られても

永続的に

保持され

ます。

Consistent
Device
Naming
（CDN）
制御
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

無効、有効

•無効：オプションは無
効です。

•有効：オプションは有
効です。

✔✔✔✔4.3(5b)
以降

[UEFIメ
モリマッ

プの特殊

な目的フ

ラグ

（UEFI
Memory
Map
Special
Purpose
Flag）]が
有効に

なってい

る場合、
[ACPI
SRAT SP
メモリフ

ラグ

（ACPI
SRAT SP
Memory
flag）]を
有効また

は無効に

します。

ACPI
SRATの
特殊な目

的のメモ

リフラグ
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

無効、有効

•無効：オプションは無
効です。

•有効：オプションは有
効です。

✔✔✔✔4.3(5b)
以降

[UEFIメモ
リマップ

の特殊ノ

ブ（UEFI
Memory
Map
Special
knob）]設
定を有効

または無

効にする

と、特定

のオペ

レーティ

ングシス

テムの
[CXL]
カードに

影響しま

す。

UEFIメモ
リマップ

の特殊な

目的のメ

モリフラ

グ

無効、有効、自動

•無効：オプションは無
効です。

•有効：オプションは有
効です。

•自動：オプションは自
動モードです。

✔✔✔✔4.0
（1）
以降

システム

の起動中

に拡張メ

モリテス

トを有効

にしま

す。メモ

リ量に応

じて起動

時間は長

くなりま

す。

強力なメ

モリテス

ト

サポートされるプラットフォーム

303

サポートされるプラットフォーム

Intelのサポート対象プラットフォーム



値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

有効、無効

•無効：オプションは制
限されていません。

•有効：オプションは制
限されています。

✔✔✔✔4.0
（1）
以降

不正な外

部 DMA
からの脅

威を緩和

するた

め、PCI
BMEビッ
トを無効

にできま

す。

[BME
DMA緩
和（BME
DMA
Mitigation）]

1G、 4G、16G、64G、
256G、1024G、自動

✔✔✔✔4.3(3c)
以降

メモリ

マップド
I/O
（MMIO）
リソース

の割り当

てに使用

する割り

当てサイ

ズを選択

します。

MMIO高
粒度サイ

ズ

512G、1T、2T、4T、16T、
24T、32T、40T、56T、自
動

✔✔✔✔4.3(3c)
以降

I/O
（MMIO
リソー

ス）のメ

モリアド

レスマッ

ピングに

基づく基

本メモリ

サイズ

MMIOハ
イベース

自動、 1x更新、2x更新、
3x、4x

（注）

M5、M7、M8サーバのデ
フォルトは、1xリフレッ
シュです。

✔✔✔✔4.0
（1）
以降

内部メモ

リ用のリ

フレッ

シュ間隔

レートを

構成する

には

メモリの

リフレッ

シュレー

ト
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

無効、有効、自動

•無効：オプションは無
効です。

•有効：オプションは有
効です。

•自動：オプションは自
動モードです。

✔✔✔✔4.2(1)
以降

拡張非同

期 DRAM
リフレッ

シュ

(eADR)に
より、

データを

含む CPU
キャッ

シュライ

ンが適切

なタイミ

ング、必

要な順序

でフラッ

シュされ

ます。電

源障害か

ら保護さ

れたドメ

インにも

含まれま

す。

eADRサ
ポート

0：65535（ステップサイ
ズが 1）

✔✔✔✔4.0(2)
以降

部分的な

メモリの

ミラー

モードの

容量を、

合計メモ

リ容量の

50%に制
限しま

す。メモ

リサイズ

は、0 GB
~ 65535
GBの範
囲で 1 GB
ずつ増加

します。

メモリサ

イズの制

限(GB)
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

PECIを使用した CLTT、
無効

•無効：オプションは無
効です。

• PECIを使用した
CLTT：プラット
フォーム環境制御イン

ターフェイス

（PECI）を使用して
クローズドループ

サーマルスロットリ

ング（CLTT）を有効
にします。

✔✔✔✔4.0
（1）
以降

メモリの

温度が制

限内にあ

ることを

保証する

保護メカ

ニズムを

提供しま

す。温度

が最大閾

値を超え

ると、メ

モリアク

セスレー

トが低下

し、ベー

スボード

管理コン

トローラ

（BMC）
がファン

の回転数

を調整し

てメモリ

を冷却

し、過熱

による

DIMMの
損傷を防

ぎます

メモリの

サーマル

スロット

リング

モード
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

有効、無効

• [Disabled]：BIOSで
NUMAをサポートし
ません。

• [有効（Enabled）]：
NUMAに対応したオ
ペレーティングシス

テムに必要な ACPI
テーブルをBIOSに含
めます。このオプショ

ンを有効にする場合

は、一部のプラット

フォームでシステムの

ソケット間メモリイ

ンターリーブを無効に

する必要があります。

✔✔✔✔4.0
（1）
以降

BIOSで
NUMAを
サポート

するかど

うか設定

します。

NUMA最
適化

サポートされるプラットフォーム

307

サポートされるプラットフォーム

Intelのサポート対象プラットフォーム



値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

高、低

• [高（High）]：メモリ
コントローラは、最大

8つのリフレッシュコ
マンドを延期できま

す。メモリコント

ローラは、延期された

すべてのリフレッシュ

をリフレッシュ間隔内

で実行します。9番目
のリフレッシュコマ

ンドについては、リフ

レッシュの優先順位を

パニックにします。メ

モリコントローラ

は、延期されたすべて

のリフレッシュコマ

ンドが実行されるま

で、通常のメモリト

ランザクションを一時

停止します。

•低：メモリコント
ローラは、リフレッ

シュコマンドを延期

することはできませ

ん。

（注）

Rowhammerスタイル
の攻撃を軽減するた

めに、この設定はデ

フォルト状態（[低
（Low）]）のままに
することを推奨しま

す。

✔✔✔✔4.2(1)
以降

メモリコ

ントロー

ラの遅延

リフレッ

シュ機能

を制御し

ます。

パニック

と高水準

点

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

無効、有効

（注）

M7サーバの場合、デフォ
ルト値は [無効
（Disabled）]です。

•無効：オプションは無
効です。

•有効：オプションは有
効です。

✔✔✔✔4.2(1)
以降

パーシャ

ルキャッ

シュライ

ンスペア

リング
(PCLS)
は、メモ

リコント

ローラー

のエラー

防止メカ

ニズムで

す。PCLS
は、メモ

リアクセ

ス中に置

換できる

ように、

ビットの

欠陥のあ

るニブル

の場所

を、対応

するデー

タコンテ

ンツとと

もにスペ

アディレ

クトリに

静的にエ

ンコード

します。

部分的な

キャッ

シュ行の

節約

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

無効、パーセンテージ、

GB単位の値

•無効：オプションは無
効です。

•容量：部分メモリ
モードでミラーリング

されるメモリの量は、

合計メモリの割合とし

て定義されます。

•値 (GB):部分的なメモ
リモードでミラーリ

ングされるメモリの合

計はGBで定義されま
す。

（注）

部分的なメモリミ

ラーモードは標準の

ミラーリングモード

に対して相互に排他

的です。

部分的なミラー 1 ~ 4
は、関連オプション

で GBまたは割合で
設定されている容量

制限を超えない限

り、任意の数または

設定で使用できま

す。

✔✔✔✔4.1(1)
以降

メモリ

パーシャ

ルミラー

モードを

使用する

と、GB
単位また

はメモリ

容量の割

合によっ

て部分的

にミラー

リングす

ることが

できま

す。ここ

で選択し

たオプ

ションに

応じて、

使用可能

なフィー

ルドで、

部分的な

ミラーの

割合また

は部分的

なミラー

容量を

GB単位
で定義で

きます。

メモリ容

量の最大

50%を部
分的にミ

ラーリン

グできま

す。

メモリ

パーシャ

ルミラー

モード

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

0.00：50.00（0.01のステッ
プサイズ）

✔✔✔✔4.1(1)
以降

使用可能

なメモリ

の総量

を、合計

メモリの

割合とし

て制限し

ます。こ

れは、
0.000.01%
から 50.00
%まで、
0.01 %単
位で増加

させられ

ます。

パーシャ

ルミラー

率

0：65535（ステップサイ
ズが 1）

✔✔✔✔4.1(1)
以降

パーシャ

ルミラー

nのメモ
リの量を

GB単位
で制限し

ます。こ

れは、0
GB ~
65535 GB
の範囲で

1 GBずつ
増加しま

す。

[パーシャ
ルミラー

n GB単位
のサイズ

（Partial
Mirror n
Size in
GB）]。n
の範囲は

1～ 4で
す。

無効、有効

•無効：このオプション
は無効です。

•有効：このオプション
は有効です。

✔✔✔✔4.0
（1）
以降

PCIe RAS
ポートが

有効か、

無効かど

うか。

PCIe RAS
サポート

サポートされるプラットフォーム

311

サポートされるプラットフォーム

Intelのサポート対象プラットフォーム



値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

✔✔✔✔4.0
（1）
以降

サーバに

対するメ

モリの

RAS（信
頼性、可

用性、有

用性）の

設定方法

です。

メモリ

RAS設定

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

最大パフォーマンス、ミ

ラーリング、ロックステッ

プ、ミラーモード 1LM、
パーシャルミラーモード

1LM、スペアリング、
ADDDCスペアリング

•最大パフォーマンス：
システムパフォーマ

ンスを最適化し、すべ

ての高度な RAS機能
を無効にします。

• [Mirroring]：システム
のメモリの半分をバッ

クアップとして使用す

ることにより、システ

ムの信頼性が最適化さ

れます。このモード

は UCS M4以前のブ
レードサーバーに使

用します。

• [Lockstep]：サーバ内
の DIMMペアが、同
一のタイプ、サイズ、

および構成を持ち、

SMIチャネルにまた
がって装着されている

場合、ロックステップ

モードをイネーブルに

することで、メモリ

アクセス遅延の最小化

およびパフォーマンス

の向上を図ることがで

きます。B440サー
バーでは [lockstep]が
デフォルトで有効に

なっています。

• [Mirror Mode 1LM]：
ミラーモード 1LM
は、ミラーリングされ

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

るシステム内の 1LM
メモリ全体を設定し、

結果的にメモリ容量を

半減させます。この

モードはUCSM5およ
びM6ブレードサー
バーに使用します。

• [部分的なミラーモー
ド 1LM (Partial
Mirror Mode 1LM)]：
部分的なミラーモー

ド 1LMは、ミラーリ
ングされるシステム内

の 1LMメモリの一部
全体を設定し、結果的

にメモリ容量を半減さ

せます。このモードは

UCS M5およびM6ブ
レードサーバーに使

用します。

•スペアリング：システ
ムの信頼性は、他の

DIMMが故障した場合
に使用できるように、

メモリを予備に保持す

ることによって最適化

されます。このモード

は、メモリの冗長性を

実現しますが、ミラー

リングほどの冗長性は

提供されません。

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

• ADDDCスペアリン
グ：システムの信頼性

は、他の DIMMが故
障した場合に使用でき

るように、メモリを予

備に保持することに

よって最適化されま

す。このモードは、メ

モリの冗長性を実現し

ますが、ミラーリング

ほどの冗長性は提供さ

れません。

無効、ハード PPR

•無効：オプションは無
効です。

•ハード PPR：これに
より、破損したスト

レージセルが永続的

に再マッピングされる

ことになります。

✔✔✔✔4.1(1)
以降

Post
Package
Repair
(PPR)
は、スペ

アセルに

置き換え

て、障害

のあるメ

モリセル

を修復す

る機能を

提供しま

す。

PPRタイ
プの選択

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

無効：All-2All、
Hemisphere-2-clusters、
Quadrant-4-clusters

✔✔✔✔4.2(1)
以降

名前が示

すよう

に、UMA
ベースの

クラスタ

リング

は、プロ

セッサが
Uniform
Memory
Access
（UMA）
ノードと

して構成

されてい

る場合、

つまり

SNCが無
効になっ

ている場

合に推奨

されるク

ラスタリ

ングモー

ドです。

UMA

無効、結果収集ありで有

効、結果収集なしで有効

✔✔✔✔4.0(2)
以降

メモリデ

バイスで

メモリの

チェッ

ク、修

正、およ

びエラー

のカウン

トを実行

できるよ

うにしま

す。

エラー

チェック

スクラブ
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

有効、無効✔✔✔✔4.0(2)
以降

メモリ

マージン

テストが

自動化さ

れ、ラン

クレベル

で DDR
マージン

を特定す

るために

使用され

ます。

[ランク
マージン

ツール

（Rank
Margin
Tool）]

デフォルト、レベルA、レ
ベル B、レベル C

✔✔✔✔4.0(2)
以降

更新管理

（RFM）
が必要な

場合は、

適応型更

新管理

（ARFM）
レベルを

選択しま

す。

[アダプ
ティブリ

フレッ

シュ管理

レベル

（Adaptive
Refresh
Management
Level）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

無効、有効

•無効：このオプション
は無効です。

•有効：このオプション
は有効です。

✔✔✔✔4.0(1)
以降

64ビット
PCIデバ
イスの 4
GB以上
のアドレ

ス空間に

対するメ

モリマッ

プド I/O
を有効ま

たは無効

にしま

す。レガ

シーなオ

プション

ROMは 4
GBを超
えるアド

レスにア

クセスで

きませ

ん。PCI
デバイス

が 64ビッ
ト対応で

も、レガ

シーなオ

プション

ROMを使
用する場

合は、こ

の設定を

イネーブ

ルにして

も正しく

機能しな

い場合が

ありま

す。

Memory
Mapped
IO above
4GB
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

オフボード、オンボード、

オンボード VGAが無効

• [Onboard]：オンボー
ド VGAデバイスが優
先されます。BIOSポ
スト画面および OS
ブートはオンボード

VGAポート経由で駆
動されます。

•オフボード：PCIEグ
ラフィックスアダプ

タが優先されます。

BIOSポスト画面およ
びOSブートは外部グ
ラフィックスアダプ

タポート経由で駆動

されます。

•オンボード VGAが無
効：PCIEグラフィッ
クスアダプタが優先

され、オンボード

VGAデバイスは無効
になります。

（注）

オンボード VGAが
ディセーブルの場

合、vKVMは機能し
ません。

✔✔4.0
（2）
以降

システム

に複数の

VGAデバ
イスがあ

る場合、

VGAグラ
フィック

スデバイ

スの優先

順位を設

定できる

ようにし

ます。

[VGAの
優先順位

（VGA
Priority）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

無効、有効

•無効：このオプション
は無効です。

•有効：このオプション
は有効です。

✔✔✔✔4.3(2)
以降

プロセッ

サの使用

率に基づ

いて、プ

ロセッサ

の速度と

電力使用

量を自動

的に変更

し、ワッ

トごとの

パフォー

マンスを

向上させ

ます。中

程度の使

用率で最

も効果的

です。

最適化さ

れた電力

モード

無効、有効、自動

•無効：このオプション
は無効です。

•有効：このオプション
は有効です。

✔✔✔✔4.0(2)
以降

有効にす

ると、

CPUは非
コア自動

降格情報

に基づい

て C1状
態に自動

的に降格

します。

C1自動降
格

無効、有効、自動

•無効：このオプション
は無効です。

•有効：このオプション
は有効です。

✔✔✔✔4.0(2)
以降

プロセッ

サが C1
降格状態

から自動

的に解除

できるよ

うにする

かどうか

を選択し

ます。

C1自動降
格解除

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

無効、自動

•無効：このオプション
は無効です。

•自動：サーバー設定を
調整して、プロセッサ

のパフォーマンスを向

上させることができま

す。

（注）

この機能を有効にする

と、消費電力が増加する

可能性があります。

✔✔✔✔4.0(2)
以降

サーバー

設定を自

動的に調

整するこ

とによ

り、CPU
パフォー

マンスを

向上させ

ます。

強力な

CPUパ
フォーマ

ンス
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

無効、有効、自動

•無効：デッドライン
は常に削除されます。

LLCに書き込まれる
ことはありません。

•有効：使用可能な空き
スペースがある場合、

デッドラインを LLC
に書き込むことを

LLCに許可します。
これがデフォルトのオ

プションです。

•自動：CPUが LLCの
デッドラインの割り

当てを決定します。

✔✔✔✔4.0(2)
以降

LLCデッ
ドライン
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

CPUの非
包括的

キャッ

シュス

キームで

は、中間

レベル

キャッ

シュ

（MLC）
から削除

された内

容が最終

レベル

キャッ

シュ

（LLC）
に書き込

まれま

す。行を

MLCから
削除する

際、コア

はそれら

にデッド

としてフ

ラグを立

てること

がありま

す（再度

読み取ら

れる可能

性が小さ

い場

合）。

LLCに
は、デッ

ドライン

を削除

し、LLC
に書き込

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

まないオ

プション

がありま

す。

自動、1、2、3✔✔✔✔4.0(2)
以降

プロセッ

サが必要

とする数

のウルト

ラパスイ

ンターコ

ネクト

（UPI）
リンクを

有効にし

ます。

UPIリン
ク有効化

無効、有効

•無効：このオプション
は無効です。

•有効：このオプション
は有効です。

✔✔✔✔4.0(2)
以降

UPI電力
管理は、

サーバー

の電力を

節約する

ために使

用できま

す。

UPI電源
管理
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

無効、有効

•無効：このオプション
は無効です。

•有効：このオプション
は有効です。

•自動：CPUが機能を
決定します。

✔✔✔✔4.0(2)
以降

この機能

は、LLC
要求を複

製し、最

近の LLC
履歴に基

づいてリ

モートマ

シンの適

切なメモ

リコント

ローラに

送信し

て、待ち

時間を減

らしま

す。

XPTリ
モートプ

リフェッ

チ

自動、9.6 GT/s、10.4
GT/s、11.2GT/s、
12.8GT/s、14.4GT/s、
16.0GT/s、20.0GT/s、
16.0GT/s、20.0GT/s、
24.0GT/s、自動、リンク設
定ごとに使用

（注）

9.6GT/s、10.4GT/sのオプ
ションは、M5およびM6
サーバでのみご利用いた

だけます。M6は
11.2GT/s、M7は
12.8GT/s、14.4GT/s、
16.0GT/s、20.0GT/s。

✔✔✔✔4.0(4)
以降

Intel
QuickPath
Interconnect
（QPI）
のリンク

周波数

で、MT/s
（毎秒

100万転
送）単位

で選択し

ます。

[QPIリン
クの周波

数選択

（QPI
Link
Frequency
Select）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

有効、無効✔✔4.2(1)
以降

フロント

パネルの

USBデバ
イスを有

効または

無効にし

ます。

[USBポー
トフロン

ト（USB
Port
Front）]

有効、無効✔✔4.2(1)
以降

USBポー
ト KVM
デバイス

を有効ま

たは無効

にしま

す。

[USBポー
ト KVM
（USB
Port
KVM）]

有効、無効✔✔4.2(1)
以降

USBポー
ト背面デ

バイスを

有効また

は無効に

します。

[USBポー
トリア

（USB
Port
Rear）]

有効、無効✔✔4.2(1)
以降

SDカード
ドライブ

を有効ま

たは無効

にしま

す。

USBポー
ト: M.2ス
トレージ

（USB
Port:M.2
Storage）

無効な構成、1G、2G、
4G、8G、16G、32G、
64G、128G、256G、
512G、128M、自動、
256M、512M

（注）

128M、自動、256M、
512Mのオプションは、
M7サーバでのみ使用でき
ます。

✔✔✔✔4.3(2)
以降

プロセッ

サ予約済

みメモリ

範囲レジ

スタ

（PRMRR）
は、シス

テム

DRAMの
保護領域

のサイズ

です。

PRMRR
サイズ
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

無効、有効

•無効：このオプション
は無効です。

•有効：このオプション
は有効です。

✔✔✔✔4.0(2)
以降

プロセッ

サで必要

な行のみ

を取得す

るのでは

なく、偶

数または

奇数のペ

アの

キャッ

シュ行を

取得する

かどうか

設定しま

す。

[隣接
キャッ

シュ行の

プリ

フェッチ

（Adjacent
Cache
Line
Prefetcher）]

無効、有効✔✔✔✔4.0(2)
以降

HALT命
令を
MWAIT
命令に変

換する

CPU自律
C-stateを
有効にし

ます。

[自律コア
C状態
（Autonomous
Core C
state）]

最大パフォーマンス、最大

効率、IntelNMに設定され
ました

✔✔✔✔4.0(2)
以降

オペレー

ティング

システム

のハンド

オフ前に

設定され

る BIOS
パフォー

マンス状

態を選択

できま

す。

[ブートパ
フォーマ

ンスモー

ド（Boot
Performance
Mode）]

サポートされるプラットフォーム

327

サポートされるプラットフォーム

Intelのサポート対象プラットフォーム



値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

自動、無効、有効✔✔4.3(4a)
以降

Opportunistic
Snoop
Broadcast
（OSB）
機能を制

御しま

す。OSB
は、負荷

の軽いリ

ングまた

は Intel
UPIリン
ク状態で

スヌープ

をブロー

ドキャス

トするた

めに CHA
によって

使用され

ます。こ

れは、

ディレク

トリルッ

クアップ

による遅

延を減ら

すために

使用され

ます。

DFX OSB
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

無効、有効✔✔✔✔4.0(2)
以降

CPUが
corrected
machine
check
eventsで
割り込み

をトリ

ガーでき

るように

します。
corrected
machine
check
interrupt
（CMCI）
により、

従来の

ポーリン

グタイ

マーより

も反応速

度を向上

できま

す。

[プロセッ
サ CMCI
（Processor
CMCI）]

通常、レベル 1、レベル 2✔✔✔✔4.0(2)
以降

Thermal
Design
Power
（TDP）
のカスタ

マイズさ

れた値を

設定でき

ます。

設定可能

なTDPレ
ベル
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

すべて、1～86

•すべて：すべての論理
プロセッサコアの多

重処理を有効にしま

す。

• 1～86：サーバーで実
行可能な CPUあたり
の論理プロセッサコア

の数を指定します。多

重処理を無効にして、

サーバで実行される

CPUあたりの論理プ
ロセッサコアを 1個
のみにするには、[1]
を選択します。

（注）

M6サーバの場合、1
から 48までの範囲で
す。

（注）

オプション 1、2、お
よび 3は、M8サーバ
には適用されませ

ん。

（注）

1から 64までは、M7
サーバにのみ適用さ

れます。

✔✔✔✔4.0(2)
以降

パッケー

ジ内の

CPUごと
の論理プ

ロセッサ

コアの状

態を設定

します。

値として

[すべて
（All）]
を選択す

ると、

Intelハイ
パース

レッディ

ングテク

ノロジー

も有効に

なりま

す。

Core
Multi
Processing
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

パフォーマンス、バランス

のとれたパフォーマンス、

バランスのとれた電力、電

力

✔✔✔✔4.0(2)
以降

システム

パフォー

マンスま

たはエネ

ルギー効

率がこの

サーバで

重要かど

うかを決

定できる

ようにし

ます。

[エネル
ギーパ

フォーマ

ンス

（Energy
Performance）]

無効、有効✔✔✔✔4.0(2)
以降

エネル

ギー効率

の高い

ターボが

有効に

なってい

る場合、

CPUの最
適なター

ボ周波数

は、CPU
使用率に

基づいて

ダイナ

ミックに

なりま

す。パ

ワー/パ
フォーマ

ンスのバ

イアス設

定も、エ

ネルギー

効率の高

いターボ

に影響し

ます。

[エネル
ギー効率

ターボ

（Energy
Efficient
Turbo）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

無効、有効✔✔✔✔4.0(2)
以降

プロセッ

サで拡張

版 Intel
SpeedStep
テクノロ

ジーを使

用するか

どうか設

定しま

す。この

テクノロ

ジーで

は、プロ

セッサの

電圧やコ

ア周波数

をシステ

ムが動的

に調整で

きます。

このテク

ノロジー

により、

平均電力

消費量と

平均熱発

生量が減

少する可

能性があ

ります。

[拡張 Intel
Speedstep
テクノロ

ジー

（Enhanced
Intel
Speedstep\（R\)
Technology）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

パフォーマンス、バランス

のとれたパフォーマンス、

バランスのとれた電力、電

力

✔✔✔✔4.0(2)
以降

システム

パフォー

マンスま

たはエネ

ルギー効

率がこの

サーバで

重要かど

うかを決

定できる

ようにし

ます。

プロセッ

サ EPPプ
ロファイ

ル

無効、有効✔✔✔✔4.3(3c)
以降

IOAT
（Intel®
I/O
Acceleration
Technology）
アクセラ

レータで

CPM（コ
ンテンツ

処理モ

ジュー

ル）を有

効または

無効にし

ます。

IOAT構
成

無効、有効✔✔✔✔4.0(2)
以降

Advanced
Processor
Interrupt
コント

ローラ

（APIC）
アーキテ

クチャの

タイプを

設定でき

ます。

[ローカル
X2 Apic
（Local
X2
Apic）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

無効、有効✔✔✔✔4.0(2)
以降

プロセッ

サで、

Intelハー
ドウェア

プリ

フェッ

チャが必

要に応じ

てデータ

および命

令スト

リームを

メモリか

ら取得

し、統合

2次
キャッ

シュに入

れること

を許可す

るかどう

か設定し

ます。

[ハード
ウェアプ

リフェッ

チ

（Hardware
Prefetcher）]

無効化、HWPMネイティ
ブモード、HWPM OOB
モード、レガシーのないネ

イティブモード

✔✔✔✔4.0(2)
以降

プロセッ

サの
Hardware
Power
Management
（HWPM）
を有効に

します。

[CPU
ハード

ウェアパ

ワー管理

（CPU
Hardware
Power
Management）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

無効、有効✔✔✔✔4.0(2)
以降

Intelダイ
ナミック

速度選択

モードで

は、ユー

ザーは自

動モード

で異なる

速度とコ

アを使用

して CPU
を動作さ

せること

ができま

す。

Intel
Dynamic
Speed
Select

無効、有効✔✔✔✔4.0(2)
以降

プロセッ

サでイン

テルハイ

パース

レッディ

ングテク

ノロジー

を使用す

るかどう

か設定し

ます。こ

のテクノ

ロジーで

は、マル

チスレッ

ドソフト

ウェアア

プリケー

ションの

スレッド

を各プロ

セッサ内

で並列に

実行でき

ます。

[インテル
ハイパー

スレッ

ディング

テクノロ

ジー

（Intel
HyperThreading
Tech）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

無効、有効✔✔✔✔4.0(2)
以降

プロセッ

サでイン

テルター

ボブース

トテクノ

ロジーを

使用する

かどうか

設定しま

す。この

テクノロ

ジーで

は、仕様

よりも低

い電力、

温度、ま

たは電圧

でプロ

セッサが

動作して

いると、

自動的に

そのプロ

セッサの

周波数が

上がりま

す。

[インテル
ターボ

ブースト

テクノロ

ジー

（Intel
Turbo
Boost
Tech）]

無効、有効✔✔✔✔4.0(2)
以降

Intel
Virtualization
Technology
for
Directed
I/O
（VT-R）
をプロ

セッサで

使用する

かどうか

設定しま

す。

Intel(R)
VT
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

無効、有効✔✔✔✔4.0(2)
以降

プロセッ

サで DCU
IPプリ
フェッチ

メカニズ

ムを使用

して履歴

キャッ

シュアク

セスパ

ターンを

分析し、

L1キャッ
シュ内で

最も関連

性の高い

行をプリ

ロードし

ます。

[DCU IP
プリ

フェッチ

（DCU IP
Prefetcher）]

無効、有効、自動✔✔✔✔4.0(2)
以降

KTIプリ
フェッチ

は、DDR
バス上で

メモリ読

み込みが

早期に開

始される

ようにす

るメカニ

ズムで

す。

[KTIプリ
フェッチ

（XPT
Prefetch）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

無効、有効✔✔✔✔4.0(2)
以降

プロセッ

サが LLC
プリ

フェッチ

メカニズ

ムを使用

してデー

タを LLC
にフェッ

チするか

どうか設

定しま

す。

LLCプリ
フェッチ

（LLC
Prefetch）

制限なし、自動、C0C1状
態、C2、C6非保持、C6保
持

✔✔✔✔4.0(2)
以降

アイドル

時にサー

バコン

ポーネン

トが使用

できる電

力量を設

定しま

す。

[パッケー
ジ C State
リミット

（Package
C State
Limit）]

サポートされるプラットフォーム

338

サポートされるプラットフォーム

Intelのサポート対象プラットフォーム



値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

有効、無効、POST終了時
に有効化

•有効：システムは定期
的にメモリを読み書き

して ECCエラーを探
します。エラーが見つ

かると、システムは修

復を試みます。このオ

プションにより、単一

ビットエラーは複数

ビットエラーになる

前に修正される場合が

ありますが、パトロー

ルスクラブの実行時

にパフォーマンスが低

下する場合もありま

す。

•無効：CPUがメモリ
アドレスの読み取りま

たは書き込みを行うと

きのみ、システムはメ

モリの ECCエラーを
チェックします。

✔✔✔✔4.0(2)
以降

フルメモ

リスキャ

ンの間隔

を設定し

ます。

パトロー

ルスクラ

ブの構成

無効、有効✔✔✔✔4.0(2)
以降

C1に入っ
てプロ

セッサが

最低周波

数に遷移

できるよ

うにしま

す。この

設定は、

サーバを

リブート

するまで

有効にな

りませ

ん。

[プロセッ
サ C1E
（Processor
C1E）]

サポートされるプラットフォーム

339

サポートされるプラットフォーム

Intelのサポート対象プラットフォーム



値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

無効、有効✔✔✔✔4.0(2)
以降

プロセッ

サからオ

ペレー

ティング

システム

に C6レ
ポートを

送信する

かどう

か。

[プロセッ
サ C6レ
ポート

（Processor
C3
Report）]

SW All、HWAll、SWAny✔✔✔✔4.0(2)
以降

BIOSがオ
ペレー

ティング

システム

に P-state
サポート

モデルを

伝達する

方法を定

義できま

す。
Advanced
Configuration
and Power
Interface
（ACPI）
仕様で

は、次の

3つのモ
デルが定

義されて

います。

P STATE
Coordination

（注）

UCSMで
は EIST
PSD関数
とも呼ば

れます。
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

BIOS、OS、PECI

（注）

PECIオプションはM8
サーバでのみ利用可能で

す。

✔✔✔✔4.0(2)
以降

BIOSまた
は OSに
よってエ

ネルギー

パフォー

マンスの

バイアス

調整をオ

ンにでき

るかどう

かを指定

します。

オプショ

ンは、

BIOSとオ
ペレー

ティング

システム

です。

[電力パ
フォーマ

ンス調整

（Power
Performance
Tuning）]

自動、9.6GT/S、
10.4GT/S、11.2GT/S、
12.8GT/s、14.4GT/s、
16.0GT/s、20.0GT/s、
24.0GT/s、リンク設定ごと
に使用

（注）

• 12.8GT/s、14.4GT/s、
16.0GT/s、20.0GT/sの
オプションは、M7
サーバでのみご利用

いただけます。

✔✔✔✔4.0(2)
以降

実行中の

異なる

UPIリン
ク周波数

を選択で

きます。

UPI Link
Frequency
Select
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

無効化された、有効化され

た、自動、SNC2、SNC4

（注）

•無効オプションはM8
サーバでのみ利用可

能です。

• SNC2およびSNC4オ
プションは、M7サー
バでのみ利用可能で

す。

✔✔✔✔4.0(2)
以降

CPUがサ
ブ NUMA
クラスタ

リングを

サポート

するかど

うか設定

します。

そのクラ

スタリン

グでは、

タグディ

レクトリ

とメモリ

チャネル

は常に同

じ領域に

なりま

す。

[サブ
NUMAク
ラスタリ

ング

（Sub
Numa
Clustering）]

無効、有効、自動✔✔✔✔4.0(2)
以降

プロセッ

サで DCU
IPプリ
フェッチ

メカニズ

ムを使用

して履歴

キャッ

シュアク

セスパ

ターンを

分析し、

L1キャッ
シュ内で

最も関連

性の高い

行をプリ

ロードし

ます。

[DCUス
トリーマ

プリ

フェッチ

（DCU
Streamer
Prefetch）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

無効、有効、モード0、お
よびモード 1

✔✔✔✔4.0(2)
以降

プロセッ

サの非コ

ア部分の

周波数の

スケーリ

ングを構

成できま

す。

非コア周

波数ス

ケーリン

グ

平衡化、I/O重視✔✔✔✔4.0(2)
以降

この機能

を使用す

ると、

ワーク

ロードを

最適化で

きます。

[ワーク
ロード設

定

（Workload
Configuration）]

自動、無効、有効✔✔✔✔4.0(2)
以降

XPTプリ
フェッチ

を使用し

て、最後

のレベル

のキャッ

シュに読

み取り要

求を送信

できるよ

うにし

て、その

要求のコ

ピーをメ

モリコン

トローラ

のプリ

フェッ

チャに発

行するか

どうか設

定しま

す。

[XPTプリ
フェッチ

（XPT
Prefetch）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

無効、有効✔✔✔✔4.2(3)
以降

オペレー

ティング

システム

が x2APIC
で動作し

ていない

ときに、

OSが拡張
xAPIC
（x2APIC）
モードを

有効にし

ないよう

にしま

す。

X2APIC
オプトア

ウトフラ

グ
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

自動、ベース、構成1、構
成 2、構成 3、構成 4

✔✔✔✔4.0(2)
以降

[インテル
Speed
Select
（Intel
Speed
Select）]

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

異なる周

波数で動

作するよ

うに異な

るコアを

調整し

て、電力

効率を向

上させる

ことがで

きます。

値 Config
1および
Config 2
は、Cisco
UCS M6
および

M7サー
バではサ

ポートさ

れませ

ん。

CiscoUCS
M6およ
び Cisco
UCS M7
サーバの

場合、
Config 3
および
Config 4
（第 4世
代 Intel
Xeon
Scalable
プロセッ

サおよび

第 5世代
Intel Xeon
Scalable
プロセッ

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

サ）の値

は、
Config 1
および
Config 2
の値（第

3世代
Intel Xeon
スケーラ

ブルプロ

セッサ）

と同等で

す。

無効、致命的なエラーで、

致命的なエラーおよび致命

的でないエラーで

•無効：eDPCのサポー
トは無効化されてお

り、エラーが発生して

もシステムは下流リン

クを無効化する措置を

一切行いません。

•致命的なエラー：
eDPCは致命的なエ
ラーの場合にのみ有効

になります。Cisco
UCS C225 M8、Cisco
UCSC245M8、および
X215c M8サーバでは
サポートされていませ

ん。

• [致命的および非致命
的なエラーの場合

（On Fatal and
Non-Fatal Errors）]：
eDPCは、致命的およ
び非致命的なエラーの

両方に対して有効で

す。

✔✔4.3(6c)
以降

eDPC
（Enhanced
Downstream
Port
Containment）
は、修正

不可能な

エラーが

発生した

後にダウ

ンスト

リームリ

ンクを無

効にする

ことで、

制御され

た堅牢な

方法で復

旧を可能

にしま

す。

IIO eDPC
サポート

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

9.6k、19.2k、38.4k、
57.6k、115.2k

✔✔✔✔4.2(1)
以降

シリアル

ポートの

伝送速度

として使

用される

ボーレー

ト。[コン
ソールリ

ダイレク

ション

（Console
Redirection）]
を無効に

した場

合、この

オプショ

ンを使用

できませ

ん。

[ボーレー
ト（Baud
Rate）]

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

有効、無効✔✔✔✔4.2(1)
以降

一貫した

デバイス

の命名に

よって、

一貫した

方法で

イーサ

ネットイ

ンター

フェイス

に名前を

付けるこ

とができ

ます。こ

れにより

イーサ

ネットイ

ンター

フェイス

の名前

は、より

統一さ

れ、識別

しやすく

なり、ア

ダプタや

他の設定

に変更が

加えられ

ても永続

的に保持

されま

す。

CDN
Control

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

有効、無効✔✔✔✔4.2(1)
以降

このトー

クンが有

効になっ

ていると

きに、

BIOSは
CPU/メモ
リ設定情

報と共に

メモリト

レーニン

グ結果(最
適化され

たタイミ

ング/電圧
値)を保存
し、それ

らをその

後のリ

ブートに

再使用し

て、ブー

ト時間を

短縮しま

す。保存

済みメモ

リのト

レーニン

グ結果

は、最後

の保存操

作後の 24
時間以内

に、リ

ブートが

発生した

場合にの

み使用さ

れます。

[適応型メ
モリト

レーニン

グ

（Adaptive
Memory
Training）]

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

最大、最大、標準

•最小：重要なメッセー
ジがログファイルに

表示されます。これは

デフォルトのオプショ

ンです。

•最小：警告およびロー
ドメッセージがログ

ファイルに表示されま

す。

•標準：標準に加え、情
報関連のメッセージが

ログファイルに表示

されます。

✔✔✔✔4.2(1)
以降

このオプ

ション

は、BIOS
techログ
ファイル

のメッ

セージの

タイプを

示しま

す。

[BIOS
Techlogレ
ベル

（BIOS
Techlog
Level）]

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

有効、無効✔✔✔✔4.2(1)
以降

[オプショ
ン ROM
起動最適

化

（OptionROM
Launch
Optimization）]

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

オプショ

ン ROM
の起動は

PCIス
ロットレ

ベルで管

理されま

す。デ

フォルト

で有効に

なってい

ます。多

数のネッ

トワーク

コント

ローラお

よびオプ

ション

ROMをも
つスト

レージ

HBAから
成る設定

では、す

べてのオ

プション

ROMは、
PCIス
ロットの

オプショ

ン ROM
コント

ロールが

すべてに

対して有

効になっ

ている場

合に起動

できま

す。ただ

し、ブー

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

トプロセ

スでは、

コント

ローラの

サブセッ

トのみを

使用でき

ます。こ

のトーク

ンが有効

になって

いるとき

に、ブー

トポリ

シーに存

在するこ

れらのコ

ントロー

ラでの

み、オプ

ション

ROMが起
動されま

す。

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

無効、COM 0、COM 1

• COM 0は POST中に
コンソールリダイレ

クション用のシリアル

ポートを有効にしま

す。このオプションは

M6ブレードサーバー
およびラックマウント

サーバーに対してのみ

有効です。

• COM1または
serial-port-bはコン
ソールリダイレク

ション用にシリアル

ポート Bを有効に
し、サーバー管理タス

ク実行を許可します。

このオプションは、

ラックマウントサー

バーでのみ有効です。

✔✔✔✔4.2(1)
以降

POSTお
よびBIOS
のブート

中に、シ

リアル

ポートを

コンソー

ルリダイ

レクショ

ンで使用

できるよ

うにしま

す。BIOS
のブート

が完了

し、オペ

レーティ

ングシス

テムが

サーバー

を担当す

ると、コ

ンソール

リダイレ

クション

の関連性

はなくな

り、無効

になりま

す。

コンソー

ルリダイ

レクショ

ン

（Console
Redirection）

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

なし、RTC-CTS✔✔✔✔4.2(1)
以降

フロー制

御にハン

ドシェイ

クプロト

コルを使

用するか

どうかを

設定しま

す。送信

要求/クリ
アツーセ

ンド

（RTS/CTS）
を使用す

ると、隠

れた端末

の問題が

原因で発

生する可

能性があ

る、フ

レームコ

リジョン

を減らす

ことがで

きます。

[フロー制
御（Flow
Control）]

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

有効、無効✔✔✔✔4.2(1)
以降

POST中
にシステ

ムがハン

グアップ

した場合

に、シス

テムを回

復するた

めに

FRB2タ
イマーを

使用する

かどうか

を指定し

ます。

[FRB 2タ
イマー

（FRB 2
Timer）]

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

有効、無効✔✔✔✔4.2(1)
以降

BIOSが、
定義済み

のタイム

アウト値

を持つ

ウォッチ

ドッグタ

イマーを

プログラ

ムするか

どうか設

定しま

す。タイ

マーが切

れる前に

オペレー

ティング

システム

のブート

が完了し

ないと、

CIMCは
システム

をリセッ

トし、エ

ラーがロ

グに記録

されま

す。

OSウォッ
チドッグ

タイマー

電源オフ、リセット✔✔✔✔4.2(1)
以降

ウォッチ

ドッグタ

イマーが

切れた場

合にシス

テムで実

行される

アクショ

ン。

[OS Boot
Watchdog
Timer
Policy

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

5分、10分、15分、20分✔✔✔✔4.2(1)
以降

BIOSで
ウォッチ

ドッグタ

イマーの

設定に使

用される

タイムア

ウト値。

OS
Watchdog
Timer
Timeout

PC-ANSI、VT100、
VT100-PLUS、VT-UTF8

✔✔✔✔4.2(1)
以降

コンソー

ルリダイ

レクショ

ンに使用

される文

字フォー

マットの

タイプ。

[ターミナ
ルタイプ

（Terminal
Type)]

有効、無効✔✔✔✔4.2(1)
以降

MK-TME
を使用す

ると、独

自のキー

を持つ 1
つの暗号

化ドメイ

ンを複数

持つこと

ができま

す。異な

るメモリ

ページを

異なる

キーで暗

号化でき

ます。

Multikey
Total
Memory
Encryption
(MK-TME)

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

有効、無効✔✔✔✔4.2(1)
以降

ソフト

ウェア

ガード拡

張

（SGX）
機能を有

効にする

ことがで

きます。

[拡張ソフ
トウェア

保護機能

（SGX）
（Software
Guard
Extensions
(SGX)）]

有効、無効✔✔✔✔4.2(1)
以降

システム

の物理メ

モリ全体

を暗号化

する機能

を提供し

ます。

Total
Memory
Encryption(TME)

SGX所有者EPOCHが有効
化されました、新しいラン

ダム所有者EPOCHへの変
更、手動によるユーザー定

義所有者EPOCH、SGX所
有者EPOCHが無効化され
ました

✔✔✔✔4.2(1)
以降

作成さ

れ、ロッ

クされた

メモリ領

域に使用

されるセ

キュリ

ティキー

のシード

を変更で

きます。

[所有者
EPOCH
入力タイ

プを選択

（Select
Owner
EPOCH
Input
Type）]

有効、無効✔✔✔✔4.2(1)
以降

レジスト

レーショ

ンエー

ジェント

サービス

がプラッ

トフォー

ムキーを

保存でき

るように

します。

SGX自動
MP登録
エージェ

ント

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

0～ ffffffffffffffff（ステッ
プサイズ：1）

✔✔✔✔4.2(1)
以降

0で指定
された

EPOCH番
号の SGX
EPOCH所
有者値を

定義でき

ます。

[SGX
Epoch 0]

0～ ffffffffffffffff（ステッ
プサイズ：1）

✔✔✔✔4.2(1)
以降

1で指定
された

EPOCH番
号の SGX
EPOCH所
有者値を

定義でき

ます。

[SGX
Epoch 1]

有効、無効✔✔✔✔4.2(1)
以降

その後の

起動時に

システム

が SGXの
工場出荷

時リセッ

トを実行

できるよ

うにしま

す。

SGX初期
設定への

リセット

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

SGX PUBKEY HASH0、
SGX PUBKEY HASH1、
SGX PUBKEY HASH2、
SGX PUBKEY HASH3

• SGX PUBKEY
HASH0：7～ 0の間

• SGX PUBKEY
HASH1：15～ 8の間

• SGX PUBKEY
HASH2：23～16の間

• SGX PUBKEY
HASH3：31～24の間

✔✔✔✔4.2(1)
以降

ソフト

ウェア

ガード拡

張

（SGX）
の値を設

定できま

す。

nの範囲
が 0～ 3
のSGX
PubKey
Hash n

有効、無効✔✔✔✔4.2(1)
以降

SGX書き
込み機能

を有効に

すること

ができま

す。

SGX書き
込みが有

効

有効、無効✔✔✔✔4.2(1)
以降

SGXパッ
ケージ情

報インバ

ンドアク

セスを有

効にする

ことがで

きます。

[SGX
パッケー

ジ情報イ

ンバンド

アクセス

（SGX
Package
Information
In-Band
Access）]

有効、無効✔✔✔✔4.2(1)
以降

SGX QoS
を有効に

すること

ができま

す。

SGX QoS

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

有効、無効✔✔✔✔4.2(1)
以降

プラット

フォーム

構成レジ

スタ

（PCR）
は、TPM
内のメモ

リ位置で

す。複数

の PCRを
まとめて

PCRバン
クと呼び

ます。セ

キュア

ハッシュ

アルゴリ

ズム 1ま
たは
SHA-1
PCRバン
クでは、

TPMセ
キュリ

ティを有

効または

無効にす

ることが

できま

す。

SHA-1
PCRバン
ク

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

有効、無効✔✔✔✔4.2(1)
以降

プラット

フォーム

構成レジ

スタ

（PCR）
は、TPM
内のメモ

リ位置で

す。複数

の PCRを
まとめて

PCRバン
クと呼び

ます。セ

キュア

ハッシュ

アルゴリ

ズム 256
ビットま

たは
SHA-256PCR
バンクで

は、TPM
セキュリ

ティを有

効または

無効にす

ることが

できま

す。

SHA256
PCRバン
ク

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

有効、無効✔✔✔✔4.3(3a)
以降

プラット

フォーム

構成レジ

スタ

（PCR）
は、TPM
内のメモ

リ位置で

す。複数

の PCRを
まとめて

PCRバン
クと呼び

ます。セ

キュア

ハッシュ

アルゴリ

ズム 384
ビットま

たは
SHA-384PCR
バンクで

は、TPM
セキュリ

ティを有

効または

無効にす

ることが

できま

す。

SHA384
PCRバン
ク

*

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

有効、無効✔✔✔✔4.2(1)
以降

サーバー

の認証に

使用する

アーティ

ファクト

を安全に

保存する

コンポー

ネントで

あるトラ

ステッド

プラット

フォーム

モジュー

ル

（TPM）
の有効と

無効を切

り替えま

す。

[信頼され
たプラッ

トフォー

ムモ

ジュール

の状態

（Trusted
Platform
Module
State）]

有効、無効✔✔✔✔4.3(3a)
以降

機密デー

タとアプ

リケー

ションを

不正アク

セスから

保護する
Trust
Domain
Extension
（TDX）
を有効に

するか無

効にする

か。

Trust
Domain
Extension
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

TDX Secure Arbitration
Mode（SEAM）ローダ

✔✔✔✔4.3(3a)
以降

Intel TDX
モジュー

ルのデジ

タル署名

を検証

し、

SEAMメ
モリ範囲

にロード

するのに

役立つ

TDXセ
キュア

アービト

レーショ

ンモード

（SEAM）
ローダー

を有効に

するか無

効にする

か。

TDX
Secure
Arbitration
Mode
（SEAM）
ローダ

なし、TpmClear✔✔✔✔4.2(1)
以降

トラス

テッドプ

ラット

フォーム

モジュー

ル

（TPM）
Pending
Operation
オプショ

ンを使用

すると、

保留中の

操作のス

テータス

を制御で

きます。

TPM保留
中の操作

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

有効、無効✔✔✔✔4.2(1)
以降

TPMの最
小限の物

理的存在

を有効ま

たは無効

にするか

どうか。

セキュリ

ティを損

なうこと

なく TPM
を管理す

るため

に、OSと
BIOS間の
通信を有

効または

無効にし

ます。

[TPMの
最小限の

物理的存

在（TPM
Minimal
Physical
Presence）]

有効、無効✔✔✔✔4.2(1)
以降

ビジネス

サーバー

上で使用

され、保

管される

情報の保

護機能を

強化す

る、Intel
Trusted
Execution
Technology
（TXT）
の有効と

無効を切

り替えま

す。

[Intel
Trusted
Execution
Technology
のサポー

ト（Intel
Trusted
Execution
Technology
Support）]

有効、無効✔✔✔✔4.2(3)
以降

TPM機能
全体を制

御しま

す。

セキュリ

ティデバ

イスのサ

ポート

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

有効、無効✔✔✔✔4.2(2)
以降

このトー

クンを有

効にする

と、
Windows
2022カー
ネルDMA
保護機能

が有効に

なりま

す。OSは
これを、

悪意のあ

るデバイ

スからの

DMA攻撃
を防ぐた

めに
IOMMU
を有効に

する必要

があると

いうヒン

トとして

扱いま

す。

[DMA制
御オプト

インフラ

グ（DMA
Control
Opt-In
Flag）]

有効、無効✔✔✔✔4.2(2)
以降

古い
Hyper-v
CPUプ
ラット

フォーム

をサポー

トするた

めに、

CPU物理
アドレス

を 46ビッ
トに制限

します。

[CPU PA
を 46ビッ
トに制限

（LIMIT
CPU PA
to 46
Bits）]

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X410c
M7

X210c
M7

C240 M7C220 M7

無効、致命的なエラーで、

致命的なエラーおよび致命

的でないエラーで

✔✔4.3(6c)
以降

このオプ

ションを

使用する

と、修正

不可能な

エラーの

後にダウ

ンスト

リームリ

ンクを無

効にする

ことがで

きるた

め、制御

された堅

牢な方法

で回復す

ることが

可能にな

ります。

IIO eDPC
サポート

Intelのサポート対象プラットフォーム
Intel M6（B200 M6、C220 M6、C240 M6、X210c M6）プラットフォームに適用可能な BIOS
：

値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

無効、有効

•無効：IPv4 HTTPサ
ポートは使用できませ

ん。

•有効：IPv4PXEサポー
トを使用できます。

✔✔4.2(1)以
降

HTTPの
IPv4サ
ポートを

有効また

は無効に

します。

IPV4
HTTPの
サポート

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

無効、有効

•無効：IPv6 HTTPサ
ポートは使用できませ

ん。

•有効：IPv6PXEサポー
トを使用できます。

✔✔4.2(1)以
降

HTTPの
IPv6サ
ポートを

有効また

は無効に

します。

IPV6
HTTPの
サポート

無効、有効

•無効：IPv4PXEサポー
トは使用できません。

•有効：IPv4PXEサポー
トを使用できます。

✔✔4.2(1)以
降

PXEの
IPv4サ
ポートを

有効また

は無効に

します。

IPv4 PXE
のサポー

ト

無効、有効

•無効：IPv6PXEサポー
トは使用できません。

•有効：IPv6PXEサポー
トを使用できます。

✔✔4.2(1)以
降

PXEの
IPv6サ
ポートを

有効また

は無効に

します。

[IPV6
PXEサ
ポート

（IPV6
PXE
Support）]

無効、有効

•無効：ネットワークス
タックのサポートは使

用できません。

•有効：ネットワークス
タックのサポートを使

用できます。

✔✔4.1(1)以
降

このオプ

ションを

使用する

と、シス

テムの完

全なネッ

トワーク

スタイル

を有効ま

たは無効

にするこ

とができ

ます。

ネット

ワークス

タック

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

無効、有効

•無効：電源オンパス
ワードは無効になりま

す。

•有効：電源オンパス
ワードは有効になりま

す。

✔✔4.1(1)以
降

このトー

クンで

は、F2
BIOS設
定を使用

する前に

BIOSパ
スワード

を設定す

る必要が

ありま

す。有効

にする

と、BIOS
関数（IO
設定、
BIOS
セット

アップ、

BIOSを
使用した

オペレー

ティング

システム

へのブー

ト）にア

クセスす

る前にパ

スワード

の検証が

必要にな

ります。

[電源オン
パスワー

ド

（Power
ON
Password）]

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

無効、有効

•無効：PCIeバスに接続
されているNVMeSSD
のホットスワップを禁

止します。

•有効：PCIeバスに接続
されているNVMeSSD
のホットスワップを許

可します。

✔✔✔✔4.1(1)以
降

PCIeバス
に接続さ

れている
NVMe
SSDをス
ワップで

きるかど

うかを指

定しま

す。この

設定によ

り、これ

らのドラ

イブの

LEDス
テータス

ライトも

標準化さ

れます。

LEDス
テータス

ライト

は、特定

の障害イ

ンジケー

タパター

ンを表示

するよう

にオプ

ションで

プログラ

ムできま

す。

[VMD有
効化

（VMD
Enablement）]

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

有効、無効

• [Disabled]：プロセッサ
で仮想化テクノロジー

を使用しません。

• [Enabled]：プロセッサ
で仮想化テクノロジー

を使用します。

✔✔✔✔4.1(1)以
降

Intel
Virtualization
Technology
for
Directed
I/O
（VT-d）
をプロ

セッサで

使用する

かどうか

設定しま

す。

[Intel VT
for
directed
IO]

有効、無効

• [Disabled]：プロセッサ
でコヒーレンシをサ

ポートしません。

• [Enabled]：プロセッサ
でVT-dCoherencyを必
要に応じて使用しま

す。

✔✔✔✔4.1(1)以
降

プロセッ

サで Intel
VT-d
Coherency
をサポー

トするか

どうか設

定しま

す。

[Intel(R)
VT-d
Coherency
サポート

（Intel(R)
VT-d
Coherency
Support）]

無効、有効

• [Disabled]：プロセッサ
でATSをサポートしま
せん。

• [Enabled]：プロセッサ
で VT-d ATSを必要に
応じて使用します。

✔✔✔✔4.1(1)以
降

プロセッ

サで Intel
VT-d
Address
Translation
Services
（ATS）
をサポー

トするか

どうか設

定しま

す。

Intel VTD
ATSサ
ポート

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

有効、無効、0P3_Percent、
0P5_Percent、ハードウェ
ア、オフ

（注）

0P3_Percent、0P5_Percent、
Hardware、Offのオプショ
ンはM7サーバでのみ使用
可能です。

✔✔✔✔4.1(2)以
降

このオプ

ションで

は、外部

クロック

ジェネ

レータの

クロック

拡散スペ

クトルを

有効また

は無効に

すること

ができま

す。

外部SSC
の有効化

無効、致命的なエラーで、

致命的なエラーおよび致命

的でないエラーで

✔✔4.2(1)以
降

このオプ

ションを

使用する

と、修正

不可能な

エラーの

後にダウ

ンスト

リームリ

ンクを無

効にする

ことがで

きるた

め、制御

された堅

牢な方法

で回復す

ることが

可能にな

ります。

[IIO
eDPCサ
ポート

（IIO
eDPC
Support）]

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

無効、有効、Legacyのみ、
UEFIのみ

•無効：拡張スロットを
使用できません。

•有効：拡張スロットを
使用できます。

• UEFIのみ：拡張ス
ロットをUEFIでのみ使
用できます。

• Legacyのみ：拡張ス
ロットをレガシーでの

み使用できます。

✔✔4.0(4)以
降

オプショ

ン ROM
が LOM
ポート n
で使用で

きるかど

うか

[LOM
ポート n
OptionROM
（LOM
Port n
OptionROM）]。
nの範囲
は 0～ 3
です。

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

自動、無効、GEN 1、GEN
2、GEN 3、GEN 4、GEN 5

• [Disabled]：最大速度は
制限されません。

•有効：最大速度は、制
限されていません。

•自動：最高速度は自動
的に設定されます。

• GEN1：最大 2.5 GT/s
（ギガトランスファー/
秒）までの速度が許可

されます。

• GEN2：最大 5 GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN3：最大 8 GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN4：最大16GT/sま
での速度が許可されま

す。

（注）

M7、M8サーバにのみ
適用されます。

• GEN 5：最大 32 GT/s
までの速度が許可され

ます。

✔4.0(2)以
降

このオプ

ションで

は、
MRAID
の最高速

度を制限

すること

ができま

す。

[MRAID
nリンク
速度

（MRAID
n Link
Speed）]。
nの範囲
は 1～ 2
です。

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

無効、有効

•無効：拡張スロットを
使用できません。

•有効：拡張スロットを
使用できます。。

✔4.0(2)以
降

MRAID
ポートで

オプショ

ン ROM
を使用可

能にする

かどうか

設定。

[MRAID
n
OptionROM]。
nの範囲
は 1～ 2
です。

無効、有効

• Disabled：オプション
ROMは使用できませ
ん。

• [Enabled]—オプション
ROMは使用できま
す。

✔✔4.2(1)以
降

サーバが
PCIe
MSTOR
RAIDの
オプショ

ン ROM
を使用す

るかどう

か。

PCIeス
ロット
MSTOR
RAID
OptionROM

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

無効、自動、GEN1、
GEN2、GEN3、GEN4、
GEN5

GEN5は、速度 1～ 6での
みサポートされます。

•無効：最大スピードは
制限されていません。

•自動：最高速度は自動
的に設定されます。

• GEN 1：最大 2 GT/s
（ギガトランスファー/
秒）までの速度が許可

されます。

• GEN2：最大 5 GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN3：最大 8 GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN4：最大16GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN 5：最大 32 GT/s
までの速度が許可され

ます。

✔✔4.0（1）
以降

スロット

nで指定
された

PCIeス
ロットの

リンク速

度。

[PCIeス
ロット n
リンク速

度（PCIe
Slot n
Link
Speed）]。
nの範囲
は 1～ 8
です。
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

無効、自動、GEN1、
GEN2、GEN3

•無効：最大スピードは
制限されていません。

•自動：最高速度は自動
的に設定されます。

• GEN 1：最大 2 GT/s
（ギガトランスファー/
秒）までの速度が許可

されます。

• GEN2：最大 5 GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN3：最大 8 GT/sま
での速度が許可されま

す。

✔✔4.0(1)以
降

PCIeス
ロット：

LOMの
リンク速

度の構

成。

PCIeス
ロット：

LOMリン
ク速度

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

自動、無効、GEN 1、GEN
2、GEN 3、GEN 4、GEN 5

• [Disabled]：最大速度は
制限されません。

•自動：最高速度は自動
的に設定されます。

• GEN1：最大 2.5 GT/s
（ギガトランスファー/
秒）までの速度が許可

されます。

• GEN2：最大 5 GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN3：最大 8 GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN4：最大16GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN 5：最大 32 GT/s
までの速度が許可され

ます。

✔✔4.0（1）
以降

このオプ

ションを

使用する

とMLOM
アダプタ

の最大速

度を制限

できま

す。

PCIeス
ロット:
MLOM
リンク速

度（PCIe
Slot:FLOM
Link
Speed）

無効、有効、Legacyのみ、
UEFIのみ

•無効：拡張スロットを
使用できません。

•有効：拡張スロットを
使用できます。

• UEFIのみ：拡張ス
ロットをUEFIでのみ使
用できます。

• Legacyのみ：拡張ス
ロットをレガシーでの

み使用できます。

✔✔4.0（1）
以降

オプショ

ン ROM
がMLOM
ポートで

使用でき

るかどう

か。

PCIe
Slot:MLOM
OptionROM

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

自動、無効、GEN 1、GEN
2、GEN 3、GEN 4、GEN 5

• [Disabled]：最大速度は
制限されません。

•自動：最高速度は自動
的に設定されます。

• GEN1：最大 2.5 GT/s
（ギガトランスファー/
秒）までの速度が許可

されます。

• GEN2：最大 5 GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN3：最大 8 GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN4：最大16GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN 5：最大 32 GT/s
までの速度が許可され

ます。

✔4.0(2)以
降

このオプ

ションで

は、
MRAID
の最高速

度を制限

すること

ができま

す。

[MRAID
リンク速

度

（MRAID
Link
Speed）]

無効、有効、Legacyのみ、
UEFIのみ

•無効：拡張スロットを
使用できません。

•有効：拡張スロットを
使用できます。

✔4.0(2)以
降

オプショ

ン ROM
がMLOM
ポートで

使用でき

るかどう

か。

[PCIe
Slot:MRAID
OptionROM]

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

無効、有効、Legacyのみ、
UEFIのみ

•無効：拡張スロットを
使用できません。

•有効：拡張スロットを
使用できます。

✔✔4.0(2)以
降

オプショ

ン ROM
がポート

で使用で

きるかど

うか。

nの範囲
が 1～ 8
の PCIe
Slot
nOptionROM

自動、無効、GEN 1、GEN
2、GEN 3、GEN 4、GEN 5

• [Disabled]：最大速度は
制限されません。

•自動：最高速度は自動
的に設定されます。

• GEN1：最大 2.5 GT/s
（ギガトランスファー/
秒）までの速度が許可

されます。

• GEN2：最大 5 GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN 3：最大 8 GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN4：最大16GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN 5：最大 32 GT/s
までの速度が許可され

ます。

✔4.0(4)以
降

このオプ

ションを

使用する

と背面

NVMEの
最大速度

を制限で

きます。

[背面
NVME n
リンク速

度（Rear
NVME n
Link
Speed）]。
nの範囲
は 1～ 4
です。

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

有効、無効

•無効：オプションは制
限されていません。

•有効：オプションは制
限されています。

✔4.0(4)以
降

オプショ

ン ROM
が背面

NVMEで
使用でき

るかどう

か。

[背面
NVME n
OptionROM
（Rear
NVME n
OptionROM）]。
nの範囲
は 1～ 4
です。

無効、自動、GEN1、
GEN2、GEN3

•無効：最大スピードは
制限されていません。

•自動：最高速度は自動
的に設定されます。

• GEN 1：最大 2 GT/s
（ギガトランスファー/
秒）までの速度が許可

されます。

• GEN2：最大 5 GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN3：最大 8 GT/sま
での速度が許可されま

す。

✔4.0(4)以
降

このオプ

ションを

使用する

とライ

ザーの最

大速度を

制限でき

ます。

[PCIe
Slot:Riser
リンク速

度 n
（PCIe
Slot:Riser
Link
Speed
n）]。n
は 1およ
び 2で
す。
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

無効、自動、GEN1、
GEN2、GEN3

•無効：最大スピードは
制限されていません。

•自動：最高速度は自動
的に設定されます。

• GEN 1：最大 2 GT/s
（ギガトランスファー/
秒）までの速度が許可

されます。

• GEN2：最大 5 GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN3：最大 8 GT/sま
での速度が許可されま

す。

✔✔4.0(2)以
降

このオプ

ションを

使用する

と前面

SSDの最
大速度を

制限でき

ます。

[PCIe
Slot:FrontSSD
nリンク
速度

（PCIe
Slot:FrontSSD
nLink
Speed）]。
nは 1お
よび 2で
す。
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

有効、無効

•無効：オプションは制
限されていません。

•有効：オプションは制
限されています。

✔✔4.0(2)以
降

PCIeス
ロットの
Consistent
Device
Naming
（CDN）
制御によ

り、PCIe
スロット

に一貫し

た方法で

名前を付

けること

ができま

す。これ

により

PCIeス
ロットの

名前は、

より統一

され、識

別しやす

くなり、

構成に変

更が加え

られても

永続的に

保持され

ます。

CDNは一
貫したデ

バイスの

命名を指

すPCIe
スロット

CDN制
御
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

有効、無効

•無効：オプションは制
限されていません。

•有効：オプションは制
限されています。

✔✔✔✔4.0(2)以
降

PCIeス
ロットの
Consistent
Device
Naming
（CDN）
制御によ

り、PCIe
スロット

に一貫し

た方法で

名前を付

けること

ができま

す。これ

により

PCIeス
ロットの

名前は、

より統一

され、識

別しやす

くなり、

構成に変

更が加え

られても

永続的に

保持され

ます。

Consistent
Device
Naming
（CDN）
制御

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

無効、有効、自動

•無効：オプションは無
効です。

•有効：オプションは有
効です。

•自動：オプションは自
動モードです。

✔✔✔✔4.0（1）
以降

システム

の起動中

に拡張メ

モリテス

トを有効

にしま

す。メモ

リ量に応

じて起動

時間は長

くなりま

す。

強力なメ

モリテス

ト

有効、無効

•無効：オプションは制
限されていません。

•有効：オプションは制
限されています。

✔✔✔✔4.0(1)以
降

不正な外

部 DMA
からの脅

威を緩和

するた

め、PCI
BME
ビットを

無効にで

きます。

[BME
DMA緩
和（BME
DMA
Mitigation）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

無効、レシピ1、レシピ2、
レシピ 3、モード 0、モー
ド 1、モード 2

•無効：この機能が無効
になります。

•レシピ 1：6モジュー
ル、最適化されたソ

ケットあたり 4モ
ジュール

•レシピ 2：最適化され
たソケットあたり 2モ
ジュール

•レシピ 3：最適化され
たソケットあたり 1モ
ジュール

•モード 0：PMem QoS
機能を無効にする

•モード 1：M2MQoS有
効、CHA QoS無効

•モード 2：M2MQoS有
効、CHA QoS有効

（注）

モード 0、モード 1、モー
ド 2のオプションは、M6
サーバにのみ適用されま

す。

✔✔✔✔4.1(2)以
降

同時
DCPMM
BW飽和
スレッド

の存在下

での

DRAMお
よびシス

テム全体

の BWド
ロップを

防止し、

同種の

DDRTの
みの使用

への影響

を最小限

に抑えま

す。マル

チテナン

トの使用

例、VM
などに適

していま

す。App
Direct向
けです

が、メモ

リモード

も改善さ

れます。

「ワース

トケー

ス」の低

下をター

ゲットに

します。

CR QoS
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

自動、オプション 1～ 5、
最適化を有効にする、最適

化を無効にする

（注）

[最適化の有効化（Enable
Optimization）]、[最適化の
無効化（Disable
Optimization）]オプション
は、M6サーバーでのみ使
用できます。

✔✔✔✔4.1(2)以
降

CR
FastGo
Config
は、

FastGOが
無効に

なってい

る場合の

DDRT非
一時書き

込み帯域

幅を改善

します。

FastGOを
有効にす

ると、ア

ンコアへ

の NT書
き込みの

フローが

高速にな

ります。

FastGOを
無効にす

ると、

CPUアン
コアの

NT書き
込み

キューが

減少し、
DCPMM
で連続し

て改善さ

れ、帯域

幅が向上

します。

CR
FastGo設
定
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

無効、有効

•無効：オプションは無
効です。

•有効：オプションは有
効です。

✔✔✔✔4.0（1）
以降

DCPMM
ファーム

ウェアの

ダウング

レードを

構成する

には

[DCPMM
ファーム

ウェアの

ダウング

レード

（DCPMM
Firmware
Downgrade）]

自動、 1x更新、2x更新、
3x、4x

（注）

M5、M7、M8サーバのデ
フォルトは、1xリフレッ
シュです。

✔✔✔✔4.0（1）
以降

内部メモ

リ用のリ

フレッ

シュ間隔

レートを

構成する

には

メモリの

リフレッ

シュレー

ト

無効、有効、自動

•無効：オプションは無
効です。

•有効：オプションは有
効です。

•自動：オプションは自
動モードです。

✔✔✔✔4.2(1)以
降

拡張非同

期DRAM
リフレッ

シュ
(eADR)
により、

データを

含む CPU
キャッ

シュライ

ンが適切

なタイミ

ング、必

要な順序

でフラッ

シュされ

ます。電

源障害か

ら保護さ

れたドメ

インにも

含まれま

す。

eADRサ
ポート

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

無効、有効

•無効：オプションは無
効です。

•有効：オプションは有
効です。

✔✔✔✔4.2(1)以
降

メモリ帯

域幅を増

やすこと

ができま

す。

メモリ帯

域幅ブー

スト

0：65535（ステップサイズ
が 1）

✔✔✔✔4.0(2)以
降

部分的な

メモリの

ミラー

モードの

容量を、

合計メモ

リ容量の

50%に制
限しま

す。メモ

リサイズ

は、0 GB
~ 65535
GBの範
囲で 1GB
ずつ増加

します。

メモリサ

イズの制

限(GB)
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

PECIを使用した CLTT、
無効

•無効：オプションは無
効です。

• PECIを使用した
CLTT：プラット
フォーム環境制御イン

ターフェイス（PECI）
付きのクローズドルー

プサーマルスロット

リング（CLTT）。

✔✔✔✔4.0（1）
以降

メモリの

温度が制

限内にあ

ることを

保証する

保護メカ

ニズムを

提供しま

す。温度

が最大閾

値を超え

ると、メ

モリアク

セスレー

トが低下

し、ベー

スボード

管理コン

トローラ

（BMC）
がファン

の回転数

を調整し

てメモリ

を冷却

し、過熱

による

DIMMの
損傷を防

ぎます

メモリの

サーマル

スロット

リング

モード
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

有効、無効

• [Disabled]：BIOSで
NUMAをサポートしま
せん。

• [有効（Enabled）]：
NUMAに対応したオペ
レーティングシステム

に必要な ACPIテーブ
ルを BIOSに含めま
す。このオプションを

有効にする場合は、一

部のプラットフォーム

でシステムのソケット

間メモリインターリー

ブを無効にする必要が

あります。

✔✔✔✔4.0（1）
以降

BIOSで
NUMAを
サポート

するかど

うか設定

します。

NUMA最
適化

BW最適化、レイテンシー
最適化、バランシングプロ

ファイル

• BW最適化：DDRおよ
び DDRT BW用に最適
化されています。これ

がデフォルトのオプ

ションです。

•遅延最適化：DDRT
BWが存在する場合
DDR遅延が改善しま
す。M5サーバでのみ
使用できます。

•バランシングプロファ
イル：メモリモード用

に最適化されていま

す。

✔✔✔✔4.0(2)以
降

NVMパ
フォーマ

ンス設定

により、

DDRチャ
ネル上の

DDRと
DDRTト
ランザク

ション間

の効率的

なメ

ジャー

モード調

停が可能

になり、

チャネル

BWと
DRAMの
遅延が最

適化され

ます。

NVMパ
フォーマ

ンス設定

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

高、低

• [高（High）]：メモリ
コントローラは、最大

8つのリフレッシュコ
マンドを延期できま

す。メモリコントロー

ラは、延期されたすべ

てのリフレッシュをリ

フレッシュ間隔内で実

行します。9番目のリ
フレッシュコマンドに

ついては、リフレッ

シュの優先順位をパ

ニックにします。メモ

リコントローラは、延

期されたすべてのリフ

レッシュコマンドが実

行されるまで、通常の

メモリトランザクショ

ンを一時停止します。

•低：メモリコントロー
ラは、リフレッシュコ

マンドを延期すること

はできません。

（注）

Rowhammerスタイル
の攻撃を軽減するため

に、この設定はデフォ

ルト状態（[低
（Low）]）のままに
することを推奨しま

す。

✔✔✔✔4.2(1)以
降

メモリコ

ントロー

ラの遅延

リフレッ

シュ機能

を制御し

ます。

パニック

と高水準

点

サポートされるプラットフォーム

395

サポートされるプラットフォーム

Intelのサポート対象プラットフォーム



値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

無効、有効

（注）

M7サーバの場合、デフォ
ルト値は [無効
（Disabled）]です。

•無効：オプションは無
効です。

•有効：オプションは有
効です。

✔✔✔✔4.2(1)以
降

パーシャ

ルキャッ

シュライ

ンスペア

リング
(PCLS)
は、メモ

リコント

ローラー

のエラー

防止メカ

ニズムで

す。PCLS
は、メモ

リアクセ

ス中に置

換できる

ように、

ビットの

欠陥のあ

るニブル

の場所

を、対応

するデー

タコンテ

ンツとと

もにスペ

アディレ

クトリに

静的にエ

ンコード

します。

部分的な

キャッ

シュ行の

節約
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

無効、パーセンテージ、GB
単位の値

•無効：オプションは無
効です。

•容量：部分メモリモー
ドでミラーリングされ

るメモリの量は、合計

メモリの割合として定

義されます。

•値 (GB):部分的なメモ
リモードでミラーリン

グされるメモリの合計

は GBで定義されま
す。

（注）

部分的なメモリミ

ラーモードは標準の

ミラーリングモード

に対して相互に排他的

です。

部分的なミラー 1 ~ 4
は、関連オプションで

GBまたは割合で設定
されている容量制限を

超えない限り、任意の

数または設定で使用で

きます。

✔✔✔✔4.1(1)以
降

メモリ

パーシャ

ルミラー

モードを

使用する

と、GB
単位また

はメモリ

容量の割

合によっ

て部分的

にミラー

リングす

ることが

できま

す。ここ

で選択し

たオプ

ションに

応じて、

使用可能

なフィー

ルドで、

部分的な

ミラーの

割合また

は部分的

なミラー

容量を

GB単位
で定義で

きます。

メモリ容

量の最大

50%を部
分的にミ

ラーリン

グできま

す。

メモリ

パーシャ

ルミラー

モード
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

0.00：50.00（0.01のステッ
プサイズ）

✔✔✔✔4.1(1)以
降

使用可能

なメモリ

の総量

を、合計

メモリの

割合とし

て制限し

ます。こ

れは、
0.000.01
%から
50.00 %
まで、

0.01 %単
位で増加

させられ

ます。

パーシャ

ルミラー

率

0：65535（ステップサイズ
が 1）

✔✔✔✔4.1(1)以
降

パーシャ

ルミラー

nのメモ
リの量を

GB単位
で制限し

ます。こ

れは、0
GB ~
65535 GB
の範囲で

1GBずつ
増加しま

す。

[パーシャ
ルミラー

n GB単
位のサイ

ズ

（Partial
Mirror n
Size in
GB）]。n
の範囲は

1～ 4で
す。

無効、有効

•無効：このオプション
は無効です。

•有効：このオプション
は有効です。

✔✔✔✔4.0（1）
以降

PCIe RAS
ポートが

有効か、

無効かど

うか。

PCIe
RASサ
ポート
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

✔✔✔✔4.0（1）
以降

サーバに

対するメ

モリの

RAS（信
頼性、可

用性、有

用性）の

設定方法

です。

メモリ

RAS設定

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

最大パフォーマンス、ミ

ラーリング、ロックステッ

プ、ミラーモード 1LM、
パーシャルミラーモード

1LM、スペアリング、
ADDDCスペアリング

•最大パフォーマンス：
システムパフォーマン

スを最適化し、すべて

の高度なRAS機能を無
効にします。

• [Mirroring]：システム
のメモリの半分をバッ

クアップとして使用す

ることにより、システ

ムの信頼性が最適化さ

れます。このモードは

UCS M4以前のブレー
ドサーバーに使用しま

す。

• [Lockstep]：サーバ内の
DIMMペアが、同一の
タイプ、サイズ、およ

び構成を持ち、SMI
チャネルにまたがって

装着されている場合、

ロックステップモード

をイネーブルにするこ

とで、メモリアクセス

遅延の最小化およびパ

フォーマンスの向上を

図ることができます。

B440サーバーでは
[lockstep]がデフォルト
で有効になっていま

す。

• [MirrorMode 1LM]：ミ
ラーモード 1LMは、
ミラーリングされるシ

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

ステム内の 1LMメモ
リ全体を設定し、結果

的にメモリ容量を半減

させます。このモード

は UCS M5およびM6
ブレードサーバーに使

用します。

• [部分的なミラーモー
ド 1LM (Partial Mirror
Mode 1LM)]：部分的
なミラーモード 1LM
は、ミラーリングされ

るシステム内の 1LM
メモリの一部全体を設

定し、結果的にメモリ

容量を半減させます。

このモードは UCS M5
およびM6ブレード
サーバーに使用しま

す。

•スペアリング：システ
ムの信頼性は、他の

DIMMが故障した場合
に使用できるように、

メモリを予備に保持す

ることによって最適化

されます。このモード

は、メモリの冗長性を

実現しますが、ミラー

リングほどの冗長性は

提供されません。

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

• ADDDCスペアリン
グ：システムの信頼性

は、他のDIMMが故障
した場合に使用できる

ように、メモリを予備

に保持することによっ

て最適化されます。こ

のモードは、メモリの

冗長性を実現します

が、ミラーリングほど

の冗長性は提供されま

せん。

無効、ハード PPR

•無効：オプションは無
効です。

•ハードPPR：これによ
り、破損したストレー

ジセルが永続的に再

マッピングされること

になります。

✔✔✔✔4.1(1)以
降

Post
Package
Repair
(PPR)
は、スペ

アセルに

置き換え

て、障害

のあるメ

モリセル

を修復す

る機能を

提供しま

す。

PPRタイ
プの選択

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

無効、有効

•無効：このオプション
は無効です。

•有効：このオプション
は有効です。

✔✔✔✔4.0（1）
以降

2LMの
Snoopy
モード

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

すべての

DRAMア
クセスで

ディレク

トリを維

持しなが

ら、
DCPMM
アクセス

のスヌー

ピング

モードを

有効にし

ます。ス

ヌープ

は、ソ

ケット間

のキャッ

シュの一

貫性を維

持しま

す。ディ

レクトリ

は、リ

モート

ノード情

報をロー

カル（メ

モリ内）

に保持す

ることで

スヌープ

を削減し

ます。

ディレク

トリの

ルック

アップと

更新によ

り、メモ

リトラ

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

フィック

が追加さ

れます。

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

ディレク

トリは、

DRAMに
は適して

います

が、
DCPMM
には必ず

しも適し

ていませ

ん。非
NUMA
ワーク

ロードの

場合、こ

の機能を

有効にす

ると、
DCPMM
に対する

ディレク

トリの更

新が排除

されるた

め、

DDRTの
帯域幅が

制限され

たワーク

ロードに

役立ちま

す。ディ

レクトリ

は、

ファーメ

モリアク

セスに対

して無効

になって

おり、代

わりにリ

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

モートソ

ケットを

スヌーピ

ングして

所有権を

確認しま

す。ディ

レクトリ

はDRAM
(メモリの
近く)に
のみ使用

されま

す。

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

無効、有効

•無効：このオプション
は無効です。

•有効：このオプション
は有効です。

✔✔✔✔4.0（1）
以降

ADの
Snoopy
モード

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

すべての

DRAMア
クセスで

ディレク

トリを維

持しなが

ら、
DCPMM
アクセス

のスヌー

ピング

モードを

有効にし

ます。ス

ヌープ

は、ソ

ケット間

のキャッ

シュの一

貫性を維

持しま

す。ディ

レクトリ

は、リ

モート

ノード情

報をロー

カル（メ

モリ内）

に保持す

ることで

スヌープ

を削減し

ます。

ディレク

トリの

ルック

アップと

更新によ

り、メモ

リトラ

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

フィック

が追加さ

れます。

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

ディレク

トリは、

DRAMに
は適して

います

が、
DCPMM
には必ず

しも適し

ていませ

ん。非
NUMA
ワーク

ロードの

場合、こ

の機能を

有効にす

ると、
DCPMM
に対する

ディレク

トリの更

新が排除

されるた

め、

DDRTの
帯域幅が

制限され

たワーク

ロードに

役立ちま

す。ディ

レクトリ

は ADへ
のアクセ

スに対し

て無効に

なり、代

わりにリ

モートソ

ケットを

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

スヌーピ

ングして

所有権を

確認しま

す。ディ

レクトリ

はDRAM
アクセス

にのみ使

用されま

す。

無効：All-2All、
Hemisphere-2-clusters、
Quadrant-4-clusters

✔✔✔✔4.2(1)以
降

名前が示

すよう

に、UMA
ベースの

クラスタ

リング

は、プロ

セッサが
Uniform
Memory
Access
（UMA）
ノードと

して構成

されてい

る場合、

つまり

SNCが無
効になっ

ている場

合に推奨

されるク

ラスタリ

ングモー

ドです。

UMA

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

1LM、2LM

• 1LM：1レイヤメモリ
（1LM）を構成しま
す。これは、M7サー
バーのデフォルト値で

す。

• 2LM：2層メモリ
（1LM）を構成しま
す。

✔✔✔✔4.0(2)以
降

メモリ

モードの

構成を許

可しま

す。

揮発性メ

モリモー

ド

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

無効、有効

•無効：このオプション
は無効です。

•有効：このオプション
は有効です。

✔✔✔4.0(1)以
降

64ビット
PCIデバ
イスの 4
GB以上
のアドレ

ス空間に

対するメ

モリマッ

プド I/O
を有効ま

たは無効

にしま

す。レガ

シーなオ

プション

ROMは 4
GBを超
えるアド

レスにア

クセスで

きませ

ん。PCI
デバイス

が 64
ビット対

応でも、

レガシー

なオプ

ション

ROMを
使用する

場合は、

この設定

をイネー

ブルにし

ても正し

く機能し

ない場合

がありま

す。

Memory
Mapped
IO above
4GB

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

オフボード、オンボード、

オンボード VGAが無効

• [Onboard]：オンボード
VGAデバイスが優先さ
れます。BIOSポスト
画面および OSブート
はオンボード VGA
ポート経由で駆動され

ます。

•オフボード：PCIEグラ
フィックスアダプタが

優先されます。BIOS
ポスト画面および OS
ブートは外部グラ

フィックスアダプタ

ポート経由で駆動され

ます。

•オンボード VGAが無
効：PCIEグラフィック
スアダプタが優先さ

れ、オンボード VGA
デバイスは無効になり

ます。

（注）

オンボード VGAが
ディセーブルの場合、

vKVMは機能しませ
ん。

✔✔4.0（2）
以降

システム

に複数の

VGAデ
バイスが

ある場

合、VGA
グラ

フィック

スデバイ

スの優先

順位を設

定できる

ようにし

ます。

[VGAの
優先順位

（VGA
Priority）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

無効、有効、自動

•無効：このオプション
は無効です。

•有効：このオプション
は有効です。

✔✔✔✔4.0(2)以
降

有効にす

ると、

CPUは非
コア自動

降格情報

に基づい

て C1状
態に自動

的に降格

します。

C1自動降
格

無効、有効、自動

•無効：このオプション
は無効です。

•有効：このオプション
は有効です。

✔✔✔✔4.0(2)以
降

プロセッ

サが C1
降格状態

から自動

的に解除

できるよ

うにする

かどうか

を選択し

ます。

C1自動降
格解除

無効、自動

•無効：このオプション
は無効です。

•自動：サーバー設定を
調整して、プロセッサ

のパフォーマンスを向

上させることができま

す。

（注）

この機能を有効にすると、

消費電力が増加する可能性

があります。

✔✔✔✔4.0(2)以
降

サーバー

設定を自

動的に調

整するこ

とによ

り、CPU
パフォー

マンスを

向上させ

ます。

強力な

CPUパ
フォーマ

ンス

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

無効、有効、自動

•無効：デッドラインは
常に削除されます。

LLCに書き込まれるこ
とはありません。

•有効：使用可能な空き
スペースがある場合、

デッドラインを LLC
に書き込むことをLLC
に許可します。これが

デフォルトのオプショ

ンです。

•自動：CPUが LLCの
デッドラインの割り当

てを決定します。

✔✔✔✔4.0(2)以
降

LLCデッ
ドライン

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

CPUの非
包括的

キャッ

シュス

キームで

は、中間

レベル

キャッ

シュ

（MLC）
から削除

された内

容が最終

レベル

キャッ

シュ

（LLC）
に書き込

まれま

す。行を

MLCか
ら削除す

る際、コ

アはそれ

らにデッ

ドとして

フラグを

立てるこ

とがあり

ます（再

度読み取

られる可

能性が小

さい場

合）。

LLCに
は、デッ

ドライン

を削除

し、LLC
に書き込

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

まないオ

プション

がありま

す。

自動、1、2、3✔✔✔✔4.0(2)以
降

プロセッ

サが必要

とする数

のウルト

ラパス

インター

コネクト

（UPI）
リンクを

有効にし

ます。

UPIリン
ク有効化

無効、有効

•無効：このオプション
は無効です。

•有効：このオプション
は有効です。

✔✔✔✔4.0(2)以
降

UPI電力
管理は、

サーバー

の電力を

節約する

ために使

用できま

す。

UPI電源
管理

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

無効、有効

•無効：このオプション
は無効です。

•有効：このオプション
は有効です。

•自動：CPUが機能を決
定します。

✔✔✔✔4.0(2)以
降

この機能

は、LLC
要求を複

製し、最

近の LLC
履歴に基

づいてリ

モートマ

シンの適

切なメモ

リコント

ローラに

送信し

て、待ち

時間を減

らしま

す。

XPTリ
モートプ

リフェッ

チ

自動、9.6GT/s、10.4GT/s、
11.2GT/s、12.8GT/s、
14.4GT/s、16.0GT/s、
20.0GT/s、16.0GT/s、
20.0GT/s、24.0GT/s、自動、
リンク設定ごとに使用

（注）

9.6 GT/s、10.4 GT/sのオプ
ションは、M5およびM6
サーバでのみご利用いただ

けます。M6は 11.2GT/s、
M7は 12.8GT/s、
14.4GT/s、16.0GT/s、
20.0GT/s。

（注）

16.0GT/s、20.0GT/s、
24.0GT/s、自動、リンクご
との設定は、M8サーバに
のみ適用されます。

✔✔✔✔4.0(4)以
降

Intel
QuickPath
Interconnect
（QPI）
のリンク

周波数

で、MT/s
（毎秒

100万転
送）単位

で選択し

ます。

[QPIリン
クの周波

数選択

（QPI
Link
Frequency
Select）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

自動、有効、無効✔✔✔✔4.2(1)以
降

システム

でレガ

シー USB
デバイス

をサポー

トするか

どうか設

定しま

す。

[レガシー
USBのサ
ポート

（Legacy
USB
Support）]

有効、無効✔✔4.2(1)以
降

フロント

パネルの

USBデバ
イスを有

効または

無効にし

ます。

[USB
ポートフ

ロント

（USB
Port
Front）]

有効、無効✔✔4.2(1)以
降

内部 USB
デバイス

を有効ま

たは無効

にしま

す。

[USB
ポート内

部（USB
Port
Internal）]

有効、無効✔✔4.2(1)以
降

USBポー
ト KVM
デバイス

を有効ま

たは無効

にしま

す。

[USB
ポート
KVM
（USB
Port
KVM）]

有効、無効✔✔4.2(1)以
降

USBポー
ト背面デ

バイスを

有効また

は無効に

します。

[USB
ポートリ

ア（USB
Port
Rear）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

有効、無効✔✔4.2(1)以
降

SDカー
ドドライ

ブを有効

または無

効にしま

す。

USBポー
ト: M.2ス
トレージ

（USB
Port:M.2
Storage）

無効な構成、1G、2G、
4G、8G、16G、32G、
64G、128G、256G、512G、
128M、自動、256M、512M

（注）

128M、自動、256M、512M
のオプションは、M7サー
バでのみ使用できます。

✔✔✔✔4.3(2)以
降

プロセッ

サ予約済

みメモリ

範囲レジ

スタ

（PRMRR）
は、シス

テム

DRAMの
保護領域

のサイズ

です。

PRMRR
サイズ

無効、有効

•無効：このオプション
は無効です。

•有効：このオプション
は有効です。

✔✔✔✔4.0(2)以
降

プロセッ

サで必要

な行のみ

を取得す

るのでは

なく、偶

数または

奇数のペ

アの

キャッ

シュ行を

取得する

かどうか

設定しま

す。

[隣接
キャッ

シュ行の

プリ

フェッチ

（Adjacent
Cache
Line
Prefetcher）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

無効、有効✔✔✔✔4.0(2)以
降

HALT命
令を
MWAIT
命令に変

換する

CPU自律
C-stateを
有効にし

ます。

[自律コア
C状態
（Autonomous
Core C
state）]

最大パフォーマンス、最大

効率、Intel NMに設定され
ました

✔✔✔✔4.0(2)以
降

オペレー

ティング

システム

のハンド

オフ前に

設定され

る BIOS
パフォー

マンス状

態を選択

できま

す。

[ブート
パフォー

マンス

モード

（Boot
Performance
Mode）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

無効、有効✔✔✔✔4.0(2)以
降

CPUが
corrected
machine
check
eventsで
割り込み

をトリ

ガーでき

るように

します。
corrected
machine
check
interrupt
（CMCI）
により、

従来の

ポーリン

グタイ

マーより

も反応速

度を向上

できま

す。

[プロセッ
サ CMCI
（Processor
CMCI）]

通常、レベル 1、レベル 2✔✔✔✔4.0(2)以
降

Thermal
Design
Power
（TDP）
のカスタ

マイズさ

れた値を

設定でき

ます。

設定可能

なTDPレ
ベル

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

すべて、1～86

•すべて：すべての論理
プロセッサコアの多重

処理を有効にします。

• 1～ 86：サーバーで実
行可能なCPUあたりの
論理プロセッサコアの

数を指定します。多重

処理を無効にして、

サーバで実行される

CPUあたりの論理プロ
セッサコアを 1個のみ
にするには、[1]を選択
します。

（注）

M6サーバの場合、1
から 48までの範囲で
す。

（注）

オプション 1、2、お
よび 3は、M8サーバ
には適用されません。

✔✔✔✔4.0(2)以
降

パッケー

ジ内の

CPUごと
の論理プ

ロセッサ

コアの状

態を設定

します。

値として

[すべて
（All）]
を選択す

ると、

Intelハイ
パース

レッディ

ングテク

ノロジー

も有効に

なりま

す。

有効なコ

ア

パフォーマンス、バランス

のとれたパフォーマンス、

バランスのとれた電力、電

力

✔✔✔✔4.0(2)以
降

システム

パフォー

マンスま

たはエネ

ルギー効

率がこの

サーバで

重要かど

うかを決

定できる

ようにし

ます。

[エネル
ギーパ

フォーマ

ンス

（Energy
Performance）]

サポートされるプラットフォーム

425

サポートされるプラットフォーム

Intelのサポート対象プラットフォーム



値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

無効、有効✔✔✔4.0(2)以
降

サーバー

設定を自

動的に調

整するこ

とによる

CPUパ
フォーマ

ンス。

[CPUパ
フォーマ

ンスプロ

ファイル

（CPU
Performance）]

無効、有効✔✔✔✔4.0(2)以
降

エネル

ギー効率

の高い

ターボが

有効に

なってい

る場合、

CPUの最
適なター

ボ周波数

は、CPU
使用率に

基づいて

ダイナ

ミックに

なりま

す。パ

ワー/パ
フォーマ

ンスのバ

イアス設

定も、エ

ネルギー

効率の高

いターボ

に影響し

ます。

[エネル
ギー効率

ターボ

（Energy
Efficient
Turbo）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

無効、有効✔✔✔✔4.0(2)以
降

プロセッ

サで拡張

版 Intel
SpeedStep
テクノロ

ジーを使

用するか

どうか設

定しま

す。この

テクノロ

ジーで

は、プロ

セッサの

電圧やコ

ア周波数

をシステ

ムが動的

に調整で

きます。

このテク

ノロジー

により、

平均電力

消費量と

平均熱発

生量が減

少する可

能性があ

ります。

[拡張
Intel
Speedstep
テクノロ

ジー

（Enhanced
Intel
Speedstep\（R\)
Technology）]

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

パフォーマンス、バランス

のとれたパフォーマンス、

バランスのとれた電力、電

力

✔✔4.0(2)以
降

システム

パフォー

マンスま

たはエネ

ルギー効

率がこの

サーバで

重要かど

うかを決

定できる

ようにし

ます。

プロセッ

サEPPプ
ロファイ

ル

無効、有効✔✔✔✔4.0(2)以
降

Advanced
Processor
Interrupt
コント

ローラ

（APIC）
アーキテ

クチャの

タイプを

設定でき

ます。

[ローカル
X2 Apic
（Local
X2
Apic）]

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

無効、有効✔✔✔✔4.0(2)以
降

プロセッ

サで、

Intelハー
ドウェア

プリ

フェッ

チャが必

要に応じ

てデータ

および命

令スト

リームを

メモリか

ら取得

し、統合

2次
キャッ

シュに入

れること

を許可す

るかどう

か設定し

ます。

[ハード
ウェアプ

リフェッ

チ

（Hardware
Prefetcher）]

無効化、HWPMネイティ
ブモード、HWPM OOB
モード、レガシーのないネ

イティブモード

✔✔✔✔4.0(2)以
降

プロセッ

サの
Hardware
Power
Management
（HWPM）
を有効に

します。

[CPU
ハード

ウェアパ

ワー管理

（CPU
Hardware
Power
Management）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

無効、有効✔✔✔✔4.0(2)以
降

Intelダイ
ナミック

速度選択

モードで

は、ユー

ザーは自

動モード

で異なる

速度とコ

アを使用

して CPU
を動作さ

せること

ができま

す。

Intel
Dynamic
Speed
Select

無効、有効✔✔✔✔4.0(2)以
降

プロセッ

サでイン

テルハイ

パース

レッディ

ングテク

ノロジー

を使用す

るかどう

か設定し

ます。こ

のテクノ

ロジーで

は、マル

チスレッ

ドソフト

ウェアア

プリケー

ションの

スレッド

を各プロ

セッサ内

で並列に

実行でき

ます。

[インテル
ハイパー

スレッ

ディング

テクノロ

ジー

（Intel
HyperThreading
Tech）]

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

無効、有効✔✔✔✔4.0(2)以
降

プロセッ

サでイン

テルター

ボブース

トテクノ

ロジーを

使用する

かどうか

設定しま

す。この

テクノロ

ジーで

は、仕様

よりも低

い電力、

温度、ま

たは電圧

でプロ

セッサが

動作して

いると、

自動的に

そのプロ

セッサの

周波数が

上がりま

す。

[インテル
ターボ

ブースト

テクノロ

ジー

（Intel
Turbo
Boost
Tech）]

無効、有効✔✔✔✔4.0(2)以
降

Intel
Virtualization
Technology
for
Directed
I/O
（VT-R）
をプロ

セッサで

使用する

かどうか

設定しま

す。

Intel(R)
VT

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

無効、有効✔✔✔✔4.0(2)以
降

プロセッ

サでDCU
IPプリ
フェッチ

メカニズ

ムを使用

して履歴

キャッ

シュアク

セスパ

ターンを

分析し、

L1キャッ
シュ内で

最も関連

性の高い

行をプリ

ロードし

ます。

[DCU IP
プリ

フェッチ

（DCU
IP
Prefetcher）]

無効、有効、自動✔✔✔✔4.0(2)以
降

KTIプリ
フェッチ

は、DDR
バス上で

メモリ読

み込みが

早期に開

始される

ようにす

るメカニ

ズムで

す。

[KTIプ
リフェッ

チ（XPT
Prefetch）]

サポートされるプラットフォーム

432

サポートされるプラットフォーム

Intelのサポート対象プラットフォーム



値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

無効、有効✔✔✔✔4.0(2)以
降

プロセッ

サが LLC
プリ

フェッチ

メカニズ

ムを使用

してデー

タを LLC
にフェッ

チするか

どうか設

定しま

す。

LLCプリ
フェッチ

（LLC
Prefetch）

制限なし、自動、C0 C1状
態、C2、C6非保持、C6保
持

✔✔✔✔4.0(2)以
降

アイドル

時にサー

バコン

ポーネン

トが使用

できる電

力量を設

定しま

す。

[パッケー
ジC State
リミット

（Package
C State
Limit）]

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

有効、無効、POST終了時
に有効化

•有効：システムは定期
的にメモリを読み書き

してECCエラーを探し
ます。エラーが見つか

ると、システムは修復

を試みます。このオプ

ションにより、単一

ビットエラーは複数

ビットエラーになる前

に修正される場合があ

りますが、パトロール

スクラブの実行時にパ

フォーマンスが低下す

る場合もあります。

•無効：CPUがメモリア
ドレスの読み取りまた

は書き込みを行うとき

のみ、システムはメモ

リの ECCエラーを
チェックします。

（注）

このオプションはM6サー
バでのみ利用可能です。

✔✔✔✔4.0(2)以
降

フルメモ

リスキャ

ンの間隔

を設定し

ます。

パトロー

ルスクラ

ブの構成
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

無効、有効✔✔✔✔4.0(2)以
降

C1に
入ってプ

ロセッサ

が最低周

波数に遷

移できる

ようにし

ます。こ

の設定

は、サー

バをリ

ブートす

るまで有

効になり

ません。

[プロセッ
サ C1E
（Processor
C1E）]

無効、有効✔✔✔✔4.0(2)以
降

プロセッ

サからオ

ペレー

ティング

システム

に C6レ
ポートを

送信する

かどう

か。

[プロセッ
サ C6レ
ポート

（Processor
C3
Report）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

SW All、HW All、SW Any✔✔✔✔4.0(2)以
降

BIOSが
オペレー

ティング

システム

に P-state
サポート

モデルを

伝達する

方法を定

義できま

す。
Advanced
Configuration
and Power
Interface
（ACPI）
仕様で

は、次の

3つのモ
デルが定

義されて

います。

P STATE
Coordination

（注）

UCSMで
は EIST
PSD関数
とも呼ば

れます。
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

BIOS、OS、PECI

（注）

PECIオプションはM8
サーバでのみ利用可能で

す。

✔✔✔✔4.0(2)以
降

BIOSま
たは OS
によって

エネル

ギーパ

フォーマ

ンスのバ

イアス調

整をオン

にできる

かどうか

を指定し

ます。オ

プション

は、BIOS
とオペ

レーティ

ングシス

テムで

す。

[電力パ
フォーマ

ンス調整

（Power
Performance
Tuning）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

自動、9.6GT/S、10.4GT/S、
11.2GT/S、12.8GT/s、
14.4GT/s、16.0GT/s、
20.0GT/s、24.0GT/s、リン
ク設定ごとに使用

（注）

• 12.8GT/s、14.4GT/s、
16.0GT/s、20.0GT/sの
オプションは、M7
サーバでのみご利用い

ただけます。

• 11.2GT/sオプション
は、M6サーバでのみ
利用可能です。

• 16.0GT/s、20.0GT/s、
24.0GT/s、自動、リン
クごとの設定は、M8
サーバにのみ適用され

ます。

✔✔✔✔4.0(2)以
降

実行中の

異なる

UPIリン
ク周波数

を選択で

きます。

UPI Link
Frequency
Select

無効化された、有効化され

た、自動、SNC2、SNC4

（注）

•自動オプションはM8
サーバでのみ利用可能

です。

•有効オプションはM8
サーバでのみ利用可能

です。

•無効オプションはM8
サーバでのみ利用可能

です。

• SNC2および SNC4オ
プションは、M7サー
バでのみ利用可能で

す。

✔✔✔✔4.0(2)以
降

CPUがサ
ブNUMA
クラスタ

リングを

サポート

するかど

うか設定

します。

そのクラ

スタリン

グでは、

タグディ

レクトリ

とメモリ

チャネル

は常に同

じ領域に

なりま

す。

[サブ
NUMAク
ラスタリ

ング

（Sub
Numa
Clustering）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

無効、有効、自動✔✔✔✔4.0(2)以
降

プロセッ

サでDCU
IPプリ
フェッチ

メカニズ

ムを使用

して履歴

キャッ

シュアク

セスパ

ターンを

分析し、

L1キャッ
シュ内で

最も関連

性の高い

行をプリ

ロードし

ます。

[DCUス
トリーマ

プリ

フェッチ

（DCU
Streamer
Prefetch）]

無効、有効、モード 0、お
よびモード 1

（注）

モード 0およびモード 1は
M8サーバにのみ適用さ
れ、モード1がデフォルト
設定となります。

✔✔✔✔4.0(2)以
降

プロセッ

サの非コ

ア部分の

周波数の

スケーリ

ングを構

成できま

す。

非コア周

波数ス

ケーリン

グ

平衡化、I/O重視✔✔✔✔4.0(2)以
降

この機能

を使用す

ると、

ワーク

ロードを

最適化で

きます。

[ワーク
ロード設

定

（Workload
Configuration）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

自動、無効、有効✔✔✔✔4.0(2)以
降

XPTプリ
フェッチ

を使用し

て、最後

のレベル

のキャッ

シュに読

み取り要

求を送信

できるよ

うにし

て、その

要求のコ

ピーをメ

モリコン

トローラ

のプリ

フェッ

チャに発

行するか

どうか設

定しま

す。

[XPTプ
リフェッ

チ（XPT
Prefetch）]

無効、有効✔✔✔✔4.2(3)以
降

オペレー

ティング

システム

が
x2APIC
で動作し

ていない

ときに、

OSが拡
張 xAPIC
（x2APIC）
モードを

有効にし

ないよう

にしま

す。

X2APIC
オプトア

ウトフラ

グ
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

自動、ベース、構成 1、構
成 2、構成 3、構成 4

• [オフ（Off）]オプショ
ンは、[自動（Auto）]
がデフォルトのである

M5サーバでのみ使用
できます。

•自動がM8サーバのデ
フォルトです。

✔✔✔✔4.0(2)以
降

[インテル
Speed
Select
（Intel
Speed
Select）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

異なる周

波数で動

作するよ

うに異な

るコアを

調整し

て、電力

効率を向

上させる

ことがで

きます。

値 Config
1および
Config 2
は、Cisco
UCS M6
および

M7サー
バではサ

ポートさ

れませ

ん。

Cisco
UCS M6
および
Cisco
UCS M7
サーバの

場合、
Config 3
および
Config 4
（第 4世
代 Intel
Xeon
Scalable
プロセッ

サおよび

第 5世代
Intel Xeon
Scalable

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

プロセッ

サ）の値

は、
Config 1
および
Config 2
の値（第

3世代
Intel Xeon
スケーラ

ブルプロ

セッサ）

と同等で

す。

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

無効、致命的なエラーで、

致命的なエラーおよび致命

的でないエラーで

（注）

致命的なエラーの値は、

C225 M8、C245 M8、およ
びX215cM8サーバではサ
ポートされていません。

•無効：eDPCのサポー
トは無効化されてお

り、エラーが発生して

もシステムは下流リン

クを無効化する措置を

一切行いません。

•致命的なエラー：eDPC
は致命的なエラーの場

合にのみ有効になりま

す。Cisco UCS C225
M8、Cisco UCS C245
M8、および X215c M8
サーバではサポートさ

れていません。

• [致命的および非致命的
なエラーの場合（On
Fatal and Non-Fatal
Errors）]：eDPCは、
致命的および非致命的

なエラーの両方に対し

て有効です。

✔✔4.3(6c)以
降

eDPC
（Enhanced
Downstream
Port
Containment）
は、修正

不可能な

エラーが

発生した

後にダウ

ンスト

リームリ

ンクを無

効にする

ことで、

制御され

た堅牢な

方法で復

旧を可能

にしま

す。次の

いずれか

になりま

す。

IIO eDPC
サポート

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

9.6k、19.2k、38.4k、57.6k、
115.2k

✔✔✔✔4.2(1)以
降

シリアル

ポートの

伝送速度

として使

用される

ボーレー

ト。[コン
ソールリ

ダイレク

ション

（Console
Redirection）]
を無効に

した場

合、この

オプショ

ンを使用

できませ

ん。

[ボーレー
ト（Baud
Rate）]

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

有効、無効✔✔✔✔4.2(1)以
降

一貫した

デバイス

の命名に

よって、

一貫した

方法で

イーサ

ネットイ

ンター

フェイス

に名前を

付けるこ

とができ

ます。こ

れにより

イーサ

ネットイ

ンター

フェイス

の名前

は、より

統一さ

れ、識別

しやすく

なり、ア

ダプタや

他の設定

に変更が

加えられ

ても永続

的に保持

されま

す。

CDN
Control

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

有効、無効✔✔✔✔4.2(1)以
降

このトー

クンが有

効になっ

ていると

きに、

BIOSは
CPU/メモ
リ設定情

報と共に

メモリト

レーニン

グ結果(最
適化され

たタイミ

ング/電圧
値)を保
存し、そ

れらをそ

の後のリ

ブートに

再使用し

て、ブー

ト時間を

短縮しま

す。保存

済みメモ

リのト

レーニン

グ結果

は、最後

の保存操

作後の 24
時間以内

に、リ

ブートが

発生した

場合にの

み使用さ

れます。

[適応型メ
モリト

レーニン

グ

（Adaptive
Memory
Training）]

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

最大、最大、標準

•最小：重要なメッセー
ジがログファイルに表

示されます。これはデ

フォルトのオプション

です。

•最小：警告およびロー
ドメッセージがログ

ファイルに表示されま

す。

•標準：標準に加え、情
報関連のメッセージが

ログファイルに表示さ

れます。

✔✔✔✔4.2(1)以
降

このオプ

ション

は、
BIOS tech
ログファ

イルの

メッセー

ジのタイ

プを示し

ます。

[BIOS
Techlogレ
ベル

（BIOS
Techlog
Level）]

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

有効、無効✔✔✔✔4.2(1)以
降

[オプショ
ン ROM
起動最適

化

（OptionROM
Launch
Optimization）]

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

オプショ

ン ROM
の起動は

PCIス
ロットレ

ベルで管

理されま

す。デ

フォルト

で有効に

なってい

ます。多

数のネッ

トワーク

コント

ローラお

よびオプ

ション

ROMを
もつスト

レージ

HBAから
成る設定

では、す

べてのオ

プション
ROM
は、PCI
スロット

のオプ

ション

ROMコ
ントロー

ルがすべ

てに対し

て有効に

なってい

る場合に

起動でき

ます。た

だし、

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

ブートプ

ロセスで

は、コン

トローラ

のサブ

セットの

みを使用

できま

す。この

トークン

が有効に

なってい

るとき

に、ブー

トポリ

シーに存

在するこ

れらのコ

ントロー

ラでの

み、オプ

ション

ROMが
起動され

ます。

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

無効、COM 0、COM 1

• COM0は POST中にコ
ンソールリダイレク

ション用のシリアル

ポートを有効にしま

す。このオプションは

M6ブレードサーバー
およびラックマウント

サーバーに対してのみ

有効です。

• COM1または
serial-port-bはコンソー
ルリダイレクション用

にシリアルポートBを
有効にし、サーバー管

理タスク実行を許可し

ます。このオプション

は、ラックマウント

サーバーでのみ有効で

す。

✔✔✔✔4.2(1)以
降

POSTお
よび

BIOSの
ブート中

に、シリ

アルポー

トをコン

ソールリ

ダイレク

ションで

使用でき

るように

します。

BIOSの
ブートが

完了し、

オペレー

ティング

システム

がサー

バーを担

当する

と、コン

ソールリ

ダイレク

ションの

関連性は

なくな

り、無効

になりま

す。

コンソー

ルリダイ

レクショ

ン

（Console
Redirection）

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

なし、RTC-CTS✔✔✔✔4.2(1)以
降

フロー制

御にハン

ドシェイ

クプロト

コルを使

用するか

どうかを

設定しま

す。送信

要求/クリ
アツー

センド

（RTS/CTS）
を使用す

ると、隠

れた端末

の問題が

原因で発

生する可

能性があ

る、フ

レームコ

リジョン

を減らす

ことがで

きます。

[フロー制
御（Flow
Control）]

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

有効、無効✔✔✔✔4.2(1)以
降

POST中
にシステ

ムがハン

グアップ

した場合

に、シス

テムを回

復するた

めに

FRB2タ
イマーを

使用する

かどうか

を指定し

ます。

[FRB 2タ
イマー

（FRB 2
Timer）]

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

有効、無効✔✔✔✔4.2(1)以
降

BIOS
が、定義

済みのタ

イムアウ

ト値を持

つウォッ

チドッグ

タイマー

をプログ

ラムする

かどうか

設定しま

す。タイ

マーが切

れる前に

オペレー

ティング

システム

のブート

が完了し

ないと、

CIMCは
システム

をリセッ

トし、エ

ラーがロ

グに記録

されま

す。

OS
ウォッチ

ドッグタ

イマー

電源オフ、リセット✔✔✔✔4.2(1)以
降

ウォッチ

ドッグタ

イマーが

切れた場

合にシス

テムで実

行される

アクショ

ン。

[OS Boot
Watchdog
Timer
Policy

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

5分、10分、15分、20分✔✔✔✔4.2(1)以
降

BIOSで
ウォッチ

ドッグタ

イマーの

設定に使

用される

タイムア

ウト値。

OS
Watchdog
Timer
Timeout

PC-ANSI、VT100、
VT100-PLUS、VT-UTF8

✔✔✔✔4.2(1)以
降

コンソー

ルリダイ

レクショ

ンに使用

される文

字フォー

マットの

タイプ。

[ターミナ
ルタイプ

（Terminal
Type)]

有効、無効✔✔✔✔4.2(1)以
降

MK-TME
を使用す

ると、独

自のキー

を持つ 1
つの暗号

化ドメイ

ンを複数

持つこと

ができま

す。異な

るメモリ

ページを

異なる

キーで暗

号化でき

ます。

Multikey
Total
Memory
Encryption
(MK-TME)

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

有効、無効✔✔✔✔4.2(1)以
降

ソフト

ウェア

ガード拡

張

（SGX）
機能を有

効にする

ことがで

きます。

[拡張ソフ
トウェア

保護機能

（SGX）
（Software
Guard
Extensions
(SGX)）]

有効、無効✔✔✔✔4.2(1)以
降

システム

の物理メ

モリ全体

を暗号化

する機能

を提供し

ます。

Total
Memory
Encryption(TME)

SGX所有者 EPOCHが有効
化されました、新しいラン

ダム所有者 EPOCHへの変
更、手動によるユーザー定

義所有者EPOCH、SGX所
有者 EPOCHが無効化され
ました

✔✔✔✔4.2(1)以
降

作成さ

れ、ロッ

クされた

メモリ領

域に使用

されるセ

キュリ

ティキー

のシード

を変更で

きます。

[所有者
EPOCH
入力タイ

プを選択

（Select
Owner
EPOCH
Input
Type）]

有効、無効✔✔✔✔4.2(1)以
降

レジスト

レーショ

ンエー

ジェント

サービス

がプラッ

トフォー

ムキーを

保存でき

るように

します。

SGX自動
MP登録
エージェ

ント
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

0～ ffffffffffffffff（ステップ
サイズ：1）

✔✔✔✔4.2(1)以
降

0で指定
された
EPOCH
番号の
SGX
EPOCH
所有者値

を定義で

きます。

[SGX
Epoch 0]

0～ ffffffffffffffff（ステップ
サイズ：1）

✔✔✔✔4.2(1)以
降

1で指定
された
EPOCH
番号の
SGX
EPOCH
所有者値

を定義で

きます。

[SGX
Epoch 1]

有効、無効✔✔✔✔4.2(1)以
降

その後の

起動時に

システム

が SGX
の工場出

荷時リ

セットを

実行でき

るように

します。

SGX初期
設定への

リセット

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

SGX PUBKEY HASH0、
SGX PUBKEY HASH1、
SGX PUBKEY HASH2、
SGX PUBKEY HASH3

• SGX PUBKEY
HASH0：7～ 0の間

• SGX PUBKEY
HASH1：15～ 8の間

• SGX PUBKEY
HASH2：23～ 16の間

• SGX PUBKEY
HASH3：31～ 24の間

✔✔✔✔4.2(1)以
降

ソフト

ウェア

ガード拡

張

（SGX）
の値を設

定できま

す。

nの範囲
が 0～ 3
のSGX
PubKey
Hash n

有効、無効✔✔✔✔4.2(1)以
降

SGX書き
込み機能

を有効に

すること

ができま

す。

SGX書き
込みが有

効

有効、無効✔✔✔✔4.2(1)以
降

SGXパッ
ケージ情

報インバ

ンドアク

セスを有

効にする

ことがで

きます。

[SGX
パッケー

ジ情報イ

ンバンド

アクセス

（SGX
Package
Information
In-Band
Access）]

有効、無効✔✔✔✔4.2(1)以
降

SGX QoS
を有効に

すること

ができま

す。

SGX QoS
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

有効、無効✔✔✔✔4.2(1)以
降

プラット

フォーム

構成レジ

スタ

（PCR）
は、TPM
内のメモ

リ位置で

す。複数

のPCRを
まとめて

PCRバン
クと呼び

ます。セ

キュア

ハッシュ

アルゴリ

ズム 1ま
たは
SHA-1
PCRバン
クでは、

TPMセ
キュリ

ティを有

効または

無効にす

ることが

できま

す。

SHA-1
PCRバン
ク
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

有効、無効✔✔✔✔4.2(1)以
降

プラット

フォーム

構成レジ

スタ

（PCR）
は、TPM
内のメモ

リ位置で

す。複数

のPCRを
まとめて

PCRバン
クと呼び

ます。セ

キュア

ハッシュ

アルゴリ

ズム 256
ビットま

たは
SHA-256PCR
バンクで

は、TPM
セキュリ

ティを有

効または

無効にす

ることが

できま

す。

SHA256
PCRバン
ク

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

有効、無効✔✔✔✔4.3(3a)以
降

プラット

フォーム

構成レジ

スタ

（PCR）
は、TPM
内のメモ

リ位置で

す。複数

のPCRを
まとめて

PCRバン
クと呼び

ます。セ

キュア

ハッシュ

アルゴリ

ズム 384
ビットま

たは
SHA-384PCR
バンクで

は、TPM
セキュリ

ティを有

効または

無効にす

ることが

できま

す。

SHA384
PCRバン
ク

*
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

有効、無効✔✔✔✔4.2(1)以
降

サーバー

の認証に

使用する

アーティ

ファクト

を安全に

保存する

コンポー

ネントで

あるトラ

ステッド

プラット

フォーム

モジュー

ル

（TPM）
の有効と

無効を切

り替えま

す。

[信頼され
たプラッ

トフォー

ムモ

ジュール

の状態

（Trusted
Platform
Module
State）]

なし、TpmClear✔✔✔✔4.2(1)以
降

トラス

テッドプ

ラット

フォーム

モジュー

ル

（TPM）
Pending
Operation
オプショ

ンを使用

すると、

保留中の

操作のス

テータス

を制御で

きます。

TPM保留
中の操作

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

有効、無効✔✔✔✔4.2(1)以
降

TPMの最
小限の物

理的存在

を有効ま

たは無効

にするか

どうか。

セキュリ

ティを損

なうこと

なくTPM
を管理す

るため

に、OS
と BIOS
間の通信

を有効ま

たは無効

にしま

す。

[TPMの
最小限の

物理的存

在（TPM
Minimal
Physical
Presence）]

有効、無効✔✔✔✔4.2(1)以
降

ビジネス

サーバー

上で使用

され、保

管される

情報の保

護機能を

強化す

る、Intel
Trusted
Execution
Technology
（TXT）
の有効と

無効を切

り替えま

す。

[Intel
Trusted
Execution
Technology
のサポー

ト（Intel
Trusted
Execution
Technology
Support）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

有効、無効✔✔✔✔4.2(3)以
降

TPM機能
全体を制

御しま

す。

セキュリ

ティデバ

イスのサ

ポート

有効、無効✔✔✔✔4.2(2)以
降

このトー

クンを有

効にする

と、
Windows
2022カー
ネル

DMA保
護機能が

有効にな

ります。

OSはこ
れを、悪

意のある

デバイス

からの

DMA攻
撃を防ぐ

ために
IOMMU
を有効に

する必要

があると

いうヒン

トとして

扱いま

す。

[DMA制
御オプト

インフラ

グ（DMA
Control
Opt-In
Flag）]
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値（Value）サポートされるモデルVersions説明名前

X210c
M6

C240
M6

C220
M6

B200 M6

有効、無効✔✔✔✔4.2(2)以
降

古い
Hyper-v
CPUプ
ラット

フォーム

をサポー

トするた

めに、

CPU物理
アドレス

を 46
ビットに

制限しま

す。

[CPU PA
を 46
ビットに

制限

（LIMIT
CPU PA
to 46
Bits）]

SHA384 PCRバンク BIOSトークンは、PIDモデル UCS-TPM-002Dおよび UCS-TPM-002D-D
をサポートします。

（注）

サポートされる AMD M6プラットフォーム
AMD M6（C225 M6および C245 M6）プラットフォームに適用可能な BIOSトークン

値（Value）サポートされるモ

デル

Versions説明名前

C245 M6C225 M6

無効、有効

•無効：IPv4 HTTPサポー
トは使用できません。

•有効：IPv4 PXEサポート
を使用できます。

✔✔4.2(1)
以降

HTTPの IPv4サ
ポートを有効また

は無効にします。

IPV4 HTTPの
サポート
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値（Value）サポートされるモ

デル

Versions説明名前

C245 M6C225 M6

無効、有効

•無効：IPv6 HTTPサポー
トは使用できません。

•有効：IPv6 PXEサポート
を使用できます。

✔✔4.2(1)
以降

HTTPの IPv6サ
ポートを有効また

は無効にします。

IPV6 HTTPの
サポート

無効、有効

•無効：IPv4 PXEサポート
は使用できません。

•有効：IPv4 PXEサポート
を使用できます。

✔✔4.2(1)
以降

PXEの IPv4サ
ポートを有効また

は無効にします。

IPv4 PXEのサ
ポート

無効、有効

•無効：IPv6 PXEサポート
は使用できません。

•有効：IPv6 PXEサポート
を使用できます。

✔✔4.2(1)
以降

PXEの IPv6サ
ポートを有効また

は無効にします。

[IPV6 PXEサ
ポート（IPV6
PXE
Support）]

無効、有効

•無効：ネットワークス
タックのサポートは使用

できません。

•有効：ネットワークス
タックのサポートを使用

できます。

✔✔4.1(1)
以降

このオプションを

使用すると、シス

テムの完全なネッ

トワークスタイル

を有効または無効

にすることができ

ます。

ネットワーク

スタック

無効、有効、自動

•無効：このオプションは
無効です。

•有効：このオプションは
有効です。

•自動：PCIe ARIサポート
は自動モードです。

✔✔4.2(1)
以降

すべての ARIサ
ポートポートが有

効であるか、無効

であるか。

PCIe ARIサ
ポート
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値（Value）サポートされるモ

デル

Versions説明名前

C245 M6C225 M6

自動、無効、GEN1、GEN2、
GEN 3

• [Disabled]：最大速度は制
限されません。

•有効：最大速度は、制限
されていません。

•自動：最高速度は自動的
に設定されます。

• GEN1：最大 2.5 GT/s（ギ
ガトランスファー/秒）ま
での速度が許可されま

す。

• GEN2：最大 5 GT/sまで
の速度が許可されます。

• GEN3：最大 8 GT/sまで
の速度が許可されます。

✔4.0(2)
以降

このオプションで

は、MRAIDの最
高速度を制限する

ことができます。

[MRAID nリ
ンク速度

（MRAID n
Link
Speed）]。nの
範囲は 1～ 2
です。

無効、有効

•無効：拡張スロットを使
用できません。

•有効：拡張スロットを使
用できます。。

✔4.0(2)
以降

MRAIDポートで
オプション ROM
を使用可能にする

かどうか設定。

（注）

C225M6プラット
フォームにのみ適

用されます。

[MRAID n
OptionROM]。
nの範囲は 1
～ 2です。
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値（Value）サポートされるモ

デル

Versions説明名前

C245 M6C225 M6

自動、無効、GEN1、GEN2、
GEN 3、GEN 4、GEN 5

• [Disabled]：最大速度は制
限されません。

•自動：最高速度は自動的
に設定されます。

• GEN1：最大 2.5 GT/s（ギ
ガトランスファー/秒）ま
での速度が許可されま

す。

• GEN2：最大 5 GT/sまで
の速度が許可されます。

• GEN3：最大 8 GT/sまで
の速度が許可されます。

• GEN4：最大 16GT/sまで
の速度が許可されます。

• GEN 5：最大 32GT/sまで
の速度が許可されます。

✔✔4.2(1)
以降

このオプションを

使用すると

MSTORアダプタ
の最大速度を制限

できます。

PCIeスロット
MSTORリンク
速度

無効、有効

• Disabled：オプション
ROMは使用できません。

• [Enabled]—オプション
ROMは使用できます。

✔✔4.2(1)
以降

サーバが PCIe
MSTORRAIDのオ
プション ROMを
使用するかどう

か。

PCIeスロット
MSTOR RAID
OptionROM

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモ

デル

Versions説明名前

C245 M6C225 M6

無効、自動、GEN1、GEN2、
GEN3、GEN4、GEN5

•無効：最大スピードは制
限されていません。

•自動：最高速度は自動的
に設定されます。

• GEN1：最大 2.5 GT/s（ギ
ガトランスファー/秒）ま
での速度が許可されま

す。

• GEN2：最大 5 GT/sまで
の速度が許可されます。

• GEN3：最大 8 GT/sまで
の速度が許可されます。

• GEN4：最大 16GT/sまで
の速度が許可されます。

• GEN 5：最大 32GT/sまで
の速度が許可されます。

✔✔4.0(4)
以降

このオプションで

は、フロントPCIe
スロットに取り付

けられた NVME
カードの最高速度

を制限することが

できます。

[前面NVME n
リンク速度

（Front
NVME n Link
Speed）]。nの
範囲は 1～ 12
です。

C245 M8プ
ラットフォー

ムの場合、 n
の範囲は 1～
4です。
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値（Value）サポートされるモ

デル

Versions説明名前

C245 M6C225 M6

自動、無効、GEN1、GEN2、
GEN 3、GEN 4、GEN 5

• [Disabled]：最大速度は制
限されません。

•自動：最高速度は自動的
に設定されます。

• GEN1：最大 2.5 GT/s（ギ
ガトランスファー/秒）ま
での速度が許可されま

す。

• GEN2：最大 5 GT/sまで
の速度が許可されます。

• GEN3：最大 8 GT/sまで
の速度が許可されます。

• GEN4：最大 16GT/sまで
の速度が許可されます。

• GEN 5：最大 32GT/sまで
の速度が許可されます。

✔✔4.0(1)
以降

このオプションを

使用するとMLOM
アダプタの最大速

度を制限できま

す。

PCIeスロッ
ト: MLOMリ
ンク速度

（PCIe
Slot:FLOM
Link Speed）

無効、有効、Legacyのみ、
UEFIのみ

•無効：拡張スロットを使
用できません。

•有効：拡張スロットを使
用できます。

• UEFIのみ：拡張スロット
をUEFIでのみ使用できま
す。

• Legacyのみ：拡張スロッ
トをレガシーでのみ使用

できます。

✔✔4.0(1)
以降

オプション ROM
がMLOMポート
で使用できるかど

うか。

PCIe
Slot:MLOM
OptionROM
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値（Value）サポートされるモ

デル

Versions説明名前

C245 M6C225 M6

自動、無効、GEN1、GEN2、
GEN 3、GEN 4、GEN 5

• [Disabled]：最大速度は制
限されません。

•自動：最高速度は自動的
に設定されます。

• GEN1：最大 2.5 GT/s（ギ
ガトランスファー/秒）ま
での速度が許可されま

す。

• GEN2：最大 5 GT/sまで
の速度が許可されます。

• GEN3：最大 8 GT/sまで
の速度が許可されます。

• GEN4：最大 16GT/sまで
の速度が許可されます。

• GEN 5：最大 32GT/sまで
の速度が許可されます。

✔4.0(2)
以降

このオプションで

は、MRAIDの最
高速度を制限する

ことができます。

[MRAIDリン
ク速度

（MRAID
Link Speed）]

無効、有効、Legacyのみ、
UEFIのみ

•無効：拡張スロットを使
用できません。

•有効：拡張スロットを使
用できます。

✔4.0(2)
以降

オプション ROM
がMLOMポート
で使用できるかど

うか。

[PCIe
Slot:MRAID
OptionROM]
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値（Value）サポートされるモ

デル

Versions説明名前

C245 M6C225 M6

自動、無効、GEN1、GEN2、
GEN 3、GEN 4、GEN 5

• [Disabled]：最大速度は制
限されません。

•自動：最高速度は自動的
に設定されます。

• GEN1：最大 2.5 GT/s（ギ
ガトランスファー/秒）ま
での速度が許可されま

す。

• GEN2：最大 5 GT/sまで
の速度が許可されます。

• GEN3：最大 8 GT/sまで
の速度が許可されます。

• GEN4：最大 16GT/sまで
の速度が許可されます。

• GEN 5：最大 32GT/sまで
の速度が許可されます。

✔4.0(4)
以降

このオプションを

使用すると背面

NVMEの最大速度
を制限できます。

[背面NVME n
リンク速度

（Rear NVME
n Link
Speed）]。nの
範囲は 1～ 4
です。

有効、無効

•無効：オプションは制限
されていません。

•有効：オプションは制限
されています。

✔4.0(4)
以降

オプション ROM
が背面 NVMEで
使用できるかどう

か。

[背面NVME n
OptionROM
（Rear NVME
n
OptionROM）]。
nの範囲は 1
～ 4です。
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値（Value）サポートされるモ

デル

Versions説明名前

C245 M6C225 M6

無効、自動、GEN1、GEN2、
GEN3

•無効：最大スピードは制
限されていません。

•自動：最高速度は自動的
に設定されます。

• GEN 1：最大 2 GT/s（ギ
ガトランスファー/秒）ま
での速度が許可されま

す。

• GEN2：最大 5 GT/sまで
の速度が許可されます。

• GEN3：最大 8 GT/sまで
の速度が許可されます。

✔✔4.0(2)
以降

このオプションを

使用すると前面

SSDの最大速度を
制限できます。

[PCIe
Slot:FrontSSD
nリンク速度
（PCIe
Slot:FrontSSD
nLink
Speed）]。nは
1および 2で
す。

有効、無効✔✔4.3(4b)
以降

単一のルート I/O
仮想化を制御しま

す。SR-IOVを使
用すると、ネット

ワークアダプタな

どのデバイスは、

さまざまな PCIe
ハードウェア機能

間でリソースへの

アクセスを分離で

きます。

単一ルート

I/O仮想化
（SR-IOV）の
サポート
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値（Value）サポートされるモ

デル

Versions説明名前

C245 M6C225 M6

有効、無効

•無効：オプションは制限
されていません。

•有効：オプションは制限
されています。

✔✔4.0(2)
以降

PCIeスロットの
Consistent Device
Naming（CDN）制
御により、PCIeス
ロットに一貫した

方法で名前を付け

ることができま

す。これにより

PCIeスロットの名
前は、より統一さ

れ、識別しやすく

なり、構成に変更

が加えられても永

続的に保持されま

す。

CDNは一貫し
たデバイスの

命名を指す

PCIeスロット
CDN制御

有効、無効

•無効：オプションは制限
されていません。

•有効：オプションは制限
されています。

✔✔4.0(2)
以降

PCIeスロットの
Consistent Device
Naming（CDN）制
御により、PCIeス
ロットに一貫した

方法で名前を付け

ることができま

す。これにより

PCIeスロットの名
前は、より統一さ

れ、識別しやすく

なり、構成に変更

が加えられても永

続的に保持されま

す。

Consistent
Device Naming
（CDN）制御

有効、無効

•無効：オプションは制限
されていません。

•有効：オプションは制限
されています。

✔✔4.0(1)
以降

不正な外部 DMA
からの脅威を緩和

するため、PCI
BMEビットを無
効にできます。

[BME DMA緩
和（BME
DMA
Mitigation）]
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値（Value）サポートされるモ

デル

Versions説明名前

C245 M6C225 M6

有効、無効

•無効：オプションは制限
されていません。

•有効：オプションは制限
されています。

✔✔4.0(1)
以降

メモリがアクティ

ブで、指定された

ウィンドウ内でリ

フレッシュを実行

するときに、メモ

リコントローラが

リフレッシュサイ

クルを延期できる

ようにします。遅

延リフレッシュサ

イクルは、複数の

リフレッシュサイ

クルのバーストで

実行される場合が

あります。

バーストリフ

レッシュおよ

び遅延リフ

レッシュ

無効、有効、自動

•無効：オプションは無効
です。

•有効：オプションは有効
です。

•自動：オプションは自動
モードです。

✔✔4.0(2)
以降

プロセッサで、メ

モリの暗号化サ

ポートを実現する

セキュアメモリ暗

号化有効

（SMEE）機能を
使用するかどうか

を指定します。

[CPU SMEE]

無効、有効、自動

•無効：オプションは無効
です。

•有効：オプションは有効
です。

•自動：オプションは自動
モードです。

（注）

IOMMUを無効にするには、
システムの [ローカル APIC
モード（Local APIC Mode）]
をxAPICに構成する必要があ
ります。

✔✔4.0(2)
以降

出入力メモリ管理

ユニット

（IOMMU）によ
り、AMDプロ
セッサが物理アド

レスへ仮想アドレ

スをマッピングす

ることが可能で

す。

[IOMMU]
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値（Value）サポートされるモ

デル

Versions説明名前

C245 M6C225 M6

無効、有効、自動

•無効：オプションは無効
です。

•有効：オプションは有効
です。

•自動：オプションは自動
モードです。

✔✔4.0(1)
以降

物理アドレスをア

プリケーションに

割り当てる方法を

決定します。

[バンクグルー
プスワップ

（Bank Group
Swap）]

無効、有効、自動

•無効：オプションは無効
です。

•有効：オプションは有効
です。

•自動：オプションは自動
モードです。

✔✔4.2(1)
以降

ノード 0に選択し
た DRAMチップ
経由でメモリブ

ロックがインター

リーブされるかど

うか設定します。

チップセット

インターリー

ブ

無効、1時間、4時間、6時
間、8時間、12時間、16時
間、 24時間、48時間、自動

✔✔4.3(4a)
以降

メモリ全体をスク

ラブする時間数を

表す値。

DRAMスクラ
ブ時間

無効、有効、自動、カスタム

•無効：オプションは無効
です。

•有効：オプションは有効
です。

•自動：オプションは自動
モードです。

•カスタム：オプションを
カスタマイズします。

✔✔4.2(1)
以降

このオプション

は、SecuredNested
Paging（SNP）メ
モリとリバース

マップテーブル

（RMP）の動作
モードを選択しま

す。RMPは、シス
テムの物理アドレ

スとゲストの物理

アドレス間の 1対
1のマッピングを
保証するために使

用されます。

SNPメモリカ
バレッジ
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値（Value）サポートされるモ

デル

Versions説明名前

C245 M6C225 M6

0～ 1048576（デフォルトは
8192）。

✔✔4.2(1)
以降

SNPメモリサイズ
を設定できます。

[カバーされる
SNPメモリサ
イズ（MiB）
（SNP
Memory Size
to Cover in
MiB）]

自動、NPS0、NPS1、NPS2、
NPS4

• NPS0：ソケットごとの
NUMAノード数を 0にし
ます。

• [NPS1]：ソケットごとの
NUMAノード数を 1にし
ます。

• NPS2：ソケットごとの
NUMAノード数を 2にし
ます。

• NPS4：ソケットごとの
NUMAノード数を 4にし
ます。

•自動：チャネル数を自動
に設定します。

✔✔4.2(1)
以降

CPUソケットあた
りのNUMA（非一
様メモリアクセ

ス）ノード数を構

成できます。

ソケットごと

のNUMAノー
ド

自動、チャネル、Die、なし、
ソケット、無効、有効

• M5で使用可能なオプショ
ン：自動、チャンネル、

Die、なし、ソケット

• M6で利用可能なオプショ
ン：自動、無効

• M8で利用可能なオプショ
ン：自動、有効、無効

✔✔4.0(2)
以降

インターリーブさ

れるメモリブロッ

クを決定します。

また、インター

リーブの開始アド

レス（ビット 8、
9、10、または
11）も指定しま
す。

[メモリイン
ターリーブ

（Memory
Interleaving）]
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値（Value）サポートされるモ

デル

Versions説明名前

C245 M6C225 M6

無効、有効、自動

•無効：オプションは無効
です。

•有効：オプションは有効
です。

✔✔4.2(1)
以降

セキュアネス

ティッドページン

グ機能を有効にで

きます。

SEV-SNPサ
ポート

自動、1x更新、2x更新、3x、
4x

（注）

M5、M7、M8サーバのデフォ
ルトは、1xリフレッシュで
す。

AMDM6サーバのデフォルト
は、2xリフレッシュです。

✔✔4.0(1)
以降

内部メモリ用のリ

フレッシュ間隔

レートを構成する

には

メモリのリフ

レッシュレー

ト

無効、ハード PPR

•無効：このオプションは
無効です。

•ハード PPR：これによ
り、破損したストレージ

セルが永続的に再マッピ

ングされることになりま

す。

✔✔4.2(1)
以降

Post Package Repair
(PPR)は、スペア
セルに置き換え

て、障害のあるメ

モリセルを修復す

る機能を提供しま

す。

ポストパッ

ケージ修復

無効、有効4.3(4b)
以降

OSランタイム中
に修正されたメモ

リエラーのソフト

ポストパッケージ

修復を有効にしま

す。

ランタイムポ

ストパッケー

ジ修復
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デル

Versions説明名前

C245 M6C225 M6

253 ASID、509 ASID、自動

• 253 ASID

• 509 ASID

• Auto

（注）

Rowhammerスタイルの攻
撃を軽減するために、こ

の設定は [自動（Auto）]
のデフォルト状態のまま

にすることを推奨しま

す。

✔✔4.2(1)
以降

VMのコードと
データが分離され

た、暗号化仮想マ

シン（VM）の実
行を有効にしま

す。

Secure
Encrypted
Virtualization

無効、有効、自動

•無効：このオプションは
無効です。

•有効：このオプションは
有効です。

•自動：このオプションは
自動モードに設定されて

います。

（注）

自動がM6サーバーのデフォ
ルトです。

✔✔4.0(4)
以降

プロセッサで、メ

モリの暗号化サ

ポートを実現する

セキュアメモリ暗

号化有効

（SMEE）機能を
使用するかどうか

を指定します。

[SMEE]

無効、有効、自動

•無効：このオプションは
無効です。

•自動：このオプションは
自動モードに設定されて

います。

✔✔4.1(3)
以降

システムメモリに

格納されているす

べてのデータの透

過的なハードウェ

アメモリ暗号化を

提供します。

透過的セキュ

アメモリ暗号

化
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値（Value）サポートされるモ

デル

Versions説明名前

C245 M6C225 M6

無効、有効

•無効：このオプションは
無効です。

•有効：このオプションは
有効です。

✔✔4.0(1)
以降

64ビットPCIデバ
イスの 4 GB以上
のアドレス空間に

対するメモリマッ

プド I/Oを有効ま
たは無効にしま

す。レガシーなオ

プション ROMは
4GBを超えるアド
レスにアクセスで

きません。PCIデ
バイスが 64ビッ
ト対応でも、レガ

シーなオプション

ROMを使用する
場合は、この設定

をイネーブルにし

ても正しく機能し

ない場合がありま

す。

Memory
Mapped IO
above 4GB

無効、自動

•無効：このオプションは
無効です。

• [自動（Auto）]：パフォー
マンスをブーストする方

法を CPUで自動的に決定
します。

✔✔4.0(2)
以降

AMDプロセッサ
がアイドル状態

（ほとんど使用さ

れていない状態）

のときにコアの周

波数を上げるかど

うかを指定しま

す。

[コアパフォー
マンスブース

ト（Core
Performance
Boost）]

自動、無効、有効

•自動：このオプションは
自動モードに設定されて

います。

•無効：このオプションは
無効です。

•有効：このオプションは
有効です。

✔✔4.0(2)
以降

AMDプロセッサ
が IOベースの C
ステートジェネ

レーションおよび

DF Cステートを
制御するかどうか

です。

[グローバル C
ステート制御

（Global C
State
Control）]
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値（Value）サポートされるモ

デル

Versions説明名前

C245 M6C225 M6

自動、無効、有効

•自動：このオプションは
自動モードに設定されて

います。

•無効：このオプションは
無効です。

•有効：このオプションは
有効です。

✔✔4.0(2)
以降

プロセッサで、

AMDハードウェ
アプリフェッチ機

構が必要に応じて

データおよび命令

ストリームをメモ

リから取得し、L1
または L2キャッ
シュに入れること

を許可するかどう

か設定します。

[Lnストリー
ム HWプリ
フェッチャー

（Ln Stream
HW
Prefetcher）]。
nの値は 1お
よび 2です。

自動、パフォーマンス、電源

•自動：CPUはデフォルト
の決定論的な電源設定を

自動で使用します。

•パフォーマンス：プロ
セッサは、最適なパ

フォーマンスかつ一貫し

た方法で動作します。

•電源：プロセッサは、ダ
イごとに許容される最大

のパフォーマンスで動作

します。

✔✔4.0(2)
以降

AMDプロセッサ
により動作方法を

決定できます。

[デタミニズム
スライダ

（Determinism
Slider）]

自動、有効

•有効：このオプションは
有効です。

•自動：CPUはデフォルト
設定を自動で使用しま

す。

✔✔4.0(2)
以降

効率に基づいて消

費電力を設定でき

ます。

効率モードが

有効
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値（Value）サポートされるモ

デル

Versions説明名前

C245 M6C225 M6

自動、無効、有効

•有効：このオプションは
有効です。

•無効：このオプションは
無効です。

•自動：CPUはデフォルト
設定を自動で使用しま

す。

✔✔4.0(2)
以降

コラボレーティブ

プロセッサパ

フォーマンス制御

を設定できます。

CPPC

有効、無効、自動✔✔4.3(4b)
以降

システムDIMMに
保存されているす

べてのデータの

ハードウェアメモ

リ暗号化を提供し

ます。これは OS
には認識されず、

メモリ遅延がわず

かに増加します。

TSME

自動、P0、P1、P2、P3✔✔4.3(4b)
以降

ACPI _PSDオブ
ジェクトによって

報告されるよう

に、P状態を強制
的に独立/従属にし
ます。APBDISが
有効になっている

場合は、SOC P状
態が変更されま

す。

固定された
SOC P-State
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値（Value）サポートされるモ

デル

Versions説明名前

C245 M6C225 M6

無効、有効✔✔4.0(2)
以降

メモリがアクティ

ブで、指定された

ウィンドウ内でリ

フレッシュを実行

するときに、メモ

リコントローラが

リフレッシュサイ

クルを延期できる

ようにします。遅

延リフレッシュサ

イクルは、複数の

リフレッシュサイ

クルのバーストで

実行される場合が

あります。

バーストリフ

レッシュおよ

び遅延リフ

レッシュ

自動、0、1

•自動：SMUの自動ApbDis
を設定します。これがデ

フォルトのオプションで

す。

• 0：SMUへのApbDisをク
リアします。

• 1：SMUへの ApbDisを
セットします。

✔✔4.0(2)
以降

SMUの APBDIS
（アルゴリズムパ

フォーマンスブー

スト（APB）無効
化）値を選択でき

ます。

APBDIS
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値（Value）サポートされるモ

デル

Versions説明名前

C245 M6C225 M6

自動、TWO (1 + 1)、TWO (2 +
0)、THREE (3 + 0)、FOUR (2 +
2)、FOUR (4 + 0)、SIX (3 + 3)

•自動：有効化する必要の
あるコアの数を CPUで判
断します。これがデフォ

ルトのオプションです。

• TWO（1+0）：1つの
CPUコンプレックスで 1
つのコアを有効にしま

す。

•ツー（2+0）：1つのCPU
コンプレックスで 2つの
コアを有効にします。

•スリー（3+0）：1つの
CPUコンプレックスで 3
つのコアを有効にしま

す。

•フォア（4+0）：1つの
CPUコンプレックスで 4
つのコアを有効にしま

す。

•ファイブ（5+0）：1つの
CPUコンプレックスで 5
つのコアを有効にしま

す。

• SIX（3+3）：1つの CPU
コンプレックスで 6つの
コアを有効にします。

✔✔4.0(2)
以降

1つ以上のコアの
動作を停止する機

能を提供します。

シリコン回路でサ

ポートされていま

す。オペレーティ

ングシステムの制

限、またはシステ

ムの電力削減要件

により、コア数を

減らすことが望ま

しい場合がありま

す。この項目によ

り、実行中のコア

の数を制御できま

す。この設定で

は、プロセッサで

使用可能なコアの

数を減らすことし

かできません。

[ダウンコア制
御（Downcore
control）]

自動、無効、有効✔✔4.0(2)
以降

ストリーミングス

トア機能を有効に

します。

ストリーミン

グストア制御
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デル

Versions説明名前

C245 M6C225 M6

自動、P0、P1、P2、P3

•自動：プロセッサに適し
た有効な P状態を設定し
ます。これがデフォルト

のオプションです。

• P0～ P3：最高の SOC P
状態から最低の SOC P状
態。

✔✔4.0(2)
以降

このオプション

は、APBDIS（ア
ルゴリズムパ

フォーマンスブー

スト（APB）無効
化）が設定されて

いる場合のター

ゲット Pステート
を定義します。

P-xは、取り付け
られているプロ

セッサの有効な P
ステートを指定し

ます。

固定された
SOC P-State

自動、無効、有効✔✔4.0(2)
以降

システムで長時間

のアイドル状態が

予想される場合、

この制御により、

システムは、シス

テムをさらに低電

力状態に設定でき

る DF C状態に移
行できます。

DF C-State

自動、2 CCDs、3 CCDs、4
CCDs、6 CCDs、8 CCDs、10
CCDs

（注）

• 2 CCDs、3 CCDs、4
CCDs、6 CCDsオプショ
ンは、M6サーバでのみ
ご利用いただけます。

• 2 CCDs、3 CCDs、4
CCDs、6 CCDsオプショ
ンは、M6サーバでのみ
ご利用いただけます。

✔✔4.0(2)
以降

システムで有効に

したい電荷結合デ

バイス CCDの数
を指定できます。

CCD制御
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デル

Versions説明名前

C245 M6C225 M6

自動、ワン（1+0）、ツー
（2+0）、スリー（3+0）、
フォー（4+0）、ファイブ
（5+0）、シックス（6+0）、
セブン（7+0）

✔✔4.0(2)
以降

1つ以上のコアの
動作を停止する機

能を提供します。

シリコン回路でサ

ポートされていま

す。オペレーティ

ングシステムの制

限、またはシステ

ムの電力削減要件

により、コア数を

減らすことが望ま

しい場合がありま

す。この項目によ

り、実行中のコア

の数を制御できま

す。この設定で

は、プロセッサで

使用可能なコアの

数を減らすことし

かできません。

CPUダウンコ
ア制御 7xx3
チェック m5
および m6お
よび更新

自動、無効、有効✔✔4.2(1)
以降

各 Cisco互換性拡
張機能がそのオン

ドメインにあると

宣言されている物

理ドメインの上に

仮想ドメインのレ

イヤーを作成しま

す。

NUMAドメイ
ンとしての
ACPI SRAT
L3キャッシュ

無効、有効✔✔4.0(2)このオプション

は、18GbpsXGMI
リンク速度を有効

にします。

Cisco xGMIの
最大速度
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デル
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C245 M6C225 M6

自動、無効、有効✔✔4.3(4a)
以降

特定のアグレッシ

ブなワークロード

に対する EDC
シャットダウン応

答を回避するため

に使用率の追跡を

強化する EDC
シャットダウン保

護を有効または無

効にします。

EDC制御ス
ロットル

自動、無効、有効✔✔4.3(4a)
以降

この値は、ダイナ

ミックリンク幅管

理（DLWM）機能
を制御します。

プラットフォーム

が 8レーンまたは
16レーンの xGMI
動作をサポートで

きる場合、動的調

整機能によって電

力を節約できま

す。

DLWMサポー
ト

互換性、XAPIC、X2APIC、自
動

✔✔4.3(4a)
以降

使用する APIC
モードを選択しま

す。

ローカル

APICモード*

自動、無効、有効✔✔4.3(4a)
以降

サポートされてい

るデバイスのPCIe
10ビットタグを
有効にします。

[PCIe 10ビッ
トタグサポー

ト（PCIe Ten
Bit Tag
Support）]
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デル

Versions説明名前
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無効、有効、自動✔✔4.0(2)
以降

プロセッサで

AMD同時マルチ
スレッディング

（Simultaneous
MultiThreading）テ
クノロジーを使用

するかどうかを指

定します。このテ

クノロジーでは、

マルチスレッドソ

フトウェアアプリ

ケーションのス

レッドを各プロ

セッサ内で並列に

実行できます。

[SMTモード
（SMT
Mode）]

無効、有効✔✔4.0(2)
以降

プロセッサが

AMDセキュア仮
想マシンテクノロ

ジを使用するかど

うか設定します。

[SVMモード
（SMT
Mode）]

自動、800 MHz、933 MHz、
1067 MHz、1200 MHz、1333
MHz、1467MHz、1600MHz、
1633 MHz、1667MHz、1700
MHz、1733MHz、1767MHz、
1800 MHz、400 MHz

✔✔4.3(4a)
以降

メモリクロックを

プラットフォーム

の最大制限からさ

らに減らすことが

できます。

[メモリクロッ
ク速度 7xx3
（Memory
Clock Speed
7xx3）]（AMD
3rd Gen CPU）
ドロップダウ

ンリスト

自動、667 MHz、800 MHz、
933 MHz、1067 MHz、1200
MHz、1333MHz、1467MHz、
1600 MHz

✔✔4.3(4a)
以降

メモリクロックを

プラットフォーム

の最大制限からさ

らに減らすことが

できます。

[メモリクロッ
ク速度 7xx2
（Memory
Clock Speed
7xx2）]（AMD
3rd Gen CPU）

自動、2 xGMIリンク、3 xGMI
リンク、4 xGMIリンク

✔✔4.3(4a)
以降

マルチソケットシ

ステムで使用され

る xGMI2リンク
の数を構成しま

す。

[xGMIリンク
構成（xGMI
Link
Configuration）]
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デル

Versions説明名前

C245 M6C225 M6

自動、バス✔✔4.3(4a)
以降

パフォーマンスの

向上として、優先

バスの機能を有効

にします。

[優先 IO 7xx3
（Preferred IO
7xx3）](AMD
3rd Gen CPU)]

自動、手動✔✔4.3(4a)
以降

パフォーマンスの

向上として、優先

バスの機能を有効

にします。

優先 IO 7xx2
(AMD 2nd Gen
CPU)

自動、無効、有効✔✔4.3(4a)
以降

CPUウォッチドッ
グタイマーを有効

または無効にしま

す。

[コアウォッチ
ドッグタイ

マー（Core
Watchdog
Timer）]

9.6k、19.2k、38.4k、57.6k、
115.2k

✔✔4.2(1)
以降

シリアルポートの

伝送速度として使

用されるボーレー

ト。[コンソール
リダイレクション

（Console
Redirection）]を無
効にした場合、こ

のオプションを使

用できません。

[ボーレート
（Baud
Rate）]

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポートされるモ

デル

Versions説明名前

C245 M6C225 M6

有効、無効✔✔4.2(1)
以降

一貫したデバイス

の命名によって、

一貫した方法で

イーサネットイン

ターフェイスに名

前を付けることが

できます。これに

よりイーサネット

インターフェイス

の名前は、より統

一され、識別しや

すくなり、アダプ

タや他の設定に変

更が加えられても

永続的に保持され

ます。

CDN Control

最大、最大、標準

•最小：重要なメッセージ
がログファイルに表示さ

れます。これはデフォル

トのオプションです。

•最小：警告およびロード
メッセージがログファイ

ルに表示されます。

•標準：標準に加え、情報
関連のメッセージがログ

ファイルに表示されま

す。

✔✔4.2(1)
以降

このオプション

は、 BIOS techロ
グファイルのメッ

セージのタイプを

示します。

[BIOS Techlog
レベル（BIOS
Techlog
Level）]
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値（Value）サポートされるモ

デル

Versions説明名前

C245 M6C225 M6

有効、無効✔✔4.2(1)
以降

オプション ROM
の起動は PCIス
ロットレベルで管

理されます。デ

フォルトで有効に

なっています。多

数のネットワーク

コントローラおよ

びオプション

ROMをもつスト
レージ HBAから
成る設定では、す

べてのオプション

ROMは、PCIス
ロットのオプショ

ン ROMコント
ロールがすべてに

対して有効になっ

ている場合に起動

できます。ただ

し、ブートプロセ

スでは、コント

ローラのサブセッ

トのみを使用でき

ます。このトーク

ンが有効になって

いるときに、ブー

トポリシーに存在

するこれらのコン

トローラでのみ、

オプション ROM
が起動されます。

[オプション
ROM起動最
適化

（OptionROM
Launch
Optimization）]

サポートされるプラットフォーム

492

サポートされるプラットフォーム

サポートされる AMD M6プラットフォーム



値（Value）サポートされるモ

デル

Versions説明名前

C245 M6C225 M6

無効、COM 0、COM 1

• COM 0は POST中にコン
ソールリダイレクション

用のシリアルポートを有

効にします。このオプ

ションはM6ブレード
サーバーおよびラックマ

ウントサーバーに対して

のみ有効です。

• COM1または serial-port-b
はコンソールリダイレク

ション用にシリアルポー

ト Bを有効にし、サー
バー管理タスク実行を許

可します。このオプショ

ンは、ラックマウント

サーバーでのみ有効で

す。

✔✔4.2(1)
以降

POSTおよびBIOS
のブート中に、シ

リアルポートをコ

ンソールリダイレ

クションで使用で

きるようにしま

す。BIOSのブー
トが完了し、オペ

レーティングシス

テムがサーバーを

担当すると、コン

ソールリダイレク

ションの関連性は

なくなり、無効に

なります。

コンソールリ

ダイレクショ

ン（Console
Redirection）

なし、RTC-CTS✔✔4.2(1)
以降

フロー制御にハン

ドシェイクプロト

コルを使用するか

どうかを設定しま

す。送信要求/クリ
アツーセンド

（RTS/CTS）を使
用すると、隠れた

端末の問題が原因

で発生する可能性

がある、フレーム

コリジョンを減ら

すことができま

す。

[フロー制御
（Flow
Control）]
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値（Value）サポートされるモ

デル

Versions説明名前

C245 M6C225 M6

有効、無効✔✔4.2(1)
以降

POST中にシステ
ムがハングアップ

した場合に、シス

テムを回復するた

めに FRB2タイ
マーを使用するか

どうかを指定しま

す。

[FRB 2タイ
マー（FRB 2
Timer）]

有効、無効✔✔4.2(1)
以降

BIOSが、定義済
みのタイムアウト

値を持つウォッチ

ドッグタイマーを

プログラムするか

どうか設定しま

す。タイマーが切

れる前にオペレー

ティングシステム

のブートが完了し

ないと、CIMCは
システムをリセッ

トし、エラーがロ

グに記録されま

す。

OSウォッチ
ドッグタイ

マー

電源オフ、リセット✔✔4.2(1)
以降

ウォッチドッグタ

イマーが切れた場

合にシステムで実

行されるアクショ

ン。

[OS Boot
Watchdog
Timer Policy

5分、10分、15分、20分✔✔4.2(1)
以降

BIOSでウォッチ
ドッグタイマーの

設定に使用される

タイムアウト値。

OS Watchdog
Timer Timeout

シリアル多重化✔✔4.3(4a)
以降

シリアル多重化構

成を有効または無

効にします。

シリアル多重

化
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値（Value）サポートされるモ

デル

Versions説明名前

C245 M6C225 M6

PC-ANSI、VT100、
VT100-PLUS、VT-UTF8

✔✔4.2(1)
以降

コンソールリダイ

レクションに使用

される文字フォー

マットのタイプ。

[ターミナルタ
イプ

（Terminal
Type)]

有効、無効✔✔4.2(1)
以降

プラットフォーム

構成レジスタ

（PCR）は、TPM
内のメモリ位置で

す。複数のPCRを
まとめてPCRバン
クと呼びます。セ

キュアハッシュ

アルゴリズム 1ま
たは SHA-1 PCR
バンクでは、TPM
セキュリティを有

効または無効にす

ることができま

す。

SHA-1 PCRバ
ンク

有効、無効✔✔4.2(1)
以降

プラットフォーム

構成レジスタ

（PCR）は、TPM
内のメモリ位置で

す。複数のPCRを
まとめてPCRバン
クと呼びます。セ

キュアハッシュ

アルゴリズム 256
ビットまたは

SHA-256PCRバン
クでは、TPMセ
キュリティを有効

または無効にする

ことができます。

SHA256 PCR
バンク
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値（Value）サポートされるモ

デル

Versions説明名前

C245 M6C225 M6

有効、無効✔✔4.3(3a)
以降

プラットフォーム

構成レジスタ

（PCR）は、TPM
内のメモリ位置で

す。複数のPCRを
まとめてPCRバン
クと呼びます。セ

キュアハッシュ

アルゴリズム 384
ビットまたは

SHA-384PCRバン
クでは、TPMセ
キュリティを有効

または無効にする

ことができます。

SHA384 PCR
バンク

*

有効、無効✔✔4.2(1)
以降

サーバーの認証に

使用するアーティ

ファクトを安全に

保存するコンポー

ネントであるトラ

ステッドプラット

フォームモジュー

ル（TPM）の有効
と無効を切り替え

ます。

[信頼されたプ
ラットフォー

ムモジュール

の状態

（Trusted
Platform
Module
State）]

有効、無効✔✔4.2(3)
以降

TPM機能全体を制
御します。

セキュリティ

デバイスのサ

ポート

サポートされる Intel M5プラットフォーム
Intel M5（B200 M5、B480 M5、C220 M5、C240 M5、C480 M5および S3260 M5）プラット
フォームに適用可能な BIOS
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

✔✔✔4.1(1)
以降

ブートの試

行数。

[試行数
（Number
of
Retries）]

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

無制限
13, 5

• Infinite：
シ

ス

テ

ム

は、

構

成

さ

れ

た

す

べ

て

の

ブー

ト

オ

プ

ショ

ン

を

試

行

し、

シ

ス

テ

ム

が

ブー

ト

す

る

か、

手

動

で

中

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

断

さ

れ

る

ま

で

繰

り

返

し

ま

す。

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

• 5、
13：
シ

ス

テ

ム

は、

構

成

さ

れ

た

す

べ

て

の

ブー

ト

オ

プ

ショ

ン

を

試

行

し、

シ

ス

テ

ム

が

ブー

ト

す

る

か

中

断

さ

れ

る

ま

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

で、

選

択

し

た

回

数

を

繰

り

返

し

ま

す。

す

べ

て

の

試

行

が

失

敗

し

た

場

合、

シ

ス

テ

ム

は

続

行

す

る

よ

う

に

求

め

ま
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

す。

値
13
は
Cisco
UCS
B200
M5
の

デ

フォ

ル

ト

値

で、
5
は
Cisco
UCS
B480
M5
の

デ

フォ

ル

ト

値

で

す。
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

15秒、
45秒、
90秒

15、
45、
90：次
のブー

トを試

行する

まで、

システ

ムは選

択され

た秒数

間待機

しま

す。

✔✔✔4.1(1)
以降

次のブート

を試行する

まで待機す

る時間（秒

単位）。

[クール
ダウン

時間

（Cool
Down
Time
（秒）]
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

✔✔✔4.1(1)
以降

BIOSでユー
ザ入力を待

機せずに非

EFIベースの
ブートオプ

ションを再

試行するか

どうかを設

定します。

Boot
Option
Retry
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

無効、

有効

• [Disabled]：
ユー

ザー

入

力

を

待

機

し

て

か

ら

非
EFI
ベー

ス

の

ブー

ト

オ

プ

ショ

ン

を

再

試

行

し

ま

す。

• [Enabled]：
ユー

ザー

入

力

を

待

機

せ

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

ず

に

非
EFI
ベー

ス

の

ブー

ト

オ

プ

ショ

ン

を

継

続

的

に

再

試

行

し

ま

す。

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

無効、

有効

•無
効：
IPv4
HTTP
サ

ポー

ト

は

使

用

で

き

ま

せ

ん。

•有
効：
IPv4
PXE
サ

ポー

ト

を

使

用

で

き

ま

す。

✔✔✔✔✔✔4.2(1)
以降

HTTPの
IPv4サポー
トを有効ま

たは無効に

します。

IPV4
HTTP
のサ

ポート
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

無効、

有効

•無
効：
IPv6
HTTP
サ

ポー

ト

は

使

用

で

き

ま

せ

ん。

•有
効：
IPv6
PXE
サ

ポー

ト

を

使

用

で

き

ま

す。

✔✔✔✔✔✔4.2(1)
以降

HTTPの
IPv6サポー
トを有効ま

たは無効に

します。

IPV6
HTTP
のサ

ポート

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

無効、

有効

•無
効：
IPv4
PXE
サ

ポー

ト

は

使

用

で

き

ま

せ

ん。

•有
効：
IPv4
PXE
サ

ポー

ト

を

使

用

で

き

ま

す。

✔✔✔✔✔✔4.2(1)
以降

PXEの IPv4
サポートを

有効または

無効にしま

す。

IPv4
PXEの
サポー

ト

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

無効、

有効

•無
効：
IPv6
PXE
サ

ポー

ト

は

使

用

で

き

ま

せ

ん。

•有
効：
IPv6
PXE
サ

ポー

ト

を

使

用

で

き

ま

す。

✔✔✔✔✔✔4.2(1)
以降

PXEの IPv6
サポートを

有効または

無効にしま

す。

[IPV6
PXEサ
ポート

（IPV6
PXE
Support）]
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

✔✔✔✔✔✔4.1(1)
以降

このオプ

ションを使

用すると、

システムの

完全なネッ

トワークス

タイルを有

効または無

効にするこ

とができま

す。

ネット

ワーク

スタッ

ク

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

無効、

有効

•無
効：

ネッ

ト

ワー

ク

ス

タッ

ク

の

サ

ポー

ト

は

使

用

で

き

ま

せ

ん。

•有
効：

ネッ

ト

ワー

ク

ス

タッ

ク

の

サ

ポー

ト

を

使

用

で

き

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

ま

す。

無効、

有効

•無
効：

電

源

オ

ン

パ

ス

ワー

ド

は

無

効

に

な

り

ま

す。

•有
効：

電

源

オ

ン

パ

ス

ワー

ド

は

有

効

に

な

り

ま

す。

✔✔✔4.1(1)
以降

このトーク

ンでは、F2
BIOS設定を
使用する前

にBIOSパス
ワードを設

定する必要

がありま

す。有効に

すると、

BIOS関数
（IO設定、
BIOSセット
アップ、

BIOSを使用
したオペ

レーティン

グシステム

へのブー

ト）にアク

セスする前

にパスワー

ドの検証が

必要になり

ます。

[電源オ
ンパス

ワード

（Power
ON
Password）]
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

✔✔✔✔✔✔4.1(1)
以降

このオプ

ションで

は、P-SATA
モードを選

択できま

す。

P-SATA
OptionROM
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

無効、
LSI SW
RAID、
AHCI

•無
効：
P-SATA
モー

ド

は

無

効

で

す。

• LSI
SW
RAID：
SATA
コ

ン

ト

ロー

ラ

と
sSATA
コ

ン

ト

ロー

ラ

を
LSI
SW
RAID
の
RAID
モー

ド

に

設

定

し
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515

サポートされるプラットフォーム

サポートされる Intel M5プラットフォーム



値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

ま

す。

• [AHCI]：
コ

ン

ト

ロー

ラ

で

は
Advanced
Host
Controller
Interface
（AHCI）
が

イ

ネー

ブ

ル

に

な

り、
RAID
が

ディ

セー

ブ

ル

に

な

り

ま

す。

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

✔✔✔✔✔4.1(1)
以降

このオプ

ションで

は、SATA
モードを選

択できま

す。

SATA
Mode

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

AHCI、
LSISW
RAID、
無効

•無
効：
SATA
モー

ド

は

無

効

で

す。

• LSI
SW
RAID：
SATA
コ

ン

ト

ロー

ラ

と
sSATA
コ

ン

ト

ロー

ラ

を
LSI
SW
RAID
の
RAID
モー

ド

に

設

定

し

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

ま

す。

• [AHCI]：
コ

ン

ト

ロー

ラ

で

は
Advanced
Host
Controller
Interface
（AHCI）
が

イ

ネー

ブ

ル

に

な

り、
RAID
が

ディ

セー

ブ

ル

に

な

り

ま

す。

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

✔✔✔✔4.1(1)
以降

PCIeバスに
接続されて

いる NVMe
SSDをス
ワップでき

るかどうか

を指定しま

す。この設

定により、

これらのド

ライブの

LEDステー
タスライト

も標準化さ

れます。

LEDステー
タスライト

は、特定の

障害インジ

ケータパ

ターンを表

示するよう

にオプショ

ンでプログ

ラムできま

す。

[VMD
有効化

（VMD
Enablement）]

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

無効、

有効

•無
効：
PCIe
バ

ス

に

接

続

さ

れ

て

い

る
NVMe
SSD
の

ホッ

ト

ス

ワッ

プ

を

禁

止

し

ま

す。

•有
効：
PCIe
バ

ス

に

接

続

さ

れ

て

い

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

る
NVMe
SSD
の

ホッ

ト

ス

ワッ

プ

を

許

可

し

ま

す。

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

✔✔✔✔✔✔4.1(1)
以降

Intel
Virtualization
Technology
for Directed
I/O（VT-d）
をプロセッ

サで使用す

るかどうか

設定しま

す。

[Intel
VT for
directed
IO]
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

有効、

無効

• [Disabled]：
プ

ロ

セッ

サ

で

仮

想

化

テ

ク

ノ

ロ

ジー

を

使

用

し

ま

せ

ん。

• [Enabled]：
プ

ロ

セッ

サ

で

仮

想

化

テ

ク

ノ

ロ

ジー

を

使

用

し

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

ま

す。

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

有効、

無効

• [Disabled]：
プ

ロ

セッ

サ

で

コ

ヒー

レ

ン

シ

を

サ

ポー

ト

し

ま

せ

ん。

• [Enabled]：
プ

ロ

セッ

サ

で
VT-d
Coherency
を

必

要

に

応

じ

て

使

用

し

ま

す。

✔✔✔✔✔✔4.1(1)
以降

プロセッサ

で Intel VT-d
Coherencyを
サポートす

るかどうか

設定しま

す。

[Intel(R)
VT-d
Coherency
サポー

ト

（Intel(R)
VT-d
Coherency
Support）]

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

無効、

有効

• [Disabled]：
プ

ロ

セッ

サ

で
ATS
を

サ

ポー

ト

し

ま

せ

ん。

• [Enabled]：
プ

ロ

セッ

サ

で
VT-d
ATS
を

必

要

に

応

じ

て

使

用

し

ま

す。

✔✔✔✔✔✔4.1(1)
以降

プロセッサ

で Intel VT-d
Address
Translation
Services
（ATS）を
サポートす

るかどうか

設定しま

す。

Intel
VTD
ATSサ
ポート

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

✔4.0(4)
以降

アクセスコ

ントロール

サービス

（ACS）を
使用する

と、プロ

セッサは、

GPUの複数
のデバイス

間のピア

ツーピア通

信を有効ま

たは無効に

することが

できます。

[ACS
制御
GPU n
（ACS
Control
GPU
n）]（n
は 1～
14の範
囲）

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

有効、

無効

•無
効：
GPU
の

複

数

の

デ

バ

イ

ス

間

の

ピ

ア

ツー

ピ

ア

通

信

を

無

効

に

し

ま

す。

•有
効：
GPU
の

複

数

の

デ

バ

イ

ス

間

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

の

ピ

ア

ツー

ピ

ア

通

信

を

有

効

に

し

ま

す。

有効、

無効、

0P3_Percent、
0P5_Percent、
ハード

ウェ

ア、オ

フ

（注）

0P3_Percent、
0P5_Percent、
Hardware、
Offのオプ
ションはM7
サーバーでの

み使用可能で

す。

✔✔✔✔✔✔4.1(2)
以降

このオプ

ションで

は、外部ク

ロックジェ

ネレータの

クロック拡

散スペクト

ルを有効ま

たは無効に

することが

できます。

外部

SSCの
有効化
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530

サポートされるプラットフォーム

サポートされる Intel M5プラットフォーム



値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

✔✔✔4.0(4)
以降

オプション

ROMが
LOMポート
nで使用でき
るかどうか

[LOM
ポート
n
OptionROM
（LOM
Port n
OptionROM）]。
nの範
囲は 0
～ 3で
す。

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

無効、

有効、
Legacy
のみ、

UEFIの
み

•無
効：

拡

張

ス

ロッ

ト

を

使

用

で

き

ま

せ

ん。

•有
効：

拡

張

ス

ロッ

ト

を

使

用

で

き

ま

す。

• UEFI
の

み：

拡

張

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

ス

ロッ

ト

を
UEFI
で

の

み

使

用

で

き

ま

す。

• Legacy
の

み：

拡

張

ス

ロッ

ト

を

レ

ガ

シー

で

の

み

使

用

で

き

ま

す。

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

✔✔4.0(2)
以降

このオプ

ションで

は、MRAID
の最高速度

を制限する

ことができ

ます。

[MRAID
nリン
ク速度

（MRAID
n Link
Speed）]。
nの範
囲は 1
～ 2で
す。
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

自動、

無効、
GEN
1、GEN
2、GEN
3、GEN
4、GEN
5

• [Disabled]：
最

大

速

度

は

制

限

さ

れ

ま

せ

ん。

•有
効：

最

大

速

度

は、

制

限

さ

れ

て

い

ま

せ

ん。

•自
動：

最
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

高

速

度

は

自

動

的

に

設

定

さ

れ

ま

す。

• GEN1：
最

大
2.5
GT/s
（ギ

ガ

ト

ラ

ン

ス

ファー/
秒）

ま

で

の

速

度

が

許

可

さ

れ

ま

す。

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

• GEN
2：
最

大
5
GT/s
ま

で

の

速

度

が

許

可

さ

れ

ま

す。

• GEN
3：
最

大
8
GT/s
ま

で

の

速

度

が

許

可

さ

れ

ま

す。

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

• GEN
4：
最

大
16
GT/s
ま

で

の

速

度

が

許

可

さ

れ

ま

す。

（注）

M7、
M8
サー

バー

にの

み適

用さ

れま

す。
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

• GEN
5：
最

大
32
GT/s
ま

で

の

速

度

が

許

可

さ

れ

ま

す。

（注）

M7、
M8
サー

バー

にの

み適

用さ

れま

す。

サポートされるプラットフォーム

539

サポートされるプラットフォーム

サポートされる Intel M5プラットフォーム



値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

無効、

有効

•無
効：

拡

張

ス

ロッ

ト

を

使

用

で

き

ま

せ

ん。

•有
効：

拡

張

ス

ロッ

ト

を

使

用

で

き

ま

す。。

✔✔4.0(2)
以降

MRAIDポー
トでオプ

ション ROM
を使用可能

にするかど

うか設定。

[MRAID
n
OptionROM]。
nの範
囲は 1
～ 2で
す。
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

無効、

有効

• Disabled：
オ

プ

ショ

ン
ROM
は

使

用

で

き

ま

せ

ん。

• [Enabled]—
オ

プ

ショ

ン
ROM
は

使

用

で

き

ま

す。

✔✔✔✔✔4.2(1)
以降

サーバが
PCIeMSTOR
RAIDのオプ
ション ROM
を使用する

かどうか。

PCIeス
ロット
MSTOR
RAID
OptionROM
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

✔4.0(2)
以降

このオプ

ションで

は、PCIeス
ロットに取

り付けられ

た NVME
カードの最

高速度を制

限すること

ができま

す。

[NVME
nリン
ク速度

（NVME
n Link
Speed）]。
nの範
囲は 0
～ 6と
13～ 24
です。
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

無効、

自動、

GEN1、
GEN2、
GEN3、
GEN4、
GEN5

•無
効：

最

大

ス

ピー

ド

は

制

限

さ

れ

て

い

ま

せ

ん。

•自
動：

最

高

速

度

は

自

動

的

に

設

定

さ

れ

ま

す。
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

GEN1：
最

•

大
2.5
GT/s
（ギ

ガ

ト

ラ

ン

ス

ファー/
秒）

ま

で

の

速

度

が

許

可

さ

れ

ま

す。

• GEN
2：
最

大
5GT/s
ま

で

の

速

度

が

許

可

さ

れ

ま

す。
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

• GEN
3：
最

大
8
GT/s
ま

で

の

速

度

が

許

可

さ

れ

ま

す。

• GEN
4：
最

大
16
GT/s
ま

で

の

速

度

が

許

可

さ

れ

ま

す。

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

• GEN
5：
最

大
32
GT/s
ま

で

の

速

度

が

許

可

さ

れ

ま

す。
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546

サポートされるプラットフォーム

サポートされる Intel M5プラットフォーム



値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

Enabled、
Disabled

•無
効：

オ

プ

ショ

ン

は

制

限

さ

れ

て

い

ま

せ

ん。

•有
効：

オ

プ

ショ

ン

は

制

限

さ

れ

て

い

ま

す。

✔✔4.0(2)
以降

このオプ

ションで

は、
SSD:NVMe
スロットnに
接続された

PCIeアダプ
タのオプ

ション ROM
の実行を制

御すること

ができま

す。

[NVME
n
OptionROM]。
nの範
囲は 0
～ 6で
す。
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

✔✔4.0(4)
以降

このオプ

ションで

は、フロン

ト PCIeス
ロットに取

り付けられ

た NVME
カードの最

高速度を制

限すること

ができま

す。

[前面
NVME
nリン
ク速度

（Front
NVME
n Link
Speed）]。
nの範
囲は 1
～ 12で
す。

C245
M8プ
ラット

フォー

ムの場

合、 n
の範囲

は 1～
4で
す。
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

無効、

自動、

GEN1、
GEN2、
GEN3、
GEN4、
GEN5

•無
効：

最

大

ス

ピー

ド

は

制

限

さ

れ

て

い

ま

せ

ん。

•自
動：

最

高

速

度

は

自

動

的

に

設

定

さ

れ

ま

す。

サポートされるプラットフォーム

549

サポートされるプラットフォーム

サポートされる Intel M5プラットフォーム



値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

GEN1：
最

•

大
2.5
GT/s
（ギ

ガ

ト

ラ

ン

ス

ファー/
秒）

ま

で

の

速

度

が

許

可

さ

れ

ま

す。

• GEN
2：
最

大
5GT/s
ま

で

の

速

度

が

許

可

さ

れ

ま

す。

サポートされるプラットフォーム

550

サポートされるプラットフォーム

サポートされる Intel M5プラットフォーム



値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

• GEN
3：
最

大
8
GT/s
ま

で

の

速

度

が

許

可

さ

れ

ま

す。

• GEN
4：
最

大
16
GT/s
ま

で

の

速

度

が

許

可

さ

れ

ま

す。

サポートされるプラットフォーム

551

サポートされるプラットフォーム

サポートされる Intel M5プラットフォーム



値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

• GEN
5：
最

大
32
GT/s
ま

で

の

速

度

が

許

可

さ

れ

ま

す。

サポートされるプラットフォーム

552

サポートされるプラットフォーム

サポートされる Intel M5プラットフォーム



値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

Enabled、
Disabled

•無
効：

オ

プ

ショ

ン

は

制

限

さ

れ

て

い

ま

せ

ん。

•有
効：

オ

プ

ショ

ン

は

制

限

さ

れ

て

い

ま

す。

✔✔✔✔✔✔4.0
（1）
以降

このオプ

ションを使

用すると、

PCIeスロッ
ト 1および 2
に装着され

ているアダ

プタカード

の最大速度

を制限でき

ます。

[PCIe
LOM:1
および

2リン
ク

（PCIe
LOM:1
and 2
Link）]

サポートされるプラットフォーム
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サポートされるプラットフォーム

サポートされる Intel M5プラットフォーム



値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

✔✔✔✔✔✔4.0
（1）
以降

このオプ

ションを使

用すると、

PCIeスロッ
トのMezz状
態を構成で

きます。

スロッ

トメザ

ニンの

状態

サポートされるプラットフォーム

554

サポートされるプラットフォーム

サポートされる Intel M5プラットフォーム



値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

無効、

有効、
Legacy
のみ、

UEFIの
み

•無
効：

拡

張

ス

ロッ

ト

を

使

用

で

き

ま

せ

ん。

•有
効：

拡

張

ス

ロッ

ト

を

使

用

で

き

ま

す。

• UEFI
の

み：

拡

張

サポートされるプラットフォーム
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サポートされるプラットフォーム

サポートされる Intel M5プラットフォーム



値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

ス

ロッ

ト

を
UEFI
で

の

み

使

用

で

き

ま

す。

• Legacy
の

み：

拡

張

ス

ロッ

ト

を

レ

ガ

シー

で

の

み

使

用

で

き

ま

す。

サポートされるプラットフォーム

556

サポートされるプラットフォーム

サポートされる Intel M5プラットフォーム



値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

✔✔4.0
（1）
以降

このオプ

ションを使

用すると

MLOMアダ
プタの最大

速度を制限

できます。

PCIeス
ロット:
MLOM
リンク

速度

（PCIe
Slot:FLOM
Link
Speed）

サポートされるプラットフォーム
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サポートされるプラットフォーム

サポートされる Intel M5プラットフォーム



値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

自動、

無効、
GEN
1、GEN
2、GEN
3、GEN
4、GEN
5

• [Disabled]：
最

大

速

度

は

制

限

さ

れ

ま

せ

ん。

•自
動：

最

高

速

度

は

自

動

的

に

設

定

さ

れ

ま

す。

• GEN1：
最

サポートされるプラットフォーム
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サポートされるプラットフォーム

サポートされる Intel M5プラットフォーム



値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

大
2.5
GT/s
（ギ

ガ

ト

ラ

ン

ス

ファー/
秒）

ま

で

の

速

度

が

許

可

さ

れ

ま

す。

• GEN
2：
最

大
5
GT/s
ま

で

の

速

度

が

許

可

さ

れ

ま

す。

サポートされるプラットフォーム

559

サポートされるプラットフォーム

サポートされる Intel M5プラットフォーム



値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

• GEN
3：
最

大
8
GT/s
ま

で

の

速

度

が

許

可

さ

れ

ま

す。

• GEN
4：
最

大
16
GT/s
ま

で

の

速

度

が

許

可

さ

れ

ま

す。

サポートされるプラットフォーム

560

サポートされるプラットフォーム

サポートされる Intel M5プラットフォーム



値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

• GEN
5：
最

大
32
GT/s
ま

で

の

速

度

が

許

可

さ

れ

ま

す。

サポートされるプラットフォーム

561

サポートされるプラットフォーム

サポートされる Intel M5プラットフォーム



値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

✔✔4.0
（1）
以降

オプション

ROMが
MLOMポー
トで使用で

きるかどう

か。

PCIe
Slot:MLOM
OptionROM

サポートされるプラットフォーム
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サポートされるプラットフォーム

サポートされる Intel M5プラットフォーム



値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

無効、

有効、
Legacy
のみ、

UEFIの
み

•無
効：

拡

張

ス

ロッ

ト

を

使

用

で

き

ま

せ

ん。

•有
効：

拡

張

ス

ロッ

ト

を

使

用

で

き

ま

す。

• UEFI
の

み：

拡

張

サポートされるプラットフォーム
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サポートされるプラットフォーム

サポートされる Intel M5プラットフォーム



値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

ス

ロッ

ト

を
UEFI
で

の

み

使

用

で

き

ま

す。

• Legacy
の

み：

拡

張

ス

ロッ

ト

を

レ

ガ

シー

で

の

み

使

用

で

き

ま

す。

サポートされるプラットフォーム

564

サポートされるプラットフォーム

サポートされる Intel M5プラットフォーム



値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

✔✔4.0(2)
以降

このオプ

ションで

は、MRAID
の最高速度

を制限する

ことができ

ます。

[MRAID
リンク

速度

（MRAID
Link
Speed）]

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

自動、

無効、
GEN
1、GEN
2、GEN
3、GEN
4、GEN
5

• [Disabled]：
最

大

速

度

は

制

限

さ

れ

ま

せ

ん。

•自
動：

最

高

速

度

は

自

動

的

に

設

定

さ

れ

ま

す。

• GEN1：
最

サポートされるプラットフォーム
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サポートされるプラットフォーム

サポートされる Intel M5プラットフォーム



値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

大
2.5
GT/s
（ギ

ガ

ト

ラ

ン

ス

ファー/
秒）

ま

で

の

速

度

が

許

可

さ

れ

ま

す。

• GEN
2：
最

大
5
GT/s
ま

で

の

速

度

が

許

可

さ

れ

ま

す。

サポートされるプラットフォーム

567

サポートされるプラットフォーム

サポートされる Intel M5プラットフォーム



値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

• GEN
3：
最

大
8
GT/s
ま

で

の

速

度

が

許

可

さ

れ

ま

す。

• GEN
4：
最

大
16
GT/s
ま

で

の

速

度

が

許

可

さ

れ

ま

す。

サポートされるプラットフォーム

568

サポートされるプラットフォーム

サポートされる Intel M5プラットフォーム



値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

• GEN
5：
最

大
32
GT/s
ま

で

の

速

度

が

許

可

さ

れ

ま

す。

サポートされるプラットフォーム

569

サポートされるプラットフォーム

サポートされる Intel M5プラットフォーム



値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

✔✔✔4.0
（1）
以降

スロット n
で指定され

た PCIeス
ロットのリ

ンク速度。

[PCIe
スロッ

ト nリ
ンク速

度

（PCIe
Slot n
Link
Speed）]。
nの範
囲は 1
～ 8で
す。

（注）

C245
M8プ
ラット

フォー

ムの場

合、 n
の範囲

は 1～
8で
す。

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

無効、

自動、

GEN1、
GEN2、
GEN3、
GEN4、
GEN5

GEN5
は、速

度 1～
6での
みサ

ポート

されま

す。

•無
効：

最

大

ス

ピー

ド

は

制

限

さ

れ

て

い

ま

せ

ん。

•自
動：

最

高

速

度

は

自

動

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

的

に

設

定

さ

れ

ま

す。

• GEN
1：
最

大
2
GT/s
（ギ

ガ

ト

ラ

ン

ス

ファー/
秒）

ま

で

の

速

度

が

許

可

さ

れ

ま

す。

サポートされるプラットフォーム

572

サポートされるプラットフォーム

サポートされる Intel M5プラットフォーム



値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

• GEN
2：
最

大
5GT/s
ま

で

の

速

度

が

許

可

さ

れ

ま

す。

• GEN
3：
最

大
8
GT/s
ま

で

の

速

度

が

許

可

さ

れ

ま

す。

サポートされるプラットフォーム

573

サポートされるプラットフォーム

サポートされる Intel M5プラットフォーム



値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

• GEN
4：
最

大
16
GT/s
ま

で

の

速

度

が

許

可

さ

れ

ま

す。

• GEN
5：
最

大
32
GT/s
ま

で

の

速

度

が

許

可

さ

れ

ま

す。

サポートされるプラットフォーム

574

サポートされるプラットフォーム

サポートされる Intel M5プラットフォーム



値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

✔✔4.0
（1）
以降

PCIeスロッ
ト：LOMの
リンク速度

の構成。

PCIeス
ロッ

ト：

LOMリ
ンク速

度

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

無効、

自動、

GEN1、
GEN2、
GEN3

•無
効：

最

大

ス

ピー

ド

は

制

限

さ

れ

て

い

ま

せ

ん。

•自
動：

最

高

速

度

は

自

動

的

に

設

定

さ

れ

ま

す。

• GEN

サポートされるプラットフォーム
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サポートされるプラットフォーム

サポートされる Intel M5プラットフォーム



値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

1：
最

大
2
GT/s
（ギ

ガ

ト

ラ

ン

ス

ファー/
秒）

ま

で

の

速

度

が

許

可

さ

れ

ま

す。

• GEN
2：
最

大
5GT/s
ま

で

の

速

度

が

許

可

さ

れ

ま

す。

サポートされるプラットフォーム

577

サポートされるプラットフォーム

サポートされる Intel M5プラットフォーム



値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

• GEN
3：
最

大
8
GT/s
ま

で

の

速

度

が

許

可

さ

れ

ま

す。

サポートされるプラットフォーム

578

サポートされるプラットフォーム

サポートされる Intel M5プラットフォーム



値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

無効、

有効、
Legacy
のみ、

UEFIの
み

•無
効：

拡

張

ス

ロッ

ト

を

使

用

で

き

ま

せ

ん。

•有
効：

拡

張

ス

ロッ

ト

を

使

用

で

き

ま

す。

✔✔✔4.0(2)
以降

オプション

ROMがポー
トで使用で

きるかどう

か。

nの範
囲が 1
～ 8の
PCIe
Slot
nOptionROM

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

✔4.0
（1）
以降

このオプ

ションを使

用すると

RAIDの最大
速度を制限

できます。

RAID
Link
Speed

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

無効、

自動、

GEN1、
GEN2、
GEN3

•無
効：

最

大

ス

ピー

ド

は

制

限

さ

れ

て

い

ま

せ

ん。

•自
動：

最

高

速

度

は

自

動

的

に

設

定

さ

れ

ま

す。

• GEN

サポートされるプラットフォーム
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サポートされるプラットフォーム

サポートされる Intel M5プラットフォーム



値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

1：
最

大
2
GT/s
（ギ

ガ

ト

ラ

ン

ス

ファー/
秒）

ま

で

の

速

度

が

許

可

さ

れ

ま

す。

• GEN
2：
最

大
5GT/s
ま

で

の

速

度

が

許

可

さ

れ

ま

す。

サポートされるプラットフォーム

582

サポートされるプラットフォーム

サポートされる Intel M5プラットフォーム



値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

• GEN
3：
最

大
8
GT/s
ま

で

の

速

度

が

許

可

さ

れ

ま

す。

サポートされるプラットフォーム
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サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

有効、

無効

•無
効：

オ

プ

ショ

ン

は

制

限

さ

れ

て

い

ま

せ

ん。

•有
効：

オ

プ

ショ

ン

は

制

限

さ

れ

て

い

ま

す。

✔4.0
（1）
以降

オプション

ROMが
RAIDスロッ
トで使用で

きるかどう

か。

[PCIe
スロッ

ト
RAID
オプ

ション
ROM
（PCIe
Slot
MLOM
OptionROM）]

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

✔4.0(4)
以降

このオプ

ションを使

用すると背

面 NVMEの
最大速度を

制限できま

す。

[背面
NVME
nリン
ク速度

（Rear
NVME
n Link
Speed）]。
nの範
囲は 1
～ 4で
す。

サポートされるプラットフォーム
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サポートされるプラットフォーム

サポートされる Intel M5プラットフォーム



値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

自動、

無効、
GEN
1、GEN
2、GEN
3、GEN
4、GEN
5

• [Disabled]：
最

大

速

度

は

制

限

さ

れ

ま

せ

ん。

•自
動：

最

高

速

度

は

自

動

的

に

設

定

さ

れ

ま

す。

• GEN1：
最

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

大
2.5
GT/s
（ギ

ガ

ト

ラ

ン

ス

ファー/
秒）

ま

で

の

速

度

が

許

可

さ

れ

ま

す。

• GEN
2：
最

大
5
GT/s
ま

で

の

速

度

が

許

可

さ

れ

ま

す。

サポートされるプラットフォーム
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サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

• GEN
3：
最

大
8
GT/s
ま

で

の

速

度

が

許

可

さ

れ

ま

す。

• GEN
4：
最

大
16
GT/s
ま

で

の

速

度

が

許

可

さ

れ

ま

す。

サポートされるプラットフォーム
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サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

• GEN
5：
最

大
32
GT/s
ま

で

の

速

度

が

許

可

さ

れ

ま

す。

サポートされるプラットフォーム
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サポートされる Intel M5プラットフォーム



値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

有効、

無効

•無
効：

オ

プ

ショ

ン

は

制

限

さ

れ

て

い

ま

せ

ん。

•有
効：

オ

プ

ショ

ン

は

制

限

さ

れ

て

い

ま

す。

✔✔4.0(4)
以降

オプション

ROMが背面
NVMEで使
用できるか

どうか。

[背面
NVME
n
OptionROM
（Rear
NVME
n
OptionROM）]。
nの範
囲は 1
～ 4で
す。

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

✔✔✔4.0(4)
以降

このオプ

ションを使

用するとラ

イザーの最

大速度を制

限できま

す。

[PCIe
Slot:Riser
リンク

速度 n
（PCIe
Slot:Riser
Link
Speed
n）]。n
は 1お
よび 2
です。

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

無効、

自動、

GEN1、
GEN2、
GEN3

•無
効：

最

大

ス

ピー

ド

は

制

限

さ

れ

て

い

ま

せ

ん。

•自
動：

最

高

速

度

は

自

動

的

に

設

定

さ

れ

ま

す。

• GEN

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

1：
最

大
2
GT/s
（ギ

ガ

ト

ラ

ン

ス

ファー/
秒）

ま

で

の

速

度

が

許

可

さ

れ

ま

す。

• GEN
2：
最

大
5GT/s
ま

で

の

速

度

が

許

可

さ

れ

ま

す。

サポートされるプラットフォーム
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サポートされるプラットフォーム

サポートされる Intel M5プラットフォーム



値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

• GEN
3：
最

大
8
GT/s
ま

で

の

速

度

が

許

可

さ

れ

ま

す。

サポートされるプラットフォーム
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サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

✔✔✔4.0(2)
以降

このオプ

ションを使

用するとxス
ロットのラ

イザーの最

大速度を制

限できま

す。

[PCIe
Slot:Riser
nス
ロット

xリン
ク速度

（PCIe
Slot:Riser
n Slot x
Link
Speed）]。
nは 1
と 2、x
は 1～
6で
す。

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

無効、

自動、

GEN1、
GEN2、
GEN3

•無
効：

最

大

ス

ピー

ド

は

制

限

さ

れ

て

い

ま

せ

ん。

•自
動：

最

高

速

度

は

自

動

的

に

設

定

さ

れ

ま

す。

• GEN

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

1：
最

大
2
GT/s
（ギ

ガ

ト

ラ

ン

ス

ファー/
秒）

ま

で

の

速

度

が

許

可

さ

れ

ま

す。

• GEN
2：
最

大
5GT/s
ま

で

の

速

度

が

許

可

さ

れ

ま

す。

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

• GEN
3：
最

大
8
GT/s
ま

で

の

速

度

が

許

可

さ

れ

ま

す。

サポートされるプラットフォーム
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サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

✔✔✔4.0(2)
以降

オプション

ROMが SAS
スロットで

使用できる

かどうか。

PCIeス
ロッ

ト：

SASオ
プショ

ン
ROM
（PCIe
Slot:SAS
OptionROM）

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

無効、

有効、
Legacy
のみ、

UEFIの
み

•無
効：

拡

張

ス

ロッ

ト

を

使

用

で

き

ま

せ

ん。

•有
効：

拡

張

ス

ロッ

ト

を

使

用

で

き

ま

す。

• UEFI
の

み：

拡

張

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

ス

ロッ

ト

を
UEFI
で

の

み

使

用

で

き

ま

す。

• Legacy
の

み：

拡

張

ス

ロッ

ト

を

レ

ガ

シー

で

の

み

使

用

で

き

ま

す。

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

✔✔✔✔4.0(2)
以降

このオプ

ションを使

用すると前

面 SSDの最
大速度を制

限できま

す。

[PCIe
Slot:FrontSSD
nリン
ク速度

（PCIe
Slot:FrontSSD
nLink
Speed）]。
nは 1
および

2で
す。

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

無効、

自動、

GEN1、
GEN2、
GEN3

•無
効：

最

大

ス

ピー

ド

は

制

限

さ

れ

て

い

ま

せ

ん。

•自
動：

最

高

速

度

は

自

動

的

に

設

定

さ

れ

ま

す。

• GEN

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

1：
最

大
2
GT/s
（ギ

ガ

ト

ラ

ン

ス

ファー/
秒）

ま

で

の

速

度

が

許

可

さ

れ

ま

す。

• GEN
2：
最

大
5GT/s
ま

で

の

速

度

が

許

可

さ

れ

ま

す。

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

• GEN
3：
最

大
8
GT/s
ま

で

の

速

度

が

許

可

さ

れ

ま

す。

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

有効、

無効

•無
効：

オ

プ

ショ

ン

は

制

限

さ

れ

て

い

ま

せ

ん。

•有
効：

オ

プ

ショ

ン

は

制

限

さ

れ

て

い

ま

す。

✔4.0(2)
以降

PCIeスロッ
トの
Consistent
Device
Naming
（CDN）制
御により、

PCIeスロッ
トに一貫し

た方法で名

前を付ける

ことができ

ます。これ

により PCIe
スロットの

名前は、よ

り統一さ

れ、識別し

やすくな

り、構成に

変更が加え

られても永

続的に保持

されます。

CDNは
一貫し

たデバ

イスの

命名を

指す

PCIeス
ロット

CDN制
御

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

有効、

無効

•無
効：

オ

プ

ショ

ン

は

制

限

さ

れ

て

い

ま

せ

ん。

•有
効：

オ

プ

ショ

ン

は

制

限

さ

れ

て

い

ま

す。

✔✔✔✔✔✔4.0(2)
以降

PCIeスロッ
トの
Consistent
Device
Naming
（CDN）制
御により、

PCIeスロッ
トに一貫し

た方法で名

前を付ける

ことができ

ます。これ

により PCIe
スロットの

名前は、よ

り統一さ

れ、識別し

やすくな

り、構成に

変更が加え

られても永

続的に保持

されます。

Consistent
Device
Naming
（CDN）
制御

サポートされるプラットフォーム

607

サポートされるプラットフォーム

サポートされる Intel M5プラットフォーム



値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

無効、

有効、

自動

•無
効：

オ

プ

ショ

ン

は

無

効

で

す。

•有
効：

オ

プ

ショ

ン

は

有

効

で

す。

•自
動：

オ

プ

ショ

ン

は

自

動

モー

ド

で

す。

✔✔✔✔✔✔4.0
（1）
以降

システムの

起動中に拡

張メモリテ

ストを有効

にします。

メモリ量に

応じて起動

時間は長く

なります。

強力な

メモリ

テスト

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

有効、

無効

•無
効：

オ

プ

ショ

ン

は

制

限

さ

れ

て

い

ま

せ

ん。

•有
効：

オ

プ

ショ

ン

は

制

限

さ

れ

て

い

ま

す。

✔✔✔✔✔✔4.0
（1）
以降

不正な外部

DMAからの
脅威を緩和

するため、
PCI BME
ビットを無

効にできま

す。

[BME
DMA
緩和

（BME
DMA
Mitigation）]

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

✔✔✔✔✔✔4.1(2)
以降

同時
DCPMMBW
飽和スレッ

ドの存在下

での DRAM
およびシス

テム全体の

BWドロッ
プを防止

し、同種の

DDRTのみ
の使用への

影響を最小

限に抑えま

す。マルチ

テナントの

使用例、VM
などに適し

ています。

AppDirect向
けですが、

メモリモー

ドも改善さ

れます。

「ワースト

ケース」の

低下をター

ゲットにし

ます。

CR QoS

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

無効、

レシピ

1、レシ
ピ 2、
レシピ

3、モー
ド 0、
モード

1、モー
ド 2

•無
効：

こ

の

機

能

が

無

効

に

な

り

ま

す。

•レ
シ

ピ

1：
6
モ

ジュー

ル、

最

適

化

さ

れ

た

ソ

ケッ

ト

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

あ

た

り
4
モ

ジュー

ル

•レ
シ

ピ

2：
最

適

化

さ

れ

た

ソ

ケッ

ト

あ

た

り
2
モ

ジュー

ル

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

•レ
シ

ピ

3：
最

適

化

さ

れ

た

ソ

ケッ

ト

あ

た

り
1
モ

ジュー

ル

•モー
ド

0：
PMem
QoS
機

能

を

無

効

に

す

る

•モー
ド

1：
M2M
QoS
Enable;CHA
QoS
Disable

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

•モー
ド

2：
M2M
QoS
有

効、
CHA
QoS
有

効

（注）

モード

0、
モード

1、
モード

2のオ
プショ

ンは、
M6
サー

バーに

のみ適

用され

ます。

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

自動、

オプ

ション

1～ 5、
最適化

を有効

にす

る、最

適化を

無効に

する

（注）

[最適化の有効化
（Enable
Optimization）]、
[最適化の無効化
（Disable
Optimization）]
オプションは、

M6サーバーでの
み使用できま

す。

✔✔✔✔✔✔4.1(2)
以降

CR FastGo
Configは、
FastGOが無
効になって

いる場合の

DDRT非一
時書き込み

帯域幅を改

善します。

FastGOを有
効にする

と、アンコ

アへの NT
書き込みの

フローが高

速になりま

す。FastGO
を無効にす

ると、CPU
アンコアの

NT書き込み
キューが減

少し、

DCPMMで
連続して改

善され、帯

域幅が向上

します。

CR
FastGo
設定

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

無効、

有効

•無
効：

オ

プ

ショ

ン

は

無

効

で

す。

•有
効：

オ

プ

ショ

ン

は

有

効

で

す。

✔✔✔✔✔4.0
（1）
以降

DCPMM
ファーム

ウェアのダ

ウングレー

ドを構成す

るには

[DCPMM
ファー

ムウェ

アのダ

ウング

レード

（DCPMM
Firmware
Downgrade）]

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

自動、

1x更
新、2x
更新、

3x、4x

（注）

M5、
M7、
M8
サー

バーの

デフォ

ルト

は、1x
リフ

レッ

シュで

す。

AMD
M6
サー

バーの

デフォ

ルト

は、2x
リフ

レッ

シュで

す。

✔✔✔✔✔✔4.0(1)
以降

内部メモリ

用のリフ

レッシュ間

隔レートを

構成するに

は

メモリ

のリフ

レッ

シュ

レート

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

0：
65535
（ス

テップ

サイズ

が 1）

✔✔✔✔✔✔4.0(2)
以降

部分的なメ

モリのミ

ラーモード

の容量を、

合計メモリ

容量の 50%
に制限しま

す。メモリ

サイズは、0
GB ~ 65535
GBの範囲で
1 GBずつ増
加します。

メモリ

サイズ

の制限
(GB)

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

✔✔✔✔✔✔4.0
（1）
以降

メモリの温

度が制限内

にあること

を保証する

保護メカニ

ズムを提供

します。温

度が最大閾

値を超える

と、メモリ

アクセス

レートが低

下し、ベー

スボード管

理コント

ローラ

（BMC）が
ファンの回

転数を調整

してメモリ

を冷却し、

過熱による

DIMMの損
傷を防ぎま

す

メモリ

のサー

マルス

ロット

リング

モード

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

PECI
を使用

した

CLTT、
無効

•無
効：

オ

プ

ショ

ン

は

無

効

で

す。

• PECI
を

使

用

し

た

CLTT：
プ

ラッ

ト

フォー

ム

環

境

制

御

イ

ン

ター

フェ

イ

ス

（PECI）
を

使
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

用

し

て

ク

ロー

ズ

ド

ルー

プ

サー

マ

ル

ス

ロッ

ト

リ

ン

グ

（CLTT）
を

有

効

に

し

ま

す。
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

✔✔✔✔✔✔4.0
（1）
以降

BIOSで
NUMAをサ
ポートする

かどうか設

定します。

NUMA
最適化

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

有効、

無効

• [Disabled]：
BIOS
で
NUMA
を

サ

ポー

ト

し

ま

せ

ん。

• [Enabled]：
NUMA
に

対

応

し

た

オ

ペ

レー

ティ

ン

グ

シ

ス

テ

ム

に

必

要

な
ACPI
テー

ブ

ル

を
BIOS
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

に

含

め

ま

す。

こ

の

オ

プ

ショ

ン

を

有

効

に

す

る

場

合

は、

一

部

の

プ

ラッ

ト

フォー

ム

で

シ

ス

テ

ム

の

ソ

ケッ

ト

間

メ

モ

リ

イ
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

ン

ター

リー

ブ

を

無

効

に

す

る

必

要

が

あ

り

ま

す。
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

✔✔✔✔✔✔4.0(2)
以降

NVMパ
フォーマン

ス設定によ

り、DDR
チャネル上

の DDRと
DDRTトラ
ンザクショ

ン間の効率

的なメ

ジャーモー

ド調停が可

能になり、

チャネル

BWと
DRAMの遅
延が最適化

されます。

NVMパ
フォー

マンス

設定
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

BW最
適化、

レイテ

ンシー

最適

化、バ

ランシ

ングプ

ロファ

イル

• BW
最

適

化：
DDR
お

よ

び
DDRT
BW
用

に

最

適

化

さ

れ

て

い

ま

す。

こ

れ

が

デ

フォ

ル

ト

の

オ

プ

ショ

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

ン

で

す。

•遅
延

最

適

化：
DDRT
BW
が

存

在

す

る

場

合
DDR
遅

延

が

改

善

し

ま

す。
M5
サー

バー

で

の

み

使

用

で

き

ま

す。
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

•バ
ラ

ン

シ

ン

グ

プ

ロ

ファ

イ

ル：

メ

モ

リ

モー

ド

用

に

最

適

化

さ

れ

て

い

ま

す。

テスト

専用、

テスト

と修復

✔✔✔✔✔✔4.2(1)
以降

このオプ

ションを使

用すると、

操作モード

を構成でき

ます。

オペ

レー

ション

モード

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

✔✔✔✔✔✔4.2(1)
以降

メモリコン

トローラの

遅延リフ

レッシュ機

能を制御し

ます。

パニッ

クと高

水準点
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

高、低

• [高
（High）]：
メ

モ

リ

コ

ン

ト

ロー

ラ

は、

最

大
8
つ

の

リ

フ

レッ

シュ

コ

マ

ン

ド

を

延

期

で

き

ま

す。

メ

モ

リ

コ

ン

ト

ロー

ラ

は、
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

延

期

さ

れ

た

す

べ

て

の

リ

フ

レッ

シュ

を

リ

フ

レッ

シュ

間

隔

内

で

実

行

し

ま

す。
9
番

目

の

リ

フ

レッ

シュ

コ

マ

ン

ド

に

つ

い
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

て

は、

リ

フ

レッ

シュ

の

優

先

順

位

を

パ

ニッ

ク

に

し

ま

す。

メ

モ

リ

コ

ン

ト

ロー

ラ

は、

延

期

さ

れ

た

す

べ

て

の

リ

フ

レッ

シュ

コ
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

マ

ン

ド

が

実

行

さ

れ

る

ま

で、

通

常

の

メ

モ

リ

ト

ラ

ン

ザ

ク

ショ

ン

を

一

時

停

止

し

ま

す。
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

•低：
メ

モ

リ

コ

ン

ト

ロー

ラ

は、

リ

フ

レッ

シュ

コ

マ

ン

ド

を

延

期

す

る

こ

と

は

で

き

ま

せ

ん。

（注）

Rowhammer
スタイルの

攻撃を軽減

するため

に、この設

定はデフォ

ルト状態

（[低
（Low）]
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

）のままに

することを

推奨しま

す。
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

✔✔✔✔✔✔4.1(1)
以降

メモリパー

シャルミ

ラーモード

を使用する

と、GB単位
またはメモ

リ容量の割

合によって

部分的にミ

ラーリング

することが

できます。

ここで選択

したオプ

ションに応

じて、使用

可能な

フィールド

で、部分的

なミラーの

割合または

部分的なミ

ラー容量を

GB単位で定
義できま

す。メモリ

容量の最大

50%を部分
的にミラー

リングでき

ます。

メモリ

パー

シャル

ミラー

モード
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

無効、

パーセ

ンテー

ジ、GB
単位の

値

•無
効：

オ

プ

ショ

ン

は

無

効

で

す。

•容
量：

部

分

メ

モ

リ

モー

ド

で

ミ

ラー

リ

ン

グ

さ

れ

る

メ

モ

リ

の

量

は、
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

合

計

メ

モ

リ

の

割

合

と

し

て

定

義

さ

れ

ま

す。
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

•値
(GB):
部

分

的

な

メ

モ

リ

モー

ド

で

ミ

ラー

リ

ン

グ

さ

れ

る

メ

モ

リ

の

合

計

は
GB
で

定

義

さ

れ

ま

す。

（注）

部分

的な

メモ

リミ

ラー

モー
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

ドは

標準

のミ

ラー

リン

グ

モー

ドに

対し

て相

互に

排他

的で

す。
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

部分

的な

ミ

ラー
1 ~ 4
は、

関連

オプ

ショ

ンで
GB
また

は割

合で

設定

され

てい

る容

量制

限を

超え

ない

限

り、

任意

の数

また

は設

定で

使用

でき

ま

す。

サポートされるプラットフォーム

642

サポートされるプラットフォーム

サポートされる Intel M5プラットフォーム



値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

（注）

GBの
オプ

ション

の値

は、

M8プ
ラット

フォー

ムには

適用さ

れませ

ん。

0.00：
50.00
（0.01
のス

テップ

サイ

ズ）

✔✔✔✔✔✔4.1(1)
以降

使用可能な

メモリの総

量を、合計

メモリの割

合として制

限します。

これは、

0.000.01 %か
ら 50.00 %
まで、0.01
%単位で増
加させられ

ます。

パー

シャル

ミラー

率

0：
65535
（ス

テップ

サイズ

が 1）

✔✔✔✔✔✔4.1(1)
以降

パーシャル

ミラー nの
メモリの量

を GB単位
で制限しま

す。これ

は、0 GB ~
65535 GBの
範囲で 1 GB
ずつ増加し

ます。

[パー
シャル

ミラー

n GB単
位のサ

イズ

（Partial
Mirror
n Size
in
GB）]。
nの範
囲は 1
～ 4で
す。
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

無効、

有効

•無
効：

こ

の

オ

プ

ショ

ン

は

無

効

で

す。

•有
効：

こ

の

オ

プ

ショ

ン

は

有

効

で

す。

✔✔✔✔✔✔4.0
（1）
以降

PCIe RAS
ポートが有

効か、無効

かどうか。

PCIe
RASサ
ポート
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

✔✔✔✔✔✔4.0
（1）
以降

サーバに対

するメモリ

の RAS（信
頼性、可用

性、有用

性）の設定

方法です。

メモリ

RAS設
定
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

最大パ

フォー

マン

ス、ミ

ラーリ

ング、

ロック

ステッ

プ、ミ

ラー

モード

1LM、
パー

シャル

ミラー

モード

1LM、
スペア

リン

グ、
ADDDC
スペア

リング

•最
大

パ

フォー

マ

ン

ス：

シ

ス

テ

ム

パ

フォー

マ

ン

ス

を

最
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

適

化

し、

す

べ

て

の

高

度

な
RAS
機

能

を

無

効

に

し

ま

す。
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

• [Mirroring]：
シ

ス

テ

ム

の

メ

モ

リ

の

半

分

を

バッ

ク

アッ

プ

と

し

て

使

用

す

る

こ

と

に

よ

り、

シ

ス

テ

ム

の

信

頼

性

が

最

適

化

さ
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

れ

ま

す。

こ

の

モー

ド

は
UCS
M4
以

前

の

ブ

レー

ド

サー

バー

に

使

用

し

ま

す。
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

• [Lockstep]：
サー

バ

内

の
DIMM
ペ

ア

が、

同

一

の

タ

イ

プ、

サ

イ

ズ、

お

よ

び

構

成

を

持

ち、
SMI
チャ

ネ

ル

に

ま

た

がっ

て

装

着

さ

れ

て

い

る

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

場

合、

ロッ

ク

ス

テッ

プ

モー

ド

を

イ

ネー

ブ

ル

に

す

る

こ

と

で、

メ

モ

リ

ア

ク

セ

ス

遅

延

の

最

小

化

お

よ

び

パ

フォー

マ

ン

ス

の

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

向

上

を

図

る

こ

と

が

で

き

ま

す。
B440
サー

バー

で

は
[lockstep]
が

デ

フォ

ル

ト

で

有

効

に

なっ

て

い

ま

す。

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

• [Mirror
Mode
1LM]：
ミ

ラー

モー

ド
1LM
は、

ミ

ラー

リ

ン

グ

さ

れ

る

シ

ス

テ

ム

内

の
1LM
メ

モ

リ

全

体

を

設

定

し、

結

果

的

に

メ

モ

リ

容

量

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

を

半

減

さ

せ

ま

す。

こ

の

モー

ド

は
UCS
M5
お

よ

び
M6
ブ

レー

ド

サー

バー

に

使

用

し

ま

す。

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

• [部
分

的

な

ミ

ラー

モー

ド
1LM
(Partial
Mirror
Mode
1LM)]：
部

分

的

な

ミ

ラー

モー

ド
1LM
は、

ミ

ラー

リ

ン

グ

さ

れ

る

シ

ス

テ

ム

内

の
1LM
メ

モ

リ

の

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

一

部

全

体

を

設

定

し、

結

果

的

に

メ

モ

リ

容

量

を

半

減

さ

せ

ま

す。

こ

の

モー

ド

は
UCS
M5
お

よ

び
M6
ブ

レー

ド

サー

バー

に

使

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

用

し

ま

す。

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

•ス
ペ

ア

リ

ン

グ：

シ

ス

テ

ム

の

信

頼

性

は、

他

の
DIMM
が

故

障

し

た

場

合

に

使

用

で

き

る

よ

う

に、

メ

モ

リ

を

予

備

に

保

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

持

す

る

こ

と

に

よっ

て

最

適

化

さ

れ

ま

す。

こ

の

モー

ド

は、

メ

モ

リ

の

冗

長

性

を

実

現

し

ま

す

が、

ミ

ラー

リ

ン

グ

ほ

ど

の

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

冗

長

性

は

提

供

さ

れ

ま

せ

ん。

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

• ADDDC
ス

ペ

ア

リ

ン

グ：

シ

ス

テ

ム

の

信

頼

性

は、

他

の
DIMM
が

故

障

し

た

場

合

に

使

用

で

き

る

よ

う

に、

メ

モ

リ

を

予

備

に

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

保

持

す

る

こ

と

に

よっ

て

最

適

化

さ

れ

ま

す。

こ

の

モー

ド

は、

メ

モ

リ

の

冗

長

性

を

実

現

し

ま

す

が、

ミ

ラー

リ

ン

グ

ほ

ど

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

の

冗

長

性

は

提

供

さ

れ

ま

せ

ん。

サポートされるプラットフォーム

663

サポートされるプラットフォーム

サポートされる Intel M5プラットフォーム



値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

✔✔✔✔✔✔4.1(1)
以降

Post Package
Repair (PPR)
は、スペア

セルに置き

換えて、障

害のあるメ

モリセルを

修復する機

能を提供し

ます。

PPRタ
イプの

選択

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

無効、

ハード
PPR

•無
効：

オ

プ

ショ

ン

は

無

効

で

す。

•ハー
ド

PPR：
こ

れ

に

よ

り、

破

損

し

た

ス

ト

レー

ジ

セ

ル

が

永

続

的

に

再

マッ

ピ

ン

サポートされるプラットフォーム

665

サポートされるプラットフォーム

サポートされる Intel M5プラットフォーム



値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

グ

さ

れ

る

こ

と

に

な

り

ま

す。

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

無効、

有効

•無
効：

こ

の

オ

プ

ショ

ン

は

無

効

で

す。

•有
効：

こ

の

オ

プ

ショ

ン

は

有

効

で

す。

✔✔✔✔✔✔4.0
（1）
以降

2LMの
Snoopy
モード

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

すべての

DRAMアク
セスでディ

レクトリを

維持しなが

ら、DCPMM
アクセスの

スヌーピン

グモードを

有効にしま

す。スヌー

プは、ソ

ケット間の

キャッシュ

の一貫性を

維持しま

す。ディレ

クトリは、

リモート

ノード情報

をローカル

（メモリ

内）に保持

することで

スヌープを

削減しま

す。ディレ

クトリの

ルックアッ

プと更新に

より、メモ

リトラ

フィックが

追加されま

す。

ディレクト

リは、

DRAMには
適していま

すが、

DCPMMに

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

は必ずしも

適していま

せん。非

NUMAワー
クロードの

場合、この

機能を有効

にすると、

DCPMMに
対するディ

レクトリの

更新が排除

されるた

め、DDRT
の帯域幅が

制限された

ワークロー

ドに役立ち

ます。ディ

レクトリ

は、ファー

メモリアク

セスに対し

て無効に

なってお

り、代わり

にリモート

ソケットを

スヌーピン

グして所有

権を確認し

ます。ディ

レクトリは

DRAM (メモ
リの近く)に
のみ使用さ

れます。

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

無効、

有効

•無
効：

こ

の

オ

プ

ショ

ン

は

無

効

で

す。

•有
効：

こ

の

オ

プ

ショ

ン

は

有

効

で

す。

✔✔✔✔✔✔4.0(1)
以降

ADの
Snoopy
モード

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

すべての

DRAMアク
セスでディ

レクトリを

維持しなが

ら、DCPMM
アクセスの

スヌーピン

グモードを

有効にしま

す。スヌー

プは、ソ

ケット間の

キャッシュ

の一貫性を

維持しま

す。ディレ

クトリは、

リモート

ノード情報

をローカル

（メモリ

内）に保持

することで

スヌープを

削減しま

す。ディレ

クトリの

ルックアッ

プと更新に

より、メモ

リトラ

フィックが

追加されま

す。

ディレクト

リは、

DRAMには
適していま

すが、

DCPMMに

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

は必ずしも

適していま

せん。非

NUMAワー
クロードの

場合、この

機能を有効

にすると、

DCPMMに
対するディ

レクトリの

更新が排除

されるた

め、DDRT
の帯域幅が

制限された

ワークロー

ドに役立ち

ます。ディ

レクトリは

ADへのアク
セスに対し

て無効にな

り、代わり

にリモート

ソケットを

スヌーピン

グして所有

権を確認し

ます。ディ

レクトリは

DRAMアク
セスにのみ

使用されま

す。

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

無効、

有効

•無
効：

こ

の

オ

プ

ショ

ン

は

無

効

で

す。

•有
効：

こ

の

オ

プ

ショ

ン

は

有

効

で

す。

✔✔✔✔✔✔4.0(1)
以降

64ビット
PCIデバイス
の 4 GB以上
のアドレス

空間に対す

るメモリ

マップド I/O
を有効また

は無効にし

ます。レガ

シーなオプ

ション ROM
は 4 GBを超
えるアドレ

スにアクセ

スできませ

ん。PCIデバ
イスが 64
ビット対応

でも、レガ

シーなオプ

ション ROM
を使用する

場合は、こ

の設定をイ

ネーブルに

しても正し

く機能しな

い場合があ

ります。

Memory
Mapped
IO
above
4GB

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

✔✔4.0
（2）
以降

システムに

複数の VGA
デバイスが

ある場合、

VGAグラ
フィックス

デバイスの

優先順位を

設定できる

ようにしま

す。

[VGA
の優先

順位

（VGA
Priority）]

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

オフ

ボー

ド、オ

ンボー

ド、オ

ンボー

ド VGA
が無効

• [Onboard]：
オ

ン

ボー

ド
VGA
デ

バ

イ

ス

が

優

先

さ

れ

ま

す。
BIOS
ポ

ス

ト

画

面

お

よ

び
OS
ブー

ト

は

オ

ン

ボー

ド

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

VGA
ポー

ト

経

由

で

駆

動

さ

れ

ま

す。

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

•オ
フ

ボー

ド：
PCIE
グ

ラ

フィッ

ク

ス

ア

ダ

プ

タ

が

優

先

さ

れ

ま

す。
BIOS
ポ

ス

ト

画

面

お

よ

び
OS
ブー

ト

は

外

部

グ

ラ

フィッ

ク

ス

ア

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

ダ

プ

タ

ポー

ト

経

由

で

駆

動

さ

れ

ま

す。

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

•オ
ン

ボー

ド
VGA
が

無

効：
PCIE
グ

ラ

フィッ

ク

ス

ア

ダ

プ

タ

が

優

先

さ

れ、

オ

ン

ボー

ド
VGA
デ

バ

イ

ス

は

無

効

に

な

り

ま

す。

（注）

オン
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

ボー

ド
VGA
が

ディ

セー

ブル

の場

合、
vKVM
は機

能し

ませ

ん。

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

✔✔✔✔✔✔4.0(4)
以降

Intel
QuickPath
Interconnect
（QPI）のリ
ンク周波数

で、MT/s
（毎秒 100
万転送）単

位で選択し

ます。

[QPIリ
ンクの

周波数

選択

（QPI
Link
Frequency
Select）]

サポートされるプラットフォーム
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

自動、
9.6
GT/s、
10.4
GT/s、
11.2GT/s、
12.8GT/s、
14.4GT/s、
16.0GT/s、
20.0GT/s、
16.0GT/s、
20.0GT/s、
24.0GT/s、
自動、

リンク

設定ご

とに使

用

（注）

9.6 GT/s、
10.4 GT/s
のオプ

ション

は、M5お
よびM6
サーバー

でのみご

利用いた

だけま

す。M6は
11.2GT/s、
M7は
12.8GT/s、
14.4GT/s、
16.0GT/s、
20.0GT/s。

（注）

16.0GT/s、
20.0GT/s、
24.0GT/s、
自動、リ
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

ンクごと

の設定を

活用は、

M8サー
バーにの

み適用さ

れます。

自動、

有効、

無効

✔✔✔✔✔✔4.2(1)
以降

システムで

レガシー

USBデバイ
スをサポー

トするかど

うか設定し

ます。

[レガ
シー

USBの
サポー

ト

（Legacy
USB
Support）]

有効、

無効

✔✔✔4.2(1)
以降

フロントパ

ネルの USB
デバイスを

有効または

無効にしま

す。

[USB
ポート

フロン

ト

（USB
Port
Front）]

有効、

無効

✔✔✔4.2(1)
以降

内部 USBデ
バイスを有

効または無

効にしま

す。

[USB
ポート

内部

（USB
Port
Internal）]

有効、

無効

✔✔✔4.2(1)
以降

USBポート
KVMデバイ
スを有効ま

たは無効に

します。

[USB
ポート
KVM
（USB
Port
KVM）]

有効、

無効

✔✔✔4.2(1)
以降

USBポート
背面デバイ

スを有効ま

たは無効に

します。

[USB
ポート

リア

（USB
Port
Rear）]
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サポートされるモデルVersions説明名前
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有効、

無効

✔✔✔4.2(1)
以降

SDカードド
ライブを有

効または無

効にしま

す。

USB
ポート:
M.2ス
トレー

ジ

（USB
Port:M.2
Storage）

無効、

有効

•無
効：

こ

の

オ

プ

ショ

ン

は

無

効

で

す。

•有
効：

こ

の

オ

プ

ショ

ン

は

有

効

で

す。

✔✔✔✔✔✔4.0(2)
以降

プロセッサ

で必要な行

のみを取得

するのでは

なく、偶数

または奇数

のペアの

キャッシュ

行を取得す

るかどうか

設定しま

す。

[隣接
キャッ

シュ行

のプリ

フェッ

チ

（Adjacent
Cache
Line
Prefetcher）]
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（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

無効、

有効

✔✔✔✔✔✔4.0(2)
以降

HALT命令
をMWAIT
命令に変換

する CPU自
律 C-stateを
有効にしま

す。

[自律コ
ア C状
態

（Autonomous
Core C
state）]

最大パ

フォー

マン

ス、最

大効

率、
Intel
NMに
設定さ

れまし

た

（注）

Intel
NMで
設定オ

プショ

ンは、
M8
Intelプ
ラット

フォー

ムには

適用さ

れませ

ん。

✔✔✔✔✔✔4.0(2)
以降

オペレー

ティングシ

ステムのハ

ンドオフ前

に設定され

る BIOSパ
フォーマン

ス状態を選

択できま

す。

[ブート
パ

フォー

マンス

モード

（Boot
Performance
Mode）]
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（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

無効、

有効

✔✔✔✔✔✔4.0(2)
以降

CPUが
corrected
machine
check events
で割り込み

をトリガー

できるよう

にします。
corrected
machine
check
interrupt
（CMCI）に
より、従来

のポーリン

グタイマー

よりも反応

速度を向上

できます。

[プロ
セッサ
CMCI
（Processor
CMCI）]

通常、

レベル

1、レベ
ル 2

✔✔✔✔✔✔4.0(2)
以降

Thermal
Design Power
（TDP）の
カスタマイ

ズされた値

を設定でき

ます。

設定可

能な

TDPレ
ベル
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（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前
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✔✔✔✔✔✔4.0(2)
以降

パッケージ

内の CPUご
との論理プ

ロセッサコ

アの状態を

設定しま

す。値とし

て [すべて
（All）]を
選択する

と、Intelハ
イパース

レッディン

グテクノロ

ジーも有効

になりま

す。

有効な

コア

サポートされるプラットフォーム

687

サポートされるプラットフォーム

サポートされる Intel M5プラットフォーム



値
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すべ

て、1～
86

• [All]：
す

べ

て

の

論

理

プ

ロ

セッ

サ

コ

ア

の

多

重

処

理

を

有

効

に

し

ま

す。

• 1～
86：
サー

バー

で

実

行

可

能

な
CPU
あ

た
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サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

り

の

論

理

プ

ロ

セッ

サ

コ

ア

の

数

を

指

定

し

ま

す。

多

重

処

理

を

無

効

に

し

て、

サー

バ

で

実

行

さ

れ

る
CPU
あ

た

り

の

論
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サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

理

プ

ロ

セッ

サ

コ

ア

を
1
個

の

み

に

す

る

に

は、
[1]
を

選

択

し

ま

す。

（注）

M6
サー

バー

の場

合、1
から

48ま
での

範囲

で

す。
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（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

（注）

1、
2、お
よび

3の
オプ

ショ

ン

は、
M8
サー

バー

には

適用

され

ませ

ん。

（注）

65か
ら 86
への

変更

は、
M8
サー

バー

にの

み適

用さ

れま

す。

無効、

有効

✔✔✔✔✔✔4.0(2)
以降

サーバー設

定を自動的

に調整する

ことによる

CPUパ
フォーマン

ス。

[CPU
パ

フォー

マンス

プロ

ファイ

ル

（CPU
Performance）]
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サポートされるモデルVersions説明名前
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無効、

有効

✔✔✔✔✔✔4.0(2)
以降

エネルギー

効率の高い

ターボが有

効になって

いる場合、

CPUの最適
なターボ周

波数は、

CPU使用率
に基づいて

ダイナミッ

クになりま

す。パワー/
パフォーマ

ンスのバイ

アス設定

も、エネル

ギー効率の

高いターボ

に影響しま

す。

[エネル
ギー効

率ター

ボ

（Energy
Efficient
Turbo）]
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サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

無効、

有効

✔✔✔✔✔✔4.0(2)
以降

プロセッサ

で拡張版
Intel
SpeedStepテ
クノロジー

を使用する

かどうか設

定します。

このテクノ

ロジーで

は、プロ

セッサの電

圧やコア周

波数をシス

テムが動的

に調整でき

ます。この

テクノロ

ジーによ

り、平均電

力消費量と

平均熱発生

量が減少す

る可能性が

あります。

[拡張
Intel
Speedstep
テクノ

ロジー

（Enhanced
Intel
Speedstep\（R\)
Technology）]
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（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

無効、

有効

✔✔✔✔✔✔4.0(2)
以降

サーバーの

メモリ領域

を分類し、

アプリケー

ションコー

ドを実行可

能な場所を

指定しま

す。この分

類の結果、

悪意のある

ワームが

バッファに

コードを挿

入しようと

した場合、

プロセッサ

でコードの

実行を無効

化します。

この設定

は、損害、

ワームの増

殖、および

特定クラス

の悪意のあ

るバッファ

オーバーフ

ロー攻撃を

防止するの

に役立ちま

す。

Execute
Disable
Bit
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（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

無効、

有効

✔✔✔✔✔✔4.0(2)
以降

システムパ

フォーマン

スまたはエ

ネルギー効

率がこの

サーバで重

要かどうか

を決定でき

るようにし

ます。

プロ

セッサ

EPPの
有効化

無効、

有効

✔✔✔✔✔✔4.0(2)
以降

Advanced
Processor
Interruptコン
トローラ

（APIC）
アーキテク

チャのタイ

プを設定で

きます。

[ローカ
ル X2
Apic
（Local
X2
Apic）]

無効、

有効

✔✔✔✔✔✔4.0(2)
以降

プロセッサ

で、Intel
ハードウェ

アプリ

フェッチャ

が必要に応

じてデータ

および命令

ストリーム

をメモリか

ら取得し、

統合 2次
キャッシュ

に入れるこ

とを許可す

るかどうか

設定しま

す。

[ハード
ウェア

プリ

フェッ

チ

（Hardware
Prefetcher）]
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サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

無効

化、
HWPM
ネイ

ティブ

モー

ド、
HWPM
OOB
モー

ド、レ

ガシー

のない

ネイ

ティブ

モード

✔✔✔✔✔✔4.0(2)
以降

プロセッサ

の Hardware
Power
Management
（HWPM）
を有効にし

ます。

[CPU
ハード

ウェア

パワー

管理

（CPU
Hardware
Power
Management）]

自動、1
方向イ

ンター

リー

ブ、2
方向イ

ンター

リーブ

✔✔✔✔✔✔4.0(2)
以降

このBIOSオ
プション

は、
Integrated
Memory
Controller
（IMC）間
のインター

リーブを制

御します。

[IMC
イン

ター

リーブ

（IMC
Interleaving）]
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無効、

有効

✔✔✔✔✔✔4.0(2)
以降

プロセッサ

でインテル

ハイパース

レッディン

グテクノロ

ジーを使用

するかどう

か設定しま

す。このテ

クノロジー

では、マル

チスレッド

ソフトウェ

アアプリ

ケーション

のスレッド

を各プロ

セッサ内で

並列に実行

できます。

[インテ
ルハイ

パース

レッ

ディン

グテク

ノロ

ジー

（Intel
HyperThreading
Tech）]

無効、

有効

✔✔✔✔✔✔4.0(2)
以降

プロセッサ

でインテル

ターボブー

ストテクノ

ロジーを使

用するかど

うか設定し

ます。この

テクノロ

ジーでは、

仕様よりも

低い電力、

温度、また

は電圧でプ

ロセッサが

動作してい

ると、自動

的にそのプ

ロセッサの

周波数が上

がります。

[インテ
ルター

ボブー

ストテ

クノロ

ジー

（Intel
Turbo
Boost
Tech）]
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無効、

有効

✔✔✔✔✔✔4.0(2)
以降

Intel
Virtualization
Technology
for Directed
I/O（VT-R）
をプロセッ

サで使用す

るかどうか

設定しま

す。

Intel(R)
VT

無効、

有効

✔✔✔✔✔✔4.0(2)
以降

プロセッサ

でDCU IPプ
リフェッチ

メカニズム

を使用して

履歴キャッ

シュアクセ

スパターン

を分析し、

L1キャッ
シュ内で最

も関連性の

高い行をプ

リロードし

ます。

[DCU
IPプリ
フェッ

チ

（DCU
IP
Prefetcher）]

無効、

有効

✔✔✔✔✔✔4.0(2)
以降

プロセッサ

が LLCプリ
フェッチメ

カニズムを

使用して

データを

LLCに
フェッチす

るかどうか

設定しま

す。

LLCプ
リ

フェッ

チ

（LLC
Prefetch）
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制限な

し、自

動、C0
C1状
態、

C2、C6
非保

持、C6
保持

（注）

C6の
保持オ

プショ

ンは、
M8
サー

バーに

は適用

されま

せん。

✔✔✔✔✔✔4.0(2)
以降

アイドル時

にサーバコ

ンポーネン

トが使用で

きる電力量

を設定しま

す。

[パッ
ケージ
C State
リミッ

ト

（Package
C State
Limit）]
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✔✔✔✔✔✔4.0(2)
以降

フルメモリ

スキャンの

間隔を設定

します。

[パト
ロール

スクラ

ブ

（Patrol
Scrub）]
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無効、

有効

•有
効：

シ

ス

テ

ム

は

定

期

的

に

メ

モ

リ

を

読

み

書

き

し

て
ECC
エ

ラー

を

探

し

ま

す。

エ

ラー

が

見

つ

か

る

と、

シ

ス
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テ

ム

は

修

復

を

試

み

ま

す。

こ

の

オ

プ

ショ

ン

に

よ

り、

単

一

ビッ

ト

エ

ラー

は

複

数

ビッ

ト

エ

ラー

に

な

る

前

に

修

正

さ

れ

る
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場

合

が

あ

り

ま

す

が、

パ

ト

ロー

ル

ス

ク

ラ

ブ

の

実

行

時

に

パ

フォー

マ

ン

ス

が

低

下

す

る

場

合

も

あ

り

ま

す。
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•無
効：
CPU
が

メ

モ

リ

ア

ド

レ

ス

の

読

み

取

り

ま

た

は

書

き

込

み

を

行

う

と

き

の

み、

シ

ス

テ

ム

は

メ

モ

リ

の
ECC
エ

ラー
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を

チェッ

ク

し

ま

す。

無効、

有効

✔✔✔✔✔✔4.0(2)
以降

C1に入って
プロセッサ

が最低周波

数に遷移で

きるように

します。こ

の設定は、

サーバをリ

ブートする

まで有効に

なりませ

ん。

[プロ
セッサ
C1E
（Processor
C1E）]

無効、

有効

✔✔✔✔✔✔4.0(2)
以降

プロセッサ

からオペ

レーティン

グシステム

にC6レポー
トを送信す

るかどう

か。

[プロ
セッサ

C6レ
ポート

（Processor
C3
Report）]
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

SW
All、
HW
All、
SWAny

（注）

SW
Anyオ
プショ

ンは、
M5
サー

バーで

のみ使

用でき

ます。

✔✔✔✔✔✔4.0(2)
以降

BIOSがオペ
レーティン

グシステム

に P-stateサ
ポートモデ

ルを伝達す

る方法を定

義できま

す。
Advanced
Configuration
and Power
Interface
（ACPI）仕
様では、次

の 3つのモ
デルが定義

されていま

す。

P
STATE
Coordination

（注）

UCSM
では
EIST
PSD関
数とも

呼ばれ

ます。

BIOS、
OS、
PECI

（注）

PECI
オプ

ション

は、

M6お
よび
M7
サー

バーで

のみ使

用でき

ます。

✔✔✔✔✔✔4.0(2)
以降

BIOSまたは
OSによって
エネルギー

パフォーマ

ンスのバイ

アス調整を

オンにでき

るかどうか

を指定しま

す。オプ

ションは、

BIOSとオペ
レーティン

グシステム

です。

[電力パ
フォー

マンス

調整

（Power
Performance
Tuning）]
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

✔✔✔✔✔✔4.0(2)
以降

実行中の異

なる UPIリ
ンク周波数

を選択でき

ます。

UPI
Link
Frequency
Select
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

自動、

9.6GT/S、
10.4GT/S、
11.2GT/S、
12.8GT/s、
14.4GT/s、
16.0GT/s、
20.0GT/s、
24.0GT/s、
リンク

設定ご

とに使

用

（注）

• 12.8GT/s、
14.4GT/s、
16.0GT/s、
20.0GT/s
のオ

プ

ショ

ン

は、
M7
サー

バー

での

みご

利用

いた

だけ

ま

す。

• 11.2GT/s
オプ

ショ

ン

は、
M6
サー

バー
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

での

み利

用可

能で

す。

• 16.0GT/s、
20.0GT/s、
24.0GT/s、
自

動、

リン

クご

との

設定

は、
M8
サー

バー

にの

み適

用さ

れま

す。
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

✔✔✔✔✔✔4.0(2)
以降

CPUがサブ
NUMAクラ
スタリング

をサポート

するかどう

か設定しま

す。そのク

ラスタリン

グでは、タ

グディレク

トリとメモ

リチャネル

は常に同じ

領域になり

ます。

[サブ
NUMA
クラス

タリン

グ

（Sub
Numa
Clustering）]
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

無効化

され

た、有

効化さ

れた、

自動、

SNC2、
SNC4

（注）

•自
動

オ

プ

ショ

ン

は、

M5、
M7、
お

よ

び
M8
サー

バー

で

の

み

使

用

で

き

ま

す。

•有
効

オ

プ

ショ

ン

は、
M6
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

お

よ

び
M8
サー

バー

で

の

み

使

用

で

き

ま

す。

•無
効

オ

プ

ショ

ン

は、

M6、
M7、
お

よ

び
M8
サー

バー

で

の

み

使

用

で

き

ま

す。
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

• SNC2
お

よ

び
SNC4
オ

プ

ショ

ン

は、
M7
サー

バー

で

の

み

利

用

可

能

で

す。

無効、

有効、

自動

（注）

有効オ

プショ

ンは、
M8
Intelプ
ラット

フォー

ムにの

み適用

されま

す。

✔✔✔✔✔✔4.0(2)
以降

プロセッサ

でDCU IPプ
リフェッチ

メカニズム

を使用して

履歴キャッ

シュアクセ

スパターン

を分析し、

L1キャッ
シュ内で最

も関連性の

高い行をプ

リロードし

ます。

[DCU
スト

リーマ

プリ

フェッ

チ

（DCU
Streamer
Prefetch）]
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

無効、

有効、

モード

0、およ
びモー

ド 1

（注）

モード

0およ
びモー

ド 1は
M8
サー

バーに

のみ適

用さ

れ、

モード

1がデ
フォル

ト設定

となり

ます。

✔✔✔✔✔✔4.0(2)
以降

プロセッサ

の非コア部

分の周波数

のスケーリ

ングを構成

できます。

非コア

周波数

スケー

リング

平衡

化、I/O
重視

✔✔✔✔✔✔4.0(2)
以降

この機能を

使用する

と、ワーク

ロードを最

適化できま

す。

[ワーク
ロード

設定

（Workload
Configuration）]
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

自動、

無効、

有効

✔✔✔✔✔✔4.0(2)
以降

XPTプリ
フェッチを

使用して、

最後のレベ

ルのキャッ

シュに読み

取り要求を

送信できる

ようにし

て、その要

求のコピー

をメモリコ

ントローラ

のプリ

フェッチャ

に発行する

かどうか設

定します。

[XPT
プリ

フェッ

チ

（XPT
Prefetch）]
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

✔✔✔✔✔✔4.0(2)
以降

[インテ
ル
Speed
Select
（Intel
Speed
Select）]
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

異なる周波

数で動作す

自動、

ベー

るように異 ス、構

なるコアを 成 1、
調整して、 構成

電力効率を 2、構成
向上させる 3、構成

4ことができ

ます。 •設
定値 Config 1

および 1
とConfig 2
設は、Cisco
定UCS M6お
2よびM7
は、サーバでは
ベーサポートさ

れません。 ス

が
Cisco UCS
M6および

デ

フォCisco UCS
ルM7サーバの
ト

場合、
の

Config 3お M5
よび Config

サー
4（第 4世代

バーIntel Xeon
でScalableプロ
の

セッサおよ
み

び第 5世代
使Intel Xeon
用Scalableプロ
可セッサ）の
能値は、
なConfig 1お
オよび Config
プ2の値（第 3
ショ世代 Intel
ンXeonスケー
で

す。
ラブルプロ

セッサ）と
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

M8
の

同等です。 •

デ

フォ

ル

ト

は、

自

動

で

す。

9.6k、
19.2k、
38.4k、
57.6k、
115.2k

✔✔✔✔✔✔4.2(1)
以降

シリアル

ポートの伝

送速度とし

て使用され

るボーレー

ト。[コン
ソールリダ

イレクショ

ン（Console
Redirection）]
を無効にし

た場合、こ

のオプショ

ンを使用で

きません。

[ボー
レート

（Baud
Rate）]
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

有効、

無効

✔✔✔✔✔✔4.2(1)
以降

一貫したデ

バイスの命

名によっ

て、一貫し

た方法で

イーサネッ

トインター

フェイスに

名前を付け

ることがで

きます。こ

れにより

イーサネッ

トインター

フェイスの

名前は、よ

り統一さ

れ、識別し

やすくな

り、アダプ

タや他の設

定に変更が

加えられて

も永続的に

保持されま

す。

CDN
Control
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

有効、

無効

✔✔✔✔✔✔4.2(1)
以降

このトーク

ンが有効に

なっている

ときに、

BIOSは
CPU/メモリ
設定情報と

共にメモリ

トレーニン

グ結果(最適
化されたタ

イミング/電
圧値)を保存
し、それら

をその後の

リブートに

再使用し

て、ブート

時間を短縮

します。保

存済みメモ

リのトレー

ニング結果

は、最後の

保存操作後

の 24時間以
内に、リ

ブートが発

生した場合

にのみ使用

されます。

[適応型
メモリ

トレー

ニング

（Adaptive
Memory
Training）]
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

✔✔✔✔✔✔4.2(1)
以降

このオプ

ションは、

BIOS techロ
グファイル

のメッセー

ジのタイプ

を示しま

す。

[BIOS
Techlog
レベル

（BIOS
Techlog
Level）]
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

最大、

最大、

標準

•最
小：

重

要

な

メッ

セー

ジ

が

ロ

グ

ファ

イ

ル

に

表

示

さ

れ

ま

す。

こ

れ

は

デ

フォ

ル

ト

の

オ

プ

ショ

ン

で

す。

•最
小：

警
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

告

お

よ

び

ロー

ド

メッ

セー

ジ

が

ロ

グ

ファ

イ

ル

に

表

示

さ

れ

ま

す。
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

•標
準：

標

準

に

加

え、

情

報

関

連

の

メッ

セー

ジ

が

ロ

グ

ファ

イ

ル

に

表

示

さ

れ

ま

す。
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

有効、

無効

✔✔✔✔✔✔4.2(1)
以降

[オプ
ション
ROM
起動最

適化

（OptionROM
Launch
Optimization）]
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

オプション

ROMの起動
は PCIス
ロットレベ

ルで管理さ

れます。デ

フォルトで

有効になっ

ています。

多数のネッ

トワークコ

ントローラ

およびオプ

ション ROM
をもつスト

レージ HBA
から成る設

定では、す

べてのオプ

ション ROM
は、PCIス
ロットのオ

プション

ROMコント
ロールがす

べてに対し

て有効に

なっている

場合に起動

できます。

ただし、

ブートプロ

セスでは、

コントロー

ラのサブ

セットのみ

を使用でき

ます。この

トークンが

有効になっ

ているとき

に、ブート
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

ポリシーに

存在するこ

れらのコン

トローラで

のみ、オプ

ション ROM
が起動され

ます。
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

✔✔✔✔✔✔4.2(1)
以降

POSTおよび
BIOSのブー
ト中に、シ

リアルポー

トをコン

ソールリダ

イレクショ

ンで使用で

きるように

します。

BIOSのブー
トが完了

し、オペ

レーティン

グシステム

がサーバー

を担当する

と、コン

ソールリダ

イレクショ

ンの関連性

はなくな

り、無効に

なります。

コン

ソール

リダイ

レク

ション

（Console
Redirection）
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

無効、
COM
0、
COM 1

• COM
0
は
POST
中

に

コ

ン

ソー

ル

リ

ダ

イ

レ

ク

ショ

ン

用

の

シ

リ

ア

ル

ポー

ト

を

有

効

に

し

ま

す。

こ

の

オ

プ

ショ

ン
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

は
M6
ブ

レー

ド

サー

バー

お

よ

び

ラッ

ク

マ

ウ

ン

ト

サー

バー

に

対

し

て

の

み

有

効

で

す。
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

• COM1
ま

た

は
serial-port-b
は

コ

ン

ソー

ル

リ

ダ

イ

レ

ク

ショ

ン

用

に

シ

リ

ア

ル

ポー

ト
B
を

有

効

に

し、

サー

バー

管

理

タ

ス

ク

実

行

を

許
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

可

し

ま

す。

こ

の

オ

プ

ショ

ン

は、

ラッ

ク

マ

ウ

ン

ト

サー

バー

で

の

み

有

効

で

す。
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

なし、
RTC-CTS

✔✔✔✔✔✔4.2(1)
以降

フロー制御

にハンド

シェイクプ

ロトコルを

使用するか

どうかを設

定します。

送信要求/ク
リアツーセ

ンド

（RTS/CTS）
を使用する

と、隠れた

端末の問題

が原因で発

生する可能

性がある、

フレームコ

リジョンを

減らすこと

ができま

す。

[フロー
制御

（Flow
Control）]

有効、

無効

✔✔✔✔✔✔4.2(1)
以降

POST中にシ
ステムがハ

ングアップ

した場合

に、システ

ムを回復す

るために

FRB2タイ
マーを使用

するかどう

かを指定し

ます。

[FRB 2
タイ

マー

（FRB
2
Timer）]
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

有効、

無効

✔✔✔✔✔✔4.2(1)
以降

BIOSが、定
義済みのタ

イムアウト

値を持つ

ウォッチ

ドッグタイ

マーをプロ

グラムする

かどうか設

定します。

タイマーが

切れる前に

オペレー

ティングシ

ステムの

ブートが完

了しない

と、CIMCは
システムを

リセット

し、エラー

がログに記

録されま

す。

OS
ウォッ

チドッ

グタイ

マー

電源オ

フ、リ

セット

✔✔✔✔✔✔4.2(1)
以降

ウォッチ

ドッグタイ

マーが切れ

た場合にシ

ステムで実

行されるア

クション。

[OS
Boot
Watchdog
Timer
Policy

5分、
10分、
15分、
20分

✔✔✔✔✔✔4.2(1)
以降

BIOSで
ウォッチ

ドッグタイ

マーの設定

に使用され

るタイムア

ウト値。

OS
Watchdog
Timer
Timeout
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

PC-ANSI、
VT100、
VT100-PLUS、
VT-UTF8

✔✔✔✔✔✔4.2(1)
以降

コンソール

リダイレク

ションに使

用される文

字フォー

マットのタ

イプ。

[ターミ
ナルタ

イプ

（Terminal
Type)]

有効、

無効

（注）

C245 M8の
場合、デフォ

ルトでは [無
効

（Disabled）]
になっていま

す。

✔✔✔✔✔✔4.2(1)
以降

プラット

フォーム構

成レジスタ

（PCR）
は、TPM内
のメモリ位

置です。複

数の PCRを
まとめて

PCRバンク
と呼びま

す。セキュ

アハッシュ

アルゴリズ

ム 1または
SHA-1 PCR
バンクで

は、TPMセ
キュリティ

を有効また

は無効にす

ることがで

きます。

SHA-1
PCRバ
ンク
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値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

有効、

無効

✔✔✔✔✔✔4.2(1)
以降

プラット

フォーム構

成レジスタ

（PCR）
は、TPM内
のメモリ位

置です。複

数の PCRを
まとめて

PCRバンク
と呼びま

す。セキュ

アハッシュ

アルゴリズ

ム 256ビッ
トまたは
SHA-256PCR
バンクで

は、TPMセ
キュリティ

を有効また

は無効にす

ることがで

きます。

SHA256
PCRバ
ンク

有効、

無効

✔✔✔✔✔✔4.2(1)
以降

サーバーの

認証に使用

するアー

ティファク

トを安全に

保存するコ

ンポーネン

トであるト

ラステッド

プラット

フォームモ

ジュール

（TPM）の
有効と無効

を切り替え

ます。

[信頼さ
れたプ

ラット

フォー

ムモ

ジュー

ルの状

態

（Trusted
Platform
Module
State）]

サポートされるプラットフォーム

736

サポートされるプラットフォーム

サポートされる Intel M5プラットフォーム



値

（Value）
サポートされるモデルVersions説明名前

S3260C480 M5C240 M5C220 M5B480 M5B200 M5

有効、

無効

✔✔✔✔✔✔4.2(1)
以降

TPMの最小
限の物理的

存在を有効

または無効

にするかど

うか。セ

キュリティ

を損なうこ

となく TPM
を管理する

ために、OS
とBIOS間の
通信を有効

または無効

にします。

[TPM
の最小

限の物

理的存

在

（TPM
Minimal
Physical
Presence）]

有効、

無効

✔✔✔✔✔✔4.2(1)
以降

ビジネス

サーバー上

で使用さ

れ、保管さ

れる情報の

保護機能を

強化する、
Intel Trusted
Execution
Technology
（TXT）の
有効と無効

を切り替え

ます。

[Intel
Trusted
Execution
Technology
のサ

ポート

（Intel
Trusted
Execution
Technology
Support）]

サポートされる AMD M5プラットフォーム
AMD M5（C125 M5）プラットフォームに適用可能な BIOS
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値（Value）サポート

されるモ

デル

（C125
M5）

Versions説明名前

無効、有効

•無効：IPv4 HTTPサポー
トは使用できません。

•有効：IPv4PXEサポート
を使用できます。

✔4.2(1)以
降

HTTPの IPv4サ
ポートを有効また

は無効にします。

IPV4 HTTPのサポー
ト

無効、有効

•無効：IPv6 HTTPサポー
トは使用できません。

•有効：IPv6PXEサポート
を使用できます。

✔4.2(1)以
降

HTTPの IPv6サ
ポートを有効また

は無効にします。

IPV6 HTTPのサポー
ト

無効、有効

•無効：IPv4PXEサポート
は使用できません。

•有効：IPv4PXEサポート
を使用できます。

✔4.2(1)以
降

PXEの IPv4サポー
トを有効または無

効にします。

IPv4 PXEのサポート

無効、有効

•無効：IPv6PXEサポート
は使用できません。

•有効：IPv6PXEサポート
を使用できます。

✔4.2(1)以
降

PXEの IPv6サポー
トを有効または無

効にします。

[IPV6 PXEサポート
（IPV6 PXE
Support）]

無効、有効

•無効：ネットワークス
タックのサポートは使用

できません。

•有効：ネットワークス
タックのサポートを使用

できます。

✔4.1(1)以
降

このオプションを

使用すると、シス

テムの完全なネッ

トワークスタイル

を有効または無効

にすることができ

ます。

ネットワークスタッ

ク
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値（Value）サポート

されるモ

デル

（C125
M5）

Versions説明名前

無効、有効

•無効：電源オンパスワー
ドは無効になります。

•有効：電源オンパスワー
ドは有効になります。

✔4.1(1)以
降

このトークンで

は、F2 BIOS設定
を使用する前に

BIOSパスワードを
設定する必要があ

ります。有効にす

ると、BIOS関数
（IO設定、BIOS
セットアップ、

BIOSを使用したオ
ペレーティングシ

ステムへのブー

ト）にアクセスす

る前にパスワード

の検証が必要にな

ります。

[電源オンパスワード
（Power ON
Password）]

無効、有効、自動

•無効：このオプションは
無効です。

•有効：このオプションは
有効です。

•自動：PCIeARIサポート
は自動モードです。

✔4.2(1)以
降

すべての ARIサ
ポートポートが有

効であるか、無効

であるか。

PCIe ARIサポート

無効、有効

• Disabled：オプション
ROMは使用できません。

• [Enabled]—オプション
ROMは使用できます。

✔4.2(1)以
降

サーバが PCIe
MSTOR RAIDのオ
プションROMを使
用するかどうか。

（注）

C225 M8および
C245 M8プラット
フォームにのみ適

用されます。

PCIeスロット
MSTOR RAID
OptionROM
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値（Value）サポート

されるモ

デル

（C125
M5）

Versions説明名前

無効、自動、GEN1、GEN2、
GEN3、GEN4、GEN5

•無効：最大スピードは制
限されていません。

•自動：最高速度は自動的
に設定されます。

• GEN1：最大2.5GT/s（ギ
ガトランスファー/秒）ま
での速度が許可されま

す。

• GEN2：最大 5 GT/sまで
の速度が許可されます。

• GEN3：最大 8 GT/sまで
の速度が許可されます。

• GEN4：最大 16GT/sまで
の速度が許可されます。

• GEN 5：最大 32 GT/sま
での速度が許可されま

す。

✔4.0（1）
以降

スロット nで指定
された PCIeスロッ
トのリンク速度。

[PCIeスロット nリ
ンク速度（PCIe Slot
n Link Speed）]。n
の範囲は 1～ 8で
す。

無効、有効、Legacyのみ、
UEFIのみ

•無効：拡張スロットを使
用できません。

•有効：拡張スロットを使
用できます。

✔4.0(2)以
降

オプションROMが
ポートで使用でき

るかどうか。

nの範囲が 1～ 8の
PCIe Slot
nOptionROM
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値（Value）サポート

されるモ

デル

（C125
M5）

Versions説明名前

無効、自動、GEN1、GEN2、
GEN3

•無効：最大スピードは制
限されていません。

•自動：最高速度は自動的
に設定されます。

• GEN 1：最大 2 GT/s（ギ
ガトランスファー/秒）ま
での速度が許可されま

す。

• GEN2：最大 5 GT/sまで
の速度が許可されます。

• GEN3：最大 8 GT/sまで
の速度が許可されます。

✔4.0(2)以
降

このオプションを

使用するとxスロッ
トのライザーの最

大速度を制限でき

ます。

[PCIe Slot:Riser nス
ロット xリンク速度
（PCIe Slot:Riser n
Slot x Link Speed）]。
nは 1と 2、xは 1～
6です。

無効、有効、Legacyのみ、
UEFIのみ

•無効：拡張スロットを使
用できません。

•有効：拡張スロットを使
用できます。

• UEFIのみ：拡張スロッ
トをUEFIでのみ使用でき
ます。

• Legacyのみ：拡張スロッ
トをレガシーでのみ使用

できます。

✔4.0(2)以
降

オプションROMが
SASスロットで使
用できるかどう

か。

PCIeスロット：SAS
オプション ROM
（PCIe Slot:SAS
OptionROM）
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値（Value）サポート

されるモ

デル

（C125
M5）

Versions説明名前

無効、自動、GEN1、GEN2、
GEN3

•無効：最大スピードは制
限されていません。

•自動：最高速度は自動的
に設定されます。

• GEN 1：最大 2 GT/s（ギ
ガトランスファー/秒）ま
での速度が許可されま

す。

• GEN2：最大 5 GT/sまで
の速度が許可されます。

• GEN3：最大 8 GT/sまで
の速度が許可されます。

✔4.0(2)以
降

このオプションを

使用すると前面

SSDの最大速度を
制限できます。

[PCIe Slot:FrontSSD
nリンク速度（PCIe
Slot:FrontSSD nLink
Speed）]。nは 1お
よび 2です。

有効、無効

•無効：オプションは制限
されていません。

•有効：オプションは制限
されています。

✔4.3(4b)以
降

単一のルート I/O
仮想化を制御しま

す。SR-IOVを使用
すると、ネット

ワークアダプタな

どのデバイスは、

さまざまな PCIe
ハードウェア機能

間でリソースへの

アクセスを分離で

きます。

単一ルート I/O仮想
化（SR-IOV）のサ
ポート

サポートされるプラットフォーム
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値（Value）サポート

されるモ

デル

（C125
M5）

Versions説明名前

有効、無効

•無効：オプションは制限
されていません。

•有効：オプションは制限
されています。

✔4.0(2)以
降

PCIeスロットの
Consistent Device
Naming（CDN）制
御により、PCIeス
ロットに一貫した

方法で名前を付け

ることができま

す。これにより

PCIeスロットの名
前は、より統一さ

れ、識別しやすく

なり、構成に変更

が加えられても永

続的に保持されま

す。

Consistent Device
Naming（CDN）制御

無効、有効、自動

•無効：オプションは無効
です。

•有効：オプションは有効
です。

•自動：オプションは自動
モードです。

✔4.0(2)以
降

プロセッサで、メ

モリの暗号化サ

ポートを実現する

セキュアメモリ暗

号化有効（SMEE）
機能を使用するか

どうかを指定しま

す。

[CPU SMEE]
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値（Value）サポート

されるモ

デル

（C125
M5）

Versions説明名前

無効、有効、自動

•無効：オプションは無効
です。

•有効：オプションは有効
です。

•自動：オプションは自動
モードです。

（注）

IOMMUを無効にするには、
システムの [ローカル APIC
モード（Local APIC Mode）]
を xAPICに構成する必要が
あります。

✔4.0(2)以
降

出入力メモリ管理

ユニット

（IOMMU）によ
り、AMDプロセッ
サが物理アドレス

へ仮想アドレスを

マッピングするこ

とが可能です。

[IOMMU]

無効、有効、自動

•無効：オプションは無効
です。

•有効：オプションは有効
です。

•自動：オプションは自動
モードです。

✔4.0（1）
以降

物理アドレスをア

プリケーションに

割り当てる方法を

決定します。

[バンクグループス
ワップ（Bank Group
Swap）]

無効、有効、自動

•無効：オプションは無効
です。

•有効：オプションは有効
です。

•自動：オプションは自動
モードです。

✔4.2(1)以
降

ノード 0に選択し
たDRAMチップ経
由でメモリブロッ

クがインターリー

ブされるかどうか

設定します。

チップセットイン

ターリーブ
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値（Value）サポート

されるモ

デル

（C125
M5）

Versions説明名前

自動、チャネル、Die、なし、
ソケット、無効、有効

• M5で使用可能なオプ
ション：自動、チャンネ

ル、Die、なし、ソケット

• M6で利用可能なオプ
ション：自動、無効

• M8で利用可能なオプ
ション：自動、有効、無

効

✔4.0(2)以
降

インターリーブさ

れるメモリブロッ

クを決定します。

また、インター

リーブの開始アド

レス（ビット 8、
9、10、または11）
も指定します。

[メモリインターリー
ブ（Memory
Interleaving）]

1 KB、2 KB、4 KB、256
Bytes、512 Bytes、自動

✔4.0(2)以
降

インターリーブさ

れるメモリブロッ

クのサイズを決定

します。また、イ

ンターリーブの開

始アドレス（ビッ

ト 8、9、10、また
は 11）も指定しま
す。

メモリインターリー

ブサイズ

無効、有効

•無効：オプションは無効
です。

•有効：オプションは有効
です。

✔4.0(1)以
降

DRAM SWサーマ
ルスロットリング

を構成するには

DRAM SWのサーマ
ルスロットリング
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値（Value）サポート

されるモ

デル

（C125
M5）

Versions説明名前

253 ASID、509 ASID、自動

• 253 ASID

• 509 ASID

•自動

（注）

Rowhammerスタイルの
攻撃を軽減するために、

この設定は [自動
（Auto）]のデフォルト
状態のままにすることを

推奨します。

✔4.2(1)以
降

VMのコードと
データが分離され

た、暗号化仮想マ

シン（VM）の実行
を有効にします。

Secure Encrypted
Virtualization

無効、有効、自動

•無効：このオプションは
無効です。

•有効：このオプションは
有効です。

•自動：このオプションは
自動モードに設定されて

います。

✔4.0(4)以
降

プロセッサで、メ

モリの暗号化サ

ポートを実現する

セキュアメモリ暗

号化有効（SMEE）
機能を使用するか

どうかを指定しま

す。

[SMEE]

無効、有効、自動

•無効：このオプションは
無効です。

•自動：このオプションは
自動モードに設定されて

います。

✔4.1(3)以
降

システムメモリに

格納されているす

べてのデータの透

過的なハードウェ

アメモリ暗号化を

提供します。

透過的セキュアメモ

リ暗号化
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値（Value）サポート

されるモ

デル

（C125
M5）

Versions説明名前

無効、有効

•無効：このオプションは
無効です。

•有効：このオプションは
有効です。

✔4.0(1)以
降

64ビット PCIデバ
イスの 4GB以上の
アドレス空間に対

するメモリマップ

ド I/Oを有効また
は無効にします。

レガシーなオプ

ション ROMは 4
GBを超えるアドレ
スにアクセスでき

ません。PCIデバ
イスが 64ビット対
応でも、レガシー

なオプションROM
を使用する場合

は、この設定をイ

ネーブルにしても

正しく機能しない

場合があります。

Memory Mapped IO
above 4GB

無効、自動

•無効：このオプションは
無効です。

• [自動（Auto）]：パ
フォーマンスをブースト

する方法をCPUで自動的
に決定します。

✔4.0(2)以
降

AMDプロセッサが
アイドル状態（ほ

とんど使用されて

いない状態）のと

きにコアの周波数

を上げるかどうか

を指定します。

[コアパフォーマンス
ブースト（Core
Performance Boost）]

自動、無効、有効

•自動：このオプションは
自動モードに設定されて

います。

•無効：このオプションは
無効です。

•有効：このオプションは
有効です。

✔4.0(2)以
降

AMDプロセッサが
IOベースの Cス
テートジェネレー

ションおよびDF C
ステートを制御す

るかどうかです。

[グローバルCステー
ト制御（Global C
State Control）]
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値（Value）サポート

されるモ

デル

（C125
M5）

Versions説明名前

自動、無効、有効

•自動：このオプションは
自動モードに設定されて

います。

•無効：このオプションは
無効です。

•有効：このオプションは
有効です。

✔4.0(2)以
降

プロセッサで、

AMDハードウェア
プリフェッチ機構

が必要に応じて

データおよび命令

ストリームをメモ

リから取得し、L1
または L2キャッ
シュに入れること

を許可するかどう

か設定します。

[Lnストリーム HW
プリフェッチャー

（Ln Stream HW
Prefetcher）]。nの値
は 1および 2です。

自動、パフォーマンス、電源

•自動：CPUはデフォルト
の決定論的な電源設定を

自動で使用します。

•パフォーマンス：プロ
セッサは、最適なパ

フォーマンスかつ一貫し

た方法で動作します。

•電源：プロセッサは、ダ
イごとに許容される最大

のパフォーマンスで動作

します。

✔4.0(2)以
降

AMDプロセッサに
より動作方法を決

定できます。

[デタミニズムスライ
ダ（Determinism
Slider）]

有効、無効、自動✔4.3(4b)以
降

システム DIMMに
保存されているす

べてのデータの

ハードウェアメモ

リ暗号化を提供し

ます。これはOSに
は認識されず、メ

モリ遅延がわずか

に増加します。

TSME
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値（Value）サポート

されるモ

デル

（C125
M5）

Versions説明名前

自動、TWO (1 + 1)、TWO (2
+ 0)、THREE (3 + 0)、FOUR
(2 + 2)、FOUR (4 + 0)、SIX (3
+ 3)

•自動：有効化する必要の
あるコアの数をCPUで判
断します。これがデフォ

ルトのオプションです。

• TWO（1+0）：1つの
CPUコンプレックスで 1
つのコアを有効にしま

す。

•ツー（2+0）：1つのCPU
コンプレックスで 2つの
コアを有効にします。

•スリー（3+0）：1つの
CPUコンプレックスで 3
つのコアを有効にしま

す。

•フォア（4+0）：1つの
CPUコンプレックスで 4
つのコアを有効にしま

す。

•ファイブ（5+0）：1つの
CPUコンプレックスで 5
つのコアを有効にしま

す。

• SIX（3+3）：1つのCPU
コンプレックスで 6つの
コアを有効にします。

✔4.0(2)以
降

1つ以上のコアの動
作を停止する機能

を提供します。シ

リコン回路でサ

ポートされていま

す。オペレーティ

ングシステムの制

限、またはシステ

ムの電力削減要件

により、コア数を

減らすことが望ま

しい場合がありま

す。この項目によ

り、実行中のコア

の数を制御できま

す。この設定で

は、プロセッサで

使用可能なコアの

数を減らすことし

かできません。

[ダウンコア制御
（Downcore
control）]
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値（Value）サポート

されるモ

デル

（C125
M5）

Versions説明名前

Auto、TWO (1 + 1)、TWO (2
+ 0)、THREE (3 + 0)、FOUR
(2 + 2)、SIX (3 + 3)

✔4.0(2)以
降

1つ以上のコアの動
作を停止する機能

を提供します。シ

リコン回路でサ

ポートされていま

す。オペレーティ

ングシステムの制

限、またはシステ

ムの電力削減要件

により、コア数を

減らすことが望ま

しい場合がありま

す。この項目によ

り、実行中のコア

の数を制御できま

す。この設定で

は、プロセッサで

使用可能なコアの

数を減らすことし

かできません。

[ダウンコア制御
（Downcore
control）]

無効、有効、自動、オフ

（注）

[オフ（Off）]オプション
は、[自動（Auto）]がデフォ
ルトのであるM5サーバでの
み使用できます。

✔4.0(2)以
降

プロセッサでAMD
同時マルチスレッ

ディング

（Simultaneous
MultiThreading）テ
クノロジーを使用

するかどうかを指

定します。このテ

クノロジーでは、

マルチスレッドソ

フトウェアアプリ

ケーションのス

レッドを各プロ

セッサ内で並列に

実行できます。

[SMTモード（SMT
Mode）]
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値（Value）サポート

されるモ

デル

（C125
M5）

Versions説明名前

無効、有効✔4.0(2)以
降

プロセッサがAMD
セキュア仮想マシ

ンテクノロジを使

用するかどうか設

定します。

[SVMモード（SMT
Mode）]

9.6k、19.2k、38.4k、57.6k、
115.2k

✔4.2(1)以
降

シリアルポートの

伝送速度として使

用されるボーレー

ト。[コンソールリ
ダイレクション

（Console
Redirection）]を無
効にした場合、こ

のオプションを使

用できません。

[ボーレート（Baud
Rate）]

有効、無効✔4.2(1)以
降

一貫したデバイス

の命名によって、

一貫した方法で

イーサネットイン

ターフェイスに名

前を付けることが

できます。これに

よりイーサネット

インターフェイス

の名前は、より統

一され、識別しや

すくなり、アダプ

タや他の設定に変

更が加えられても

永続的に保持され

ます。

CDN Control
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値（Value）サポート

されるモ

デル

（C125
M5）

Versions説明名前

最大、最大、標準

•最小：重要なメッセージ
がログファイルに表示さ

れます。これはデフォル

トのオプションです。

•最小：警告およびロード
メッセージがログファイ

ルに表示されます。

•標準：標準に加え、情報
関連のメッセージがログ

ファイルに表示されま

す。

✔4.2(1)以
降

このオプション

は、BIOS techログ
ファイルのメッ

セージのタイプを

示します。

[BIOS Techlogレベル
（BIOS Techlog
Level）]
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値（Value）サポート

されるモ

デル

（C125
M5）

Versions説明名前

有効、無効✔4.2(1)以
降

オプションROMの
起動は PCIスロッ
トレベルで管理さ

れます。デフォル

トで有効になって

います。多数の

ネットワークコン

トローラおよびオ

プションROMをも
つストレージ HBA
から成る設定で

は、すべてのオプ

ション ROMは、
PCIスロットのオ
プションROMコン
トロールがすべて

に対して有効に

なっている場合に

起動できます。た

だし、ブートプロ

セスでは、コント

ローラのサブセッ

トのみを使用でき

ます。このトーク

ンが有効になって

いるときに、ブー

トポリシーに存在

するこれらのコン

トローラでのみ、

オプションROMが
起動されます。

[オプションROM起
動最適化

（OptionROM
Launch
Optimization）]
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値（Value）サポート

されるモ

デル

（C125
M5）

Versions説明名前

無効、COM 0、COM 1

• COM 0は POST中にコン
ソールリダイレクション

用のシリアルポートを有

効にします。このオプ

ションはM6ブレード
サーバーおよびラックマ

ウントサーバーに対して

のみ有効です。

• COM1または serial-port-b
はコンソールリダイレク

ション用にシリアルポー

ト Bを有効にし、サー
バー管理タスク実行を許

可します。このオプショ

ンは、ラックマウント

サーバーでのみ有効で

す。

✔4.2(1)以
降

POSTおよび BIOS
のブート中に、シ

リアルポートをコ

ンソールリダイレ

クションで使用で

きるようにしま

す。BIOSのブート
が完了し、オペ

レーティングシス

テムがサーバーを

担当すると、コン

ソールリダイレク

ションの関連性は

なくなり、無効に

なります。

コンソールリダイレ

クション（Console
Redirection）

なし、RTC-CTS✔4.2(1)以
降

フロー制御にハン

ドシェイクプロト

コルを使用するか

どうかを設定しま

す。送信要求/クリ
アツーセンド

（RTS/CTS）を使
用すると、隠れた

端末の問題が原因

で発生する可能性

がある、フレーム

コリジョンを減ら

すことができま

す。

[フロー制御（Flow
Control）]
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値（Value）サポート

されるモ

デル

（C125
M5）

Versions説明名前

有効、無効✔4.2(1)以
降

POST中にシステム
がハングアップし

た場合に、システ

ムを回復するため

に FRB2タイマー
を使用するかどう

かを指定します。

[FRB 2タイマー
（FRB 2 Timer）]

有効、無効✔4.2(1)以
降

BIOSが、定義済み
のタイムアウト値

を持つウォッチ

ドッグタイマーを

プログラムするか

どうか設定しま

す。タイマーが切

れる前にオペレー

ティングシステム

のブートが完了し

ないと、CIMCは
システムをリセッ

トし、エラーがロ

グに記録されま

す。

OSウォッチドッグ
タイマー

電源オフ、リセット✔4.2(1)以
降

ウォッチドッグタ

イマーが切れた場

合にシステムで実

行されるアクショ

ン。

[OS Boot Watchdog
Timer Policy

5分、10分、15分、20分✔4.2(1)以
降

BIOSでウォッチ
ドッグタイマーの

設定に使用される

タイムアウト値。

OS Watchdog Timer
Timeout

PC-ANSI、VT100、
VT100-PLUS、VT-UTF8

✔4.2(1)以
降

コンソールリダイ

レクションに使用

される文字フォー

マットのタイプ。

[ターミナルタイプ
（Terminal Type)]
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値（Value）サポート

されるモ

デル

（C125
M5）

Versions説明名前

有効、無効✔4.2(1)以
降

プラットフォーム

構成レジスタ

（PCR）は、TPM
内のメモリ位置で

す。複数の PCRを
まとめて PCRバン
クと呼びます。セ

キュアハッシュア

ルゴリズム 1また
は SHA-1 PCRバン
クでは、TPMセ
キュリティを有効

または無効にする

ことができます。

SHA-1 PCRバンク

有効、無効✔4.2(1)以
降

プラットフォーム

構成レジスタ

（PCR）は、TPM
内のメモリ位置で

す。複数の PCRを
まとめて PCRバン
クと呼びます。セ

キュアハッシュア

ルゴリズム 256
ビットまたは

SHA-256PCRバン
クでは、TPMセ
キュリティを有効

または無効にする

ことができます。

SHA256 PCRバンク
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値（Value）サポート

されるモ

デル

（C125
M5）

Versions説明名前

有効、無効✔4.3(3a)以
降

プラットフォーム

構成レジスタ

（PCR）は、TPM
内のメモリ位置で

す。複数の PCRを
まとめて PCRバン
クと呼びます。セ

キュアハッシュア

ルゴリズム 384
ビットまたは

SHA-384PCRバン
クでは、TPMセ
キュリティを有効

または無効にする

ことができます。

SHA384 PCRバンク
*

有効、無効✔4.2(1)以
降

サーバーの認証に

使用するアーティ

ファクトを安全に

保存するコンポー

ネントであるトラ

ステッドプラット

フォームモジュー

ル（TPM）の有効
と無効を切り替え

ます。

[信頼されたプラット
フォームモジュール

の状態（Trusted
Platform Module
State）]
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、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


	サポートされるプラットフォーム
	Intel のサポート対象プラットフォーム
	サポートされる AMD M6 プラットフォーム
	Intel のサポート対象プラットフォーム
	サポートされる AMD M8 プラットフォーム
	Intel のサポート対象プラットフォーム
	Intel のサポート対象プラットフォーム
	サポートされる AMD M6 プラットフォーム
	サポートされる Intel M5 プラットフォーム
	サポートされる AMD M5 プラットフォーム


